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はしがき 

 

『 ち ば 産 学 官 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 』 は 、 令 和 6 （ 2 0 2 4 ） 年 度 に

「千葉市における外国ルーツの学生の生活意識および教育問題に関す

る研究」（私立大学等改革総合支援事業）を実施した。 

本研究は、令和 5 年度千葉市・大学等共同研究事業「千葉市におけ

る外国人親子の生活意識および教育問題に関する研究〜日本人学生・

留学生による学習支援ボランティア体制等を通じた多文化共生のまち

づくりに向けて〜」の延長線上に位置付けられる。当該先行研究では、

研究対象の年代が高校生から高齢者まで広範にわたったが、本研究で

は研究対象を外国ルーツの学生と留学生に限定し、研究内容の充実と

細密化を図った。 

本研究の目的は、外国にルーツを持つ市民が近年急増している千葉

市およびその近郊における多文化共生のまちづくりの一環として、当

該地域の大学・専門学校に通学する外国ルーツ学生および留学生の言

語（日本語・継承語）、学校、外国にルーツを持つ子供たちへの支援、

各種情報へのアクセス、防災等に関する意識および課題、ならびに産

学官の支援体制に対する要望等について実態を把握し、今後の有効な

対策に向けて分析することにある。かかる目的を実現するため、プラ

ットフォーム参画校において共通のアンケート調査を実施した上で、

収集した量的・質的データを整理し、そのアンケート調査の結果を踏

まえ、共同研究者がおのおのインタビュー調査を実施し、各自の専門

領域からの考察を行った。 

その研究成果をまとめた本報告書は、はじめにアンケート調査の結

果と考察があり、それに続き、相磯氏、池谷氏、杉田氏、徳永氏、拝

野氏およびファリナ氏の各論考から構成される。本研究報告書が今後

の千葉市および周辺自治体における多文化共生のまちづくりに資する

ことを願っている。 

最後に、プラットフォーム参画校の教職員の方々、千葉市国際交流
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課の谷倉氏、千葉モードビジネス専門学校の三浦氏、アンケート調査

票の作成に協力してくれた外国ルーツ学生、ならびにアンケート調査

およびインタビュー調査に回答してくれた外国ルーツ学生・留学生に

厚く御礼申し上げる。 

 

研究代表  青砥清一 
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アンケート調査の結果と考察 

（1）外国にルーツを持つ学生 

 

青砥清一 1  

 

要旨  

本研究では、千葉市近郊の大学・専門学校に通う外国ルーツの学生 4 6 名を

対象に生活意識と教育問題に関するアンケート調査を実施した。  

•  最も得意な言語を日本語とする学生は 4 割程である。 8 割以上が日本語

について周りに相談できる人がいる。 9 割近くが外国ルーツの子供たち

のための日本語支援に関心がある。  

•  8 割弱の学生が家庭内で継承語を使用する。 4 割程の学生が継承語を自分

の母語として認識していない。継承語学習に対する関心は高い。  

•  学校や進学において困った経験のある学生は 3 割弱に留まる。主な困り

事は、日本語、宿題、いじめ、偏見・差別、書類、親の P T A 活動、保護

者面談、進学先が国際系に限られたこと、などである。宗教や慣習に起

因する問題は、給食、装飾品・髪型などである。  

•  学校や進学において良い支援を受けたことのある学生は 2 割強に留まる。

良かった支援は、 進路相談、面接練習、放課後日本語教室、指導協力員

などである。  

•  防災に関しては、避難情報に「やさしい日本語」がなかったことなどが

問題に挙げられた。避難場所の位置を正確に知っている学生は 6 割程し

かいない。  

•  4 割弱の学生が一般の日本人との親しい人間関係を築くことが難しいと

感じている。およそ半数が、気軽に相談できる場所や制度が必要と考え

ている。  

 
1  神田外語大学  外国語学部  イベロアメリカ言語学科  教授  
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１．はじめに 

 

『ちば産学官連携プラットフォーム』は 2 0 2 4（令和 6）年度に「千

葉市における外国ルーツの学生の生活意識および教育問題に関する研

究」を実施し、その中において、外国にルーツを持つ学生を対象に、

下記の要領に基づきアンケート調査を行った。質問票は、外国ルーツ

の学生の意見を参考にして作成した 2。 

 

回答期間： 2 0 2 4 年 7 月 2 6 日～9 月 3 0 日  

質問方法：G o o g l e フォーム 

使用言語：やさしい日本語、英語 

 

本アンケート回答者の所属校および人数は以下の通りである。 

 

学校名  人数  

神田外語大学 3 3  

敬愛大学 3  

平成帝京大学 3  

植草学園大学 1  

千葉モードビジネス専門学校 6  

合計  4 6  

 

以下、質問および回答結果、ならびに若干の考察を加える。質問文

は「やさしい日本語」の原文を掲載する。 

 

 
2  2 0 2 4 年 6 月 8 日、神田外語大学において、本共同研究参加者が外国ルーツの学

生 1 3 名とともにアンケート項目に関する検討を行った。  
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２．アンケート結果と考察 

 

( 1 )  回答者について 

 

1 )  あなたの性別（せいべつ）は どれですか。 

 

性別  人数  割合 

男性  1 2  2 6 %  

女性  3 3  7 2 %  

X  0  0 %  

答えたくない 1  2 %  

合計  4 6  1 0 0 %  

 

女性の人数が多い理由は、女子学生の割合が 7 1 %（2 0 2 4 年度）を占

める神田外語大学の回答者が多いためである。 

 

2 )  あなたは 何才（なんさい）ですか。 

 

年齢  人数  年齢  人数  

1 7  1  2 2  1  

1 8  7  2 3  2  

1 9  1 1  2 4  1  

2 0  1 1  2 5  1  

2 1  1 1  合計  4 6  

 

大学生および専門学校生を対象にしたアンケートであることから、

1 8〜2 1 歳が大多数を占めている。 1 7 歳と 2 5 歳の回答者はそれぞれ、

アフガニスタン出身者とインド出身者の専門学校生である。 
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3 )  あなたの 国籍（こくせき）は どれですか。  

 

 

国籍  人数  

日本  2 1  

外国  1 6  

日本と外国 9  

わからない 0  

合計  4 6  
 

 

 
 

 

日本国籍を有する者は 2 1 名（ 4 6 %）、外国籍を有する者は 1 6 名

（ 3 5 %）、日本国籍と外国籍を有する二重国籍者は 9 名（ 1 9 %）であっ

た。国籍が「わからない」という回答はなかった。 

「外国」の国籍のみを有する回答者について、次の質問にあるルー

ツのある国と人数（括弧内は当該国にルーツを持つ全人数）は、中国 5

（ 1 1）、アフガニスタン 4（ 4）、ブラジル 2（ 5）、ネパール 2 ( 2）、

ナイジェリア 1（2）、インド 1（ 1）、ペルー 1（ 1）である。 

「日本」と「外国」の両国籍を有する回答者は、ブラジル 3（5）、

イタリア 2（ 2）、タイ 1（2）、フィリピン 1（6）、エルサルバドル

1（ 1）、アメリカ 1（ 1）である。 

 

  

46%

35%

19%

日本 外国 日本と外国
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4 )  あなたの  ルーツのある国（くに）  または  地域（ちいき）は 

どこですか。 

 

国名  人数  国名  人数  

中国 1 1  インド  1  

フィリピン 6  バングラデシュ 1  

ブラジル 5  スリランカ  1  

アフガニスタン 4  パキスタン 1  

韓国・朝鮮  3  ガーナ  1  

タイ  2  エルサルバドル 1  

ネパール 2  ペルー 1  

ナイジェリア 2  
ウ ク ラ イ ナ ＋ ホ ン ジ ュ

ラ ス  1  

イタリア 2  アメリカ  1  

  合計  4 6  

 

中国にルーツを持つ回答者が最多の 1 1 名を数える。以下、フィリピ

ン、ブラジル、アフガニスタン、韓国・北朝鮮が続く。 

出入国在留管理庁 3によると、2 0 2 4 年 6 月末時点における在留外国

人数の国籍・地域別上位 1 0 か国・地域は、 1 .中国、2 .ベトナム、 3 .

韓国、 4 .フィリピン、 5 . ブラジル、 6 . ネパール、 7 .インドネシア、 8 .

ミャンマー、 9 .台湾、 1 0 .アメリカであった。 

主な在留資格に つ い て 、中国出身者 は 、 「永住者 」 「家族滞在」

「留学、技術・人文知識・国際業務」であるが、特に永住者および家

族滞在者の子どもたちが大学等に進学している。韓国・朝鮮出身者は

主に、「特別永住者」「永住者」「技術・人文知識・国際業務」「日

 
3  出入国在留管理庁「令和 6 年 6 月末現在における在留外国人数について」（ 2 0 2 4

年 1 0 月 1 8 日）  

h t t p s : / / w w w . m o j . g o . j p / i s a / p u b l i c a t i o n s / p r e s s / 1 3 _ 0 0 0 4 7 . h t m l （ 2 0 2 4 年 1 2

月 3 0 日閲覧）  
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本人配偶者」「留学」である。 

ブラジル、ペルー等の南米諸国の出身者は主に、 1 9 9 0 年「出入国管

理及び難民認定法（以下、入管法）」の改定以降、いわゆる「デカセ

ギ」として来日した日系人である。2 0 0 8 年のリーマンショックによる

帰国者の増加がみられたものの、永住者または定住者として日本に住

み続けている。 

ベトナム人とインドネシア人の主な在留資格は、主に「技能実習」

である。現行の制度では、滞在期間は最長 5 年とされ、家族の帯同が

認められていない。長期滞在が可能となる「特定技能」に移行する人

が増えている。2 0 2 4 年 6 月 1 4 日、技能実習に代わる「育成就労」制

度を新設するため法改正が国会で可決・成立した。新制度のもとでは

滞在可能期間が最長 3 年となるが、特定技能に移行しやすくなれば長

期滞在者が増加する可能性があり、さらに要件を満たして特定技能 2

号を取得すれば、家族を帯同することも可能となる。そのため、大学

や専門学校に進学する若者も増えていくことであろう。 

アフガニスタン人の多くは、四街道市および佐倉市周辺に居住し、

主に自動車・産業廃棄物の解体業やその輸出業に従事している。東関

東自動車道沿いにアフガニスタン人の運営する作業施設（通称「ヤー

ド」）が集中しており、 2 0 1 5 年 6 月末時点で千葉県内のヤード数は

5 1 0 に達する 4。 

 

  

 
4  千葉県「ヤード適正化条例に基づく立入りについて」更新日：令和 3 ( 2 0 2 1 ) 年

1 1 月 8 日 h t t p s : / / w w w . p r e f . c h i b a . l g . j p / h a i s h i / o p e n d a t a / o p e n d a t a -

y a r d . h t m l （ 2 0 2 5 年 2 月 5 日閲覧）  
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5 )  あなたは どこに 住（す）んでいますか。 

 

自治体名  人数  自治体名  人数  

千葉市 1 6  八千代市 0  

習志野市 4  成田市 0  

四街道市 3  千葉県のその他の市町村  6  

船橋市 2  東京都  9  

市原市 1  埼玉県  1  

松戸市 1  茨城県  1  

佐倉市 1  神奈川県  0  

富里市 1  合計  4 6  

 

回答者の所在地は、千葉市が最多の 1 6 名を数える（全体の 3 5 %）。

近隣の習志野市が 4 名、四街道市が 3 名である。その他の市町村を合

わせた千葉県在住者は計 3 5 名で、全体の 7 6 %に達する。県外からの通

学者は、東京都が最も多く 9 名（2 0 %）いる。 
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6 )  あなたが はじめて 日本（にほん）に 住んだのは 何才（なん

さい）ですか。 

 

 

 

「日本で生まれた」が最多の 1 8 名（全体の 3 9 %）である。これに

「 1〜 1 1 か月」の 9 名（2 0 %）が続く。小学校入学前の 5 歳以下を合計

すると 3 3 名に達し、全体の 7 0 %に及ぶ。 

小学校の学齢に当たる 6〜 1 2 歳は計 8 名（ 1 7 %）であり、中国（4

名）、アフガニスタン（ 1 名）、タイ（ 1 名）イタリア（ 1 名）および

ネパール（ 1 名）にルーツを持つ。 

中学校の学齢に当たる 1 3〜 1 5 歳は計 3 名（ 7 %）であり、全員がア

フガニスタンにルーツを持つ。 

高等学校の学齢にある 1 6 歳は 2 名のみであり、インド（ 1 名）とネ

パール（ 1 名）にルーツを持つ。 

「わからない」と回答した者が中国ルーツの学生に 1 名いる。 

 

  

1
2

0
2

1
2

1
2
2

0
0
1
1

3
1

0
0

9
18

わからない

16
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1

1〜11か月

日本で生まれた
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7 )  あ な た が  一緒（ い っ しょ） に  住（ す ）んで い る 人 （ひと ） は 

何人（なんにん）ですか。＊あなたも  入（い）れて数（かぞ）え

てください。 

 

世帯人員  人数  

1  6  

2  3  

3  1 1  

4  1 0  

5  1 0  

6  2  

7  3  

8  1  

合計  4 6  

 

世帯人員が 3〜5 人の層がそれぞれ 1 0〜 1 1 名と最も多い。次いで 1

人暮らしが 6 名となっている。2 人世帯および 6 名以上の世帯は少な

い。 

 

8 )  あなたは 誰（だれ）と 住（す）んでいますか。 

 

同居人 人数  

親と兄弟姉妹  2 0  

両親 8  

一人暮らし 6  

親（と兄弟姉妹）と祖父・祖母  4  

親（と兄弟姉妹）とその他の家族・親戚  3  

その他の家族・親戚  3  

母親 2  

合計  4 6  
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「親と兄弟姉妹」が 2 0 名と最も多い。次いで、「両親」と同居して

いる者が 8 名を数える。「母親」のみと同居している者は 2 名である。

「親（と兄弟姉妹）と祖父・祖母」の 3 世代で同居している者は 4 名

である。 

「親（と兄弟姉妹）とその他の家族・親戚」が 3 名である。それぞ

れ、中国、アフガニスタン、ガーナにルーツを持つ回答者からなる。 

「その他の家族・親戚」は 3 名である。それぞれ、アフガニスタン、

フィリピン、ペルーにルーツを持つ回答者からなる。 

 

9 )  あなたが もっとも得意（とくい）な言葉（ことば）は 何語（な

にご）ですか。 

 

言語名  人数  

日本語 2 0  

中国語 6  

日本語、英語  5  

英語 2  

イタリア語 1  

イボ語、英語、日本語 1  

スペイン語、日本語 1  

中国語、英語 1  

ネパール語、ヒンディー語、日本語、英語 1  

ネパール語、英語 1  

ヒンディー語、ペルシャ語、英語 1  

フィリピン語（タガログ語）、英語 1  

韓国・朝鮮語 1  

ダリ語 1  

ポルトガル語 1  

ポルトガル語、英語 1  

ポルトガル語、日本語 1  

合計  4 6  
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最も得意な言語と自己認識している言語を「日本語」のみと回答し

た学生が 2 0 名と最多であり、全体の 4 3 %を占める。 

日本語以外で 1 言語のみの回答者は、「中国語」6 名、「ポルトガル

語」 1 名、「イタリア語」 1 名、「英語」2 名、「ダリ語」 1 名である。

日本語のみの回答者と合計すると、全体の 6 7 %を占める。 

残る 3 3 %は、複数の言語を得意として回答している。そのうち「英

語」を含めた回答者（ 8 名）が「日本語」を含めた回答者（5 名）を上

回る（それぞれ英語と日本語の重複回答者 3 名を含む）。 

3 言語と回答した学生は、アフガニスタン（ヒンディー語、ペルシャ

語、英語）およびナイジェリア（イボ語、英語、日本語）にルーツを

持つ。4 言語と回答した学生は、ネパール（ネパール語、ヒンディー語、

日本語、英語）にルーツを持つ。いずれの国も多民族国家である。 
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1 0 )  あなたの家（いえ）では  日本語（にほんご）以外（いがい）の

言葉（ことば）を 話（はな）しますか。 

 

言語名  人数  

日本語しか話さない 1 0  

中国語 6  

ポルトガル語 3  

英語 3  

ペルシャ語 2  

イタリア語 2  

スペイン語 2  

日本語、英語 2  

ネパール語、英語 2  

中国語、英語 1  

韓国・朝鮮語 1  

タイ語 1  

タイ語、英語 1  

フィリピン語（タガログ語）、英語 1  

フィリピン語（タガログ語）、英語、スペイン語 1  

ダリ語、英語 1  

ウルドゥ語、英語 1  

ネパール語、英語 1  

ヒンディ語、英語 1  

シンハラ語 1  

ペルシャ語、英語 1  

日本語、ポルトガル語 1  

スペイン語、ロシア語、英語 1  

合計  4 6  

 

家庭内では「日本語しか話さない」と回答した学生が 1 0 名（全体の

2 1 %）である。日本語を含め、中国語、ポルトガル語、タイ語等、家庭
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内で 1 言語のみ使用すると回答した者は 3 1 名（6 7 %）である。なお、

「中国語」の回答者の中に、自分の最も得意な言語を「韓国・朝鮮語」

と回答した学生が 1 名いる。 

最も得意な言語（丸括弧内）ではないが家庭内で使用する言語は、

「日本語」（中国語）、「フィリピン語〔タガログ語〕、英語」（日

本 語 ） 、 「 タ イ 語 、英語 」 （ 日 本 語 ） 、 「ウルドゥ語 」 （パキス タ

ン）、「シンハラ語」（日本語）、「ペルシャ語」（日本語、英語）、

「韓国・朝鮮語」（日本語）、「スペイン語」（日本語）、「イタリ

ア語」（日本語）、「英語」（日本語）、「英語、ヒンディ語」（英

語、日本語）と回答している。 

 

1 1 )  あなたは 日本語（にほんご）が どのくらい できますか。  

 

 

 

「 よ く で き る 」 と回答し た 学 生 は 、 「聞く 」 と 「話す 」 が 4 2 名

（ 9 1 %）、「読む」と「書く」が若干少ない 4 0 名（ 8 7 %）である。技

能別に 4〜 6 名からなる「まあまあできる」と合わせると、ほぼ全員が

日本語の運用に関しては特段困難を感じていないとみられる。 

「あまりできない」は、「書く」の 1 名のみである。当該回答者は、

42 42
40 40

4 4
6 5

0 0 0 1

聞く 話す 読む 書く

よくできる まあまあできる あまりできない
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ペルーにルーツを持つ学生であり、日本で生まれ、最も得意な言語を

日本語として回答しているが、家庭内ではスペイン語を使用している。

なお、この学生は次の設問では、日本語の読み書きや会話について相

談できる人が「いる」と回答しており、日本語のサポートを受けられ

る状態にあると思われる。 

 

1 2）日本語（にほんご）の 読み書き（よみかき）や  会話（かいわ）

について 相談（そうだん）できる人（ひと）は 周り（まわり）

にいますか。 

 

 

はい  3 9 名  

いいえ 7 名  

合計  4 6 名  
 

 

 

「はい」と回答した学生は 3 9 名（ 8 5 %）おり、「いいえ」と回答し

た 7 名（ 1 5 %）を大きく上回る 

「いいえ」と回答した学生のルーツは、中国（ 2 名）、フィリピン

（以下 1 名ずつ）、アフガニスタン、インド、イタリア、ガーナであ

る。そのうち日本語が 4 技能とも「まあまあできる」と回答した学生

が中国ルーツとアフガニスタンルーツの 2 名いる。その他は「よくで

きる」と回答している。 

 

  

はい

85%

いいえ

15%
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1 3） あなたは  日本語（にほんご）で  難（むずか）しいと  思（お

も）うことは ありますか。 

 

 

 

「古文」が 2 1 名と最も多い。杉田論文は、インタビューに回答した

外国ルーツの学生が「純日本人」の間に隔たりを感じていることが見

て取れたと論じる。 

古文の後は、「漢字」（ 1 7 名）、「敬語」（ 1 5 名）、「四字熟語」

（ 1 0 名）、「病院のことば」（6 名）の順となっている。「とくにな

い」の回答者は 1 6 名（ 3 5 %）を数える。 

 

  

16

6

21

10

15

17

とくにない

病院のことば

古文

四字熟語

敬語

漢字
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1 4）  あなたは  日本語（にほんご）以外（いがい）の親（おや）の母

語（ぼご）が どのくらいできますか。 

＊２つ以上（いじょう）ある場合（ばあい）、あなたが 一番（い

ちばん）とくいな言葉（ことば）について教（おし）えてくだ

さい。 

 

 

 

「日本語以外の親の言語」は、いわゆる「継承語」に相当する。そ

の継承語が「よくできる」技能は「聞く」が 2 2 名で、およそ半数の

4 8 %の学生が継承語をよく聞き取ることができると回答している。続い

て「話す」が 1 9 名（4 1 %）であり、「聞く」の割合より 7 ポイント下

落する。文字を扱う「読む」と「書く」は、それぞれ 1 5 名（ 3 3 %）と

1 1 名（2 4 %）に留まっている。 

継承語によるオーラル・コミュニケーション能力を全く欠いている

状態にあると推測される「まったくできない」の回答者は、「聞く」

が 2 名、「話す」が 4 名である。「聞く」を選択した 1 名は、フィリ

ピンにルーツを持ち、日本で生まれた学生であり、自宅では日本語と

英語を用いる。フィリピンでは英語が公用語として使用されているた

め、当該学生の回答した親の言語とは、フィリピン諸言語のいずれか

を指すものと思われる。もう一人は、バングラディッシュにルーツを

22

19

15

11

14
12 12

14

7

10
12

9

2
4 5

8

1 1 2
4

0

5

10

15

20

25

聞く 話す 読む 書く

よくできる まあまあできる あまりできない

まったくできない よくわからない
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持ち、同じく日本生まれであり、自宅では専ら日本語を用いている。 

「よくわからない」と回答した者は、「聞く」と「話す」が同一回

答者の 1 名である。フィリピンルーツの学生で、生後 1 1 か月以内に来

日しており、自宅では日本語しか用いない。 

拝野論文は、継承ポルトガル語話者の学生が継承語にどのように向

き合っているのかについて詳しく論じている。 

 

1 5）  あなたは  日本語（にほんご）以外（いがい）の  親（おや）の

母語（ぼご）が  あなたの母語（ぼご）であると 感（かん）じ

ていますか。 

 

 

はい  1 7 名  

いいえ 1 8 名  

わからない 1 1 名  

合計  4 6 名  

 

 

 

 

 

「はい」と回答した学生は 1 7 名であり、 3 7 %を占める。「いいえ」

の割合とはわずか 4 ポイント差であった。全員が継承語を「よくでき

る」か「まあまあできる」と回答しており、言語運用能力と継承語に

関する自己認識が一致している。 

「いいえ」は 1 8 名、 3 9 %を占める。その大半が継承語を全くないし

ほとんど運用できないと認識している。その一方、継承語が 4 技能と

も「よくできる」と回答した学生が 5 名（中国、フィリピン、インド、

イタリア、ガーナ）おり、言語運用能力と母語に関する自己認識は必

ずしも一致しないようである。その一方、日本生まれかまたは幼少期

までに初来日している学生は 1 6 名を数え、 1 2 歳以上のときに初めて

来日した学生は 2 名のみであることから、継承語の運用能力よりも日

本での滞在歴のほうが、継承語にかかる母語意識に強い影響を与える

はい

37%

いいえ

39%

わからない

24%
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蓋然性が高いとみられる。 

「わからない」と回答した学生は 1 1 名、全体の 2 4 %を占めており、

約 4 分の 1 の回答者が継承語と母語との同一性が明確に定まっていな

い状態にある。 

杉田論文は、外国にルーツを持つ大学生にとっての「母語」の意味

について多面的に検証している。 

 

1 6）  日本語（にほんご）以外（いがい）の  親（おや）の言葉（こと

ば）と  日本語（にほんご）のうち、  どちらのほうが  慣（な）

れていますか。 

 

 

日本語 3 5 名  

日本語以外の親の言葉 1 1 名  

合計  4 6 名  

 

 

 

 

 
 

 

「日本語」 3 5 名（ 7 6 %）が「日本語以外の親の言葉」 1 1 名（2 4 %）

を大きく上回る。 

「日本語以外の親の言葉」すなわち継承語を選択した学生のルーツ

は、中国（6 名）、アフガニスタン（ 3 名）、ネパール（ 1 名）、ブラ

ジル（ 1 名）である。これらの学生の来日した年齢は、大半が 1 0 歳以

上である。中国ルーツの学生 1 名のみが日本で生まれ育っているが、

家庭内では専ら中国語を使用している。なお、いずれの回答者も日本

語の運用力については「よくできる」「まあまあできる」と回答して

おり、生活する上で日本語に難があるわけではないようである。 

 

  

76%

24%

日本語 日本語以外の親の言葉
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1 7） あなたは 日本語（にほんご）以外（いがい）の 親（おや）の

母語（ぼご）を 勉強（べんきょう）したいですか。 

 

 

はい  4 1 名  

いいえ 4 名  

わからない 1 名  

合計  4 6 名  

 

 

 

 
 

 

「はい」が 4 1 名で 8 7 %を占めており、継承語の学習に対して概ね前

向きな見方を示している。 

「いいえ」と回答した 4 名のルーツは、中国とアフガニスタン（各 2

名）である。いずれも継承語が家庭内言語として使用されている。継

承語を自己の母語として認識しているかどうかについては、両国とも

肯定と否定が 1 名ずつおり、地域差はみられない。 

「わからない」と回答した 1 名の学生は、スリランカにルーツを持

ち、家庭内言語はシンハラ語である。シンハラ語を自分の母語とは感

じていなく、聞き話す力はあるが、読み書く力はまったくないと認識

している。将来の進路希望として国内外の就職に加えて、国内や国外

にいる家族を手伝いたいという願望も持っており、継承語学習に対す

る思いが揺れ動いているようである。 

 

 

  

87%

9%4%

はい いいえ わからない
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1 8） あ な た は  生 活 （せい か つ ） す る な か で 、  言 葉 （ こ と ば ） で 

困（こま）ったことは ありますか。（はい→ 1 8 - 2）  

 

 

ある  1 3 名  

ない  3 1 名  

わからない 2 名  

合計  4 6 名  
 

 

 
 

 

3 1 名（ 6 8 %）が、生活の中で言語に関する困難を抱えていない。困

難が「ある」と回答した 1 3 名のルーツは、中国（ 3 名）、フィリピン

（以下 1 名ずつ）、タイ、ネパール、インド、スリランカ、ブラジル、

ペルー、ウクライナ＋ホンジュラス、イタリア、ナイジェリアからな

る。 

 

1 8 - 2）  どのようなことが 困（こま）りましたか。 

 

日常会話において自己の意思を伝達したり、相手の発言を聞き取っ

たりすることが難しいと回答している。（自由記述は原文のまま転載

する。） 

 

•  何 を ⾔ わ れ た の か わ か ら な い 時 が あ る 。 （ ブ ラ ジ ル ）  

•  伝 え た い こ と が 伝 わ ら な い 。 （ イ タ リ ア ）  

•  ア ル バ イ ト を す る と き に 、 敬 語 で 客 さ ん に ⽇ 本 語 を 話 さ な い と い け な

い け ど 、 私 は 敬 語 が 上 ⼿ く 話 せ な い の で 、 客 さ ん に 変 な ⽬ に ⾒ ら れ た

な ど （ ⾃ 分 の 名 前 は ⽇ 本 語 で 、 顔 も ⽇ 本 ⼈ だ け ど 、 ⽇ 本 語 で き な い

の ？ ？ と 思 わ れ た っ ぽ い ） 。 （ 中 国 ）  

28%

68%

4%

ある ない わからない
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•  ⼆ か 国 の ⾔ 語 を ⽇ 常 ⽣ 活 で よ く 使 っ て い ま す 。 時 々 ⾃ 分 が 相 ⼿ に 伝 え

た い ⾔ 葉 や 意 ⾒ を う ま く 相 ⼿ に わ か り や す く 伝 え ら れ な い 時 が 多 い と

気 づ き ま し た 。 （ 中 国 ）  

 

ウクライナとホンジュラスにルーツを持つ学生は、日本語のほか、

英語、スペイン語およびロシア語を使用するが、それらのなかには話

す能力が幼児レベルであり、意思を思うように伝達することのできな

い言語があるという。 

 

•  リ ス ニ ン グ は で き る の に ス ピ ー キ ン グ が ⼩ さ い ⼦ 供 の レ ベ ル し か で き

な い ⾔ 語 が あ る た め そ の 時 は ⽝ み た い 聞 い て て わ か る け ど 喋 り た い こ

と が 喋 れ な い ⾔ 語 が あ っ た 。 （ ウ ク ラ イ ナ ＋ ホ ン ジ ュ ラ ス ）  

 

ナイジェリアにルーツを持ち、日本語のほかに英語とイボ語を話す

学生は、どの言語かは特定していないが、会話の脈絡から話の本旨を

理解するのが不得手であるという。当該学生は日本で生まれ、家庭内

では専ら日本語を使用している。 

 

•  ⽂ 脈 か ら 伝 え た い こ と の 本 質 を 理 解 す る の が 苦 ⼿ で 理 解 で き な く て 困

り ま す 。（ ナ イ ジ ェ リ ア ）  

 

非漢字圏のインドとネパールにルーツを持つ学生 2 名が「漢字」で

困っていると回答している。 

親との会話では、進路について話したり、口論になったりするよう

な、相互に主張し合うようなときに難があると回答している。 

 

•  親 と 進 路 に つ い て 会 話 が 難 し い 。 （ ペ ル ー ）  

•  ⺟ 親 と 会 話 す る と き 、 私 が 得 意 な ⽇ 本 語 で 会 話 を す る と 的 確 に 伝 わ ら

ず 、 け ん か に な る 。 反 対 に 、 ⺟ 親 の ⺟ 語 で 会 話 を さ れ る と わ か ら な い

単 語 が 出 て く る の で 、 そ の よ う な 場 合 に は 英 語 を 使 う 。 （ フ ィ リ ピ ン ）  
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親戚や同郷人との継承語による会話に難があると回答した学生は、

タイとスリランカにルーツを持つ。 

 

•  ⺟ ⽅ の 親 戚 と 会 話 を す る 時 に 聞 き 取 れ る が 、 ⾃ 分 が ⾔ い た い こ と を 返

す こ と が 出 来 な か っ た 時 に よ く 困 っ た と 感 じ る 。 （ タ イ ）  

•  ⺟ 語 の ⾔ 語 し か 話 せ な い ⼈ と 会 っ た 時 に う ま く 話 せ な か っ た 。 （ ス リ

ラ ン カ ）  

 

フィリピンルーツのある学生は、幼少期に極めて深刻な言語環境に

置かれていた。生後 1〜 1 1 か月で来日し、自宅では日本語しか用いな

い。継承語は 4 技能ともよくわからないが、学んでみたいと回答して

いる。 

 

•  幼 少 期 か ら ⼩ 学 校 中 学 年 ま で 会 話 が 成 り ⽴ た な か っ た 。（ フ ィ リ ピ ン ）  

 

1 9） あなたは 日本語（にほんご）以外（いがい）の言葉（ことば）

を 家（いえ）の外（そと）で 話（はな）すことが あります

か。 

 

 

はい  3 5 名  

いいえ 1 1 名  

合計  4 6 名  
 

 

 
 

 

「はい」と回答したのは 3 5 名であり、 7 6 %の回答者が家の外で継承

語ないし外国語を使用している。主な使用場面は、学校、留学生との

はい

76%

いいえ

24%
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交流、在日外国人の支援活動、アルバイト、観光地等が挙げられる。 

「いいえ」は 1 1 名（2 4 %）である。おそらくリアルな空間という意

味において外で使用しないのであろうが、 S N S や情報検索、音楽鑑賞

等に継承語を利用しているという回答がみられた。 

 

2 0）あなたは どのようなときに 日本語（にほんご）以外（いがい）

の言葉（ことば）が  使（つか）えて  よかったと  感（かん）

じますか。 

 

使用場面ごとに分類すると、主に 3 つに集約される。 

 

使用場面  人数  

留学生、観光客、親戚等とのコミュニケーション 1 5   

外国人支援 9  

個人の利益（情報収集、学業、アルバイトなど） 6  

 

まず「留学生、観光客、親戚等とのコミュニケーション」において

継承語や外国語の効用を感じる学生が 1 5 名と最も多い。学内の留学生

やネイティブ教員、在住外国人、外国の友人、観光客らと継承語を用

いて会話ができたときがうれしいと述べている。 

二つ目は「外国人支援」で 9 名いる。在日外国人のために通訳や道

案内等を行なっている。継承語を利用し、なおかつ異文化への抵抗が

少なく、異文化を理解しやすいという、複数ルーツを有する利点を活

かし、多文化共生社会をつなぐ人財として活躍している。 	

三つ目は、情報収集、学業、アルバイト等において個人の利益のた

めに役立てている。 
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2 1） あ な た は  外 国 （ が い こ く ） に ル ー ツ が あ る こ と に よ り  自 分

（じぶん）のやりたいことなどで 壁（かべ）を 感（かん）じ

ることが ありますか。 

 

 

はい  1 7 名  

いいえ 2 2 名  

どちらともいえない 7 名  

合計  4 6 名  

 

 

 

 
 

 

「はい」が 1 7 名（ 3 7 %）、「いいえ」が 2 2 名（4 8 %）、「どちらと

もいえない」が 7 名（ 1 5 %）である。約半数の回答者が自己のルーツに

よる壁を感じていないものの、 3 割を超える回答者が壁を感じている。 

「はい」と回答した学生のルーツは、中国（5 名）、フィリピン（ 3

名） 、 ア フガニス タ ン （ 2 名） 、ネパー ル （ 1 名） 、パキス タ ン （ 1

名）、ブラジル（ 1 名）、ペルー（ 1 名）、エルサルバドル（ 1 名）、

イタリア（ 1 名）、ナイジェリア（ 1 名）である。 

中 国 と フ ィ リ ピ ン に ル ー ツ を 持 つ 学 生 は 、 そ れ ぞ れ 全 体 の 半 数

（5 / 1 1 ,  3 / 6）が「はい」と回答している。 

複数回答者のいる韓国・朝鮮（ 3 名）およびタイ（2 名）ルーツの学

生からは「はい」の回答がなく、ルーツによる壁を感じていないよう

で あ る 。 ブ ラ ジ ル に ル ー ツ を 持 つ 学 生 も 1 名 の み で 比 較 的 少 な い

（ 1 / 5）。  

「はい」と回答した学生の日本語運用能力については、「まあまあ

できる」（4 技能）が 2 名、「まあまあできる」（読み書き）が 2 名、

「あまりできない」（読み書き）が 1 名であり、残る 1 2 名は「よくで

きる」と回答しており、必ずしも日本語運用能力がルーツによる壁の

37%

48%

15%

はい いいえ どちらともいえない
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高さを下げるとは言えないようである。 

「どちらともいえない」と回答した 7 名のルーツは、中国（2 名）、

韓国・北朝鮮（2 名）、ブラジル（2 名）、ウクライナ＋ホンジュラス

（ 1 名）である。 

 

2 2）  あなたが 今（いま）の学校（がっこう）に入（はい）る前（ま

え ） に  日 本 （ にほん） で  通 （ か よ ） っ た こ と の あ る  学 校

（がっこう）を すべて選（えら）んでください。 

 

学校の種類  人数  割合 

日 本 の幼稚園・保育園、 日 本 の小学 校 、 日 本

の中学校、日本の高校 
2 6  5 7 %  

日本の小学校、日本の中学校、日本の高校 7  1 5 %  

日本の中学校、日本の高校 4  9 %  

日 本 の幼稚園・保育園、 イ タリア の幼稚園、

日本の小学校、日本の中学校 
1  2 %  

日本の幼稚園・保育園、日本の小学校 1  2 %  

日 本 の幼稚園・保育園、 日 本 の 高 校 、 フリー

スクール、小学 2 年生まで 
1  2 %  

日 本 の 中 学 校 、 日 本 の 高 校 、 日 本 の 専 門 学

校・語学学校 
1  2 %  

日本の中学校 1  2 %  

日本の高校 1  2 %  

日本の高校 ,  日本の専門学校・語学学校 1  2 %  

インターナショナルスクール 1  2 %  

なし  1  2 %  

合計  4 6  1 0 0 %  

 

半数を超える 5 7 %の回答者が、幼稚園・保育園から高校まで日本の

学校に通学した経験を有する。幼稚園・保育園を除く「日本の小学校、

日本の中学校、日本の高校」の割合と合わせると、 7 2 %が日本において

初等・中等教育を受けている。 

日本の小学校に通ったことのない回答者は合計 7 名であり、そのル
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ーツは、中国（ 3 名）、アフガニスタン（ 3 名）、ネパール（ 1 名）で

ある。 

インターナショナルスクールのみを選択した者は、中国ルーツの学

生である。 

フリースクールの通学経験のある学生は、ペルーにルーツを持つ。

日本の小学校は 2 年生まで通い、その後中学校まで海外の学校を卒業

している。 

「なし」と回答した学生は、インドにルーツを持ち、 1 6 歳のときに

初めて来日している。 

 

2 3） あなたは、今（いま）まで 日本（にほん）の学校（がっこう）

や  進学（しんがく）で 困（こま）ったことは ありますか。 

 

 

はい  1 3 名  

いいえ 3 2 名  

よくわからない 1 名  

合計  4 6 名  

 

 

 

 
 

 

1 3 名（2 8 %）が「はい」と回答している。ルーツの内訳は、中国（ 3

名）、韓国・北朝鮮（2 名）、アフガニスタン（2 名）、ブラジル（2

名）、パキスタン（以下 1 名ずつ）、アメリカ合衆国、エルサルバド

ル、ガーナである。相磯論文は、特にアジアにルーツを持つ学生につ

いて論じる。 

「いいえ」は 3 2 名であり、 7 0 %が日本の学校や進学において困った

事がないと回答している。 

「よくわからない」は、ペルールーツの学生 1 名である。 

28%

70%

2%

はい いいえ よくわからない



 32 

  

2 3 - 2）どのようなことで 困（こま）りましたか。 

 

過去に日本の学校において回答者自身が困った経験として、一つ目

に、出身や外見に由来する差別や偏見、いじめが告白された。 

 

•  韓 国 の ⽂ 化 に 対 す る 差 別  

•  い じ め  

•  中 国 ⼈ と ⾔ わ れ て い じ め ら れ た 。  

•  ⾒ た ⽬ で 判 断 さ れ て し ま う こ と  

 

二つ目に、日本語の問題がある。日常会話のほか、日本語運用力、

特に漢字に関する知識の欠如により定期試験や入学試験において不利

な状況にあったことが報告されている。 

 

•  国 語 が 出 来 な さ す ぎ て 、 他 の 科 ⽬ が い い 点 数 を と っ て い て も 、 偏 差 値

は ⼀ 般 の 学 ⽣ よ り も 下 。  

•  ⽇ 本 語 の 試 験 合 格 す る た め  

•  国 語 （ ⽇ 本 語 ） が 周 り の ⼈ よ り も で き て い な い こ と  

•  I t  w a s  d i f f i c u l t  t o  s t u d y  a l l  s u b j e c t s  i n  o n l y  J a p a n e s e .   

•  K a n j i  w a s  v e r y  d i f f i c u l t . "  

•  話 し  理 解 し た 時  

 

日本の高校を卒業していることが出願要件になっている大学が多い

ため、志望先の大学・学部が国際系に限定されてしまったといった記

述もある。 

 

•  ⽇ 本 の ⾼ 校 を 卒 業 し て い な い と 受 け ら れ な い 受 験 ⽅ 法 が 多 か っ た 。 い

け る ⼤ 学 ・ 学 部 が 国 際 系 に 寄 っ て し ま っ た 。  
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外国籍を理由により多くの書類の提出を求められたり、本籍地が不

明なため記載に困ったりしたという状況も報告された。 

 

•  外 国 ⼈ な だ け で 書 類 が 多 く て 困 り ま し た 。  

•  願 書 に 親 の 本 籍 地 を 書 く と き に 私 の 家 系 は も う ⽇ 本 に 完 全 に移住し て

き て し ま っ て い た た め 、 韓 国 に 家 が な く ど う し た ら い い か わ か ら な か

っ た こ と が あ る 。  

 

2 4）  あ な た の 親 （ おや） が  日 本 語 （ にほんご） が わ か ら な い た め 

今（いま）まで 日本（にほん）の学校（がっこう）で 困（こ

ま）ったことが ありますか。 

 

 

はい  1 6 名  

いいえ 2 5 名  

よくわからない 5 名  

合計  4 6 名  

 

 

 

 
 

 

「はい」が 1 6 名（ 3 5 %）で、回答者本人（ 1 3 名）よりも多い。日本

語に不自由しているのは子どもよりも親のほうが多く、その結果、学

校に関してより困難な状況にあったと思われる。 

学生と親の双方が困った事があると回答したケースは 4 件しかない。

アフガニスタン（2 名）、ネパール（ 1 名）、ブラジル（ 1 名）である。 

 

2 4 - 2）どのようなことで 困（こま）りましたか。 

 

親の困り事は、学生のそれとは異なり、主に日本語の読み書きに関

する事柄である。書類のやりとり、保護者面談、 P T A 等に関する問題

35%

54%

11%

はい いいえ よくわからない
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が挙げられている。 

 

•  ⼿紙の ⽂章が 難 し い こ と  

•  ⾃ 分 が 幼 い頃、 書 類 を ⽇ 本 で 書 く と き  

•  親 が ⽇ 本 語 上 ⼿ じゃな い か ら⾊ん な と ころで 困 り ま し た 。  

•  最初は 別 の ⼈ が 何 を ⾔ っ て る か わ か ら な い 。  

•  書 類 が ⽇ 本 語 か 英 語 で し か 来 な い か ら の 親 が読め な い 。  

•  ⽇ 本 語 が読め な い為読め な い 。  

•  親 が 学 校 か ら のお知ら せ や連絡を直接受 け 取 れ な い た め 、 私 が説明す

る か 、 英 語 を 話 せ る友達の 親 を介し て説明し な け ればな ら な い こ と  

•  P a r e n t s  c o u l d n ʼ t  r e a d  s c h o o l  p a p e r s .  

•  Wh e n  t h e r e  w e r e  d o c um e n t s  o f  s c h o o l  t o  b e  s u bm i t t e d  

w r i t t e n  i n  J a p a n e s e  a n d  n e e d e d  t o  b e  t r a n s l a t e d  f o r  m y  

p a r e n t s   

•  P T A に つ い て の こ と  

•  P T A  a c t i v i t i e s  b e c a u s e  t h e y  c o u l d n ʼ t  c omm u n i c a t e  i n  

J a p a n e s e .  

•  P T A に選出 さ れ た り 、授業参観で 他 の 親 に 出 会 う 場 でコミュ ニケーシ

ョン が と り づ ら く 、 ⽇ 本 語 が で き な い と 差 別 さ れ た こ と が あ る と き い

た 。  

•  ⼤事な 書 類 を か く 時 、役員な ど を任さ れ た 時  

•  保護者⾯談な ど の 学 校 でお話 を す る 時  

•  P a r e n t  t e a c h e r  m e e t i n g  b e c a u s e  t h e y  c o u l d n ʼ t  s p e a k  

J a p a n e s e .  

•  親 が ⽇ 本 の同世代の友達が 少 な い こ と で 、 学 校 の 相談の仕⽅ が わ か ら

な か っ た こ と  

 

学校に関して親とのコミュニケーションがうまくいかなかったり、

親が子どもに宿題を教えることができなかったという報告もある。 
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•  学 校 に つ い て 何 も 話 せ な い 。  

•  宿題が教え ら れ な い こ と  

•  P a r e n t s  c o u l d n ʼ t  h e l p  w i t h  h om e w o r k .  

 

外見を理由とする問題は、親が授業参観に来ることを望まなかった

という回答にもみられる。 

 

•  か な り ⽬ ⽴ つ た め 、授業参観な ど に 来 て欲し く な か っ た 。  

 

2 5）  あなたは、今（いま）まで 日本（にほん）の幼稚園（ようちえ

ん）や保育園（ほいくえん）、学校（がっこう）、進学（しんが

く）で、よかったサポートは ありましたか。 

 

 

はい  1 1 名  

いいえ 2 2 名  

よくわからない 1 3 名  

合計  4 6 名  

 

 

 

 
 

 

「はい」は 1 1 名（2 4 %）に留まり、「いいえ」2 2 名（4 8 %）の半数

であった。「よくわからない」という回答は 1 3 名（2 8 %）である。 

「はい」と回答した学生のルーツ（居住地）は、中国（千葉市・船

橋市・東京都）、ネパール（千葉市・東京都）、アフガニスタン（四

街道市）、ブラジル（習志野市・東京都）、ペルー（市原市）、エル

サルバドル（千葉市）である。なお、居住地は学齢期の居住地と異な

る可能性がある。 

本人ないし親が学校で困った事があると回答した者のうち、本項目

において「いいえ」と回答したケースは 1 8 件にも上り、 3 8 %の回答者

24%

48%

28%

はい いいえ よくわからない
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が学校に関する問題に対して適切なサポートを受けてこなかった実態

が明らかとなった。 

池谷論文は、外国にルーツのある保育者の必要性について論じてい

る。 

 

2 5 - 2）どのようなサポートがよかったですか。 

 

通訳や学習に関する支援が最も多い。学校の先生が進路相談や面接

練習に対応しているほか、放課後に校内で日本語教室を開いている。 

 

•  I n  m y  h i g h  s c h o o l  I  h a d  ⽇ 本 語教室  t o  s t u d y  J a p a n e s e  a f t e r  

s c h o o l .  

•  先⽣ たちと の⾯接練習、 敬 語  

•  海外 か ら帰国 し た 際 ⽇ 本 語 が 喋 れ な か っ た た め 、保育園で ⼀ つ 下 の 学

年 に⼊っ て様⼦ を み て も ら っ た 。 そ の後同学 年 に も ど っ た 。  

•  ど の 学 校 が 1 番ふさ わ し い の か 、先⽣ が 相談し て も ら っ た こ と  

 

地方自治体が学校に派遣している指導協力員や通訳等は、外国ルー

ツの児童・生徒のための学習支援として有効である。 

 

•  市から無料で学校まできて日本語を教えてくれる先生がいる。 

•  ス ペ イ ン 語 の通訳が い た こ と  

•  ⼩ 学 校 の頃は通訳の ⽅ がサポー ト し て く れ て た 。  

 

徳永論文は、学齢期に来日する子どもへの包括的支援について論じ

ている。 
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2 6）  あなたは 外国（がいこく）にルーツをもつ子（こ）どもたちの

ための 日本語（にほんご）の支援（しえん）に 興味（きょう

み）が ありますか。 

 

 

はい  4 1 名  

いいえ 3 名  

わからない 2 名  

合計  4 6 名  

 

 

 

 
 

 

「はい」が 4 1 名（ 8 9 %）に達した。自己の日本語運用能力の如何に

拘らず、外国ルーツの子どもたちのための日本語支援に高い関心を示

している。 

「いいえ」は 3 名（ 7 %）のみである。回答者の共通項は、以下の 9

項目である。 

 

①  日本語（4 技能）がよくできる（設問 1 1） 

②  継承語を自己の母語として感じていない（設問 1 5）  

③  継承語よりも日本語のほうが慣れている（設問 1 6）  

④  小学校から日本の学校に通っていた（設問 2 2）  

⑤  日本の学校で困った経験がない（設問 2 3） 

⑥  学校や進学について良いサポートを受けた経験がない（設問 2 5）  

⑦  奨学金を受けたことがある（設問 2 7） 

⑧  卒業後の進路や就職活動に関する支援が必要でない（設問 3 1） 

⑨  気軽に相談できる場所がある（設問 3 6）  

 

本設問が日本語の支援に限定した質問であるため、日本語以外の支

89%

7%4%

はい いいえ わからない
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援には関心を持っている可能性はあるが、共通して言えることとして

回答者自身が日本語、学校生活および進路についてそれほど困難な状

況になかったことから、日本語支援に対する関心があまり高くないの

かもしれない。 

 

2 7）あなたは  これまでに  奨学金（しょうがくきん）を  受（う）

けたことは ありますか。 

 

 

はい  2 5 名  

いいえ 2 1 名  

合計  4 6 名  
 

 

 
 

 

半数以上の 2 5 名が奨学金を受給したことがあると回答している。受

給者数をルーツ別に区分すると、下表の通りとなる。 

 

国名  
受給者数

（総数） 
国名  

受給者数

（総数） 

中国 4  ( 1 1 )  スリランカ  1  ( 1 )  

フィリピン 5  ( 6 )  パキスタン 1  ( 1 )  

ブラジル 4  ( 5 )  ガーナ  1  ( 1 )  

イタリア 2  ( 2 )  エルサルバドル 1  ( 1 )  

アフガニスタン 1  ( 4 )  ペルー 1  ( 1 )  

タイ  1  ( 2 )  韓国・朝鮮  0  ( 3 )  

ネパール 1  ( 2 )  バングラデシュ 0  ( 1 )  

ナイジェリア 1  ( 2 )  インド  0  ( 1 )  

ウ ク ラ イ ナ ＋ ホ ン ジ ュ

ラ ス  
1  ( 1 )  アメリカ  0  ( 1 )  

 

はい

54%
いいえ

46%
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回答者の総数が 3 名以上いる国のなかでは、フィリピンとブラジル

にルーツを持つ学生の割合が高く、ほぼ全員が奨学金を受給したこと

がある。その一方、韓国・朝鮮ルーツの学生は 3 名いるが、受給経験

者はいない。 

アフガニスタンルーツの学生は 4 人中 1 名のみが受給経験者（専門

学校生）である。 

 

2 8）あなたの 身体的特徴（しんたいてき とくちょう）や  宗教（し

ゅうきょう）が  学校（がっこう）の規則（きそく）に  合（あ）

わず、苦労（くろう）したことは ありますか。 

 

 

はい  1 1 名  

いいえ 3 5 名  

合計  4 6 名  
 

 

 
 

 

1 1 名（2 4 %）が「はい」と回答しており、およそ 4 分の 1 が自己の

身体的特徴や宗教が校則に抵触するため苦労した経験がある。回答者

のルーツは、フィリピン、ネパール、パキスタン、スリランカ、ブラ

ジル、ペルー、ナイジェリア、イタリアであり、主にキリスト教徒、

イスラム教徒、ヒンドゥー教徒の多い地域からなる。 

 

2 8 - 2）どのようなことで 苦労（くろう）しましたか。 

 

天然パーマの髪質、ピアスやミサンガ等の装飾品の習慣が校則に触

れること、肌の色、髪質や体質によりイジメを受けたことやコンプレ

はい

24%

いいえ

76%
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ックスを抱いていること、宗教の教義上摂取を禁止されている食材が

給食において使用されたことなどが挙げられている。 

以下に記すように、国、宗教、ないし身体的特徴により、学校（お

よび日常生活）での苦労がそれぞれ異なる。 

 

（フィリピン） 

•  髪の⽑がパーマ寄 り な の で 、パーマを か け て い る の か疑わ れ た 。  

•  ⽗親 が仏教で 、 ⺟ が キ リ ス ト教で⾊々 と め ん ど く さ か っ た 。  

 

（ネパール） 

•  ⽇ 本 に 来 て初め て ⼩ 学 校 に⾏っ た 時⿐ピ ア スダメっ て ⾔ わ れ ま し た 。  

•  ヒンドゥー教徒の た め⽜⾁が⾷べれ な い の で す が給⾷の 時代わ り の も

の が 出 な か っ た 。 ⾃ 分 で持っ て く る に は O K で し た 。  

 

（スリランカ） 

•  ピ ア ス やネック レ ス な ど の ア クセサリ ー つ け ら れ な い こ と  

•  腕に つ け るミサンガが義務教育で は禁⽌さ れ て い た 。  

 

（ブラジル） 

•  肌の⾊や髪の⽑が天パの た め い じ め ら れ た り 、宗教上 の 理由で 学 校 を

休ん だ 時 は 変 な噂を流さ れ た り し た 。  

•  太り や す い体質  

 

（ペルー） 

•  肌の⾊が み ん な と違っ て い じ め ら れ る こ と が あ っ た 。  

 

（パキスタン） 

•  Wh e n  t h e r e  w a s  p o r k  i n  s c h o o l  l u n c h ,  I  w a s n ʼ t  a b l e  t o  

h a v e  a n  a l t e r n a t i v e .  
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（ナイジェリア） 

•  校則で天然パーマな の に縮⽑矯正を か けざる を 得 な い状況に あ っ た こ

と  

 

（イタリア） 

•  体格 の違い 、 顔 つ き  

•  ⾒ た ⽬ をばか に さ れ た 。  

 

2 9） 学校（がっこう）の食事（しょくじ）で 困（こま）っているこ

とは ありますか。 

 

 

はい  6 名  

いいえ 4 0 名  

合計  4 6 名  
 

 

 
 

 

「はい」の回答者は 6 名（ 1 3 %）である。主に、豚肉、牛肉、アルコ

ールを含有する調味料等、宗教上禁じられている食材が給食や学食に

おいて使用されているケースである。 

 

2 9 - 2）どのようなことで 困（こま）っていますか。 

 

イスラム教徒とヒンドゥー教徒は、それぞれ豚肉と牛肉を食するこ

とが宗教上禁じられているため、給食において使用されるときは、お

弁当を持参しなければならない。以下は、アフガニスタンにルーツを

持つ学生達の回答である。 

はい

13%

いいえ

87%
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•  I  c o u l d n ʼ t  e a t  s c h o o l  l u n c h  i n  j u n i o r  h i g h  s c h o o l  a n d  a l s o  

c u r r e n t l y  i n  t h e  u n i v e r s i t y  t o o .  b e c a u s e  t h e  f o o d s  a r e  n o t  

h a l a l .  

•  Wh e n  t h e r e  w a s  p o r k  i n  s c h o o l  l u n c h ,  I  w a s n ʼ t  a b l e  t o  

h a v e  a n  a l t e r n a t i v e .  

•  H a d  t o  b r i n g  m y  o w n  l u n c h  i n  j h s  b e c a u s e  I  c o u l d n ' t  e a t  

s c h o o l  l u n c h .  

•  豚⾁⾷べら れ な い 。  

 

ネパールにルーツを持つ学生は、大学に対し、学内において提供さ

れている食事の原材料を表記するよう要請したところ、お弁当の主原

料は表記されるようになったが、調味料に関する表示がなく、さらに

学食に至っては、いまだに原材料さえ表記されていないため、食事の

たびに学食の職員に尋ねているという。当該学生の所属している大学

ではムスリム学生のためハラルフードを提供しているものの、ヒンド

ゥー教学生の食事への配慮は十分でない。今後もネパールやインドに

ルーツを持つ学生や留学生が増えていくことが予想されるので、早急

に対策を講じる必要がある。 

 

•  現在⼤ 学 で 困 っ て る こ と な の で す が 、 学 校 に提案書 を 出 し て原材料名

の表⽰を し て欲し い とお願 い を し ま し た 。お弁当は主原料は表⽰さ れ

る よ う に な っ た の で す が 、調味料ま で は表⽰さ れ ま せ ん で し た 。 学⾷

の ⽅ は ま だ原材料名 を表⽰し て い た だ け て ま せ ん 。毎回お⾁何 使 わ れ

て い る の か 聞 く の が ⼤ 変 で す 。  

 

その他、「納豆が食べられなかった」という回答があった。納豆を

食さない外国ルーツの家庭において育った児童の中には給食の納豆を

食べることができない児童がいるため、納豆を残しても責めることの

ないよう、学校側の理解が求められる。 
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•  納⾖が ど う し て も⾷べら れ な か っ た こ と （ タ イ ）  

 

3 0）  あなたは 卒業後（そつぎょうご）に 何（なに）を したいで

すか。＊あてはまるものを すべて チェックしてください。 

 

「日本の外で働きたい」が「日本で働きたい」を若干上回っている

が、「日本の外で働きたい」のみを選択した学生（大学院進学希望者

含む）は 1 2 名（2 6 %）である。自己のルーツを活かし、国外就職の願

望がより強いであろうと予想したが、それほどでもなく、およそ 4 分

の 1 に限られた。（外語大および国際系学部の回答者が多いので、そ

の他の 分野の 大 学 ・ 学部の 学 生 で あ れ ば 、もっ と少な い かもし れ な

い。） 

国内外の大学院に進学したいという学生は 1 2 名（2 6 %）いる。その

うち 1 1 名は就職を同時に希望している。 

国内または国外にいる家族の手伝いをしたいという学生は、おのお

の 4 名ずついるが、大学院進学希望者と同様に就職も重ねて選んでい

る。これを選択した学生のルーツは、中国、パキスタン、ネパール、

スリランカである。 

卒業後の進路希望が定まっていない学生や迷っている学生が合わせ

1

1

3

4

4

12

33

30

迷っている

働く場所は問わない。どこの国でもいい。

わからない

⽇本の外にいる家族の⼿伝いをしたい

⽇本にいる家族の⼿伝いをしたい

⽇本や海外の⼤学院に進学したい

⽇本の外で働きたい

⽇本で働きたい
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て 4 名いる。 

 

3 1） あ な た に と っ て  卒業 後 （ そ つぎょうご） の進路（ しんろ）や  

就職活動（しゅうしょく かつどう）で 必要（ひつよう）な支

援（しえん）は ありますか。 

 

 

はい  7 名  

いいえ 3 9 名  

合計  4 5 名  
 

 

 
 

 

「いいえ」（ 3 9 名）が「はい」（ 7 名）を大きく上回った。 8 5 %の

回答者が、外国ルーツの学生として特に必要なキャリア支援はないと

答えている。 

「はい」と回答した学生のルーツは、中国、ネパール、アフガニス

タン、インド、エルサルバドル、ナイジェリアである。エントリーシ

ートや履歴書の記載に必要な日本語のライティング能力は、「よくで

きる」が 4 名、「まあまあできる」が 3 名である。 

 

3 1 - 2）どのような支援（しえん）が 必要（ひつよう）ですか。 

 

面接の練習やエントリーシートの添削が必要であることは、一般学

生も同様であるが、特に日常会話と異なるビジネスシーンの日本語に

ついては、外国ルーツの学生のための特別な支援が必要であろう。 

 

•  レ ジ ュメの 書 き ⽅ な ど （ネパー ル ）  

•  ⾯接練習やエン ト リ ーシー ト な ど の添削が必要だ と 思 い ま す 。 （ 中 国 ）  

はい

15%

いいえ

85%
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外国ルーツの学生には特に就労ビザに関する情報を提供する必要が

ある。国民年金等の社会保障や企業情報についても、一般学生より手

厚いサポートが求められる。 

 

•  海外 と ⽇ 本 の⾏き 来 を し た 場 合 、就労ビザや 国⺠年⾦は ど う な る の か

分 か ら な い 。  

•  良い 会社⼀緒に探し て欲し い 。  

•  R e c omm e n d a t i o n s  

 

3 2）  日本（にほん）で 災害（さいがい）のときに 困（こま）った

経験（けいけん）は ありますか。 

 

質問項目 人数  

避難についての情報（警報・注意報など）が日本語し

かなかったのでわからなかった 
 5  

避難についての情報（警報・注意報など）に「やさし

い日本語」がなかったのでわからなかった 
 2  

日本での災害（津波など）がどういうものかわからな

かった 
 3  

避難所がどういうものなのかわからなかった  0  

避難場所がわからなかった  2  

救急車の使い方・呼び方がわからなかった  1  

相談できる場所がわからなかった  3  

正しい情報をどこで手に入れられるかわからなかった  1  

情報を手に入れるのに時間がかかった  0  

困ったときに頼れる人がいなかった  3  

災害後の支援策があっても、利用方法・申請方法がわ

からなかった 
 2  

災害後の支援策があっても、日本語以外での案内がな

かったのでわからなかった 
 0  

災害後の支援策が  あっても、「やさしい日本語」で

の案内が なかったので わからなかった 
 1  

困ったことはない 3 9  
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「困ったことはない」が最も多い 3 9 名（ 8 5 %）であった。 8 割を超

える学生が困ったことがないと回答したのは、一見すると好ましい結

果であるが、東日本大震災から 1 0 年以上が経過し、防災への意識が低

下していないか心配なところである。 

質問項目のいずれかにおいて困った経験があると回答した 7 名は、

アフガニスタン（2 名）、中国（以下 1 名）、ネパール、インド、ブラ

ジル、ペルーのルーツである。居住地は、千葉市（4 名）、市原市（以

下 1 名）、習志野市、佐倉市である。情報収集に求められる日本語の

読む力は、「よくできる」が 4 名、「まあまあできる」が 3 名である。 

「やさしい日本語」に関する 2 項目を選択した学生は 2 名おり、ア

フガニスタンルーツの千葉市在住者およびブラジルルーツの習志野市

在住者である。両市に限らず、「やさしい日本語」の普及活動は産官

学において一層強化していく必要がある。 
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3 3） 避難場所（ひなん  ばしょ）を 知（し）っていますか。 

 

 

 

2 8 名（ 6 1 %）が「知っているし、どこかわかっている」と回答して

いる。 

8 名（ 1 7 %）が「知っているが、どこかわからない」、 9 名（2 0 %）

が「知らない」、 1 名が「多分知っている」と答えており、合わせて

3 9 %が確実なかたちで避難場所にアクセスすることができない状況にあ

る。 

「知らない」と回答した学生のルーツと居住地は次の通りである。 

 

l  フィリピン  千葉市、千葉県のその他の市町村、東京都  

l  バングラデシュ 東京都  

l  インド   佐倉市 

l  パキスタン  千葉市 

l  ペルー  市原市 

l  エルサルバドル 千葉市 

l  ガーナ   埼玉県  

 

アンケート回答者が複数いるルーツの中では、フィリピンルーツの

学生が比較的多く、6 人中 3 名が避難場所を知らない状況にある。 

1

9

8

28

その他：多分知ってる

知らない

知っているが、どこかわからない

知っているし、どこかわかっている
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「知っているが、どこかわからない」と回答した学生のルーツと居

住地は、次の通りである。 

 

l  中国   千葉市、千葉県のその他の市町村  

l  韓国・北朝鮮  千葉県のその他の市町村  

l  フィリピン  東京都  

l  アフガニスタン 千葉市 

l  ネパール  千葉市 

l  ブラジル  習志野市 

l  イタリア  習志野市 

 

上記 2 項目について、市町村別では千葉市が最も多い 6 名であり、

1 6 人の 3 8 %が災害時に避難場所へ確実にアクセスすることができない

状況にある。 

 

3 4）災害（さいがい）への 備（そな）えを していますか。 

＊あてはまるものを すべて チェックしてください。 

 

質問項目 人数  割合 

食べものや飲みものを備えている 2 0  4 3 %  

避難するときに必要なものを 備えている（懐

中電灯、携帯ラジオ、薬、など） 
1 0  2 2 %  

家族との連絡方法を決めている 1 0  2 2 %  

家具を固定して倒れないようにしている 4  9 %  

防災訓練に参加している 4  9 %  

市の「安全・安心メール」に 登録している 1  2 %  

市の「多言語防災メール配信サービス」に 登

録している 
0  0 %  

「外国人のための防災ガイドブック」を もっ

ている 
0  0 %  

とくに なにも  していない 2 1  4 6 %  
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「食べものや飲みものを備えている」が 2 0 名（4 3 %）、「避難する

ときに必要なものを備えている（懐中電灯、携帯ラジオ、薬、など）」

が 1 0 名（2 1 %）、「家族との連絡方法を決めている」が 1 0 名（2 2 %）

に留まる。「とくになにもしていない」は 2 1 名（4 6 %）に達する。半

数前後の学生が災害への備えが十分でない状況にある。 

家具の固定や防災訓練への参加については、それぞれ 4 名（ 9 %）し

かいない。防災訓練は、地域所轄の消防署と協力しながら、より多く

の外国ルーツの市民に参加してもらうような方策が産学官において求

められる。 

多言語防災メール配信サービスへの登録や外国人向けの防災ガイド

ブックの所持者は 0 名である。外国にルーツがあっても日本で生まれ

育った一人暮らしの学生にはなくともいいであろうが、外国から来た

親や親戚等が同居している世帯には欠かせないものである。災害時の

外国人対応もまた、産学官が早急に取り組んでいくべき課題である。 

 

3 5）  あなたが 外国（がいこく）にルーツがあるために 日本人（に

ほんじん）と  親（した）しい人間関係（にんげん  かんけい）

を 築（きず）くのが 難（むずか）しいと 感（かん）じたこ

とは ありますか。 

 

 

はい  1 7 名  

いいえ 2 0 名  

どちらともいえない 9 名  

合計  4 6 名  

 

 

 

 
 

 

37%

43%

20%

はい いいえ どちらともいえない
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「いいえ」2 0 名（4 3 %）が「はい」 1 8 名（ 3 8 %）を若干上回るが、

両者は拮抗している。「どちらともいえない」も 9 名（2 0 %）いる。 

「 は い 」 と回答し た 学 生 の ル ー ツ は 、中国 （ 4 名） 、ネパー ル （ 2

名）、アフガニスタン（2 名）、ブラジル（2 名）、ナイジェリア（2

名）、韓国・北朝鮮（以下 1 名ずつ）、フィリピン、パキスタン、イ

ンド、アメリカ合衆国である。日本語の「話す」と「聞く」能力につ

いては、「よくできる」（ 1 2 名）か「まあまあできる」（4 名）と回

答している。 

「いいえ」と回答した学生のルーツは、中国（ 4 名）、フィリピン

（ 4 名） 、ブラジル （ 3 名） 、韓国 ・北朝鮮（ 2 名） 、 イ タリア （ 2

名）、タイ（以下 1 名ずつ）、アフガニスタン、バングラデシュ、ペ

ルー、イタリア、ガーナである。フィリピン、ブラジル、韓国・北朝

鮮およびイタリアにルーツを持つ学生は、日本人と親しい人間関係を

構築することに難を感じていない。日本語の話す力と聞く力について

は、全員が「よくできる」と回答している。 

「はい」と回答した 1 7 名のうち 9 名が 4〜 1 6 歳のときに初めて来日

している一方、「いいえ」と回答した 2 0 名のうち 4〜 1 1 歳のときに初

来日したのは 4 名しかいないことから、初来日時の年齢が日本人との

人間関係の形成に何らかの影響を与えていると推測される。 

花澤論文は、特に日中文化の相違が生み出す違和感との葛藤とその

克服の在り方から多文化共生の道を探る。 
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3 6 ）あなたには  プライベートな話（はなし）を含（ふく）め、  さ

まざまなことを  気軽（きがる）に  相談（そうだん）できる場

所（ばしょ）は ありますか？  

 

 

はい  3 6 名  

いいえ 1 0 名  

合計  4 6 名  
 

 

 
 

 

「はい」は 3 6 名で、 8 割近くの学生が気軽に相談できる場所を有し

ている。 

「いいえ」の回答は 1 0 名（ 2 2 %）である。ルーツは、フィリピン

（2 名）、アフガニスタン（2 名）、中国（以下 1 名ずつ）、ネパール、

インド、ペルー、アメリカ合衆国、ガーナである。 

キリスト教徒やイスラム教徒にとって教会・寺院は、宗教コミュニ

ティの中心として気軽に相談できる場所の一つである。在日フィリピ

ン人は、キリスト教会を通じたコミュニティに属する人が多く、同郷

人のための支援活動も活発である（ラテンアメリカ出身者も同様）。

とはいえ、必ずしも皆が教会に通っているとも限らず、教会に頼るこ

とのできない人もいる。言語や文化の違いにより孤立している人たち

のため、教会以外にコミュニティにおいて相談することのできる場所

を提供することが必要である。 

アフガニスタンは国民の 9 9 %がイスラム教徒であるが、「いいえ」

と回答した学生 2 名は千葉市と四街道市に在住している。千葉市には

モスクが一つ存在する 5ものの、そこには通っていないと思われる。一

 
5  『 N P O 法 人 千 葉 イ ス ラ ー ム 文 化 セ ン タ ー 』 h t t p s : / / w w w . c i c c - j a p a n . c o m /

はい

78%

いいえ

22%
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口にムスリムと言っても、その信仰の様式や慣習は地域や宗派によっ

て様々である。筆者が 2 0 2 3 年に実施したインタビューの対象者（市原

市在住）もムスリムではあるがモスクに通っていなかった 6。しかし、

ハラルフードの食材店やレストランにおいて同郷人と交流する機会が

あるとのことであった。郷土料理店が同郷人同士の交流の場になって

いるのは、タイ人、フィリピン人、ブラジル人などについても同様に

みられる。 

F a r i n a 論文では、同じルーツの市民が相談できる制度や場所を設け

ることを提案している。 

 

3 7） さまざまなことを 気軽（きがる）に 相談（そうだん）できる

場所（ ば しょ）や  制 度 （せいど） は  必要 （ひつ よう）だと 

思（おも）いますか。 

 

 

はい  2 3 名  

いいえ 2 3 名  

合計  4 6 名  
 

 

 
 

 

「はい」（2 3 名 ,  5 0 %）と「いいえ」（2 3 名 ,  5 0 %）がちょうど

半々で分かれた。 

「はい」と回答した学生のルーツは、中国（5 名）、フィリピン（ 3

名）、韓国・北朝鮮（2 名）、ブラジル（2 名）、イタリア（2 名）、

 
（ 2 0 2 5 年 2 月４日閲覧）  

6  令和 6 年度千葉市・大学等共同研究事業「千葉市における外国人親子の生活意識

および教育問題に関する研究」共同研究事業成果報告書（別冊） p . 4  

はい

50%
いいえ

50%
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タイ（以下 1 名）、パキスタン、ネパール、インド、スリランカ、ア

メリカ合衆国、ウクライナ＋ホンジュラス、ナイジェリアである。学

生の各意見は次の設問に掲載する。 

「いいえ」と回答した学生のルーツは、中国（6 名）、アフガニスタ

ン（ 4 名）、フィリピン（ 3 名）、ブラジル（ 3 名）、韓国・北朝鮮

（以下 1 名）、タイ、ネパール、バングラデシュ、ペルー、ナイジェ

リア、ガーナである。 

アンケート回答者が 4 名以上いるルーツについては、中国、フィリ

ピン、ブラジルルーツの学生が「はい」と「いいえ」で概ね二分した。 

特筆すべきは、アフガニスタンルーツの 4 人全員が「いいえ」と回

答したことである。 

前問において「いいえ」と回答した 1 0 名のうち、本問においても

「いいえ」と回答したのは 7 名である。つまり、アンケート回答者 4 6

人の 1 5 %が個人的にも気軽に相談相手がなく、なおかつ社会的にもそ

のような場所や制度は必要ないと考えている。この 7 名のルーツは、

アフガニスタン（2 名）、中国（以下 1 名）、フィリピン、ネパール、

ペルー、ガーナである。 

 

3 7 - 2 ）どのような場所（ばしょ）や  制度（せいど）が  必要（ひつ

よう）だと 思（おも）いますか。 

 

相談できる場所や制度については、ルーツごとに様々な意見が提示

された。 

 

（中国） 

•  学 校内や友達な ど  

•  イ ン タ ーネット 上 で 相談で き る窓⼝な ど  

 

（韓国・北朝鮮） 

•  政治や歴史的背景か ら ⽣ じ る 国同⼠の摩擦や 、 そ れ に よ る選択の弊
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害を 相談で き る 場所が欲し い 。例えば、昔親族が北朝鮮と関わ っ て

い た こ と を 理由に 、 ⺟ 親 か ら「韓 国 の公館で働く の を諦めろ」と ⾔

わ れ て い る が 、 も っ と歴史や政治な ど に詳し い ⼈ に 客観的 に そ れ が

事実で あ る か 判 断 し て 、 アドバ イ ス を い た だ け る 場 が欲し い 。  

•  国 籍 の違い に よ り起き る制度的 な 難 し い ⾔ 語⽀援や説明を し っ か り

受 け ら れ る 場所。 ⾃⾝に所属感 を与え る よ う な こ ころのケア と し て

のコミュ ニティ 、彼ら を繋げて あげる⽀援制度。  

 

（フィリピン） 

•  海外 出⾝の カ ウ ンセラ ー が居る 場所  

•  具体的 に こ ん な施設と か は ま だ わ か ら な い が 、 さ まざま な 外 国 語 に

適応で き る o r さ まざま な ス タッフ が必要だ と 思 う 。  

•  セラ ピ ー を も っ と広め て 、 気軽に⾏け る よ う に し た ら い い と 思 う 。  

 

（タイ） 

•  も う す で に既存の 場所や制度が あ る か も し れ ま せ ん が 、⽉に 1 度程

度外 国 ル ーツの ⽅ 々 が集ま り悩み 相談会開け る と い い と 思 い ま す 。

そ の 際 に 出 た悩み を市役所な ど に共有し 、 すぐさ ま に 対応す る ま た

は 、次回の 相談会 に て 対応す る こ と な ど実施し た ら い い と も い ま す 。  

 

（ネパール） 

•  区役所な ど で 外 国 ⼈ 相談窓⼝  

 

（インド） 

•  外 国 ⼈ の た め に ⽣ 活サポー ト 出 来 る と ころ。特に 家族で住ん で い る

⼈ の た め 。  

 

（パキスタン） 

•  P e r h a p s  s om e  s o r t  o f  c o u n s e l l o r s  f o r  t h o s e  w h o  h a v e  

d i f f e r e n t  b a c k g r o u n d s .  
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（スリランカ） 

•  こ の ア ンケー ト の よ う に定期 的 に普段感 じ て い る こ と のヒア リ ン グ

を⾏う と い い と 思 う 。  

•  ⾔ 語 の⽀援、 ⼤ 変 だ と 思 う こ と を共有し 合 え る 場所  

 

（ウクライナ＋ホンジュラス） 

•  何 で も 相談で き る 場所  

 

（イタリア） 

•  親 が所謂、毒親 の ⼈ 、 家 に居ず ら い ⼈  

 

（アメリカ合衆国） 

•  同じ ル ーツを持つ も の同⼠で集ま れ る 場所、 グ ル ープ（ L IN E  グ ル

ープな ど ）  

 

（ナイジェリア） 

•  学 校 や職場 な ど  

 

相談窓口の設置については、多くの回答者から意見が寄せられた。

千葉県および同県内の多くの市町村において国際交流センター等が相

談窓口を開設し、外国ルーツの相談員を配置したり、同郷人同士の相

談会を開いたりしている。現状においては、それらの情報が外国ルー

ツの世帯に行き届いていないことが課題の一つとして挙げられるが、

今後取り組むべき課題としては、国際交流センターから遠い所に住ん

でいる外国ルーツの住民のため、物理空間としては近隣の区役所や公

民館、その他集会所、仮想空間としてはインターネットや S N S におい

て、相談窓口を提供することが有益である。なお S N S については、国

や地域によって普及しているサービスが異なるため注意を要するが、

多くの外国ルーツの市民が日本人市民との情報交換等に利用している
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L I N E を筆頭に、少なくとも W e C h a t、 F a c e b o o k、 I n s t a g r a m、 X（旧

T w i t t e r）など、主要な S N S による窓口サービスの提供が求められる。

多言語かつ「やさしい日本語」の双方で対応することが重要である。

かかるネットワークは、災害時の情報発信にも役に立つ。 

相談内容については、日本語や継承語の問題から、子育て、学校、

職業、 D V、虐待、民族の歴史問題に至るまで、ルーツや生活環境によ

って様々である。全ての相談に回答することは無論不可能であろうが、

悩みに耳を傾けてくれる相談相手やこれを共有することのできる空間

があることが相談者にとって大きな励ましになることがある。多様な

相談内容に共感し、適切な助言を与えることのできる相談員として、

日本での生活様式や慣習、教育制度、その他社会システムに精通した

キーパーソンを言語ごとに確保することが重要である。そして、その

ような役割を担える市民に若者達を育成するためのシステムを産学官

で構築する必要がある。 

 

３．結び 

本研究では、千葉市近郊の大学・専門学校に通う外国ルーツの学生

4 6 名を対象に、生活意識および教育問題に関するアンケート調査を実

施した。 

日本語に関して、自分の最も得意な言語を「日本語」と回答した学

生は 4 3 %である。家庭内において日本語しか話さない学生は 2 1 %であ

る。日本語の運用能力については、 9 割程の学生がよくできるが、「読

む」と「書く」が「聞く」と「話す」より若干劣ると認識している。

日本語の読み書きについて周りに相談できる人のいない割合は 1 5 %に

留まる。 

日本語以外の親の母語（継承語）に関して、本アンケート調査にお

いて報告された言語数は 1 3 に上る。家庭内で日本語のみを使用する学

生の割合は 2 割程度であり、 8 割弱の学生が継承語のみか、または継承

語と日本語を併用している。 

継承語の運用能力については、5 割近くの学生がよく聞くことができ、
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およそ 4 割の学生がよく話すことができる。しかし、読むことと書く

ことについては、よくできると回答した学生が 2〜 3 割に留まる。継承

語は、基本的に家庭内のオーラルコミュニケーションの言語として用

いられるが、在日外国人のための支援、親戚や留学生とのコミュニケ

ーション、学校での授業のほか、インターネットや S N S を通じた情報

収集に利用している学生もいる。 

継承語を自己の母語として認識しているかという質問に対しては、4

割程の学生が否定している。その大半が継承語を全くないしほとんど

できないと回答した一方、継承語が 4 技能とも「よくできる」とした

学生も若干みられ、必ずしも言語運用能力と母語に関する自己認識が

一致しない。継承語を自己の母語と認識していない学生のほとんどは、

日本で生まれたか、または幼少期までに初来日している。その一方、

継承語を自己の母語として認識している学生の割合は 3 割強であり、

その全員が継承語を「よくできる」または「まあまあできる」と回答

しており、ここでは運用力との一致がみられた。継承語学習に対する

関心は高く、 9 割程の学生が肯定的に回答した。 

外国にルーツがあることを理由に、自分のやりたいことなどで壁を

感じている学生は半数近くに達する。 

6 割弱の学生が幼稚園・保育園から高校まで日本の学校を通学した経

験を有する。 1 5 %の学生が日本の小学校に通っていない。その他、海外

の幼稚園、小・中学校、または国内のインターナショナルスクール、

フリースクール等に通った経験のある学生が、それぞれ若干名いる。 

学校や進学において困った事のある学生は 3 割弱に留まる。困り事

としては、日本語、宿題、外見によるいじめや偏見・差別、提出書類

の多さ、親の P T A 活動、保護者面談、出願基準により進学先が国際系

に限られたことなどが挙げられた。 

宗教や慣習 に由来す る困り 事 と し て は 、給食（豚肉・牛肉等 の禁

忌）、装飾品や髪型・髪質（パーマ）が校則に違反したことなどが挙

げられる。 

学校や進学において良い支援を受けた経験のある学生は 2 割強に留
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まり、5 割近くが良い支援を受けたことがないと回答している。良かっ

た支援としては、学校の先生による進路相談や面接練習、放課後の日

本語教室、地方自治体から学校に派遣される指導協力員や通訳などが

挙げられた。 

奨学金を受けたことのある学生は 5 割強である。回答者総数が 3 名

以上いるなかでは、フィリピンとブラジルにルーツを持つ学生が特に

多く、ほぼ全員が奨学金を受給したことがある。 

将来の進路については、国内の就職希望と国外のそれがほぼ同数で

ある。自己のルーツを活かすため海外志向が強いであろうと予想した

が、海外就職のみを希望する学生は、およそ 4 分の 1 に限られた。外

国ルーツの学生の求める就職支援としては、面接の練習、エントリー

シートの添削、企業紹介、ビジネス日本語、就労ビザ、国民年金、企

業に関する情報提供が挙げられた。 

外国ルーツの子供たちの日本語支援については、 9 割近くの学生が関

心が持っている。外国にルーツを持つ若者達が支援される側から支援

する側へと成長していくことが社会的に期待され、そのための育成シ

ステムの構築が求められるところ、その前提として、外国ルーツの学

生自身が日本語支援に強い関心を持っていることはわかったのは本調

査の成果である。 

日本において災害時に困ったことがある学生は 1 5 %に留まる。困り

事としては、避難についての情報（警報・注意報など）が日本語しか

なかったこと、避難についての情報（警報・注意報など）に「やさし

い日本語」がなかったこと、などが挙げられる。避難場所の位置を知

っている学生は 6 割程しかいない。 

4 割弱の学生が一般の日本人との親しい人間関係を築くことが難しい

と感じている。 8 割程の学生が気軽に相談できる場所を持っている。お

よそ半数が学生が、気軽に相談することのできる場所や制度が必要と

考えている。 

以上、本アンケート調査により外国にルーツを持つ学生から貴重な

データを得ることができた。今後の産学官による研究および施策に資
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するものである。なお、女子比率の高い神田外語大学からのアンケー

ト回答者が多かったため、女性回答者の割合が 7 割となり、2 割ほど性

別的に偏った構成となった。ジェンダーに著しい影響を受けたと思わ

れる回答はほとんど見られなかったものの、今後は男子学生（特に理

系）に対するアンケートも実施したい。 
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アンケート調査の結果と考察 

（2）留学生 

 

青砥清一 7  

 

要旨  

本研究では、 6 8 名の留学生を対象にアンケート調査を実施した。  

•  日本語の運用能力に関する自己評価は「まあまあできる」の回答が最も

多い。「読む」「書く」が「聞く」「話す」を上回る。  

•  7 割の留学生が外国ルーツの子供たちのための言語支援に関心を持つ。  

•  学校で困った事は、日本語、面接試験、引越し、学校探しなどである。  

•  宗教上の問題としては、学食にハラルフードがないことが挙げられる。  

•  8 割以上の留学生が卒業後も日本で就職することを望んでいる。  

•  災害で困った経験は、避難情報が日本語しかない、やさしい日本語によ

る情報がない、などである。避難場所を知る留学生はわずか 4 分の 1 に

留まり、防災訓練に参加した者や多言語防災メール配信サービスに登録

している者も非常に少ない。  

•  留学生の求める相談場所や制度は、学内にプライバシーが保護された中

でメンタル面の相談をすることのできる場所、日本語支援等である。  

•  役所での手続きでは、ビザ、マイナンバーカード、補助金の申請・更新、

紙媒体での提出、外国語のできない窓口担当者などの問題がある。  

•  3 割の留学生が外国人であるがゆえにアパートを借りることができなか

った。  

 

 

１．はじめに 

 
7  神田外語大学  外国語学部  イベロアメリカ言語学科  教授  
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『ちば産学官連携プラットフォーム』は 2 0 2 4（令和 6）年度に「千

葉市における外国ルーツの学生の生活意識および教育問題に関する研

究」を実施し、留学生を対象に、下記の要領に基づいてアンケート調

査を行った。 

 

回答期間： 2 0 2 4 年 7 月 2 6 日～9 月 3 0 日  

質問方法：G o o g l e フォーム 

使用言語：やさしい日本語、英語 

 

本アンケート回答者の所属校および人数は以下の通りである。 

 

学校名  人数  

東京情報大学 1 4  

神田外語大学 5  

淑徳大学 4  

帝京平成大学 2  

敬愛大学 1  

千葉モードビジネス専門学校 4 2  

合計  6 8  

 

以下、質問および回答結果、ならびに若干の考察を加える。質問文

は「やさしい日本語」の原文を掲載する。 

 

２．アンケート結果と考察 

 

( 1 )  回答者について 
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1 )  あなたの性別（せいべつ）は どれですか。 

 

 

男性 4 1 名  

女性  2 7 名  

合計  6 8 名  
 

 

 
 

 

国・地域ごとの男性と女性の人数は次の通りである。 

 

 男性  女性  

ネパール 2 0  1 4  

中国 8  6  

ベトナム 5  2  

韓国 2  1  

ミャンマー 0  2  

スリランカ  1  1  

モンゴル 1  0  

アフガニスタン 1  0  

インドネシア 1  0  

マレーシア 1  0  

香港  0  1  

台湾  1  0  

合計  4 1  2 7  

 

上位 3 か国をみる。最も多いネパール人留学生が男女とも全体の半

数前後を占めている。男性の割合が 6 割ほどで、女性よりやや多い。

全員が千葉モードビジネス専門学校（以下 C M B と記す）に属する。 

2 番目に多い中国人留学生は男女の割合がほぼ同じであり、全員大学

男性

60%

女性

40%
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生である。 

3 番目のベトナムは、男性のほうが多く、 C M B 5 名、大学 2 名である。 

 

2 )  あなたは 何才（なんさい）ですか。 

 

年齢  人数  年齢  人数  

1 7  1  2 6  1  

1 9  1  2 7  3  

2 0  5  2 8  3  

2 1  1  2 9  1  

2 2  8  3 0  2  

2 2  1 3  3 1  3  

2 4  1 4  3 7  1  

2 5  1 1  合計  6 8  

 

留学生は、2 4 歳以上の者が 3 9 名、全体の 5 7 %を占める。その多く

は C M B 生である。 

 

3 )  あなたの 出身の国（くに） または 地域（ちいき）は どこで

すか。＊あてはまるものを すべて チェックしてください。。  

 

国名  人数  国名  人数  

ネパール 3 4  モンゴル 1  

中国 1 4  アフガニスタン 1  

ベトナム 7  インドネシア 1  

韓国 3  マレーシア 1  

ミャンマー 2  香港  1  

スリランカ  2  台湾  1  

  合計  6 8  

 

大学と C M B の別による国・地域の分布は次表の通りである。 
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 〔大学〕           〔 C M B〕  

国・地域 人数   国・地域 人数  

中国 1 4   ネパール 3 4  

韓国 3   ベトナム 5  

ベトナム 2   スリランカ  2  

ミャンマー 2   アフガニスタン 1  

台湾  1   小計  4 2  

香港  1   

モンゴル 1   

インドネシア 1   

マレーシア 1   

小計  2 6   

 

4）  あなたは  どこに 住（す）んでいますか。 

 

自治体名  人数  自治体名  人数  

千葉市 5 1  八千代市 1  

市原市 2  船橋市 1  

習志野市 2  我孫子市 1  

成田市 2  東京都  4  

四街道市 1  千葉県のその他の市町村  2  

佐倉市 1  合計  6 8  

 

千葉市在住者が 5 1 名、全体の 7 5 %を占める。その他、市原市、習志

野市、成田市が 2 名ずつで続き、その他の千葉県の市町村は 1 名ずつ

である。東京都在住者は 4 名である。 

 

5）  あ な た が  一緒（ い っ しょ） に  住（ す ）んで い る 人 （ひと ） は 

何人（なんにん）ですか。＊あなたも  入（い）れて数（かぞ）え

てください。 
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世帯人員  人数  

1  3 0  

2  2 6  

3  9  

4  2  

合計  6 8  

 

1 人世帯が 3 0 名と最も多く、全体の 4 4 %を占める。ついで多いのが

2 人世帯の 2 6 名、 3 8 %を占める。 3 人世帯は 9 名、4 人世帯は 2 人で

ある。なお、同居人に関する質問項目は設けていない。複数人の世帯

は、留学生同士で同居しているか、ないしは家族を日本に呼び寄せて

一緒に生活していると思われる（在留資格「家族滞在」により配偶者

と子供のみ）。 

 

6）あなたの 母語（ぼご）は 何語（なにご）ですか。 

   ＊あてはまるものを すべて チェックしてください。 

 

言語名  人数  

ネパール語 3 3  

ネパール語、英語 1  

中国語 1 6  

ベトナム語 7  

韓国・朝鮮語 3  

ビルマ語 2  

シンハラ語 2  

広東語 1  

モンゴル語 1  

インドネシア語 1  

ペルシャ語 1  

合計  6 8  
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ネパール語話者が 3 4 名（英語とのバイリンガル 1 名を含む）で最多

である。続いて、中国語（ 1 6 名）、ベトナム語（ 7 名）、韓国・朝鮮

語（ 3 名）、その他 6 つの言語の母語話者となっている。 

 

7） あなたは 日本語（にほんご）が どのくらい できますか。 

 

 

 

最も回答者 の 多 いレベル は 「 ま あ ま あ で き る 」 で あ る 。 そ のうち

「読む」が 4 2 名、「書く」が 3 8 名である一方、「話す」が 3 7 名、

「聞く」が 3 1 名であり、このレベルにおいてはテキストコミュニケー

ションよりもオーラルコミュニケーションのほうが劣ると認識してい

る。 

「よくできる」のレベルにおいては、「聞く」が最多の 2 8 名であり、

これに「話す」と「読む」の 1 7 名が続き、「書く」が 1 3 名で最も少

ない。このレベルにおいては、オーラルコミュニケーションのほうが

優っていると認識している。 

「あまりできない」レベルは、「書く」 1 5 名と「話す」 1 2 名に対し、

「読む」が 6 名、「聞く」が 5 名と回答しており、インプットよりも

アウトプットのほうが劣ると認識している。 

28

17 17
13

31

37

42
38

5

12

6

15

4
2 3 2

聞く 話す 読む 書く

よくできる まあまあできる あまりできない まったくできない
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「まったくできない」は、各技能において 2〜 4 名、全体の 6 %未満

である。 

 

8）日本語（にほんご）の 読み書き（よみかき）や  会話（かいわ）

について 相談（そうだん）できる人（ひと）は 周り（まわり）

にいますか。 

 

 

はい  5 7 名  

いいえ 1 1 名  

合計  6 8 名  
 

 

 

「はい」の回答者数は 5 7 名であり、 8 4 %の留学生が日本語に関して

相談することのできる人が周囲にいる。 

「いいえ」は 1 1 名、全体の 1 6 %である。国・地域別の人数は、ネパ

ール 5 名、中国 3 名、以下、ミャンマー、アフガニスタンおよびスリ

ランカが 1 名ずつである。 

 

  

はい

84%

いいえ

16%
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9）あなたは 日本語（にほんご）で 難（むずか）しいと 思（おも）

うことは ありますか。＊あてはまるものを すべて チェックして

ください。 

 

 

 

「漢字」が最も多い 3 8 名であり、続いて「敬語」2 6 名、「四字熟

語」 1 5 名、「病院のことば」 1 1 名と回答している。「呼び方」を挙げ

る者が一人おり、日本語の複雑な呼称に難しさを感じているようであ

る。 

「とくにない」と答えた留学生は 3 名いる。中国人 2 名、ミャンマ

ー人１名であり、いずれも大学生である。 

 

  

3

1

11

15

26

38

とくにない

呼び方

病院のことば

四字熟語

敬語

漢字
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1 0）  あ な た は  生 活 （せい か つ ） す る な か で 、  言 葉 （ こ と ば ） で  

困（こま）ったことは ありますか。 

 

 

ある  2 9 名  

ない  3 2 名  

わからない 7 名  

合計  6 8 名  

 

 

 

 
 

 

「ない」の回答（ 3 2 名）が「ある」（2 9 名）をわずかに上回るが、

半数弱が日常生活において言葉に関する困難さを抱えている。 

下表は国・地域別における人数の分布を示したものである。 

 

 ある  ない わからない 

ネパール 1 4  1 8  2  

中国 9  3  2  

ベトナム 2  4  1  

韓国 1  2  0  

ミャンマー 1  1  0  

スリランカ  1  0  1  

モンゴル 0  0  1  

アフガニスタン 1  0  0  

インドネシア 0  1  0  

マレーシア 0  1  0  

香港  0  1  0  

台湾  0  1  0  

計  2 9  3 2  7  

 

ある

43%
ない

47%

わからない

10%
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上記 3 か 国 を比較す る と 、ネパー ル 人 とベトナム 人 は半数以上 が

「ない」と回答した一方、中国人は 3 対 1 の割合で「ある」が「ない」

を上回る結果となった。 

 

1 0 - 2）どのようなことが 困（こま）りましたか。 

 

日本語に起因する日常生活の困り事としては、次の 4 点に集約する

ことができる。 

 

①  日常会話  

②  日本語の言語的な特徴  

③  役所、銀行、病院  

④  専門用語 

 

以下、それぞれの回答を掲載する。（自由記述を原文のまま転載す

る。） 

 

①  来日当初や日常会話の場面における日本語力の不足に関する問題

である。 

 

•  ⽇ 本へ来 たばか り は ⽇ 本 語 わ か ら な く て 困 り ま し た 。  

•  ⾃ 分 の考え を う ま く 伝 え ら れ な い  

•  ⽇ 本 語 を正し く 使 え な い こ と に 困 っ た こ と が あ り ま す 。  

•  ⽣ 活  す る  時  相 ⼿  か ら  良く な い  こ と  や っ た り  し た  こ と 。🥲  

•  ⾔ っ て る こ と わ か り ま す け ど こ た え る  の 時 難 し い で し た 。  

•  い て る こ と わ ら る で もへん じ すぐで き な い  

•  時 々 ⾔ 葉 が詰ま っ て し ま う  

 

②  日常会話のほか、漢字、外来語、文体的なバリエーション、地域

的なバリエーションなど、日本語の言語的な特徴に由来する難し
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さもみられる。 

 

•  漢字  

•  外 来 語  

•  同じ 意味だ け ど ⾔ い ⽅ が違う  

•  ⾃ 分 が ⽇ 本 語 で 喋 っ て い る 場 合 は 相 ⼿ の ⽇ 本 ⼈ が ⽇ 本 語能⼒をチェ

ック し た い み た い で 難 し い ⾔ 葉 や ⽅ ⾔ばか り 使 う 。  

 

③  役所や銀行の書面手続き、病院の診察などの場面が挙げられる。 

 

•  市役所へ⾏く 時 、保険証の事と か 、病院へ⾏く 時 、医者話 す の ⾔ 葉

と か ､ ｡ ｡ ｡  

•  ⽇ 本 来 たばか り熱出 た と き病院に い た と き ⽇ 本 語 が 分 か ら な か っ た

ら 困 り ま し た 。  

•  銀⾏に 困 っ た こ と が あ り ま す  

•  病院に⾏っ た と き 、 わ か ら な い ⾔ 葉 が た く さ ん あ り ま す 。  

•  D o c um e n t  w o r k  

 

④  専門用語や非日常的な用語、研究に関する日本語などの知識が不

足しているといった回答もみられた。 

 

•  ⽣ 活 上 の専⾨⽤語 の い く つ か を よ く知ら な い  

•  専⾨的 な ⾔ 葉 が あ ま り詳し く な い  

•  専⾨知識⽤意 の 聞 き 取 り で す 。  

•  Wh e n  I  s a w  a  d i f f i c u l t  k a n j i  I  am  c o n f u s e d   

•  普段あ ま り 使 わ な い ⾔ 葉 が覚え ら れ な い  

•  先⽣ に 卒 業研究の 進捗を報告す る こ と  

 

日本語をまだ十分に習得していない留学生や外国ルーツの市民は、

漢字、外来語、専門用語、文体的・地域的なバリエーション等により
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コミュニケーション上の問題を抱えている。これを解消する有力な手

段としては、「やさしい日本語」を社会に普及させることが有効であ

る。 

 

1 1） あなたは  日本語（にほんご）以外（いがい）の言葉（ことば）

を  家（いえ）の外（そと）で  話（はな）すことが  あります

か。 

 

 

はい  6 2 名  

いいえ 6 名  

合計  6 8 名  
 

 

 
 

 

9 1 %の 留 学 生 が 自宅外 に お い て 日 本 語以外 の 言 語 を話す こ と が あ る

と回答している。「いいえ」は 6 名のみであり、出身国は中国（ 3 名）、

ネパール（2 名）、韓国（ 1 名）である。 

 

1 2）  あなたは、今（いま）まで 日本（にほん）の学校（がっこう）

や  進学（しんがく）で 困（こま）ったことは ありますか。 

 

 

はい  2 0 名  

いいえ 4 1 名  

よくわからない 7 名  

合計  6 8 名  

 

 

 

 
 

はい

91%

いいえ

9%

30%

60%

10%

はい いいえ よくわからない
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1 2 - 2）どのようなことで 困（こま）りましたか。 

 

まず言語に関する問題として、中国人留学生とネパール人留学生か

ら、授業等において用いられる日本語をよく理解することができず、

コミュニケーション上の障壁となっているという意見が挙げられた。

その他、英語やテストで困っているとの回答もみられる。 

 

•  ⽇ 常 的 な表現は授業 の内容と は 全 く異な り 、授業 で は 難 し い 。（ 中

国 ）  

•  ⺟ 国 語 の よ う に授業内容が よ く 理 解 で き な い （ 中 国 ）  

•  完 全 な ⽇ 本 語 の授業 は最初は 少 し 聞 き 取 れ な か っ た か も し れ ま せ ん

が 、 カ タ カ ナ で は 意味が 分 か ら な い も の も あ り ま す 。（ 中 国 ）  

•  ⽇ 本 ⼈ の ⽇ 本 語 理 解 （ネパー ル ）  

•  L a n g u a g e  b a r r i e r （ネパー ル ）  

•  英 語 （ 中 国 ）  

•  Te s t s （ ア フガニ ス タ ン ）  

 

中国人留学生 2 名が入学者選抜の面接試験を挙げた。うち一人は、

緊張により面接の応対が上手にできなかったため、（ 1 3 - 2 の質問では）

面接練習のための支援があると助かると回答している。 

 

•  進 学 し た 時 、⾯接に 困 り ま し た 。（ 中 国 ）  

•  ⾯接と き 質問が わ か ら な い 場 合 が あ る 。緊張し す ぎ て ど の よ う に 対

応す る の か わ か ら な い （ 中 国 ）  

 

日本に来る留学生の増加にともない入学者選抜の競争が厳しくなっ

ているという回答もみられる。 

 

•  C u r r e n t l y  t h e r e  a r e  t o o  m a n y  i n t e r n a t i o n a l  s t u d e n t s  
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h e r e  i n  j a p a n  s o  i t ' s  t o u g h  t o  c om p e t e  t o  g e t  s e nm o n  

s c h o o l  a dm i s s i o n （ネパー ル ）  

 

引越し、学校探し、および電車の乗り方を挙げたのはネパール人留

学生である。 

 

•  引越し と 学 校探す こ と （ネパー ル ）  

•  電⾞  を  乗る  は  初め て  何 も わ か ら な か っ た 。（ネパー ル ）  

•  N e w  p e o p l e ,  p l a c e  h a d  n o  e x p e r i e n c e  u s i n g  t r a i n （ネパ

ー ル ）  

 

1 3）あなたは、今（いま）まで  日本（にほん）の学校（がっこう）

や進学（しんがく）で よかったサポートは ありましたか。 

 

 

はい  3 9 名  

いいえ 1 8 名  

よくわからない 1 1 名  

合計  6 8 名  

 

 

 

 
 

 

日本の学校や進学に関して役立つ支援を受けたことがあるか否かに

ついては、 3 9 名（5 7 %）が「はい」と答え、 1 8 名（2 7 %）が「いいえ」

と回答している。次表は、「はい」と「いいえ」に関する国・地域別

の分布である。 

 

  

はい

57%
いいえ

27%

よくわからない

16%
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   「はい」         「いいえ」 

国・地域 人数   国・地域 人数  

ネパール 2 5   ネパール 7  

ベトナム 5   中国 5  

中国 4   韓国 2  

韓国 1   モンゴル 1  

香港  1   ベトナム 1  

台湾  1   マレーシア 1  

ミャンマー 1   スリランカ  1  

スリランカ  1   計  1 8  

計  3 9     

 

ネパール人留学生は「はい」が「いいえ」を 3 倍以上上回っている。

ベトナムは 5 対 1 の割合で「はい」が多い。中国人留学生は、およそ

半々である。 

「よくわからない」と回答した留学生の出身地は、中国（5 名）、ネ

パール（2 名）、ベトナム（以下 1 名）、インドネシア、ミャンマー、

アフガニスタンである。 

 

1 3 - 2）どのようなサポートが よかったですか。 

 

はじめに、学校の教職員や学生などによる親切丁寧な学習支援が挙

げられる。科目の内容に関する支援のみならず、学習の動機づけなど

心理面のサポートも大きい。日本語支援センター、国際戦略部、その

他事務局などの留学生支援機関のほか、通訳制度、チューター制度、

図書館サービスもまた、留学生の学習を支えている。 

 

•  学 校 の先⽣ が良く ⼿ 伝 っ て く れ ま し た （ ベ ト ナム）  

•  先⽣ や先輩か ら の ⼩論⽂ 対策や添削等（台湾）  

•  ⽇ 本 語 ラ イティ ン グセン タ ー で 、 レポー ト な ど の ⽇ 本 語 の ⽂章をチ
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ェック し て も ら え るサポー ト 。（ 韓 国 ）  

•  学 校 の 中 に通訳の先⽣ が い て 、 私 が ど の よ う に ⽇ 本 の先⽣ と交流す

る か 分 か ら な い 時 に 私 を助け る こ と が で き ま す （ 中 国 ）  

•  ⽇ 本 語 の勉強と ⽇ 本 の ⽂ 化 学ぶこ と （ネパー ル ）  

•  I n  l a n g u a g e  （ネパー ル ）  

•  学 校 で 卒 業 す る た め に し たサポー ト （ネパー ル ）  

•  学費の事に つ い て 相談（ ベ ト ナム）  

•  先⽣ 、先輩とゼミグ ル ープの指導（ 中 国 ）  

•  学 校 で 国 際戦絡部 が あ る （⾹港）  

•  分 か ら な い こ と が あ る 時 、 学 校 の事務で ⼿ 伝 っ て く れ ま す 。（ ベ ト

ナム）  

•  図書館（ミャンマー ）  

•  T h e  t e a c h e r  a r e  v e r y  k i n d  a n d  h e l p f u l . T h e y  h a v e  

s u p p o r t e d  m e  i n  v i s a ,   w r i t i n g  d o c um e n t s  a n d  c l e a r l y  

e x p l a i n i n g  a b o u t  j a p a n  r u l e  w h i c h  i  h a v e n ' t  u n d e r s t a n d  

a b o u t .  （ネパー ル ）  

•  T h e i r  g u i d a n c e  （ネパー ル ）  

•  Em o t i o n a l  s u p p o r t  （ネパー ル ）  

•  M o t i v a t i o n a l  s u p p o r t  （ネパー ル ）  

 

学業面での支援に加え、住まい探し、通院、ビザ手続き、就職など、

生活面での支援も有益なものとして挙げられている。 

 

•  家賃
マ マ

 を  探す  た め  に ⼿ 伝 い ま し た 。（ネパー ル ）  
•  T h e y  s u p p o r t  u s  f o r  s e a r c h i n g  r o om  （ネパー ル ）  

•  M e d i c a l  c h e c k u p （ネパー ル ）  

•  病院  の  時  病院  で  つ れ て   ⾏っ た  こ と （ネパー ル ）  

•  先⽣ か ら い い病院を紹介し て も ら い ま し た 。（ ベ ト ナム）  

•  V i s a  p r o c e s s i n g  a n d  o t h e r  d o c um e n t s  （ネパー ル ）  

•  就職活動のサポー ト が よ か っ た で す （ネパー ル ）  



 77 

•  W o r k  s u p p o r t （ネパー ル ）  

•  Fu t u r e  a d v i c e  （ネパー ル ）  

 

その他、現在の学校に入学する前に在籍していた日本語学校による

進学支援（面接練習など）が挙げられた。 

 

•  ⽇ 本 語 学 校 か ら の 進 学サポー ト （ 中 国 ）  

•  ⽇ 本 語 学 校 の先⽣ 、専⾨学 校 に⼊学 す る の を ⼿ 伝 っ て く だ さ い （ネ

パー ル ）  

•  進 学 相談（ 中 国 ）  

•  A  g o o d  v o c a t i o n a l  s c h o o l  w a s  f o u n d  b y  a  t e a c h e r . （ ス リ

ラ ン カ ）  

•  ⾯接練習に助か り
マ マ

（ 中 国 ）  

 

最後に、 C M B のベトナム人留学生は、全ての支援が気に入ったと回

答している。 

 

•  ぜんぶす き （ ベ ト ナム）  

 

1 4）  あなたは 外国（がいこく）にルーツをもつ子（こ）どもたちの

ための 言葉（ことば）の支援（しえん）に 興味（きょうみ）

が ありますか。 

 

 

はい  4 9 名  

いいえ 9 名  

わからない 1 0 名  

合計  6 8 名  
 

 

 

はい

72%

いいえ

13%

わからない

15%
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7 2 %の 4 9 名が「はい」と回答した。留学生の間においても、外国に

ルーツを持つ子供たちのための言語の支援に対する関心が高い。なお、

外国にルーツを持つ学生は 8 9 %であり、留学生よりも 1 7 ポイント高か

った。外国ルーツの学生は、自身と類似した境遇の子供たちへの共感

の度合いが留学生よりも強いためと思われる。 

「いいえ」は、留学生が 1 3 %（ 9 名）であるのに対し、外国ルーツの

学生は 7 %であり、大きな差はない。「わからない」は、留学生が 1 5 %

（ 1 0 名）であるのに対し、外国ルーツの学生は 4 %（2 名）であり、前

者のほうが 1 1 ポイント高い結果となった。 

 

1 5）  あなたは これまでに 奨学金（しょうがくきん）を 受（う）

けたことは ありますか。 

 

 

はい  1 1 名  

いいえ 5 7 名  

合計  6 8 名  
 

 

 
 

 

「はい」と回答した人数は 1 1 名（ 1 6 %）である。国・地域は、中国

（4 名）、韓国（ 3 名）、ネパール（ 3 名）、ベトナム（ 1 名）である。

学校別では、神田外語大学（4 名）、東京情報大学（2 名）、帝京平成

大学（ 1 名）、淑徳大学（ 1 名）、 C M B（ 3 名）である。 

 

  

はい

16%

いいえ

84%
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1 6）  あ な た の  身体 的特徴（ しんた い て き  と く ちょう）や  宗教

（しゅうきょう）が 学校（がっこう）の規則（きそく）に 合

（あ）わず  苦労（くろう）したことは ありますか。 

 

 

はい  3 名  

いいえ 6 5 名  

合計  6 8 名  
 

 

 
 

 

「いいえ」が 9 6 %の 6 5 名を占めており、ほとんどの留学生が学校の

規則に関して身体的特徴や宗教を理由に苦労した経験がない。外国に

ルーツを持つ学生の 7 4 %に比べ、2 2 ポイントも高い。その理由として

は、大学や専門学校の学則が小学校から高等学校までの校則に比べて

服装や髪型などにおいて自由度が高く、外国ルーツの学生の回答にみ

られた髪質や宗教的慣習が規則に抵触するという問題が生じにくいこ

とが考えられる。 

 

1 6 - 2）どのようなことで 苦労（くろう）しましたか。 

 

「はい」と回答した 3 名からは有効な回答が得られなかった。 

 

  

はい

4%

いいえ

96%
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1 7）学校（がっこう）の食事（しょくじ）で  困（こま）っているこ

とは ありますか。 

 

 

はい  7 名  

いいえ 6 1 名  

合計  6 8 名  
 

 

 
 

 

6 1 名が「いいえ」と回答しており、学校の食事に関しては 9 割の留

学生が困っていない。「はい」と回答したのは 7 名（ 1 0 %）である（外

国ルーツ学生は 1 3 %）。学校の食事で困っている留学生が少ないとい

っても、宗教上の理由によるならば、宗教的マイノリティの権利は保

障されなければならない。 

 

1 7 - 2）どのようなことで 困（こま）っていますか。 

 

アフガニスタン人留学生が学食にハラルフードがないと回答した。 

 

•  N o t  h a l a l  s c h o o l  l u n c h  i n  j h s （ ア フガニ ス タ ン ）  

 

日本食がおいしくないという意見もみられる。特に、香辛料を多く

用いるネパール出身の留学生からは、日本食が甘く感じるため、好み

でないと意見を述べている。 

 

•  美味し く な い （ 中 国 ）  

•  A l l  t h i n g s  a r e  m i x e s  b y  l i t t l e  b i t  s w e e t  （ネパー ル ）  

•  ⽇ 本料理 を あ ま り好き じゃな い （ネパー ル ）  

はい

10%

いいえ

90%
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その他、学校に食堂がないという回答がある。本質問項目は学食の

みならず学生寮も関係するため、質問文において明記する必要があっ

た。 

 

•  ⾷堂が あ り ま せ ん （ ベ ト ナム）  

 

1 8） あなたは 卒業後（そつぎょうご）に 何（なに）を したいで

すか。 

 

 

 

8 5 %に当たる 5 8 名の留学生が「日本で働きたい」と回答し、ほとん

どの留学生が卒業後も日本に滞在し、職を得ることを望んでいる。そ

の一方、「日本の外で働きたい」は 7 名で、全体のわずか 1 0 %に留ま

る。外国ルーツの学生では後者が前者を若干上回った（ 3 3 人：3 0 人）

こととは対照的である。 

大学院進学希望者は 1 5 %の 1 0 名である。外国ルーツの学生（2 6 %）

と比べると、 1 1 ポイント低い。日本に来ている留学生は概ね日本で就

職することを目指しており、大学院進学への関心は比較的低いようで

1

1

2

10

7

58

帰国する

Tour	and	travel

日本の外にいる家族の手伝いをしたい

日本や海外の大学院に進学したい

日本の外で働きたい

日本で働きたい
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ある。 

その他、「日本の外にいる家族の手伝いをしたい」を選択したのは 2

名で、中国および台湾からの留学生である。ただし、両名ともこの一

択ではなく、日本での就職または大学院進学も併せて選択している。 

「 T o u r  a n d  t r a v e l」と回答したネパール人留学生は、「日本で働

きたい」も選択しており、卒業後に旅行をしてから日本での就職を考

えているのかもしれない。 

「帰国する」と回答した 1 名は、中国人留学生であり、他の選択肢

は選んでいない。 

 

1 9） あ な た に と っ て  卒業 後 （ そ つぎょうご） の進路（ しんろ）や  

就職活動（しゅうしょく かつどう）で 必要（ひつよう）な支

援（しえん）は ありますか。 

 

 

はい  3 9 名  

いいえ 2 9 名  

合計  6 8 名  
 

 

 
 

 

「はい」が 3 9 名で、全体の半数を超えている。国・地域別の人数の

内訳を次表に示す。 

 

ネパール 2 5  

中国 5  

ベトナム 3  

韓国 1  

台湾  1  

はい

57%
いいえ

43%
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モンゴル 1  

マレーシア 1  

アフガニスタン  1  

スリランカ  1  

合計  3 9  

 

1 9 - 2 )  どのような支援（しえん）が 必要（ひつよう）ですか。 

 

進路について留学生が求めている支援としても最も多い意見は、日

本企業に関する情報提供である。自分に適した就職先に関するアドバ

イスを求める意見もみられる。 

 

•  就職す る た め に 会社を探すサポー ト （ネパー ル ）  

•  会社に つ い て も っ と知る （ネパー ル ）  

•  採⽤企業 の情報（ 中 国 ）  

•  空港で 会社を探す の を ⼿ 伝 っ て く だ さ い （ネパー ル ）  

•  新卒留学 ⽣向け の企業情報な ど を ⼿⼊れ や す い か ど う か （ ベ ト ナム）  

•  卒 業後は ⾃ 分 の専攻に 合 っ た仕事に就き た い （ ベ ト ナム）  

•  卒 業 し た後、就職先で⾊々 なビジネス 場⾯に直⾯す る と 思 い ま す が 、

ま だ ま だビジネスマナ ー や ⽇ 本 語 でビジネス ⽂章を 書 く こ と に 対 し

て 少 し不安・⼼配が あ り ま す 。留学 ⽣ が ⽇ 本 の 会社に う ま く適応で

き る よ う に⽀援が必要だ と 思 い ま す 。（ 韓 国 ）  

•  留学 ⽣ の能⼒に沿っ た就職活動、 ⼈材派遣（台湾）  

•  S p e c i a l l y  i  w a n t  t o  w o r k  i n  s om e  I n t e r n a t i o n a l  c om p a n y  

n o t  o n l y  w h o  c a n  s p e a k  J a p a n e s e  c om p a n y .  T h i s  j o b  i s  

h a r d  t o  f i n d  a n d  S c h o l a r s h i p  m o s t  im p o r t a n t  t h i n g .  i f  i  

h a v e  a  c h a n c e  t o  t a k e  a  s c h o l a r s h i p .  I t  c a n  r e a l l y  h e l p  

m y  f u t u r e  i  c a n  s a y .  （モンゴル ）  

 

採用選考に関する支援としては、日本のビジネスマナーの指導や面
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接の練習が挙げられる。 

 

•  ⾯接練習と ⽇ 本 の 会社に関す る情報（ 中 国 ）  

•  ⾯接練習（ 中 国 ）  

•  ⼊社希望時 に 学 校 の推薦状が あ り ま す 。 学 校 と提携し て い る 会社に

も⼊社し た い （ 中 国 ）  

 

ネパールとベトナムの留学生からは、ビザ取得のためのサポートも

挙げられた。 

 

•  V i s a  p r o c e s s i n g  a n d  w o r k i n g  v i s a （ネパー ル ）  

•  I  am  s e a r c h i n g   f o r  j o b  f o r  w o r k i n g  v i s a  a n d  i  w a n t  w o r k  

i n  j a p a n  （ネパー ル ）  

•  ビザの事で す 。（ ベ ト ナム）  

 

2 0）  日本（にほん）で 災害（さいがい）のときに 困（こま）った

経験（けいけん）は ありますか。 

 

質問項目 人数  

避難についての情報（警報・注意報など）が 日本

語しかなかったので わからなかった 
8  

避難についての情報（警報・注意報など）に 「や

さしい日本語」が なかったので わからなかった 
5  

日本での災害（津波など）が どういうものか わか

らなかった 
4  

避難所が どういうものなのか わからなかった 3  

避難場所が わからなかった 4  

救急車の使い方・呼び方が わからなかった 4  

相談できる場所が わからなかった 7  

正しい情報を どこで 手に入れられるか わからな

かった 
8  

情報を 手に入れるのに 時間が かかった 3  
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困ったときに 頼れる人が いなかった 7  

災害後の支援策が あっても、利用方法・申請方法

が わからなかった 
7  

災害後の支援策が あっても、日本語以外での 案内

が なかったので わからなかった 
4  

災害後の支援策が あっても、「やさしい日本語」

での案内が なかったので わからなかった 
6  

困ったことは ない 4 4  

 

4 4 名（ 6 5 %）が災害時に「困ったことはない」と回答した。千葉県

ではこの数年、大規模な自然災害が発生していないことがこのアンケ

ート結果に影響していると思われる。 

8 名が「避難についての情報（警報・注意報など）が日本語しかなか

ったのでわからなかった」を選んだ。同数の回答者が「正しい情報を

どこで手に入れられるかわからなかった」を選んでおり、 1 2 %ほどの留

学生が避難に関する情報の入手ないし理解を欠いている状況にある。 

「やさしい日本語」に関する選択肢に関しては、5 名が「避難につい

ての情報（警報・注意報など）に「やさしい日本語」がなかったので

わからなかった」を選択し、6 名が「災害後の支援策があっても、「や

さしい日本語」での案内がなかったのでわからなかった」を選んだ。 

 

2 1） 避難場所（ひなん  ばしょ）を 知（し）っていますか。 

 

 

28

22

18

知らない

知っているが、どこかわからない

知っているし、どこかわかっている
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「知っているし、どこかわかっている」を選択した留学生は 1 8 名の

みで、わずか 4 分の 1 の留学生しか避難場所の位置を把握していない。

南海トラフ地震等の大災害がいつ起きてもおかしくない中、非常に憂

慮すべき状況である。今後、自治体と学校が協力し、避難場所に関す

る正確な情報を留学生の間に早急に普及させなければならない。 

 

2 2）  災害（さいがい）への 備（そな）えを していますか。 

 

質問項目 人数  割合 

食べものや  飲みものを 備えている 3 4  5 0 %  

避難するときに 必要なものを 備えている（懐中電

灯、携帯ラジオ、薬、など） 
1 2  1 8 %  

家族との 連絡方法を 決めている 1 1  1 6 %  

家具を 固定して 倒れないように している 9  1 3 %  

防災訓練に 参加している 5  7 %  

市の「安全・安心メール」に 登録している 6  9 %  

市の「多言語防災メール配信サービス」に 登録して

いる 
4  6 %  

「外国人のための防災ガイドブック」を もっている 3  4 %  

とくに なにも  していない 2 4  3 5 %  

 

「食べものや飲みものを備えている」が最も多い 3 4 名であるが、半

数の留学生しか災害用食糧を備えていない。 

「避難するときに必要なものを備えている（懐中電灯、携帯ラジオ、

薬、など）」は 1 2 名（ 1 8 %）、「家族との連絡方法を決めている」は

1 1 名（ 1 6 %）、「家具を固定して倒れないようにしている」は 9 名

（ 1 3 %）のみであり、それぞれ 2 割を満たない。 

防災訓練に参加したことのある留学生は 5 名（ 7 %）しかいない。 

市の「安全・安心メール」、「多言語防災メール配信サービス」に

登録しているのは、それぞれ 6 名（ 9 %）と 4 名（6 %）に留まり、自治

体の防災関連サービスがほとんど利用されていない。「外国人のため
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の防災ガイドブック」を持っている留学生は 3 名（4 %）であった。 

最後に「とくになにもしていない」を選択した留学生は 2 4 名で、全

体の 3 5 %にも及ぶ。 

2 0 2 4 年元旦に発生した能登半島地震では、集落の孤立が半島内の広

い地域で起こり、なおかつ長期化した。とりわけ、漁業に従事する技

能実習生等の外国人住民に対し、支援の手が十分に行き届かない状況

が生じた 8。日本語に不自由な外国人住民にとって、どこに避難してい

いかわからないまま逃げ惑うときの心境は、どれだけ恐ろしかったこ

とか。房総半島では 2 0 1 9 年 9 月 9 日に台風 1 5 号が上陸し、最大で 6 4

万戸余りが停電したことが記憶に新しいが、近年来日した留学生のほ

とんどはこれを体験していないものと思われる。三方を海に囲まれた

房総半島も同様のリスクを抱えていることから、産学官が協同して、

多言語および「やさしい日本語」を用いた避難情報の共有や避難訓練

への参加、食糧等の避難物資の備蓄を促進することが必要不可欠であ

る。 

 

  

 
8  テ レ ビ 金 沢 「 異 国 で の 震 災 … 孤 立 す る 外 国 人 被 災 者  当 た り 前 の 情 報 が 届 か な い

人達に「顔の見える支援」を」  

h t t p s : / / n e w s . n t v . c o . j p / n / k t k / c a t e g o r y / s o c i e t y / k t 5 4 9 f 8 b f 1 5 7 1 8 4 1 0 9 9 d 2 f c

f 2 0 d d 4 f 7 3 8 8 （ 2 0 2 5 年 2 月 1 6 日閲覧）  
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2 3） あなたが 外国人（がいこくじん）であるために 日本人（にほ

んじん）と 親（した）しい人間関係（にんげん  かんけい）を 

築（きず）くのが 難（むずか）しいと 感（かん）じたことは 

ありますか。 

 

 

はい  2 6 名  

いいえ 3 3 名  

どちらともいえない 9 名  

合計  6 8 名  

 

 

 

 
 

 

「はい」が 2 6 名（ 3 8 %）、「いいえ」が 3 3 名（4 9 %）であり、外国

ルーツの学生（おのおの 3 8 % ,  4 3 %）とほぼ同じ割合となった。およそ

4 割の学生が日本人との親しい関係を構築するのが難しいと感じている

点においては、留学生も外国ルーツの学生も変わりがない。 

「はい」と回答した留学生の国・地域は、ネパール（ 1 0 名）、中国

（ 8 名）、韓国（2 名）、ベトナム（2 名）、台湾（以下 1 名）、イン

ドネシア、ミャンマー、アフガニスタンである。 

 

  

38%

49%

13%

はい いいえ どちらともいえない
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2 4）  あなたには プライベートな話（はなし）を含（ふく）め、 さ

まざまなことを 気軽（きがる）に 相談（そうだん）できる場

所（ばしょ）は ありますか？  

 

 

はい  3 2 名  

いいえ 3 6 名  

合計  6 8 名  
 

 

 
 

 

「いいえ」が半数を超える 3 6 名（5 3 %）を数え、「はい」の 3 2 名

（4 7 %）を 6 %上回った。外国ルーツ学生の 7 9 %が「はい」と回答した

のと比べると、 3 割以上の開きがある。留学生が気軽に相談することの

できる場所と機会をもっと増やす必要がある。 

 

2 5）  さまざまなことを 気軽（きがる）に 相談（そうだん）できる

場所（ ば しょ）や  制 度 （せいど） は  必要 （ひつ よう）だと 

思（おも）いますか。 

 

 

はい  2 9 名  

いいえ 3 9 名  

合計  6 8 名  
 

 

 
 

 

「はい」の 2 9 名（4 3 %）に対し、「いいえ」の 3 9 名（5 7 %）が上回

った。外国ルーツ学生はほぼ同数（ 5 1 : 4 9）であった。気軽に相談で

はい

47%
いいえ

53%

はい

43%
いいえ

57%
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きる場所や制度を不要とする割合が留学生のほうが 6 %高い。 

「はい」と回答した留学生の出身国・地域は、ネパール（ 1 7 名）、

中国（4 名）、韓国（2 名）、ミャンマー（2 名）、台湾（以下 1 名）、

ベトナム、インドネシア、スリランカである。 

「いいえ」と回答した留学生の出身国・地域は、ネパール（ 1 7 名）、

中国（ 1 0 名）、ベトナム（6 名）、韓国（以下 1 名）、香港、モンゴ

ル、マレーシア、アフガニスタン、スリランカである。 

 

2 5 - 2）  どのような場所（ばしょ）や  制度（せいど）が 必要（ひつ

よう）だと 思（おも）いますか。 

 

相談で き る場所や制 度 に つ い て は 、以下の 通 り 、 国 ・ 地 域ごと に

様々な意見が提示された。共通している事柄として、学内にプライバ

シーが保護された中でメンタル面の相談をすることのできる場所、安

心することのできる場所、人間関係を良好にできる場所等を欲してい

ることがわかる。ミャンマー人留学生の回答の中には、直接会わなく

ても相談することのできるシステムを求める声もある。その他、日本

語支援、公園などが挙げられた。 

 

（ネパール） 

•  平和な 場所  

•  安全 と ころ  

•  仲良く  す る  こ と  

•  C omm u n i c a t i o n   

•  家族あ と 学 校 の先⽣ と 思 い ま す 。  

•  T h e r e  s h o u l d  b e  a  s p e c i f i c  p e r s o n  f r om  t h e  c o u n t r y  w h o  

c a n  h e l p  i n  a n y p r o b l em   

 

（中国） 

•  相 対 的 なプラ イ バシー を守る 場所（ 中 国 ）  
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•  プラ イ バシー を守り 、問題解決に役⽴ つ こ と が必要だ と 思 い ま す 。

（ 中 国 ）  

•  ⼼理 カ ウ ンセリ ン グ提供 し て く れ れば助か り ま す よ う （ 中 国 ）  

•  ⼼の声が漏れ る こ と を⼼配す る （ 中 国 ）  

 

（ミャンマー） 

•  友達 ,先輩 ,市役所（ミャンマー ）  

•  A  s y s t em  w h i c h  w e  w o n ' t  h a v e  t o  t a l k  i n  p e r s o n （ミャン

マー ）  

 

（その他） 

•  ⼤ 学 で の 学 ⽣ 相談室（ 韓 国 ）  

•  学 校 で の 相談室で す （ ベ ト ナム）  

•  外 国 ⼈ に ⽇ 本 語教育を⽀援で き る 場 づ く り （台湾）  

•  P a r k  （ ス リ ラ ン カ ）  

 

2 6）  役所（やくしょ）に 提出（ていしゅつ）する 書類（しょるい）

の 多さ（おおさ）で 困（こま）ったことは ありますか。 

 

 

はい  1 1 名  

いいえ 5 7 名  

合計  6 8 名  
 

 

 
 

 

「いいえ」が 5 7 名で、 8 4 %を占めた。大半の留学生が役所に提出す

る書類の多さで困ったことがないと回答している。 

「はい」は 1 1 名、全体の 1 6 %である。その留学生の出身国は、ネパ

ール（4 名）、中国（ 3 名）、ベトナム（2 名）、韓国（ 1 名）、アフ

はい

16%

いいえ

84%
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ガニスタン（ 1 名）である。 

 

2 6 - 2 .  どのような書類（しょるい）で 困（こま）りましたか。 

 

ビザ、在留カード、マイナンバーカード、補助金等の申請・更新手

続き 9で困ったことがあると回答している。 

 

•  ビザ更新し た ら 、マイ ナ ン バ ー カ ードの更新が⾯倒だ と （ 中 国 ）  

•  マイ ナ ン バ ー カ ードの申請（ 中 国 ）  

•  在留カ ードの更新申請を提出 す る 際 に必要な 書 類 は た く さ ん あ り ま

す 。 ま た住所変更の 際 に ⼤ 変 な こ と に な り ま す （ 中 国 ）  

•  V i s a ,  M y  n um b e r ,  w o r k  s t am p  e t c . （ ア フガニ ス タ ン ）  

•  補助⾦の 下払い 書 類 が届か な い こ と が あ る 。（ 中 国 ）  

 

申請書を紙媒体で提出しなければならず、窓口の担当者が外国語が

できないことから、手続きに時間がかかり、書類の内容も十分に理解

することができないという不満もある。 

 

•  い つ も紙で提出 し な い と い け な い 時 が 多 い 。 ど う し て も 時間が か か

っ て し ま う し 、 英 語 や 他 外 国 語 が 話 せ な い職員も い る た め 、重要な

 
9  外 国 人 が 在 留期限を延長し た場合、マイ ナ ンバー カ ー ド の有効期限日 ま で に有効

期限を延長す る 手続き を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 現 在 、マイ ナ ンバー カ ー ド を所持

す る 外 国 人 は 、 在 留 カ ー ド 等 とマイ ナ ンバー カ ー ド に 関 す る 手続き を そ れぞれ 別 の

行政機関 に お い て 行う必要が あ り 、煩雑な 手続き を余儀な くされ て い る 。 そ の ため、

出 入 国 管 理及び難民認定法 の改正 （ 令 和６年 法律第 5 9 号） に よ り 、 在 留 カ ー ド 等

とマイナンバーカードが一体化される。この法改正は、公布日（令和 6 年 6 月 2 1

日）から起算して 2 年以内に施行される。  

 法務省： h t t p s : / / w w w . m o j . g o . j p / i s a / 1 1 _ 0 0 0 5 1 . h t m l （ 2 0 2 5 年 2 月 1 7 日閲

覧）  
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書 類 に も か か わ ら ず 、 本 ⼈ は そ の内容に つ い て よ く わ か ら な い 時 が

多 い 。 イ ン タ ーネット で提出 で き る よ う に 変更し て 、 外 国 語 対応で

き るサイ ト を作り 、 い つ で も そ の内容を 確認で き る よ う に し た ら良

い と 思 う 。（ 韓 国 ）  

 

税金や保険に関する情報へのアクセスが困難な状況にあると回答し

た留学生もいる。外国語および「やさしい日本語」による情報提供を

改善する必要がある。 

 

•  税⾦つ い て よ く わ か ら な い こ と が 多 い 。急にお⾦を 出 し て と ⾔ わ れ

て 、驚く こ と が あ る の で 外 国 ⼈ が ⽇ 本 に⻑期滞在す る 時 は 、税⾦・

保険・ な ど の情報を すぐ⼊⼿ で き る よ う な資料（ ⽇ 本 語 ・ 外 国 語版

両⽅ ）配布し た ⽅ が良い と 思 う 。（ 韓 国 ）  

•  税⾦、保険料（ ベ ト ナム）  

•  税⾦と か保健所  よ く わ か ら な い （ネパー ル ）  

 

2 7） あなたが アパートなどを 外国人（がいこくじん）であるため

に 借（か）りられなかったこと 

 

 

はい  2 3 名  

いいえ 4 5 名  

合計  6 8 名  

 

 

 

 
 

 

アパートの賃借については、 2 3 名（ 3 4 %）の留学生が外国人である

ことを理由にアパートを借りることができなかったと回答している。

その出身国・地域と所属校の内訳を次表に示す。 

はい

34%

いいえ

66%
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国名  所属校 人数  

中国（ 8 名） 東京情報大学 4  

 神田外語大学 2  

 淑徳大学 2  

ネパール（ 7 名） 千葉モードビジネス専門学校  7  

ベトナム（ 3 名） 東京情報大学 1  

 千葉モードビジネス専門学校  2  

韓国 神田外語大学 1  

モンゴル 東京情報大学 1  

マレーシア 東京情報大学 1  

インドネシア 東京情報大学 1  

スリランカ  千葉モードビジネス専門学校  1  

 

東京情報大学、神田外語大学および淑徳大学の留学生は、回答者の

それぞれ半数以上がアパートを借りられなかった経験を持つ。 C M B は、

母数 4 2 人のうち 1 / 4 未満の 1 0 人に抑えられている。上記各校におい

ては、留学生のアパート賃借にかかるサポートをさらに拡充させる必

要がある。 

平成帝京大学（2 名）および敬愛大学（ 1 名）の留学生は、そのよう

な経験がないと回答した。 
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2 8） 携帯電話（ け い た い  でんわ ） の  設定 （せっ て い ）や  登録

（とうろく）で 困（こま）ったこと 

 

 

はい  2 1 名  

いいえ 4 7 名  

合計  6 8 名  

 

 

 

 
 

 

「はい」と回答した留学生は 2 1 名で、 3 1 %が携帯電話の設定や登録

に お い て困っ た経験が あ る と答え て い る 。 国別の 内訳は 、ネパー ル

（ 1 1 名）、中国（2 名）、ベトナム（2 名）、韓国（以下 1 名）、モ

ンゴル、ミャンマー、マレーシア、アフガニスタン、スリランカであ

る。いまや携帯電話は日常生活において欠かすことのできない情報通

信ツールである。外国人向けの携帯電話ショップが市中に増えてきて

はいるが、学校および地方自治体においても、スムーズに通信サービ

スを受けられるための支援が求められる。 

 

３．結び 

本研究参画校の留学生を対象に実施したアンケート調査では、大学

生 2 6 名、専門学校生 4 2 名が回答した。出身地は 1 2 の国と地域からな

り、ネパール、中国、ベトナムが上位 3 か国を占めた。居住地は、千

葉市在住者が 7 5 %を占める。 

日本語の運用能力については、最も回答者の多いレベルが「まあま

あできる」である。「読む」「書く」のレベルが「聞く」「話す」を

上回る。「まったくできない」は、各技能において 2〜 4 名であり、全

体の 6 %未満となっている。 8 4 %の留学生が日本語に関して相談するこ

とのできる人が周囲にいる。日本語の難しい点については、漢字を挙

はい

31%

いいえ

69%
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げる回答者が最も多く、続いて敬語、四字熟語、病院の言葉の順とな

っている。 

留学生の半数弱が日常生活において言葉に関する困難さを抱えてい

る。主な困り事としては、日常会話、日本語の言語的な特徴（漢字、

外来語、文体的・地域的なバリエーションなど）、役所や銀行におけ

る書面手続き、病院の診察、専門用語などが挙げられた。 

日本の学校や進学において困った事があると回答した割合は 3 0 %で

ある。授業で用いられる日本語、入学者選抜の面接試験、引越しと学

校探し、電車の乗り方が挙げられた。 

5 7 %の 留 学 生 が 日 本 の 学 校や進学 に 関 し て役立 つ 支 援 を受け た こ と

がある。学校の教職員や学生等による学習支援、住まい探し、通院、

ビザ手続き、就職等の支援が挙げられた。 

外 国 に ル ー ツ を 持 つ 子 供 た ち の た め の 言 語 の 支 援 に つ い て は 、 7 2 %

の留学生が関心があると回答した（外国ルーツの学生より 1 7 ポイント

低い）。 

奨学金の受給については、 1 6 %の留学生が受け取ったことがある。 

9 6 %の 留 学 生 が 学 校 の規則に 関 し て身体 的特徴や宗教 を 理由に苦労

した経験がない。 

学校の食事に関しては 9 0 %の留学生が困っていないが、ムスリムの

留学生が学食にハラルフードがないため困っている。 

8 5 %の 留 学 生 が卒業 後 、 日 本 で職を得る こ と を 望んで い る 。 日 本 国

外で働きたい人は 1 0 %に留まった。5 7 %が進路や就職活動で必要な支援

があると答えている。その内容は、日本企業に関する情報提供、日本

のビジネスマナーの指導や面接の練習、ビザ取得のサポート等が挙げ

られた。 

6 5 %の 留 学 生 が 災害を 理由に困っ た経験が な い と回答し た 。困っ た

経験としては、避難に関する情報が日本語しかない（ 1 2 %）、やさしい

日本語による情報がない（ 7 %）、正しい情報をどこで手に入れられる

かわからなかった（ 1 2 %）などが挙げられた。避難場所の位置を把握し

ている留学生は、わずか 4 分の 1 しかいない。災害用食糧を備えてい



 97 

る留学生は半数である。避難物資を用意している、家族との連絡方法

を決めている、家具を固定しているといった災害への備えについては、

それぞれ 2 割を満たない。防災訓練に参加したことのある留学生は 7 %

しかいない。市の安全・安心メール、多言語防災メール配信サービス

に登録しているのは、それぞれ 9 %と 6 %に留まる。「外国人のための防

災ガイドブック」を持っている留学生は 4 %であった。防災に関しては

特に何もしていない留学生が 3 5 %に及んだ。 

日本人との親しい関係を構築するのが難しいと感じている留学生は

3 8 %であり、外国ルーツの学生とあまり差がない。 

気軽に相談できる場所があると回答した割合は 4 7 %である。外国ル

ーツの学生よりも 3 割以上少ない。相談できる場所や制度については、

学内にプライバシーが保護された中でメンタル面の相談をすることの

できる場所、安心することのできる場所、人間関係を良好にできる場

所、直接会わなくとも相談できるシステム、日本語支援、公園等が挙

げられた。 

役所に提出する書類の多さに困っていると回答した留学生は 1 6 %で

ある。ビザ、在留カード、マイナンバーカード、補助金等の申請・更

新手続き、申請書を紙媒体で提出しなければならないこと、窓口の担

当者が外国語ができないこと、税金や保険に関する情報へのアクセス

が難しいことなどが挙げられた。外国語および「やさしい日本語」に

よる情報提供を普及させる必要がある。 

アパー ト の賃借に つ い て は 、 3 4 %の 留 学 生 が 外 国 人 で あ る こ と を 理

由にアパートを借りることができなかったと回答している。 

携帯電話に つ い て は 、 3 1 %の 留 学 生 が 携帯電話の設定や登録に お い

て困った事があると答えた。 

上記に鑑み、留学生が安心して学業に専念することができよう、産

学官が連携して各種支援体制の改善・充実に努めることが求められる。 
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教育・支援ニーズが見えにくいアジア系国際結婚家庭の

子ども 

                                

相磯 友子 1 0       

 

要旨  

アジア系国際結婚家庭の子どもが、日本でどのような学校生活を経験したの

か、進路選択をどのように決めていったのかを明らかにするためにアジア系

国際結婚家庭の大学生 1 名にインタビュー調査を行った。その結果、アジア

系国際結婚家庭の子どもの教育・支援ニーズの見えにくさ、子どもの良さに

着目した進路選択のアドバイスの可能性、学校におけるマイクロ・アグレッ

ションへの対応について考察した。さらに、インタビューでは語られなかっ

た課題として、保育施設への未就学と一人親家庭への支援の不足を指摘した。  

 

1 .  はじめに 

日本の学校に在籍する外国にルーツのある子どもが増加している。

令和 6 年度の学校基本調査 1 1では、小学校に在籍する外国人児童数は

9 1 , 5 6 0 人、中学校に在籍する外国人生徒数は 3 5 , 2 9 3 人、高等学校に

在籍する外国人生徒数は 1 8 , 7 5 7 人、特別支援学校に在籍する外国人

児童生徒数は 1 , 8 4 1 人と、いずれも前年を上回った。同じく、文部科

学省による令和 5 年度日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関

する調査 1 2では、日本語指導が必要な児童生徒数は 6 9 , 1 2 3 人で、前回

調査から 1 8 . 6％増加し過去最高となった。また、日本語指導が必要な

日本国籍の児童生徒を言語別にみると、日本語が 3 0 . 5％で最も多く、

 
1 0  植草学園短期大学  こども未来学科  准教授  

1 1  文部科学省（ 2 0 2 4 ）令和 6 年度学校基本調査  

1 2  文部科学省（ 2 0 2 4 ）令和 5 年度日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関

す る 調 査 報 道 発 表 資 料  h t t p s : / / w w w . m e x t . g o . j p / c o n t e n t / 2 0 2 4 0 8 0 8 -

m x t _ k y o k o k u - 0 0 0 0 3 7 3 6 6 _ 0 1 . p d f  
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次いでフィリピノ語の 1 9 . 4％であった。この日本語指導が必要な日本

国籍の児童生徒とは、海外から帰国した日本人児童生徒や国際結婚家

庭の子どもなどが考えられる。 

 人数が増えただけでなく、外国にルーツのある子どもの日本での生

活が長くなり、高校、大学、専門学校等への進学だけでなく、働いて

キャリアを構築する者も増えている。外国にルーツのある子どもたち

への支援は、義務教育段階に偏っていることが指摘されており 1 3、義

務教育以降、また義務教育前の段階の支援について外国にルーツのあ

る子どものライフコースの観点から支援を検討することが求められる。 

 

2 .  研究の背景  

2 . 1  外国にルーツのある子ども  

 はじめに外国にルーツのある子どもの概念について整理した図を次

に示す（図 1）。 

 

日 本 語 指 導

が 必 要 な 日

本 国 籍 の 児

童生徒  

日 本 語 指 導

が 必 要 な 外

国 籍 の 児 童

生徒  

日 本 語 力 が

十 分 な 外 国

籍 の 児 童 生

徒  

外 国 人 学

校 、 イ ン タ

ー ナ シ ョ ナ

ル ・ ス ク ー

ル に 就 学 し

て い る 子 ど

も  

不 就 学 の 子

ども等  

外国籍の子ども、重国籍の子ども、国際結婚家庭の子ども、日本語を母語

としない日本国籍の子ども等＝外国にルーツのある子ども  

図 1  外国にルーツのある子どもの概念図（佐藤 2 0 2 3 1 4：6 の図 1 に

筆者修正） 

 

 図 1 から、外国にルーツのある子どもとは、国籍、在籍している学

 
1 3  清水睦美（ 2 0 2 1 ） 「 日 本 の 教 育格差と 外 国 人 の 子 ど も た ち - 高 校・ 大 学 進 学率

の観点から考える -」『異文化間教育』 5 4， p p . 1 2 - 2 5 .  

1 4  佐藤郡衛（ 2 0 2 3 ） 「 外 国 に ル ー ツ の あ る 子 ど も の キャリ ア 支 援－小中学校の取

り組み－」『日本語教育』 1 8 4， p p . 4 ₋ 1 8 .  
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校の種類、就学の有無に関わらず、外国籍の子ども、重国籍の子ども、

国際結婚家庭の子ども、日本語を母語としない子ども等を指すことが

わかる。このような外国にルーツのある子どもへの支援は、日本の学

校において日本語指導が必要かどうかという視点から検討されること

が多かった。しかし、そもそも不就学の子どもや「日本語が母語であ
．．．．．．．．

るが日本語力が十分でない日本国籍の子ども
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

」は、日本語指導や支援

の対象とみられてこなかった。 

文部科学省の令和 5 年度日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等

に関する調査では、日本語指導が必要な日本国籍の児童生徒の第一言

語で最も多かったのは日本語であった。学校においては「日本語が第

一言語であるが日本語力が十分でない日本国籍の子ども」の支援を検

討する必要がある。 

 

2 . 2  アジア系国際結婚家庭の子ども  

 フィリピン系ニューカマーの子どもたちのエスニックアイデンティ

ティを移民コミュニティとの関係から研究した三浦（ 2 0 1 5 ） 1 5は、日

本人と結婚をしてその間に生まれた子どもは「フィリピン国籍を持た

ず、日本国籍のみを持っている子どもも少なくないため、国籍で判断

する統計には出てこない子どもが多数いる」こと、「名前も日本名の

子どもが多く、外見も「日本人っぽい」子どもも少なくないため、そ

の異質性が可視化されにくい」と指摘する。さらに、言語においては

日本語が第一言語となっており、タガログ語をまったく解さない子も

少なくないという。このように日本国籍を持つ者が多く、名前や外見

からい異質性が可視化されにくいこと、日本語が第一言語となってお

り、親の母語を解さない子も少なくないというのは、フィリピン系だ

けでなく、アジア系国際結婚家庭の子どもの特徴を表しているといえ

る。住む地域も、国際結婚が多いことから、目に見える形での集住地

 
1 5  三浦綾希子 （ 2 0 1 5 ） 『ニュー カマー の 子 ど も と移民コミュニティ－第二世代の

エスニックアイデンティティ－』．勁草書房，ｐ . 1 1 .  
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域を持たず、日本人に囲まれながら生活していることが多いという 1 6。 

 アジア系国際結婚家庭の子どもは、その特徴から支援の対象になり

にくかった。また、目に見える形での集住地域をもたず、日本人に囲

まれながら生活していることが多いことから、親が同国出身者ネット

ワークをもっているかどうかによって、子どもはそのようなネットワ

ークにつながることができるかが決まるといえる。 

 

2 . 3  外国にルーツのある子どものキャリア支援 

 外 国 に ル ー ツ の あ る 子どものキャリア 支 援 の 課 題 を 整 理 し た佐藤

（ 2 0 2 3）は「外国にルーツのある子どもの定住化・永住化が強まり、

小学校段階から長期的な視点で子どものキャリア発達を支え、キャリ

ア形成 で き る ような 支 援 が必要 に な っ て い る 」 と述べる 。 そ し て 、

「日本社会の一般的ルートにのせるだけではなく、多様なキャリアを

形成できるようにするための支援を考えていく必要」を指摘する。外

国にルーツのある子どものキャリア支援の現状の課題の一つに進路選

択の幅の狭さがある。その背景には「子どもがキャリアを形成してい

く上で必要になる資源をもっていない」ことを指摘し、家族の経済的

な条件、社会関係の狭さ、親の日本語力、進路に関わる知識や情報の

不足などを例にあげている。 

 児島（ 2 0 2 1）は、親の人的資源や社会関係資本が豊かなほど、キャ

リア選択の幅が広がるが、そうでない場合「学校で形成されるさまざ

まな人間関係が困難を克服するための有効な手段」になるという 1 7。

坂口（ 2 0 2 2 ）は学校内の「日本語教室」が外国にルーツのある子ども

たちの居場所であり主要な学びの場となっていることを報告している

 
1 6  三浦綾希子（ 2 0 1 5 ）前掲，ｐ 2 0 .  

1 7  児 島 明 （ 2 0 2 1 ） 「 移 民 親 子 の 文 化 変 容 が 照 ら し 出 す 日 本 の 教 育 課 題 」 清 水 睦

美・児島明・角替弘規・額賀美沙子 ・三浦綾希子 ・坪田光平『 日 本社会の移民第二

世代』．明石書店， p . 5 8 4 .  
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1 8。外国にルーツのある子どもにとって「日本語教室」は学校で形成

される人間関係の起点の一つとなっていると考えられる。 

佐藤（ 2 0 2 3）は人的資源だけでなく、学校内外の多様な資源に注目

する必要があるとして、「学校内外の学習支援サービス、学校や進路

に関わる情報、居場所、同じルーツを持つ人同士や母国とのネットワ

ークなどが重要」と述べる 1 9。学校外の社会資源としては、地域のボ

ランティア日本語教室がある。地域の日本語教室は外国にルーツのあ

る子どもの居場所となり、そこで同国出身の仲間集団の先輩から高校

の情報を得たり多様な職業背景を持つ日本人ボランティアから就職の

アドバイスを得たりする事例もある 2 0。このことから、人的資源だけ

でなく、学校内外の多様な社会資源が、外国にルーツのある子どもた

ちのキャリア支援には重要な役割を果たしているといえる。 

しかし、アジア系国際結婚家庭の子どものように、第一言語が日本

語の場合、校内の日本語教室や学外の地域の日本語教室につながりに

くい。親の人的資源や社会関係資本が豊かであればキャリア選択の幅

は広がるが、そうでない場合はどのように進路選択やキャリア選択を

しているのだろうか。また、学校や進路に関わる情報は学校からは得

られるが、親の日本語力、進路に関わる知識や情報の不足がある中で、

外国にルーツのある子どもはどこまで理解することができるのだろう

か。 

アジア系国際結婚家庭の子どもは、親の一人が日本人であり、日本

 
1 8  坂口（山田 ）有芸（ 2 0 2 2 ） 「 外 国 に ル ー ツ を も つ児童の 日 本 語指導に対す る認

識 － 日 本 の 小 学 校 に お け る 経 験 に 着 目 し て － 」 『 異 文 化 間 教 育 』 5 5 ， p p . 1 0 3 －

1 2 0．  

1 9  佐藤郡衛（ 2 0 2 3 ）前掲， p 8 .  

2 0  相磯友子（ 2 0 0 7）『外国人青少年の適応を支えるネットワークの機能  :  日本

語 教室を中心に展開す る中国 人青少年 のネットワーク形成過程の 分析を通し て 』．

博士論文．  
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国籍で日本語を第一言語とする子が多い。そのため学校においても日

本語指導を受けたり、地域の日本語教室につながったりすることも少

ない。また、アジア出身の親が同国出身者同士のネットワークにつな

がっていない場合には、ルーツの国ともつながりをもちにくい。この

ようなアジア系国際結婚家庭の子どもは、どのように日本の学校を経

験しているのだろうか。また、進路選択やキャリア選択においてはど

のような資源を活用しているのだろうか。 

 

2 . 4  本研究の目的 

 以上のような問題意識から、本研究は 1 名の日本生まれのアジア系

国際結婚家庭の学生へのインタビュー調査を行い、日本語を第一言語

とする外国にルーツのある子どもの学校経験と進路選択プロセスを検

討することを目的とする。 

 

3 .  調査の概要 

共同研究で実施したアンケート調査に協力した外国にルーツのある

学生のうち、アジア系国際結婚家庭の学生 1 名に、担当教員を通して

インタビュー調査を依頼し協力を得た。2 0 2 4 年 1 0 月下旬に筆者の研

究室で半構造化インタビューを行った。時間は約 4 0 分である。インタ

ビューは協力者に許可を得て I C レコーダーに録音し、インタビュー終

了後に逐語録を作成した。 

主な質問項目は、親との会話で伝わりにくいと感じたこと、小・中

学校の授業で困ったこと、小・中学校で友人や先生との関わりで印象

に残ったこと、進路の決め方等である。 

 

3 . 1  倫理的配慮  

 インタビュー調査の前に研究目的を説明し同意を得た。また、 I C レ

コーダーの録音はいつでも止めることができること、またインタビュ

ーを途中で中止しても不利益は生じないことを説明した。協力学生の

プライバシー保護のため仮名とし、インタビュー内容も個人が特定さ
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れないように配慮した。  

 

4 .  調査結果 

対象学生の山本カルロスさんのプロフィールを表 1 に示す。 

 

表１ 山本カルロスさんのプロフィール 

家族構成：父親（日本人）、母親（アジア出身）、兄  

家庭内言語：日本語（第一言語は日本語、母の出身国の言語はわから

ない） 

来歴：母親の国で生まれ、 1 歳になる前に日本に来た。小学校入学前

に父が亡くなり外国人の母親がシングルマザーで兄と山本さんを育

てた。保育施設には通わず、日本の小学校に入学。その後、中学、

高校を経て理学療法士を目指して大学に入学した。 

 

山本さんのインタビュー調査の結果から、母親との会話の難しさ、

小・中学校での経験、母の国とのうすいつながりと母親との関係、ア

イデンティティ、大学進学のプロセス、大学入学後、相談するのはダ

サいという考え、の７つについて記述する。 

 

4 . 1  母との日本語での会話の難しさ  

 山本さんは家庭内では日本語で話していたが、幼少期から小学校中

学年まで母親との会話に難しさを感じていた。 

 

【I D 1】  

筆者：特にお母さんとの会話で、何か会話が伝わりにくいなって感じ

ることはありますか。 

山本：今は特にないんですけど。やっぱ小学校低学年だと、自分も言

葉がちょっとあんまり上手じゃないっていうのもあったし、親

もまだそんな日本語に対して慣れてない部分があったんで、お

互い言葉がちょっと稚拙っていうか。ちょっとあんま上手じゃ

ないので会話が大変だったなっていうのはあります。小学校低

学年の頃。 
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筆者：小学校中学年まで会話が成り立たなかったっていうふうに書い

て く れ て る ん で す が 、 回 答 の 中 で 2 1。 幼 少 期 か ら 小 学 校 中 学 年

ぐらいまで会話が成り立たなかったというのは、お母さんと？

それとも学校の友達と？ 

山本：お母さんとが多かったですね。お母さんと。成り立たないって

ほどじゃないんですけど、やっぱり言葉の意味が伝わらなかっ

たりとかっていうので、ちょっと苦戦したような記憶がありま

す。 

 

 母親との会話が難しかった理由について、山本さんは自分自身も言

葉がうまくないし、母親も日本語に慣れていなかったためと考えてい

る。母親との会話は大変だと感じていたが、母とは会話しないという

ことはなく、関係は良好だったようだ。今でも母親が単語の意味が分

からない時がたまにあり、その意味を教えるなどしているものの「全

然会話はできる」ようになったという。 

 

4 . 2  小・中学校での経験  

4 . 2 . 1  母親と一緒に手紙を読む  

小・中学校では山本さんは、母親と学校からの手紙を一緒に読むな

ど助けていた。 

 

【I D 2】  

筆者：例えば、学校のお手紙とか、お母さん読める？ 

山本：一応手紙は、大事な紙と大事じゃない紙を自分の中で判別して、

関係ないやつは捨てちゃって、大事なやつだけ一緒に読むみた

いな感じで。（中略）大事な手紙だって言って渡して、一応読

めはするんですけど、全部は読めないので「ここ、どういう意

 
2 1  山本さんは 、 ア ン ケ ー ト調査の中で 生 活 す る中で 言 葉 で困っ た こ と と し て 「幼

少期から小学校中学年まで会話が成り立たなかった」と回答。  
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味？」みたいな感じで教えたりとかして、一緒に読んでってい

う感じでした。 

 

 学校からの手紙を母親と一緒に読んだり言葉の意味を教えたりしな

がら、母親が手紙を読むのを助けていた。山本さんの家庭は、国際結

婚家庭だが、日本人の父親は山本さんが小学校入学前に亡くなってお

り、外国人の母親がシングルマザーで山本さんと兄の 2 人の子どもを

育てていた。そのため、父親に日本語の手紙を読んでもらうなどの助

けは得られず、山本さんが助けていたと思われる。 

 

4 . 2 . 2  分からない言葉は自分で調べる 

 小・中学時代、山本さんも言葉が上手ではなかったというが、取り

出しによる日本語指導は受けていなかった。また、小・中学校の授業

で、言葉や意味がわからなかったことは特になかったという。 

 

【I D３】  

筆者：小中学校の授業で、言葉や意味がわからなかったことは特に？ 

山本：特になかったです。 

筆者：特になかった。 

山本：自分で分かんない言葉とか調べていたので、逆にみんなが分か

らないような言葉を知っているみたいなのはたまにありました。 

筆者：どうやって調べたんですか？ 

山本：本当にもう自分たちの世代は携帯とかが普及していたんで。な

のでもうネットとかで調べてっていうので。 

 

 山本さんは、自分で分からない言葉をインターネットで調べるとい

う方法で、授業中に分からない言葉や意味が出てきたときに対応して

いた。小学校の時は、家族共用のパソコンで調べ、中学からは買って

もらったスマートフォンで調べていたという。調べ方も誰に教えても

らうわけでもなく「自分でいじって何となくこうすればいいんだなっ
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ていうので、自分で調べて」いた。 

 

4 . 2 . 3  友人との関わり・悪意のないいじり 

 山本さんは小・中学校での友人との関わりで言葉に詰まった時には

「ハーフ」を理由にして切り抜けていた。 

 

【I D 4】  

筆者：小・中学校で、友人とか先生との関わりで印象に残っているこ

とってありますか？例えば、母の国のこととか話を振られるこ

とってあった？ 

山本：印象に残ってるほどでもないんですけど、普通に友達との会話

で、自虐じゃないんですけど、言葉をかんだりとか、そういう

「ちょっと」っていう時には、ハーフだからっていうのは、そ

ういうボケで。ハーフっていうことをネタにしてボケてたよう

な印象はありますね。 

 

 山本さんのインタビューを仲介した担当教員によると、現在も会話

の中で言葉に詰まることがあるという。インタビューからは、そのよ

うな言葉をかんだり、言葉につまったりしたときに、「ハーフ」であ

ることのせいにして、友人との会話を切り抜けてきたことが推察され

る。小学校低学年の時には、悪意のないいじりを受けたこともあると

いう。 

 

【 I D 5】  

筆者：嫌な思いをしたってこともないですか？ 

山本：印象的に残っているのでは、低学年の頃、ちょくちょくあった

ような気はするんです。内容自体は覚えていないんですけど。小

学校低学年だと、やっぱり悪意なくいじっちゃうようなこともあ

るじゃないですか。そういう感じで言われたようなことは多々あ

ったような気はするんですけど、別に言われたところでどうでも
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いいんで、全然何も覚えてないんです。 

 

山本さんが言う「悪意ないいじり」はいわゆるマイクロ・アグレッ

ションと推察される。デラルド・ウィン・スー（ 2 0 2 0 ）によると、マ

イクロ・アグレッションとは「ありふれた日常の中にある、意図の有

無に関わらず、特定の人や集団を標的とし、人種、ジェンダー、性的

志向、宗教を軽視したり侮辱したりするような、敵意ある否定的な表

現」を意味する 2 2。このようなマイクロ・アグレッションに対して山

本さんは「どうでもいい」と気にしないという方法で対処していた。

しかし、山本さんは、言われた内容については何も覚えていないと言

いながらも、悪意なくいじられたことが多々あったことは覚えている

ことから、ネガティブな経験であったことがわかる。 

 

4 . 2 . 4  同じ境遇の子と知り合ったときは心強い 

 小・中学校時代は、身近にハーフの子がいたという。 

 

【I D 6】  

筆者：身近にハーフの子っていますか？ 

山本：結構アジア系ハーフ多いじゃないですか。それで、高校、大学

はいないんですけど、小中は結構周りに。結構っていうほどじ

ゃないですけど 2～ 3 人ぐらいいてっていう感じで。 

筆者：例えば教会で集まるとかってことはないですか？ 

山本：ないですね。キリスト教ではあったりはしたんですけど、そん

な教会に行くみたいなことはなかったですね。 

筆者：小中にいた、例えばアジア系のハーフの子がいて心強かったと

か、あまり何とも思わなかったみたいなのってあります？それ

とも自分一人だったとか。どうですかね。その影響とかって。 

 
2 2  デラ ル ド ・ウィン ・ ス ー  ( 2 0 2 0 ) 『 日常生 活 に埋め込ま れ たマイクロ アグレッ

ション』．明石書店 .  
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山本：そんな言うほどしゃべってもなかったんで。 

筆者：そうか。国が違かったりするかな。 

山本：特に。でも本当に知り合った時は結構心強かったですね。同じ

境遇って言ったらあれですけど、同じような経験、経験も違う

な。境遇、何だろう。 

 

 山本さんの通った小・中学校はアジア系のハーフの子が数人在籍す

る環境だった。母の国の同国出身者ネットワークにつながることのな

かった山本さんにとって、小中学校でアジア系ハーフの子と出会い知

り合ったことは心強い経験となっていた。 

 一方、同じアジア系ハーフでもルーツの国とのつながりの度合いに

よって共感できない点もあったという。 

 

【I D 7】 

山本：でも、大体他のアジア系ハーフは、自分みたいに生まれてすぐ

日本とかじゃなくて、あっちでがっつり住んでってっていうの

があって、普通にあっちの言語でしゃべったりっているのもあ

ったんで。別にそこで共感はあんまなかったんですけど、別に

同じアジア系ハーフっていうので全然助かってました。 

 

 アジア系ハーフの中でもルーツの国に住んだ経験や言語が話せるか

が異なるためアジア系ハーフの子どもたちも全面的に共感できるわけ

ではなかったようだ。それでも、同じアジア系ハーフの存在は山本さ

んにとって心強い存在であったこといえる。 

 

4 . 3  母の国とのうすいつながりと母親との関係  

 山本さんと母の国とのつながりは、小学 5 年の時に母方の祖父母が

日本に来たことがある程度のうすいものだった。 
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【I D 8】 

筆者：小学校とか中学校とか高校とか今までに、母の国に行ったこと

ある？母の親戚に会ったことはありますか？ 

山本：小学校 5 年生の時に、母方のおじいちゃんおばあちゃんがこっ

ち（日本）に来たっていうのがあって。 

筆者：（母の国に）行ったことはないの？ 

山本：ない。「行く？」みたいなのはちょくちょく（話を）振られる

んですけど、ちょっと面倒くさいが勝っちゃって、「いいや、

いいや」ていうので行ってないですね。 

 

 山本さんは母に一緒に母の国に行くことを誘われるものの、「面倒

くさい」という理由で一度も母の国に行った経験はなかった。母方の

祖父母が日本に来た時に、母の国の言葉で会話ができなかったことか

ら、テキストを買ったが、買うだけで学習するには至らなかった。 

 

【I D 9】 

筆者：分かる？（母の）国の言葉。 

山本：全然分かんないです。母方のおじいちゃんおばあちゃんが来た

時は本当に会話ができなくて。親族なのに他人みたいな空気感

で、ちょっと気まずかったですね。 

筆者：何かどっかで 1 回少し会話ぐらいはやるみたいな感じは、これ

までなかったですか？ 

山本：確かおじいちゃんおばあちゃんが来て、あまりにも会話が出来

なさ過ぎて、さすがにやろうと思って、母の国の言葉の勉強の

本みたいなの買って終わりました。 

 

 山本さんは母の国の言葉はわからず、母方の祖父母が日本に来た際

に、あまりにも話せなかったことから、「さすがにやろうと思って」

テキストを買ったものの学習することはなかった。山本さんは、母親

から祖父母が来る前には母の国の言葉を学んでほしいと言われたもの
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のそれ以外では働きかけはなかったという。 

 

【 I D 1 0】  

筆者：お母さんは母の国の言葉を勉強してみたいなことはおっしゃら

なかった？ 

山本：おじいちゃんおばあちゃんが来る前後は言ってましたがけど、

別にそんな、そこ以外で言われるようなことはなかったですね。 

 

 三浦（ 2 0 1 5 ）は国際結婚をしたアジア出身の母親たちの多くは、子

どもたちのエスニックアイデンティティは「日本人でよい」と述べる

ことを指摘する。その理由として、日本で生まれ育つ子どもたちは日

本に帰属意識があること、日本のほうが出身国よりも経済的に豊かで

安全であるためであるという。しかし、だからといって母親の国の文

化の継承の断絶を意味するわけではなく、アジア出身の母親たちが願

うのは、日本人として日本に生きながらも、母親の国のルーツを忘れ

ないことだという 2 3。 

 山本さんの母親が、祖父母が日本に来る前に母の国の言葉を学んで

ほしいと伝えたものの、それ以外では働きかけをしなかった理由も、

三浦（ 2 0 1 5 ）が言及するアジア出身の母親の願いに近いものがあった

からと考えられる。 

母の国とのつながりはうすかったものの、山本さんと母親の関係は

良好であることが窺われた。大学の進路を決める際に母親に相談した

時のことを次のように述べる。 

 

【I D 1 1】  

筆者：（母親は大学への）進路を決めた時に、何かおっしゃってまし

たか？ 

山本：母親と自分、考え方が一緒で。本当に本人がやりたいならそれ

 
2 3  三浦綾希子（ 2 0 1 5 ），前掲， p . 2 2 1 .  
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でいいんじゃないかっていう考えなんで。別にそんな言うこと

もあく、じゃあ頑張ってって感じです。 

 

山本さんの「母親と考え方が一緒」という言葉から、母親への信頼

感や良好な関係が推察される。小学校中学年まで母親との日本語での

会話が難しかったこと、学校からの手紙を一緒に読むなど母親をサポ

ートしてきたこと、母の国の言葉はわからず帰属意識は日本にあるも

のの、インタビューでは「小学校は本当にずっとお母さんが一人で頑

張ってくれました」と述べており、母親が頑張って育ててくれたこと

を感じているようだった。山本さんは母親との関係について次のよう

に述べる。 

 

【I D 1 2】  

筆者：（母親との）仲はいいですか？ 

山本：仲は普通じゃないですか。あんま分からないです。他のご家庭

がどうなのか分からないんで。でも、そんなしゃべるほうでは

ないとは思います。 

 

 山本さん自身は、母親との関係は「普通」といい、他の家庭と比較

できないことを理由に挙げている。 

 

4 . 4  アイデンティティ：「ほぼ日本人みたいなもん」「絶対ハーフと

いわれる」 

 アジア系国際結婚家庭に育った山本さんは、自分のアイデンティテ

ィをどのようにとらえているのだろうか。 

 

【I D 1 3】  

筆者：学校では、先生の言っていることって分かりました？ 

山本：もう生まれてすぐ日本に来たんで、もうハーフっていうだけで、

ほぼ日本人みたいなもんなんで、別に母親以外との会話でそん
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な困ったことはなかったです。 

 

【 I D 1 4】  

筆者：この漢字が読めなかったとか、この意味が分からなかったみた

いなのはない？ 

山本：小学校の頃はあったとは思うんですけど、別にそんな悩むほど

でもなかったなっていうので、特にそんなハーフだから何かあ

ったというのはなかったですね。 

 

 筆者の「先生の言っていることが分かりましたか？」という、日本

語がわからない外国人に対するような質問をしたことに対して、山本

さんは反発するように「ハーフというだけで、ほぼ日本人みたいなも

の」「母親以外との会話でそんなに困ったことはなかった」と述べる。

自身は「ハーフ」で「ほぼ日本人みたいなもの」と考えているようだ

った。同様に、漢字が読めなくて困ったことはないか？と聞く筆者に

対して「ハーフだから何かあったというのはない」というように、繰

り返し日本語で困ったことはないかを聞く筆者に対して、「ハーフ」

だけれども悩むほどではない、困っていないということを強調した。 

一方、名前や顔立ちから周囲からは「ハーフ」ととらえられていた。 

 

【I D 1 5】  

筆者：名前的にも（学校の）みんなは知っていたっていう感じ？お母

さんが外国人だって。 

山本：国はわからないけど。結構自分（山本さんのこと）顔濃いって

言われるので、顔と名前で絶対ハーフだっていうのは言われて。 

 

 山本さんは日本に帰属意識を持っていたが、名前や顔立ちから周囲

に は異質性が認識され 「ハー フ 」 と 言 わ れ て い た 。山本さん自身は

「ハーフというだけでほぼ日本人みたいなもの」と考えており、母親

の国に滞在した記憶もなく、母親の国の言葉がわからないこともあり、
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アイデンティティを問われるような質問に対しては、戸惑う様子が感

じられた。 

 三浦（ 2 0 1 5 ）は、日本で生まれたアジア系国際結婚家庭の子どもが

出身地を問われ、戸惑いながら「ハーフ」と回答する事例を報告し、

「日本での生活しか知らない彼らにとって、日本以外の国を暗に示し

「どこの国から来た子なのか。どこの国に所属している子なのか」問

われることは困惑することに他ならない」と指摘する 2 4。まさに、山

本さんの戸惑いと重なる。ほぼ日本での生活経験しかなく、日本語を

第一言語とするにも関わらず、「ルーツ」を問われ続ける戸惑い、日

本語がわからないのではないか、困ったことがあるのではないか、と

問い続ける筆者に対する抵抗があったと思われる。 

 

4 . 5  大学の進路選択のプロセス 

 次に、山本さんの進路選択プロセスの中で、キャリア選択にもつな

がる大学進学のプロセスをみていく。 

 

【I D 1 6】  

筆者：進路はどういうふうに理学療法士になろうと思ったんですか？ 

山本：運動が好きで、もともと。それで、自分が現役をやるのはちょ

っともう疲れたので、自分結構サポートというか人助け、人の

役に立つようなことをするのが好きなので、スポーツ経験生か

せるとなったら理学療法士かなっていうのもあったし。ちょう

ど家から近い大学っていうのもあったので、ちょうどいいなと

思って、進学しました。 

 

 山本さんは自分のスポーツ経験や人助けや人の役に立つことが好き

という資質が活かせること、家から近いという理由から大学を選択し

ていた。山本さんは高校時代に、ある運動部に入り高校 3 年間継続し

 
2 4  三浦綾希子（ 2 0 1 5 ）前掲， p p . 2 3 2－ 2 3 3 .  
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ていた。その時の部活動の顧問の先生の後押しもあったという。 

 

【I D 1 7】 

筆者：理学療法士さんには何か自分が関わった経験とかってあるんで

すか？治療を受けたとか。 

山本：自分はないんですけど。高校 3 年間はちゃんと部活をやってて。

顧問の先生から理学療法士になりたいみたいなのを言ったら、

関東リーグっていう関東の大学のスポーツの頂点を決めるみた

いな大会があって、そこの裏方で理学療法士頑張っているから

っていう話は聞いて。それで、冗談かわからないんですけど、

理学療法士になったらそのスポーツ関係でやるのもいいんじゃ

ないかみたいなのも言われて。 

 

 山本さんは高校の部活動の顧問の先生に進路を相談した際に、大学

の関東リーグの裏方で理学療法士が活躍していることを聞き、具体的

なキャリアイメージにつなげていた。そもそも理学療法士という仕事

を知ったきっかけについて山本さんは次のように語る。 

 

【I D 1 8】 

筆者：理学療法士っていう仕事は知ってたの？ 

山本：小学校のタイミングで。小学校の高学年になると将来について

考えるじゃないですか。その時に、なぜか僕だけ、理学療法士

がいいんじゃないかっていう限定的な職業を言われて。 

筆者：何で？ 

山本：分からないです。 

筆者：誰が言ったの？ 

山本：担任の先生が。小学校から人助けっていうか、多分そういうの

やってたからなのか分かんないんですけど。理学療法士がいい

んじゃないかって言われて。その時は本当にわからなかったん

ですけど、小学校の時に聞いた理学療法士っていう単語だけ頭
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に残ってて、それで高校になって、ああ、そういえばそんな職

業あるなと思って、じゃあ、1 回やってみようかって自分の中で

思って。 

 

 小学校の高学年の時の担任の先生が将来について考える授業の際に

山本さんに「理学療法士」を勧めたという。その時点では、理学療法

士がどのような仕事かは理解していたわけではなかったが、高校にな

って大学等への進路を決める時に思い出し、挑戦することにしたとい

う。 

 小学校の担任の先生は、なぜ山本さんに理学療法士を勧めたのだろ

うか。 

 

【I D 1 9】 

筆者：小学校の時に人助けってどんなこと、例えば具体的に、サポー

トするみたいなことが得意というか好きだったのかな？ 

山本：自分は本当に自覚がなくて。先生とか友達から、周りが見えて

いるよねとか、気づかないところでやってくれてるよね、みた

いに言われて。言われて嬉しいんですけど、自覚がないんで。

（中略）本当に家出たら、視野が広いじゃないですけど、結構

色んなこと気になっちゃうんで。目についたこととか。それで

ちょっと気が向いたら、中学だと通学路のコーンが倒れてるだ

けで立て直したりとか。そういう本当に小さいことを気にしち

ゃうんで。それをやってたって感じですかね。 

 

 山本さんは、先生と友達から「周りが見えている」「気づかないと

ころでやってくれてる」と評価されていた。山本さんの良い資質に目

を向け、その資質を活かすような職業の提案が山本さんの進路選択に

つながっていたと考えられる。 
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4 . 6  大学入学後 

 小学校の先生から理学療法士を提案され、高校の部活動の顧問に後

押しを受けた山本さんは、理学療法士を目指して大学に入学する。現

在の大学生活について、次のように語る。 

 

【I D 2 0】  

筆者：（大学の）単位はとれてますか？ 

山本：前期、（理学療法を学ぶ）大学って結構専門的じゃないですか。

ちょっと思ってた大学生活と違くて、本当に勉強勉強ばっかで。

前期はもうそことのギャップにやられて、本当に何もやってこ

なくて。単位も落として。そこからちょっと反省を得て、後期

からは勉強頑張ってるんで。 

 

 大学に入ってすぐの前期は、思っていた大学生活と異なり、勉強ば

っかりだったことからギャップを感じ単位を落としてしまったという。

しかし、後期からは勉強を頑張ろうとしていた。 

 

【I D 2 1】  

筆者：（インタビュー調査のために山本さんを紹介してくれた担当教

員の）先生から指導が入ったんですか？ 

山本：いや。単位を落として、落とした単位をどうするかっていう面

談で。別にそこでも勉強をやろうとは思わなかったんですよ。

自分、顔広くはないんですけど関係が広く浅いので、結構しゃ

べれる人は多くて。そのしゃべれる人たちがみんな勉強頑張っ

てて、それで、みんなやってて俺やってないのさすがになって

思って、ちょっと本腰入れ始めたって感じです。 

 

 勉強に本腰を入れた理由について山本さんは、学内の広く浅い関係

のしゃべれる人たちが勉強を頑張っている姿に影響を受けたと述べる。 

 山本さんの担当教員から文化祭の実行委員になっていることを聞き、
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文化祭の実行委員になった経緯を聞いた。 

 

【I D 2 2】  

筆者：文化祭の実行委員をやろうと思ったのは何か理由があるんです

か？ 

山本：大学、思ったよりも本当に勉強だけで、逆に学校以外の時は暇

なんで、やることもないしやろうかなっていう感じで入りまし

たね。やろうと思いました。 

筆者：誰かに誘われたって感じですか？ 

山本：やろうかなって思って、男子で仲の良い連中で、じゃあやるか

っていうので入りましたね。 

 

 山本さんは、勉強だけの大学生活の中で、学校以外の時間は暇でや

ることもないこと、仲の良い男子と一緒に実行委員会に入ることを決

めたという。山本さんが、勉強が中心となる大学の中で何とか友人や

ネットワークを広げるように行動していることがわかる。 

 

4 . 7  「相談することはダサい」といういう考え 

山本さんはアンケート調査の回答の中で、「さまざまなことを気軽

に相談できる場所や制度は必要だと思うか」という質問に対して「い

いえ」と回答していた。山本さんが小学校中学年まで母親との会話に

困難を感じていたにも関わらず「いいえ」と回答していることから、

その理由を尋ねた。 

 

【I D 2 3】  

筆者：さまざまなことを気軽に相談できる場所や制度は「必要ない」

と回答しているのは、お母さんとの会話に困っているだけだか

ら、何か相談するっていう発想がないっていう感じかな？ 

山本：相談するのはいいんですけど、結局は自分のことじゃないです

か。なので、そこ自分でやんなきゃ。他の人に相談するのがダ
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サいっていう考えがあるんで、自分の中には。自分のことは自

分でやんないとかっこよくないなっていう。あんま相談したこ

とはないですね。 

 

 山本さんの語りから、自分のことは自分でやらなければならない、

という考えが強いことがわかる。これまで、小学校中学年まで母親と

の会話に難しさを感じながら、分からない言葉はインターネットを使

って自分で調べたり学校からの手紙を一緒に読むなどのサポートをし

てきたりした山本さんにとって、自分は自分のことをやってきたとい

う経験から、自分のことは自分でやらないといけないという自己責任

の考えを内面化していることが窺われた。 

 山本さんの家庭はアジア系国際結婚家庭だが、日本人の父親が小学

校入学前に亡くなり、外国人の母親が一人で山本さんきょうだいを育

ててきた。父親が亡くなった影響もあるのか、保育施設に入ることな

く日本の小学校に入り、母親との日本語での会話も難しい状況だった。

しかし、日本語指導を受けることはなく、母の国のネットワークにつ

ながることもなかった。「ほぼ日本人」の「ハーフ」として学校生活

を過ごし、他の家庭がどのようなものかも知らなかった山本さんには

自分の状況が支援が必要な状況かわからず、「相談する」という発想

そのものがなかった可能性がある。 

 なお、山本さんは、アンケートの回答の中で「プライベートな話を

含め、さまざまなことを気軽に相談できる場所はありますか？」とい

う質問に対しては、「ある」と回答しており、公的機関等に相談した

ことはないが、プライベートではしっかりと相談できる人間関係を築

いていることがわかる。 

 

5 .  考察 

5 . 1  アジア系国際児の教育・支援ニーズの見えにくさ  

 アジア系国際結婚家庭の子どもである山本さんは日本国籍であり、

第一言語は日本語で、 1 歳未満から日本で生活をしている。自分自身を
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「ハーフっていうだけでほぼ日本人みたいなもん」（ I D 1 3）と認識し

ている。このような背景から、「自分も言葉がちょっとあんまり上手

じゃない」（ I D 1）と感じ、小学校中学年まで母親との会話に困難があ

った（ I D 1）が、日本語指導が必要な児童とは認識されず、日本語指導

は受けていなかった。したがって、様々な支援のリソースとなる校内

の「日本語教室」だけでなく、地域の日本語教室にもつながることは

なかった。 

国際結婚家庭ではあるものの、山本さんが小学校入学前に日本人で

ある父親は亡くなり、外国人の母親が一人で 2 人の子どもを育ててい

た。客観的に見れば支援が必要な存在である。しかし、様々な支援に

はつながらず、山本さんが「小学校は本当にずっとお母さんが一人で

頑張ってくれました」と語るように、母親の努力によって切り抜けて

いた。 

学校からの手紙については、山本さんが「大事な紙と大事じゃない

紙を自分の中で判別して、関係ないやつは捨てちゃって、大事なやつ

だけ一緒に読む」（ I D２）というサポートを母親に対して行っていた。

アジア系国際結婚家庭であれば、日本人保護者がいることから日本語

の手紙も読めると考えられていたと推察される。外国人保護者への手

紙であれば、現在は、重要な手紙に印をつけたり、翻訳アプリを活用

できることなどを伝えたり、「やさしい日本語」による手紙の作成等

の支援が考えられる。しかし、山本さんの家庭にはこのような支援が

行われていなかった。 

 さらに、山本さんの母親は同国出身者ネットワークにつながってい

なかった。同国出身者ネットワークの拠点となることが多い教会に通

うことはなく、したがって、そのようなネットワークからのサポート

や情報も限定的であったと考えられる。山本さんが小学 5 年時に母方

の祖父母が来日したことが唯一の母の国とのつながりであった。その

ため、山本さんは母の国の言語がわからなかった。このような母の国

の言語がわからないということは山本さんの進路選択にも間接的に影

響を与えたと考えられる。外国にルーツのある子どもたちは国際関係、
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言語関係、教育関係の道に進むことが多いという報告がある 2 5。しか

し、山本さんは母の国の言語がわからないことから、そのような進路

を選択しなかったと考えられる。 

 アジア系国際児である山本さん本人も支援の必要性を認識していな

かった。支援の必要がないから必要性を感じないのではなく、自身の

置かれた状況が支援の必要な状況かどうかわからないこと、すなわち

「他のご家庭がどうなのか分からない」（ I D 1 2 ）ことから、必要性を

感じることができなかったと考えられる。山本さん自身、分からない

言葉はインターネットを使って自分で調べたり、母に対して学校の手

紙を一緒に読んだりするなどして乗り越えた経験から、「他の人に相

談するのがダサい」「自分のことは自分でやんないとかっこよくない」

（ I D 2 3）という考えをもつにようになっていた。このような考えの背

景の一部には支援の欠如もあったと考えられる。 

 アジア系国際児のような教育・支援ニーズの見えにくい子どもたち

の教育・支援ニーズをとらえるためには、2 つの方向性があると考える。

1 つ目は、一人ひとりの子どもの背景とその子自身を丁寧に見ることで

ある。山本さんの例であれば、日本での生活が長く日本国籍で日本語

を第一言語とするが、日本人の父親は亡くなり、外国人である母親が

一人で子育てし、日本の保育施設にも通わずに小学校に入学してきた

背景を考慮すれば、日本語指導を行ったりクラスの中で注意深く見守

ったりすることが考えられる。保護者への手紙のサポートも考えられ

る。 

2 つ目は、相談することは当たり前のことである、という考えを広げ

ることである。そのために、相談したり支援を受けたりしながら成長

したモデルを提示しながら、相談することは当たり前のことでありか

っこ悪いことではないことを伝え続ける必要がある。 

 
2 5  オチャンテ  村井  ロサ  メルセデス（ 2 0 2 0 ）「移民第二世代の進路選択・キャ

リ ア形成 支 援 に お け る課題－三重県 の 事 例 を中心に－」 『桃山学 院 教 育 大 学 研 究紀

要』 3， p p . 1－ 9 .  
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5 . 2  子どもの良さに着目した進路選択のアドバイスの影響  

 山本さんの大学への進路選択のプロセスから、子どもの良さに着目

した教員の進路選択のアドバイスが影響していた。このことから、親

からの情報や、親の同国出身者ネットワークからの情報が限られる子

どもにとっては、このような担任や部活動の顧問などからのその子自

身の良さに着目した進路アドバイスが進路選択のヒントになる可能性

が あ る 。移民第二世代 の進路選択に つ い て 調 査 し たオチャン テ村井

（ 2 0 2 0 ）は、「担任の先生や関わっている先生から「英語の発音が綺

麗、語学に向いている」などの励ましや指導が彼らの進路形成に大き

く関与している」と指摘する 2 6。本研究で小学校高学年時の担任の先

生や友達から「周りが見えているよねとか、気づかないところでやっ

てくれてるよね、みたいに言われて」（ I D 1 9）評価されたことから、

「理学療法士がいいんじゃないかって言われて」（ I D 1 8）、理学療法

士という進路を意識するようになり、その後の大学進学につながって

いた。山本さんは、親の同国出身者ネットワークにつながっていない

ため、そこから進路の情報を得ることができなかったが、小学校の担

任の先生や、高校の部活動の顧問の先生からアドバイスを得て進路を

決めていた。また、大学入学後も周囲の「しゃべれる人たちがみんな

勉強頑張って」いることから自身も勉強に本腰を入れ（ I D 2 1）、文化

祭の実行委員に参加するなど、自身の行動によってネットワークを広

げていた（ I D 2 2 ）。これらのことから、山本さん自身の能動性も進路

選択や大学生活にポジティブな影響を与えていると考えられる。 

 

5 . 3  学校におけるマイクロ・アグレッションへの対応  

 山本さんは、「ハーフというだけでほとんど日本人みたいなもの」

（ I D 1 3）という意識をもちながら、周囲からは名前や顔立ちから「ハ

ーフ」ととらえられていた。小学校では「小学校低学年だと、やっぱ

 
2 6  オチャンテ  村井  ロサ  メルセデス（ 2 0 2 0 ），前掲， p . 1 6 .  
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り悪意なくいじっちゃうようなこともあるじゃないですか」（ I D 5）と

述べ、悪意ないいじりを経験している。これはマイクロ・アグレッシ

ョンと呼ぶべきものであり、悪意ないいじりであったとしても見逃せ

ない問題である。学校におけるマイクロ・アグレッションへの対応は

急務である。 

 

5 . 4  語られなかった課題－保育施設への未就学と一人親家庭への支援 

 インタビュー調査の中で、語られなかった課題がある。それは山本

さんが 1 歳未満から日本で生活していたが、日本の保育施設に入らず

日本の小学校に入学したことである。 O E C D 諸国で暮らすほとんどの子

どもたちは、初等学校教育の開始前の少なくとも 2 年間は、乳幼児期

の教育とケア（ E a r l y  C h i l d h o o d  E d u c a t i o n  a n d  C a r e ,  E C E C）

の施設で過ごすようになっている 2 7。大半の国の小学校の教育課程は、

主流となる社会の言語・価値観・姿勢を反映しているため、民族的・

言語的マイノリティグループの出自で、しかも乳幼児期の教育とケア

の施設に入っていない子どもは、学校に進むと不利な立場になるなる

ことが懸念されることが指摘されている 2 8。 

山本さんは、日本の保育施設には通っていなかった。小学校入学前

に日本人の父親が亡くなったことから保育施設へ入る方法がわからな

かった可能性がある。日本の保育施設では外国にルーツのある子ども

やその保護者に対する支援が始まっている。保育施設に入ることで得

られる就学手続きの情報や小学校の情報、一人親家庭への支援等もあ

る。山本さんの家庭では、日本の保育施設に入らなかったことも様々

な支援につなげられなかった要因の一つと考えられる。今後は小学校

入学前に日本の保育施設に入っていない外国にルーツのある子どもへ

 
2 7  O E C D  ( 2 0 0 0 )  E d u c a t i o n  a t  a  G l a n c e :  O E C D  I n d i c a t o r s ,  C e n t e r  f o r  

E d u c a t i o n a l  R e s e a r c h  a n d  I n n o v a t i o n ,  P a r i s .  

2 8  O E C D （ 2 0 2 2 ），『 O E C D  スターティングストロング白書－乳幼児期の教育と

ケア（ E C E C ）政策形成の原点』，明石書店， p 8 0 .  
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の支援を検討する必要がある。例えば、小学校入学前の就学時健診で

保育施設に通っていない外国にルーツのある幼児を対象に、サバイバ

ル日本語や日本の小学校について学ぶプレスクールを実施することも

考えられる。 

 語られなかった課題の 2 つ目は、外国人一人親家庭への支援である。

児童扶養手当 等 を受け て い た可能性は あ る が 、 イ ン タ ビ ュ ー の中で

「小学校は本当にずっとお母さんが一人で頑張ってくれました」と語

るように、外国人一人親家庭など、困難な環境での養育が推定される

家庭へのアウトリーチの支援を検討する必要がある。千葉県内の教育

委員会を対象とした調査では、外国にルーツのある子どもの就学支援

において福祉部局と連携してアウトリーチによる支援を行っている自

治体の例が報告されている 2 9。このアウトリーチの支援は、外国にル

ーツのある子どもの就学支援のための連携ではなく、その自治体に住

む全ての子どもを守るための連携が、結果的に外国にルーツのある子

どもの就学支援につながった事例であった。山本さんの例では、全て

の一人親家庭に支援が届くような仕組みがあれば、その中に山本さん

のような外国人一人親家庭も含まれ、そこから支援につながった可能

性がある。 

 

6．おわりに 

筆者は初めてアジア系国際結婚家庭の子どもに話を聞く機会を得た。

その中で、外国にルーツのある子どもたちの中にも教育・支援ニーズ

が見えにくい子どもたちがいることを痛感した。日本生まれまたは日

本での生活が長いにも関わらず、日本の保育施設に入っていない外国

にルーツのある子どもの支援、学校におけるマイクロ・アグレッショ

ンへの具体的な対応策は、今後の課題である。 

 
2 9  相磯友子 （ 2 0 2 4 ） 「 千 葉 県 に お け る 外 国 人 の 子 ど も の就学 支 援 ・就学相談に 関

す る調査－教 育委員会への イ ン タ ビュー調査の結果 か ら－」 『植草学園短期大 学紀

要』 2 5， p p . 1－ 1 6．  
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日本で保育士資格を取得した留学生の語りから 

 

池谷潤子 3 0  

 

要旨  

本研究では、日本で保育士資格（国家資格）と幼稚園教諭第二種免許状を取

得した留学生にインタビューを行い、日本で幼児教育を学ぶまでの経緯、保

育者養成課程での学び、今後の進路選択の理由について聞くことで、留学生

が外国でその国の保育を学ぶ動機、学ぶなかでの困難さ、卒業後の進路につ

いてどのような理由で選択しているのかについて明らかにする。また、現在、

外国にルーツを持つ家族が千葉市内に増加していることを踏まえ、日本の保

育・幼児教育の制度や考え方、慣習について対象者の言語で説明できる保育

者や保育補助者を養成することで、外国にルーツを持つ家族の乳幼児が保育

施設へ入園する前から支援し、就学前教育だけでなく、小学校への接続、そ

の後の義務教育をイメージしながら、継続したサポートができるのではない

かと考え、外国にルーツのある保育者の必要性について検討する。  

 

１．はじめに 

 

千葉市の統計によると外国人人口は、年々増加し、令和 7 年 1 月には

3 万 9 3 9 6 人となった 3 1。「千葉市における外国人親子の生活意識およ

び教育問題に関する研究」（青砥ほか 2 0 2 4） 3 2では、外国にルーツを

 
3 0  千葉明徳短期大学  保育創造学科  教授  

3 1  千葉市ホームページ ( 更新日 2 0 2 5 年 2 月 2 0 日 )  「区別外国人住民数（国別・

地域別） 2 0 2 5 年 1 月末現在」  作成：市民局市民自治推進部国際交流課 .  

h t t p s : / / w w w . c i t y . c h i b a . j p / s h i m i n / s h i m i n / k o k u s a i / f o r e i g n r e s i d e n t s -

2 0 2 5 0 1 . h t m l  2 0 2 5 年 2 月 2 4 日（閲覧日）   

3 2  青砥清一・杉田めぐみ・徳永あかね・拝野寿美子・ファリナ  べチキベリ・松井

健吾・内藤慎司・久保智史（ 2 0 2 4 ） 「 千 葉 市 に お け る 外 国 人 親 子 の 生 活 意 識 お よ

https://www.city.chiba.jp/shimin/shimin/kokusai/foreignresidents-202501.html%E3%80%802025%E5%B9%B42%E6%9C%8824
https://www.city.chiba.jp/shimin/shimin/kokusai/foreignresidents-202501.html%E3%80%802025%E5%B9%B42%E6%9C%8824
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持つ市民への「地域に求められる日本語教育の課題と方向性」におい

て「母国で培った知識や技術、日本で得られた新たな知識と経験を彼

らの資質として認知し、日本社会での存在価値を自他共に確認できる

ような人材活用」「外国ルーツの子どもの居場所の運営、その関係者

間で子どもに関する情報共有ができる仕組み」（徳永 2 0 2 4 3 3）などを

つくることなどの課題が挙げられた。 

さら に 、乳幼児と そ の保護者 に焦点を 当 て る と 「 千 葉 市 の 外 国籍の

幼児に関する調査」（大村ほか 2 0 2 0） 3 4では「千葉市全区、すべての

種別の保育・幼児教育施設に多国籍の外国人乳幼児が在住し、その半

数以上が保育・幼児教育施設に在籍していること」が明らかになり、

「保育 ・幼児教 育 施設、 外 国 人乳幼児の保護者 の困り感か ら 、 子ど

も、保育者、保護者それぞれの間におけるコミュニケーションの支援

としての通訳支援、翻訳支援の重要性も明確になった。また、外国人

乳幼児の母文化における価値観や習慣等について学ぶ機会の保障、外

国人乳幼児と保護者が安心して日本の保育・幼児教育施設に適応する

のを助け、日本の保育・幼児教育施設との橋渡しを担う外国人支援者

の雇用も有効である」ことが提言され、外国にルーツを持つ乳幼児と

その家族だけでなく、保育者と保護者、乳幼児をつなぐために日本と

対象児の母国の文化、言語に精通した補助員などの人材の確保が必要

となってきているといえるだろう。 

ま た 「 多 文 化 共 生社会に お け る保育 者 の あ り方に 関 す る検討」 （武

 
び 教 育 問 題 に 関 す る 研 究 〜 日 本 人 学 生 ・ 留 学 生 に よ る 学習支 援ボラ ン ティア体制等

を通じた 多 文 化 共 生 の ま ち づ く り に向け て 〜 」 令 和５年 度  千 葉 市 ・ 大 学 等地域連

携推進事業報告書  神田外語大学  千葉市総務局市長公室国際交流課  [ p p . 1 2 0 ]  

3 3  徳永あかね（ 2 0 2 4 ）「第 5 章  地域に求められる日本語教育の課題と方向性」

青砥ほか（ 2 0 2 4 ） p p . 1 0 5 - 1 1 4  

3 4  大 村 あ かね・鶴田真二・伊藤恵里子 ・久保遥子 ・秋庭慎輔・ 田中悦子 ・奥田征

規（ 2 0 2 0 ） 「 千 葉 市 に お け る 外 国 人 の乳幼児と そ の保育 に 関 す る実態」  令 和２

年度  千葉市・大学等地域連携推進事業報告書 [ p p . 1 5 4 ]  
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2 0 2 2 ） 3 5によると、名古屋市の私立園で外国籍保育者が活躍する事例

が述べられており、今後、外国籍保育者の「養成」と「就職」の課題

について２段階に分けて検討される必要性があると指摘されている。 

現在の 千 葉 市 内 に 外 国籍の家族が 増 え て い く状況を 踏 ま え ても、 外

国と日本の両方の文化に理解のある保育者や保育補助員のような存在

が、今後、さらに必要になるのではないだろうか。 

千葉市内の保育者養成校 A では、外国からの留学生が日本の保育・幼

児教育を学び、国家資格である保育士資格と幼稚園教諭第二種免許状

を取得することとなった。対象となる留学生が日本の保育者養成校で

保育を学ぶきっかけとなった動機、講義、演習などの科目、実習など

の学びの中での経験で得たもの、必要としていた支援、今後の就職を

含めた将来的な希望についてインタビューから明らかにし、保育者養

成における今後の課題について検討する。 

 

2．  研究方法  

 

インタビューは、2 0 2 5 年２月に千葉県内の短期大学にある著者の研

究室にて１時間程度、著者によって行われた。対象者である留学生に

は、あらかじめ筆者より日本語と中国語で質問項目を送り、インタビ

ューの最初に質問項目を確認したが、話の流れによって自由に回答す

る半構造化インタビューを行った。当日、対象者から「自分の伝えた

いことをまとめて書いてきました」ということで、インタビュー後に

質問項目について日本語と中国語の文書での回答を得た。今回は、本

人の語りと文書から見えてきたことについて記述し、考察する。 

倫理 的配慮に つ い て は 、 ち ば プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 研 究協力同 意 書 を確

認し、本人の了解を得てインタビューの録音を行った。なお、調査対

 
3 5  武小燕（ 2 0 1 8 ） 「 多 文 化 共 生社会に お け る保育 者 の あ り 方 に 関 す る 検 討 〜 外 国

籍保育者の受入について〜」『子ども学研究論集』第 1 0 号 . 名古屋経営短期大学子

ども学科子育て環境支援研究センター  p p . 2 5 - 3 6  
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象の学生の特定を避けるため、氏名、出身地などについては言及しな

い。 

 

3．  インタビュー項目 

 

1 )  来日するまでの経緯を教えてください。 

（母国での学歴、就労経験、日本語学習の期間と内容） 

2 )  日本で保育者になりたいと思ったのはいつですか、その理由はな

ぜですか。 

（誰からどのような話を聞いて、日本の幼児教育に興味を持ちま

したか） 

3 )  短大で資格と免許を取得する上で困ったことはありましたか。 

（日本語を聞いたり、書いたり、日本人の考え方を理解すること） 

（日本の文化的な背景を含めた保育の考え方・保育理念について

理解すること） 

4 )どのようなサポートがあれば助かりましたか。 

（短大での勉強、実習、就職活動でのサポート） 

5 )今後の就職や仕事の予定を教えてください。 

（仕事の内容） 

 

４．インタビューの回答から 

 

【日本に来るまでの経緯】  

来日前は 、幼児教 育 の仕事 を し て い ま し た 。 高 校 で保育 者資格（幼

児園教師）を取得し、中国の４年制大学（音楽専攻）で小学校、中学

校、高校での教員として働くための資格を取得し、卒業後、 C 州で保育

者として働き始め、 1 2 年間働きました。 C 州では、教育について独特

の見解を持つ先生に出会いました。その先生のおかげで、私はさまざ

まな外国の教育理念（シュタイナー教育、レッジョ・エミリアなど）

に触れるようになり、その中でも特に日本の教育に魅力を感じ始め、



 129 

日本の教育の動向を常に注目していました。しかし、その先生は病気

で亡くなってしまい、彼女の教育研究成果を私に託したので、私は幼

稚園と絵本館を運営することにしました。仕事をしながら、2 0 1 1 年の

夏休みを利用して北京の D 学院の修士課程で学び始めましたが、最終

年に修士を取得することを諦め、日本の教育にもっと目を向けること

にしました。 

2 0 1 7 年からは、いけばな（華道）を学び始めて、2 0 2 0 年に華道の

先生から日本で幼児教育を学ぶことを勧められました。私は今までネ

ッ ト で見た 情 報だけ で し た が 、 自 分 自身で幼児教 育 を 学 び た い と思

い、日本で働いている友人に情報を尋ねました。その友人は幼稚園の

保護者でもあり、彼女が友達を紹介してくれたので、日本に来ること

ができました。 

 

【日本で保育者になりたいと思った経緯とその理由について】  

私 が 日 本 に来た 目 的 は 、幼児教 育 を 学ぶこ と で し た 。 日 本 語 学 校 で

勉強し て い る と き進学 す る 学 校 が見つ か らず、 と ても困っ て い ま し

た。ちょうどその時、友人から幼児教育の大学院を薦められ、比較的

早く入学できると言われましたが、私はそれを断りました。私は基礎

的で包括的な幼児教育を学びたいと考え、研究や学位を取得すること

が目的ではありませんでした。私が通っていた日本学校の B 先生が私

に写真を送ってくれて「この学校はどうですか？」と尋ねました。そ

の学校の名前が、中国の古典文学『大学』を由来としているので、き

っと素晴らしい学校だと思い、私は「行きます」と返事をして、 B 先生

に短大への入学手続きを手伝ってもらいました。 

 

【Ａ短期大学で学んだことについて】  

A 短期大学での時間は、私の人生で最も楽しい学びの時期でした。毎

日学校に行くのが楽しみでした。私は本当に大学で学んでいると感じ

ていました。 
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第一 に 、 先 生方が純粋に真剣に 教 育 を 行 っ て お り 、 学 校 の すべて の

科目は学んだ内容をすぐに活かせるものでした。カリキュラムも非常

に多彩で面白かったです。 

第二に 、コー ス の中で 先 生方が福祉の 内 容 にも触れ て お り 、 専用の

独立 し たコー ス （科目 ） が設け ら れ て い る こ と が と ても感動的 で し

た 。 私 は 、 すべて の 人 が 教 育 を受け る権利を 持 っ て い る こ と を 実感

し、日本はとても弱者を大切にしている国であることを感じました。 

第三に 、 理論と 実践が 結 び つ い て お り 、幼稚園や保育園で の 長期実

習を通じて感じたことは、日本の幼児教育が安全で安心できるもので

あるということです。子どもたちは毎日充実した生活を送っており、

毎日の活動は非常に豊かで楽しいものでした。 

第四に 、 日 本全国 の保育園や幼稚園は 、保育所保育指針や幼稚園教

育要領をもとに活動を展開していて、子どもたちに最善の利益を提供

することを目指しています。私は初めて様々な園を見学、体験し、自

分の視野が広がりました。 

 

【大学で免許と資格を取得する上で困ったことについて】  

最初の頃、 私 は 日 本 語 の こ と が心配で し た が 、徐々に短大 の 先 生方

が私のために多くのことを考えてくれていることを感じたので、日本

語の心配はなくなりました。先生方の指導に従って行動すればいいの

で、特に大きな困難は感じませんでした。先生方やスタッフの皆さん

がとても気にかけてくれ、私の立場に立って考えてくれたので、彼ら

のサポートや信頼を強く感じることができ、様々なことに挑戦できま

した。 

コー ス （科目 ） に つ い て は 、さら に心配い り ませんで し た 。全て の

コースが私にとって非常に興味深く、先生方の説明もとても面白いも

のでした。授業後の宿題の課題も事前に用意されていたので、私は特

に困難を感じることはなく、ただ努力して取り組めば良いと感じまし

た。実習に関しては、最初は報告書（実習記録）を書くときに日本語

が上手くないという不安がありましたが、毎日実習が終わった後に自
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分の感想や体験をまとめることで、非常に大切なことだと感じるよう

に な り ま し た 。 実 習 が終わ っ た 後 に は 大 き な達成感を得る こ と が で

き、自分もこのようにする必要があると感じており、そうすることで

より良く成長できると思いました。 

 

【今後の就職や仕事の予定について】  

私 は 日 本 で働き 続 け 、 日 本 語 と い け ば な を 学 び 続 け る予定 で す 。将

来的に、いけばなを幼児教育に取り入れたいと考えています。短大で

学んだことをずっと持続して、自分ができる限り、他の幼稚園に見学

に行ったり、美術館に行ったり、コンサートを聴きに行ったり、ボラ

ンティア活動をしたりしたいと思っています。保育者になるために、

多くの面で私の不足に気づき、少しずつ改善している自分を実感して

います。短大で学んだ後、徐々に資格のある保育士として働く方法を

学んでいきたいと感じています。 

 

【大学の学びの中で、どのようなサポートがあれば助かりましたか】  

入学 後 は 、 学 校 が奨学金の申請を手伝っ て く れ た り 、 自由にピアノ

を練習できる環境を整えてくれたり、政府から生活支援金も定期的に

支給されるなど、私たちが保育者になるために学校が様々な豊富な活

動を提供してくれます。何よりも、皆さんからの無限の支援と信頼が

私にとって最大の助けとなりました。 

 

【短大で学ぶために、言葉やレポート、日本の習慣などで困ったこと

について】  

言 葉 に 関 す る悩みに つ い て 、 私 は 留 学 生 の友達に よ く 相談し ま す 。

彼女たちは言葉を学ぶのがとても早く、特に難しいと感じていないよ

うで、多くの人が日本語の試験に合格しています。短大に入ってから、

自分が物事を学ぶのが遅いことに気づき、自分自身でも受け入れがた

い気持ちになっています。年齢のせいかもしれないと思いますが、昔

の学習能力ではこれほど遅くはなかったと思います。しばらくの間、
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自分自身がとても困惑しました。語学学校の時に新型コロナウイルス

に感染し、約 1 ヶ月療養して陰性から陽性になったことに気づきまし

た。しかし、その時周りの人の名前や昔の友達、学んでいた日本語を

多く思い出せなくなっていることに気づきました。当時は特に気にし

ていませんでしたが、短大で音楽を学ぶ際にそれが深刻だと気付きま

した。以前は、音楽の分野では楽譜や歌詞を覚えるのが得意で、すぐ

に記憶できていました。しかし、勉強している時にどのようにそんな

にすぐに忘れてしまったのでしょうか。このような状況を変えたいと

思い、毎日同じ場所でアルバイトをし、客に注文を取る練習を通じて

日本語の学習も最も簡単なところから始めました。少しずつ、自分の

挫折感から達成感を感じるようになり、物事を覚えようと試行錯誤し

ながら自分を鍛えています。 

私 はずっ と 学 び 続 け るモチベーション を 持 っ て い ま す 。 そ れ は 、 日

本の教育が本当に多くの子どもたちを助けることができると知ってい

るからです。そのため、私は努力し続けています。自分の過去の不足

していた部分を少しずつ変えていると感じています。多くの面で私の

不足に気づき、少しずつ改善している自分を実感しています。 

 

【留学生が、日本で保育・幼児教育を学ぶことについて】  

留 学 生 が 、短大 を卒業 し た 後 に 日 本 で働く こ と を 望む理由は 、 まず

福利厚生が充実していることや、日本には多くの種類の保育施設があ

るため、自分の好きなスタイルの幼稚園・保育園で働くことができる

点です。次に、日本の保育者が本気で幼児教育に取り組んでおり、幼

児教育を愛する人々は、自分の内なる思いを尊重して行動する人たち

だと思います。また、日本の幼児教育は福祉と融合しており、そうい

った意味でも教育をリードする存在であり、これからますます多くの

人が学び、働きに来ると思います。 

今 後 、 留 学 生 と し て入学 す る方に は 、 本 当 に 日 本 の幼児教 育 を 学 び

たいと考えている人を募集してほしいと提案します。また、日本の基
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本的な礼儀や保育における守秘義務等を守れることも大切だと思いま

す。 

 

5．  まとめ 

 

 今回のインタビュー対象者は、母国の幼児教育施設での 1 2 年の勤務

経験があり、日本で日本の幼児教育の基礎を学びたいという高いモチ

ベーションがあったことから、留学生として抱えると思われる困難さ

（日本語を聞いたり、書いたり、考え方を理解すること、日本の文化

的な背景を含めた保育の考え方・保育理念について理解することなど）

について、自分の努力で乗り越えられるものと感じていたことがわか

った。 

 また、日本の保育者養成校での学びについては、学校のカリキュラ

ムが実践的で多彩であったこと。保育に福祉の視点が含まれているこ

と。学校での学びが理論と実践が結びついており、日本の幼児教育の

質の高さが保障されていること。日本の保育が子どもの最善の利益を

目指しており、多様な理念に基づいた幼児教育施設があり、それらの

施設を見学、体験できたことを有意義に感じていたことがわかった。

また、専攻した幼児教育だけでなく、母国で出会った日本の「いけば

な」に対する文化的な関心も高かったことから、日本の慣習にも抵抗

を感じていなかったのではないだろうか。 

 就職に関しては、日本で働き続けて保育職に就き、さらにいけばな

についての理解を深めたいとしている。また日本で働くことの理由と

し て 、福利厚生 の 充 実 、 多様な保育観に基づ い た幼児教 育 施設が あ

り、自分で選択して働くことができることを魅力と感じている。卒業

後は、まず県外で子どもに関わる仕事に就く予定ではあるが、今後、

保育士として働きたいとのことだった。 

今 後 の 留 学 生 の受け入れ に 関 し て は 、 日 本 の幼児教 育 を 学 び た い と

考えている人、また、本人の経験から、日本の基本的な礼儀や保育に

おける守秘義務等を守ることができることも大切だと考えている。 
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 学習上の大学によるサポートについては、それぞれの授業、実習、

奨学金等の事務手続き等にも十分なサポートが得られたと感じている

が、入学前の令和２年にコロナ禍で感染したことで、自身の体調や記

憶力に影響があり、思ったように学ぶことができなくなったことを難

しさとして述べている。  

 

６．今後の展望 

 

前述の研究結果（徳永 2 0 2 4）から「母国で培った知識や技術、日本

で得られた新たな知識と経験を彼らの資質として認知し、日本社会で

の存在価値を自他共に確認できるような人材活用」という提案は、ま

さに今回のインタビュー対象者が母国と日本での専門的な知識と学び

の経験を掛け合わせた貴重な人材に当てはまるといえるだろう。 

ま た 、 千 葉 市 に お け る 外 国 人 人口の 増加や保育 施設で の 子ども、保

育者、保護者支援の課題から鑑みて、今後、留学生の卒業後の進路と

して、外国と日本の文化と制度に精通した保育者、保育補助員として、

外国にルーツを持つ家族や保育所で働く保育者の両者を支援する役割

を担う人材の育成の可能性についても検討したい。例えば、日本の保

育・幼児教育の制度や考え方（保育活動の意図とねらいなど）、慣習

（季節行事やお祭りなど）について理解している保育者、保育補助員

が、外国にルーツを持つ家族の乳幼児が保育施設へ入園する前の時点

から相談、支援することで、就学前教育だけでなく、小学校への接続、

その後の義務教育をイメージしながら、継続したサポートができるの

ではないだろうか。 

今回の イ ン タ ビ ュ ー で は す で に母国 で の就労経験の あ る 留 学 生 を 対

象として行ったが、留学生だけでなく、外国にルーツを持つ学生が保

育者として、日本の保育や文化について相手の立場に立って説明がで

きるという利点を活かして、自分と同じような背景を持つ家族を支援

していくことができるのではないだろうか。外国にルーツを持つ中学

生、高校生の進路選択の際にも、そのような自身の経験をいかした働
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き方について説明ができるような機会をつくることができるのではな

いだろうか。 

日 本 国 内 の他地 域 で の保育 ・幼児教 育 を 学んだ留 学 生 の就労の 現状

について調べるとともに、外国の保育者養成校における留学生の受け

入れ条件と就労の現状について、移民の多いドイツ、イギリスなどの

取り組みについて調査、研究していきたい。 

 

７．最後に 

 

 インタビューを終えて、留学生に対して養成校の教職員が十分にサ

ポートをしていたという回答を得たものの、本人のバックグラウンド

についてはあまり共有できていなかったことを、今回のインタビュー

を通して気づかされることとなった。また、留学生がどのような進路

を想定しながら養成校で学んでいるのかということを早い時期に把握

することで、様々な進路選択の可能性を提示できたのではないかと考

えられる。外国にルーツを持つ学生や留学生に対して、インタビュー

の時期とその内容について、この調査をきっかけとして検討していき

たい。 

 現在、保育者になりたいと考える若者が以前に比べて減少してきて

いる日本の現状を踏まえると、保育者の専門性をさらに高め、社会的

にも認知されることが必須となっている。そして、外国からの留学生

で日本で働きたい、日本の保育・幼児教育を学びたいと考える人たち

を、保育者として養成していく機会も増えていくことも予想される。

そのような人材が、母国と日本の文化的な背景、幼児教育の考えを踏

まえて、外国にルーツを持つ家族を支援することができるだろう。こ

のような取り組みによって、千葉市がすべての人にとって生活しやす

い街になるといえるだろう。 
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外国ルーツの若者の言語観と母語意識 

―彼らにとって「母語」とは何か―  

 

杉田めぐみ 3 6  

 

要旨  

日本に定住する移民の増加にともない、日本生まれで日本語を日常的に使用

する第二世代の数も増えており、彼らを取り巻く社会的・言語的状況は複雑

さを増している。本稿では、「母語」の定義に関する先行研究を踏まえつつ、

外国にルーツを持つ大学生にとっての「母語」の意味について多面的に検討

した。具体的には、アンケート調査で得られた量的データと、フィリピンお

よび韓国にルーツを持つ 2 名の大学生を対象としたインタビュー調査で得ら

れた質的データをもとに、多言語環境で育った外国ルーツの若者の母語意識

について考察した。その結果、母語をどのように定義するかによって、彼ら

にとっての母語の意味も異なることが示された。多様な言語背景を持つ学習

者を対象とした言語教育において、「継承語」や「母語」の意味や価値を一

律に規定するのではなく、彼らを取り巻く社会的・言語的・文化的背景を考

慮しながら、一人ひとりの言語観や言語意識を丁寧に理解しようとする姿勢

が求められる。  

 

 

1 .  はじめに  

 

筆者を含め、祖父母および両親が日本国籍を有し、かつ日本語を母

語とする話者であり、日常生活において家庭内外で日本語を使用して

いる場合、「あなたの母語は何語か？」と問われれば、多くの人が迷

 
3 6  神田外語大学  外国語学部  アジア言語学科  准教授  
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うことなく「日本語」と回答するだろう。しかし親が日本語以外を母

語とする家庭環境で育ち、複数の言語が日常的に使用される状況で言

語を習得した外国ルーツの若者にとって、この質問に即座に答えるこ

とは必ずしも容易ではない。  

本稿では、外国にルーツを持つ大学生を対象としたアンケート調査

の結果をもとに、彼らが「親の母語」と「己の母語」をどのように認

識しているのか、彼らの主観的言語能力という観点から考察する。さ

らに、フィリピンおよび韓国にルーツを持つ 2 名の大学生を対象に実

施した半構造化インタビューを通じて、アンケート調査では明確にと

らえきれない個々の内面的な言語意識や言語観を詳細に分析する。特

に、インタビューにおける彼らの語りを丁寧に読み解きながら「親の

母語」と「己の母語」以外の言語能力や言語使用にも着目し、対象者

の言語レパートリーを包括的にとらえることによって彼らの言語観と

母語意識の形成を多面的に追究する。  

 

2 .  研究の背景  

 

ある話者にとってどの言語が母語なのかを判断する前に「母語」と

は何かを考える必要があるが、研究者によって母語の定義はさまざま

である。  

S k u t n a b b - K a n g a s （ 1 9 8 1 ） 3 7は、言語習得や言語使用など言語を取

り巻く異なる側面に着目し、母語を定義するための基準として四つの

視点を提示した。第一に、言語の「習得順序」を基準にする場合、個

人が最も早く習得した言語が母語とされる。第二に、「運用能力」に

基づくと、最も高い運用能力を有する言語が母語とみなされる。第三

に、「使用頻度」に着目すると、日常的に最も頻繁に使用する言語が

母語とされる。第四に、「態度・意識」の観点からは、話者自身がネ

 
3 7  S k u t n a b b - K a n g a s ,  T .  ( 1 9 8 1 ) .  B i l i n g u a l i s m  o r  n o t :  T h e  e d u c a t i o n  o f  

m i n o r i t i e s .  T r a n s l a t e d  b y  L .  M a l m b e r g  &  D .  C r a n e ,  M u l t i l i n g u a l  M a t t e r s .  
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イティブスピーカーだと認識し、かつ他者からもネイティブスピーカ

ーだと認識される言語が母語とみなされる、とした。  

一方、 R a m p t o n （ 1 9 9 0 ） 3 8は、「母語話者」を「特定の言語を幼少

期から自然に習得し、流暢に話す者」とする従来の定義は過度に単純

化されたものであり、話者の言語習得や言語使用の多様な実態を十分

にとらえていないことを指摘した。そして、「母語話者」を構成する

要素と し て 、 “ E x p e r t i s e ” （ そ の 言 語 をどれだけ流暢か つ正確に使用

できるか）、  “ A f f i l i a t i o n ” （その言語を話す共同体とのつながりや

アイデンティティをどの程度感じるか）、  “ I n h e r i t a n c e ” （家族や文

化的背景から、その言語をどの程度受け継いでいるか）という三つの

概念を提示した。このように、母語の概念は固定的なものではなく、

言語が担う役割や機能に対する着眼点の違いにより、その定義は多様

である。  

さらに、外国にルーツを持つ子どもや若者は一般に「継承語話者」

として位置づけられ、「出自国の母語」と「居住国の主流言語」の双

方を操るバイリンガルとみなされることが多い。しかし、日本で教育

を受けた場合、これら二言語に加え、運用能力に差はあるものの、英

語をはじめとする外国語についても一定の理解力を有することが多い。

したがって、彼らをバイリンガルとみなすのではなく、実質的には三

言語以上を話す複言語話者としてとらえることが妥当であると言える。

そして彼らが置かれている言語環境を踏まえると、彼らにとって「母

語」の意味を考察するには、「出自国の母語」および「居住国の主流

言語」だけでなく、それ以外の言語レパートリーにも着目する必要が

あるだろう。  

そこで本稿では、アンケート調査によって得られた量的データに加

え、フィリピンにルーツを持つ男子学生および韓国にルーツを持つ女

 
3 8  R a m p t o n ,  M . B . H .  ( 1 9 9 0 ) .  D i s p l a c i n g  t h e  ` n a t i v e  s p e a k e r ` :  e x p e r t i s e ,  

a f f i l i a t i o n ,  a n d  i n h e r i t a n c e .  E L T  J o u r n a l ,  V o l . 4 4 ,  2 ,  O x f o r d  U n i v e r s i t y  

P r e s s ,  9 7 - 1 0 1 .  
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子学生へのインタビューで得られた質的データをもとに、彼らが話す

複数の言語に関する言語観と母語意識について考察する。  

 

3 .  外国ルーツの若者にとっての「母語」とは  

 

3 . 1  量的データが示すもの  

 前述の「アンケート調査の結果と考察（１）外国にルーツを持つ学

生」が示す通り、調査対象となった 4 6 名のうち、「 Q 1 5  あなたは日本

語以外の親の母語があなたの母語であると感じていますか」という問

いに対し、 1 7 名（ 3 7％）が「はい」、 1 8 名（ 3 9％）が「いいえ」、

1 1 名（ 2 4％）が「わからない」と回答した。対象者全員が外国にルー

ツを持つという共通点を有しているものの、親の母語の主観的な熟達

度（自分が親の母語をどの程度運用できるかという自己認識）には個

人差が見られた。この違いの要因として、親が子どもの言語使用に関

して持つ意向や方針、学校や交友関係における親の母語に対する理解

や受容度、主流社会における親の母語の認知度や汎用性、さらに子ど

もの言語能力に対する周囲からの評価や期待などが影響していると考

えられる。また「母語」という概念自体の解釈が対象者によって異な

る可能性があることも、この回答の多様性に寄与しているといえるだ

ろう。  

 表 1 は、「 Q 1 5 あなたは日本語以外の親の母語があなたの母語であ

ると感じていますか」に「はい」と回答した 1 7 名について、「 Q 1 4 親

の母語がどのくらいできますか？」に対する四技能別の回答（主観的

熟達度）を示している。自分がどの程度親の母語を運用できると思っ

ているかについて、四技能ごとに「よくできる」「まあまあできる」

「あまりできない」「まったくできない」「わからない」の五段階で

自己評価してもらった。  
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表 1「 Q 1 5  親の母語があなたの母語であると感じていますか」に「はい」

と回答した対象者の「親の母語」の主観的熟達度（ N = 1 7 ）  

 

主観的熟達度  
親の母語の言語スキル（四技能）  

聞く  話す  読む  書く  

よくできる  1 1  1 1  9  7  
まあまあできる  5  4  3  6  
あまりできない  1  2  3  2  
まったくできない  0  0  1  0  
わからない  0  0  1  2  

合計  1 7  1 7  1 7  1 7  

 

回答者 1 7 名のうち 1 6 名は、「聞く」ことについて「よくできる」

または「まあまあできる」と回答し、「話す」ことに関しても 2 名を

除く全員が同様の認識を示した。さらに、約 7 割（ 1 2 名）は「読む」

と「書く」の両方について「できる」と評価した。この結果から、親

の母語の主観的熟達度が、その言語に対する母語認識と一定の関係性

を有することがわかった。一方で、 1 名は「聞く」「話す」について

「あまりできない」とし、「読む」「書く」についても「わからない」

と回答したにもかかわらず、親の母語を自身の母語だと感じていると

答えている。このことから、主観的熟達度のみが母語認識に影響を与

えるわけではなく、育ってきた環境、親の母語に対する周囲の受け止

め方、アイデンティティなど、社会的・文化的・心理的要因もまた外

国にルーツを持つ若者の母語意識に影響を及ぼす可能性があることを

示唆しており、非常に興味深い。  

次に、「親の母語があなたの母語であると感じていますか」に「い

いえ」と回答した 1 8 名の親の母語の主観的熟達度を表 2 に示す。  
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表 2「 Q 1 5  親の母語があなたの母語であると感じていますか」に「いいえ」

と回答した対象者の「親の母語」の主観的熟達度（ N = 1 8 ）  

 

主観的熟達度  
親の母語の言語スキル（四技能）  

聞く  話す  読む  書く  

よくできる  7  4  3  2  
まあまあできる  6  5  8  6  
あまりできない  3  5  3  2  
まったくできない  2  4  4  7  
わからない  0  0  0  1  

合計  1 8  1 8  1 8  1 8  

 

1 8 名のうち半数（ 9 名）が「聞く」と「話す」の両方について「よ

くできる」または「まあまあできる」と自己評価した。「読む」は過

半数（ 1 1 名）が「よくできる」または「まあまあできる」と回答し、

「書く」は 2 名が「よくできる」とした。この結果から、自分は親の

母語がある程度できると自覚していても、それを自分の「母語」と認

識するかどうかは個人によって異なることが明らかになった。つまり、

親の母語の主観的熟達度が「己の母語」としての認識につながる者が

いる一方で、同様の主観的熟達度を有していながら親の母語を「己の

母語」とはみなさない者もいることが示された。  

さらに、親の母語が自分の母語であるかどうか「わからない」と回

答した 1 1 名の、親の母語の主観的熟達度を表 3 に示す。  

 

表 3「 Q 1 5  親の母語があなたの母語であると感じていますか」に「わから

ない」と回答した対象者の「親の母語」の主観的熟達度（ N = 1 1 ）  

 

主観的熟達度  
親の母語の言語スキル（四技能）  

聞く  話す  読む  書く  

よくできる  4  4  3  2  
まあまあできる  3  3  1  2  
あまりできない  3  3  6  5  
まったくできない  0  0  0  1  
わからない  1  1  1  1  

合計  1 1  1 1  1 1  1 1  
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親の母語に関して、「聞く、話す、読む、書く」のいずれかの技能

において「よくできる」または「まあまあできる」と自己評価してい

る対象者が一定数いた。しかしながら、自分は親の母語の言語運用能

力を有すると自覚しているにもかかわらず、それを明確に「己の母語」

とは認識していないことが確認された。この結果は、言語運用能力に

関する自己認識が必ずしも母語意識と直結するものではないことを示

しているとともに、「母語とは何か」という認識が話者によって異な

る可能性を示唆している。すなわち、「母語」という概念は一義的に

定まるものではなく、その定義は話者の社会的・文化的背景や個人の

言語意識に依存し、多様に解釈されうるものであることを示している。

また、「母語」の定義が一律に定まっていないことから、調査対象者

が「自分にとってどの言語を母語とみなせるのか」について明確な認

識を持っていない可能性も考えらえる。その結果、「親の母語があな

たの母語であると感じていますか」という問いに対して、一部の対象

者が「わからない」と回答した要因の一つになったと推察される。  

 

3 . 2  質的データが示すもの  

 前述のアンケート調査の結果から、親の母語に対する主観的熟達度

が、外国にルーツを持つ大学生の母語意識を形成する直接的な要因で

あるとは限らないことが明らかになった。そこで、彼らの母語意識を

より深く理解するため、アンケート協力者の中から、フィリピンにル

ーツを持つ男子学生（ X ）および韓国にルーツを持つ女子学生（ Y ）を

対象に、それぞれ半構造化インタビューを実施した。  

対象者 2 名の概要は表 4 に示す通りである。 
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表 4   インタビュー対象者の概要  

 

対象者  学 年  ル ー ツ 言 語  第一言 語  
最も使い

や す い  
言 語  

第一  
外 国 語  

第二  
外 国 語  

X  
（男性）  2 年  タガログ語  タガログ語  日本語  英語  スペイン語  

Y  
（女性）  1 年  韓国語  日本語  日本語  英語  フランス語  

 

2 名はともに日本で生まれ育ち、「もっとも使いやすい言語」は日本

語であると認識している。一方で、それぞれルーツを持つ言語（韓国

語およびタガログ語）を理解し、話すことができる。さらに学校教育

の内外で英語を学習してきたほか、大学では第二外国語としてそれぞ

れスペイン語とフランス語も学習している。そのため、習熟度に差は

あるものの、両者とも四言語を理解することができる。 

 

3 . 2 . 1  X の言語観と母語意識  

X はフィリピン人の母親を持ち、幼少期から母親とタガログ語と英

語を交えて会話をしてきた。 2～ 3 歳の頃には、母親に連れられて頻繁

にフィリピンを訪れ、タガログ語のみで会話をしていたことを記憶し

ているという。物心がつく頃には英語もある程度理解できるようにな

り 、 現在も家庭内 で は 日常的 に タガログ語 と英語 を使用し て い る 。 X

の母親は日本語よりも英語の方が得意であるものの、日本語で日常的

な意思疎通は問題なく行うことができる。一方、日本人の父親はタガ

ログ語を流暢に話すことはできず、両親間の会話は主に日本語で行わ

れている。 

X には 4 歳年下の妹がいるが、妹はタガログ語が「全然できない」

ため、母親との意思疎通が困難になることがある。その際には、 X が

タガログ語と日本語の通訳を担うこともあり、この経験について X は

インタビューの中で次のように語った。 
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筆者：妹さんは、タガログ語はどれぐらいできますか。 X さんと比

べると。  

X：全然できないほう。  

筆者：できないか。でもお母さんは、 X さんにも妹さんにも、同じ

ぐらいの比率で  タガログ語をしゃべるわけですよね。  

X：いや、僕にだけなんですよ、それ。  

筆者：そうなんだ。それはやっぱり、妹さんには言っても分かんな

いだろうっていうのがあるから。  

X：そうです。  

筆者：じゃあ、お母さん、ほとんど使わないですか、タガログ語、

妹には。  

X：そうです。（妹には）思いっきり、日本語を使ってる。  

筆者：例えばなんだけど、お母さんが妹さんと、日本語では伝わら

ない時に、「ちょっとお兄ちゃん来て」みたいなことってあり

ます？  通訳してって。  

X：あります。  

筆者：やっぱりあるんだ。  

X：はい。  

筆者：そっか、そういう時って、 X さんとしてはどういう気持ちで

すか。しょうがないなって？  

X：すっごい面倒くさいんですけど。  

筆者：面倒くさいんだ。何で面倒くさいんですかね。  

X：「こんぐらい分かれよ」みたいな。  

筆者：それ、妹さんに対して思います？  

X：そうです。  

 

X の母親は、娘がタガログ語を理解できないことを認識しており、

そのため X に対してのみタガログ語で話しかける傾向がある。このよ

うな状況において、 X は母親と妹の間で通訳を担うことに対し「すっ

ごい面倒くさい」と話し、妹に対しては「こんぐらい（＝これぐらい
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のタガログ語なら）分かれよ」と感じている。母親が自分にだけタガ

ログ語で話しかける一方で、妹には「思いっきり日本語を使ってる」

と語っていることから、自分はタガログ語を理解できるがゆえに、妹

が経験せずに済んでいる言語的負担を一手に引き受けていると X  が認

識していることが読み取れる。  

X は幼少期を茨城県で過ごしたが、小学 5 年生の時に発生した鬼怒

川の氾濫により家族とともに転居を余儀なくされた。その後、東京都

内 の中学 校 へ進学 し たもの の 、新し い 環境へ の適応に困難を感じ 、

「普通に学校やだなっていうのがすごいありました」と振り返った。

また X はインタビューで、「茨城弁を話すフィリピンハーフ」として

周囲から特異な目で見られたことから「二重に難しかった」とも述べ

た。  

X は中学校入学後間もなく学校への通学意欲を失い、一時的に不登

校も経験した。この期間に数学の基礎を十分に学ぶ機会を得られなか

ったことが、後の国立大学受験において影響を及ぼし、数学を苦手と

することが一因とない不合格という結果につながってしまう。その後、

X は私立大学のスペイン語専攻に進学したが、大学生活においても自

分が外国にルーツを持つことによる文化的差異を意識させられる場面

があった。この点について X は、「そういう（外国ルーツの）家庭で

育ったことによって、（自分の）考え方が純日本人とはちょっと違う

な、って感じる瞬間はあります」と語った。また、苦手科目であった

古文についても、「古文は、完全な、っていうか純日本人だからこそ

理解できる部分あるだろうな」「（自分は）完全に理解できないな」

と語っており、自分と「純日本人」の間に隔たりを感じている様子が

うかがえる。一方で X は、大学では自分と似た背景を持つ同級生と出

会う機会もあり、彼らと気持ちを共有できることで支えられている側

面もある、と話した。  

国立大学受験を目指して「 5 教科 7 科目」を勉強するために「高校三

年間を捧げた」と語った X は、そのおかげで高校時代は英語が得意科

目 と な り 、 自 分 の英語力を 「英検準一級レベル 」 と評価し た 。 ま た
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「英語やスペイン語ができることの利点」として、アルバイトの時給

が上昇したこと、洋楽や洋画が楽しめること、社会的ネットワークや

活動領域が広がったことなどを挙げた。さらに X は、タガログ語と英

語、そしてタガログ語とスペイン語には語彙や発音の類似性が存在す

るため、自身のタガログ語能力が英語やスペイン語の学習において有

利に働いているとの認識も持っている。  

X は、タガログ語ができることによって、英語やスペイン語と同様

に「話題が広がる」「自分に興味を持ってもらえる」と述べている。

実際に、大学のキャンパス内にある自立学習施設で、偶然にも同じ専

攻の一年後輩であり、自身と同じようにフィリピンにルーツを持つ女

子学生と出会い、会話が弾んだ結果、 2 時間にわたって話し込んだエピ

ソードについて語った。  

 

筆者：この 1 年間で、お母さま以外の人と、後輩と Z Z Z （施設名）

で（タガログ語で）話したというのは、どなたですか。誰だろう。

フィリピンルーツの学生さん？  

X：そうです。スペイン語専攻の人で、後輩でたまたま、 A 子って

やつがいたんで。  

筆者：タガログ語で。  

X：そうで す 。最初見た瞬間に 、絶対 フ ィリピンハー フだな と思っ

て。「ねえねえ」みたいな、話し掛けに行ったら、フィリピン

ハーフの人で、ちょこっと話してみたいな。  

筆者：じゃあ見た目で分かったんだ。 X さんのほうから話し掛けた。  

X：そうです。  

（中略）  

筆者：タガログ語で、その A 子さんとは何を話したんですか。  

X：ほとんど、半分 日 本 語 、半分 タガログ語 で しゃべっ たんで す け

ど、親の形態、お母さんがフィリピン人で、お父さんが日本人っ

ていう同じ状況だったんで。しかも、ほとんど、最近になってフ

ィリピンに行ってないっていうのが同じ条件だったんで、こうい
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うことあったよねみたいな、こういうことあるよねみたいな、フ

ィリピンあるあるみたいなのを、めっちゃしゃべりました。  

筆者：何分ぐらいしゃべったんですか。  

X： 2 時間ぐらい。  

筆者： 2 時間？  すごい。話が盛り上がって。  

X：そうですね。  

筆者：じゃあ、あちらも喜んでたでしょう。  

X：そうですね。  

 

X は、初対面の A 子に対して「最初見た瞬間に絶対フィリピンハー

フだなと思って」と述べ、積極的に声をかけた。また、 A 子が日本語

を話せるにもかかわらず、会話は「半分日本語、半分タガログ語で」

行ったことや、両親の国籍や最近のフィリピンへの渡航歴といった共

通点を通じて、 X は A 子との間に共鳴する部分が多いことを感じた。

さらに「フィリピンあるある」という話題で盛り上がったことから、

X が A 子に対して同族意識を抱いたことがうかがえる。この言語的お

よび文化的共通性に基づく同族意識、および X が「純日本人」と自分

自身との間に感じている隔たりとを統合的に考察すると、 X がタガロ

グ 語 お よ び そ の 話 者 に 対 し て R a m p t o n （ 1 9 9 5 ） が 提 唱 す る

“ A f f i l i a t i o n ” を感じていると解釈することができる。  

X は幼少期（ 2～ 3 歳頃）にはタガログ語のみで生活していたと述べ

ている。これを踏まえると、 S k u t n a b b - K a n g a s が母語の定義において

提示した四つの基準のうち「習得順序」に基づけば、 X にとってタガ

ログ語は日本語よりも先に習得した言語であり、母語とみなすことが

できる。しかし、前述のアンケート調査において「親の母語が自分の

母語だと感じているか」との問いに対し、 X は「いいえ」と回答して

いる。さらにタガログ語が自分の母語だと感じられない理由として、

インタビューでは「自分の言いたいことは（タガログ語では）言えな

い」ことを挙げた。このことから、 X の母語意識の形成においては、

“ A f f i l i a t i o n ” よりも “ E x p e r t i s e ” の方がより大きな要因として影響し
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ていると考えられる。  

 

3 . 2 . 2  Y の言語観と母語意識  

戦前、 Y の曽祖父は日本に対する関心や憧れを抱き、自らの意志で

韓国から日本へ移住した。 Y の祖母（在日コリアン二世）は現在も韓

国語と日本語の両方を話すことができるが、三世である Y の父親はハ

ングルの文字を読むことはできるものの、会話能力は極めて限られて

いる。そのため、 Y が日常的に韓国語を使用する相手は家族内にはい

ない。 

Y の母親は日本国籍を有する日本人であり、両親は夫婦別姓を選択

している。父親は韓国名を、母は日本名を名乗り、 Y とその弟は母親

の日本名を姓として使用しているが、 Y の下の名前は韓国名である。 Y

は小学校時代に自分の名前の読み方が一般的ではないことを理由に、

同級生から「変な名前だ」と嘲笑されたり、「ハーフ人」や「国へ帰

れ」といった差別的な言動を受けた経験があり、その影響を受けて自

己の名前に対して肯定的な感情を抱くことができなかった、とインタ

ビューで語った。 

Y は、日頃から海外出張の多い母親の勧めで幼少期から英会話を学

び、中学時代には母とともにフィリピン・セブ島に短期英語研修に参

加した経験も持っている。もともと外交的な性格であった Y は、英語

力を活かして授業内外で多様な人々と積極的に交流を図ってきた。こ

の頃から英語は得意科目となり、 A L T の先生と授業中や休み時間に積

極的に英語でコミュニケーションを取っていたという。一方で、当時

は韓国語を十分に話すことができず、韓国にルーツを持つことを理由

に周囲から「韓国語喋って」と求められるたびに、「いや、そんな喋

れるって思わないでほしいな」と戸惑いや違和感を覚えた、とインタ

ビューで述べた。  

ちょうど Y が高校に入学する頃、日本では K - P O P が流行し始め、周

囲から「日韓ハーフ」と呼ばれることが増えたという。これを受けて、

Y は「やっぱりハーフだったら（韓国語を）喋れるようになりたいな」
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と考えるようになり、高校では韓国語を第二外国語として迷わず選択

した。新型コロナウィルスの影響で訪韓の機会は得られなかったもの

の、月に一度実施される韓国人高校生とのオンライン交流会を通じて

友人を作り、その後も S N S や電話を活用して韓国語での交流を深め、

友人関係を築いていった。その過程で Y の韓国語能力は顕著に向上し、

最終的には授業の進度を超えるレベルに達した、と振り返った。  

Y の同級生の中には、韓国のポップカルチャーに憧れて韓国語を学

ぶ者が多かった。しかし Y は「 1 年生の時からずっとおんなじクラス

で授業受けてきた子たちも、そこまで（韓国語能力が）伸びてない」

状況を目の当たりにし、自分と同級生との間には「（韓国語学習への）

入口」や「目的」に差異があることに気づくようになった。大学進学

を前に、 Y は韓国語専攻を選択肢の一つとして検討したが、最終的に

は韓国語専攻ではなくコミュニケーション関係の専攻に進学すること

を決意した。その理由について、 Y はインタビューで次のように説明

している。  

 

Y：今 大 学どこ を見ても、韓国 語 専攻と か そういう学部っ て すごい

倍率が高いじゃないですか。他の大学の説明会も聞きに行った

ことがあるんですけど、やっぱりそこでも K - P O P とか、そう

いうところからやっぱり韓流が何となく好きでとか、何となく

勉強したくてみたいなの（＝動機）で（韓国語専攻に）入って

る先輩方がやっぱり多い印象だったんで。  

筆者：やっぱり多いね。  

Y：てなったら X X X （ Y の大学名）の場合だったら、 Z Z Z （ Y の学

科名）のほうがこう、何ていうんですかね、英語が中心ってい

うのもありますし、韓国だけに絞らずに広く見れる部分がある

かなって思って、それで Z Z Z にしました。  

 

 Y は韓国語学習に対して非常に高いモチベーションを持ちながらも、

高校在学中に「韓流が何となく好きで」、「何となく勉強したくて」
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韓国語を学んでいる同級生を目の当たりにし、その中で自分と彼らと

の間には動機付けという点で隔たりを感じていた。韓国語専攻を持つ

いくつかの大学の説明会にも参加した結果、大学でもそのような動機

を持つ学生が多いことを知り、韓国語に縛られることなく、英語を中

心に「広く」学びたいという意欲が強まった。そのため、現在のコミ

ュニケーション関係の専攻を選択した、と説明している。 Y の語りか

らは、「韓国語学習者」という自身のアイデンティティが、単に「韓

流ブームに乗って韓国語を学ぶ学生」とは異なることが読み取れる。

Y は、韓国にルーツを持ち、韓国語を話しながらも、英語力を活かし

て幅広い学問を学ぼうとしている自分の姿を強く意識している。また、

将来食品メーカーで働きたいと考えており、ヨーロッパの言語を習得

することが「武器になるかもしれない」ととらえ、大学ではフランス

語も履修している。 

 一方、前述のアンケート調査において「親の母語が自分の母語だと

感じているか」という問いに対して、 X とは対照的に Y は「はい」と

回答している。韓国語を母語と感じる理由について、 Y はインタビュ

ーで以下のように説明した。  

 

筆者：あなたは日本語以外の親の母語が、あなたの母語であると感

じますかってことで、「はい」って答えてくれてるんですけ

ど、これはもうちょっとかみ砕いて。  

Y：日本語以外の親の母語が。  

筆者：これ韓国語のことですよね。自分の母語って思う。  

Y：触れる機会はやっぱり少なかったですけど、もちろんさっきツ

ールってお話ししましたけど、やっぱりツールだけじゃなくて

言葉も一種の文化じゃないですか。なので、例えば私の場合は

韓国語に触れる機会が少なくても、それこそ父方の祖母の家に

遊びに行った時は、例えばチャプチェを作ってくれたりとか、

お正月にトッククが出てきたりとか、そういうのが結構あった

ので、もう全く知らない国の言葉みたいな、全く新しいものと
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しては捉えられなかったんですよね、逆に。  

  そういう意味では、日本語ほど深いあれではなくっても、やっ

ぱり韓国の血が流れてるしみたいな、何かそんな感じですかね。  

筆者：なるほど。言葉だけが独立してるんじゃなくて、その後ろに

ある背景、文化とか、自分のアイデンティティーですね、やっ

ぱり、の一部っていう感じで。  

Y：あとは名前が、父と祖母とか、あと私もそうですけど、韓国語

読みで A A A（自分の下の名前）で、父の名前も B B B（父の苗字）

ですし、祖母の名前は C C C（祖母の苗字）ですし、韓国語とし

て聞く言葉っていうのはたまにあったので、やっぱりそういう

意味でも一種の母語だなっていうふうには昔から思ってて。  

 

Y は韓国語に日常的に触れる機会が日本語と比較して限られている

ものの、言葉を単なるコミュニケーション手段としてではなく、「一

種の文化」として認識しており、韓国語を自分にとって重要な言語と

位置づけていることがわかる。 S k u t n a b b - K a n g a s が母語の定義におい

て提示した四つの基準のうち、「習得順序」、「運用能力」、および

「使用頻度」の三つの観点からは、 Y にとって韓国語は母語としては

みなされない。しかしながら、父方の祖母の家を訪れると必ず韓国料

理が提供されること、祖母、父、自身が韓国名を持ち、さらに「（自

分には）韓国の血が流れている」と発言していることから、 Y が韓国

語と韓国文化を自身が先祖から継承したものであると認識しているこ

とがわかる。 R a m p t o n が提唱した “ A f f i l i a t i o n ” および “ I n h e r i t a n c e ”

の概念に照らし合わせると、 Y の韓国語に対する母語意識はこれらの

概念に基づいて形成されていると解釈できる。  

また、 Y は自らの韓国ルーツに基づく差別的な経験を持つ一方で、

事前アンケートにおいて「数年前から続いている韓流ブーム、または

韓国でも日本の文化が人気であることから、混血であることが何とな

く誇らしく感じる時があります。」と記述している。このことから、

近年の韓流ブームが Y にとって自身のルーツやアイデンティティを肯
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定的にとらえる契機となっていることが読み取れる。  

 

4 .  まとめ 

 

近年、多様な言語的・文化的背景を持つ人びとが日本に定住するよ

うになり、日本社会における多文化・多言語化がますます進んでいる。

従来、外国にルーツを持つ子どもは「日本語指導が必要な生徒・児童」

として認識され、彼らが日本社会や学校教育に円滑に参加できるよう、

日本語教育の必要性が強調されてきた。しかし同時に、これらの子ど

もたちの背景にある「母語」や「母文化」をどう維持・継承するかに

ついても関心が高まっている。 3 9  

一方で、日本生まれの第二世代が増加し、日常的に日本語を使用す

る者が多くなる中で、彼らにとっての「母語」や「継承語」について

十分な議論は行われてこなかった。 H o r n b e r g e r  &  W o n g （ 2 0 0 8 ） 4 0

の定義にしたがい、「継承語学習者」を「英語（＝社会の主流言語）

以外の言語に家族的または祖先的なつながりを持ち、自らの意思でそ

の言語の継承語学習者であるかを決定する者」として位置づけるなら

ば、どの言語を「母語」とみなすかも話者自身の意思に委ねられるべ

きであると言える。 

さらに、今回のアンケート調査における「 Q 1 4 親の母語がどのくら

いできますか？」という問いは、対象者の親の母語における客観的な

言 語運用能力を 問うもの で は な く 、 対 象 者 自身の 言 語能力に 対 す る

 
3 9  真嶋潤子 （ 2 0 1 9） 『母語 を な くさな い 日 本 語 教 育 は可能か ：定住二世児の二言

語能力』大阪大学出版会  

4 0  H o r n b e r g e r ,  N .  H .  &  W a n g ,  S .  C .  ( 2 0 0 8 ) .  W h o  a r e  o u r  h e r i t a g e  

l a n g u a g e  l e a r n e r s ? :  I d e n t i t y  a n d  b i l i t e r a c y  i n  h e r i t a g e  l a n g u a g e  

e d u c a t i o n  i n  t h e  U n i t e d  S t a t e s .  I n  D .  M .  B r i n t o n ,  O .  K a g a n ,  &  S .  B a u c k u s .  

( E d s ) .  H e r i t a g e  l a n g u a g e  e d u c a t i o n :  A  n e w  f i e l d  e m e r g i n g .  N e w  Y o r k :  

R o u t l e d g e ,  3 - 3 5 .  
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「主観的習熟度」を示すものであることに留意する必要がある。移民

第二世代に関する先行研究においては、家庭内で親の母語を使って問

題なくコミュニケーションを取れていた子どもが、親以外の母語話者

とのコミュニケーションにおいては困難を感じるケースも報告されて

いる。 4 1  このように、日常的に家庭内で使用している言語が家庭の外

では相手に通じないという現実に直面した際、第二世代の自己評価が

低下することもあり、彼らの「主観的習熟度」は親の言語を使用する

相手や状況によって変動する可能性もある点も重要である。 

今回実施したインタビューにおいて対象者は 2 名に過ぎなかったが、

彼らの語りからも明らかになったように、親の母語が必ずしも子ども

自身の母語として認識されるわけではなく、また、自分がもっとも使

いやすい言語を「母語」とみなすとも限らない。このような現実を踏

まえ、移民を対象とした言語教育に従事する者は「母語」や「継承語」

の意味や価値を一方的に規定するのではなく、対象者を取り巻く社会

的・言語的・文化的背景を十分に考慮しながら、一人ひとりの声に耳

を傾け、彼らの言語意識や言語観を丁寧に理解しようとする姿勢が求

められる。  

 

  

 
4 1  杉 田 め ぐ み （ 2 0 2 5 ） 「 外 国 に ル ー ツ を 持 つ 大 学 生 の 複 言 語 能 力 と 言 語 意 識 」

『言語教育研究』第 3 5 号 ,  1 - 3 6 頁  
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学齢期に来日する子どもへの包括的支援の一考察 

―外国ルーツの学生へのインタビューから― 

 

徳永あかね 4 2  

 

要旨  

外国ルーツの子どもたちへの支援は、日本社会が喫緊の課題として取り組む

べき重要なテーマの一つである。本研究は外国ルーツの子どものうち、学齢

期の途中で外国から日本へ移り住んだ子どもたちに焦点を当てる。彼らにど

のような支援が必要かを明らかにするため、小学生の時に来日し現在は大学

や専門学校に通う学生４名へインタビュー調査を行い質的に分析した。その

結果、親子を対象とした来日前および入学前の時期を含んだ包括的な支援体

制づくりや、入学時に親子と学校とを介する教育相談員の必要性が示唆され

た。加えて、外国ルーツの子どもたちとその親との間で広がる親子間の異文

化適応の問題、家族のための日本語通訳に駆り出されるヤングケアラーとし

ての問題も浮き彫りになった。これらの問題に対応できるよう、外国ルーツ

の子どもたちが育つ家庭環境に寄り添う多文化ソーシャルワーカーの育成が

望まれる。  

 

１．はじめに  

人の移動が世界規模で行われるようになり、日本に定住する外国人

住民は増加の一途を辿る。本研究を実施した千葉市の外国人住民の増

加は顕著で、外国人住民が占める割合はこの１年間で 3 . 5 %から４ %に

増加した 4 3。来日するのは大人ばかりではない。親とともに来日、あ

 
4 2  神田外語大学  外国語学部  国際コミュニケーション学科  教授  

4 3  千葉市「推計人口」  
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るいは先に来日した親に呼び寄せられた外国ルーツの子ども 4 4も増加

の一途を辿る。 

移住する子どもに関する研究では、移住先への入国年齢や滞在年数、

移住前の国での教育の有無、移住後に受けた教育の内容などによって

言語能力に違いが生じる。そしてその言語能力の違いが、移住先の社

会への統合の過程やアイデンティティの形成に大きく影響する 4 5。こ

のことから、同じ外国ルーツの子どもであっても、本人が外国から移

住してきたのか、それとも日本で生まれ育ったのかによって状況に大

きな違いが生じると考えられる。そこで、本研究では、学齢期の途中

で日本へ移住した子どもに焦点を当て、どのような支援が必要とされ

るのかを明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究の背景      

文部科学省 4 6が全国の教育委員会を通じて行なった 2 0 2 3 年５月の調

査結果では、全国の公立小・中・高校等における日本語指導が必要な

児童生徒数は 6 9 , 1 2 3 人で２年前の調査よりも 1 8 . 6 %増えている。佐

藤 4 7は外国ルーツの子どもを日本語力だけでとらえるのではなく文化

間移動のために成長・発達や学習に非連続、不連続が生じているとい

うようにとらえていく必要があると指摘する。従って、学齢期に来日

する子どもへの支援を考える際、生活や学習に必要なことばの支援に

焦点を当てるだけではなく、異なる文化間を移動したことによる影響

も視野に入れる必要があろう。つまり、子どもを取り巻く環境の変化

を包括的に捉える視点で支援を考える必要があると言える。 

 
4 4  外 国 で 生 ま れ 育 ち 日 本へ移り住んだ子 ど も や 、 外 国 で 生 ま れ 育 っ た 親 か ら 生 ま

れ た 日 本 生 ま れ の 外 国 に つ な が る 子 ど も を 本稿で は 「 外 国 ル ー ツ の 子 ど も 」称す 。

文部科学省や学校ではこうした子どもたちを「外国人児童生徒等」と称している。  

4 5  宮崎幸江 ( 2 0 2 1 )  p . 1 2 5  

4 6  文部科学省「帰国・外国人児童生徒等の現状について」  

4 7  佐藤群衛（ 2 0 0 9） p . 1 6  
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外国から日本への移動に伴う環境の変化が子どもに与える影響につ

いて、何らかの困難が生じた際に、家族が支援する体制が整っている

か、また長期的な視点で生活設計を行なっているかが、異文化適応に

大きく影響する 4 8。そのため、移動による影響を最小限に抑え、成長

を支えるには、家族の支援を受けられない環境の子どもが、代わりと

なる周囲の支援体制につながるようにする必要がある。また、長期的

な視点で生活設計を行えるよう、来日時に親子がその機会が得られる

ことが求められる。そのためには、移動によってどのような困難が生

じるのかを具体的に明らかにすることが不可欠である。 

近年、国を越えて移動する子どもに焦点を当てた「移動する子ども

学」が提唱されている。提唱者の川上 4 9は、移動する子どもの「空間

を移動する」「言語間を移動する」「言語教育カテゴリー間を移動す

る」の３つの要素を挙げ、移動と言語使用とがどのようにアイデンテ

ィティの形成に影響を与えるかを明らかにする重要性を指摘する。し

かし、倫理的な観点や心理的な負担の懸念から当事者である子どもを

対象にインタビュー調査を行うことは容易ではない。そこで本研究で

は、子ども時代に最も近い 2 0 歳前後の学生へのインタビュー調査を行

い、「体験」として記憶されている来日前、来日当時の当事者の記憶

を可視化し、支援の方向を探る。 

 

３．調査方法  

3 . 1  調査協力者とデータ収集方法  

今回のインタビュー調査 5 0は 2 0 2 4 年９月から 2 0 2 5 年１月にかけて

行った。調査協力者は現在首都圏の大学および専門学校に在籍する学

 
4 8  佐藤群衛 ( 2 0 1 9 ) p . 2 2   

4 9  川上郁雄（ 2 0 2 1 ） p . 4 9 - 5 1  

5 0  この調査は『ちば産学官連携プラットフォーム』が 2 0 2 4 年度に実施した「千葉

市 に お け る 外 国 ル ー ツ の 学 生 の 生 活 意 識 お よ び 教 育 問 題 に 関 す る 研 究 」 の一部 と し

て行なった。  
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生４名であり、いずれも学齢期の途中で来日した者である。調査時の

年齢は 1 8 歳から 2 1 歳であった。インタビューは、対面またはオンラ

インで個別に実施した。調査協力を依頼する際に質問項目を提示し、

調査ではこの質問項目に基づき 1 時間から 1 時間半の半構造化インタ

ビューを行った。なお、質問項目の詳細は稿末の資料に示す。 

また、調査協力の依頼時および調査開始時に調査内容と目的、守秘

義務について説明し、承諾を得た上で録音を行った。録音データは文

字起こしを行い、逐語データを作成した。 

本稿では個人の特定を避けるため、仮名を用いる。仮名は本名が日

本人名の場合には日本人の名前、外国の名前の場合にはその地域でよ

く使われる名前をカタカナ表記で用いる。調査協力者の出身地域およ

び来日前と来日後の小学校の学年、来日前の日本語学習を表１に記す。

なお、来日前に通っていた小学校の学年は本人の記憶に基づく。 

 

表１.調査協力者 

名前 出身地域 
来日  

年齢  

学年  

(来日前 )  

学年 

（来日後）  

来日前の 

日本語学習状況 

ショウタ 東南アジア ９歳  ２年生 ３年生 文字、日常会話 

アミナ 西アジア ９歳  ２年生 ※  ４年生  なし  

プリヤ 南アジア 1 0 歳  ５年生  ５年生 なし  

ミサキ 東アジア 1 2 歳  ６年生  ６年生 文字、挨拶 

※隣国に家族で居住していた際に通った小学校での学年。その後来日直前の 1 年間

は出身国に居住していたが治安が悪く学校に通っていない。  

 

調査協力者の来日の背景と家族形態を表２に記す。このうち３人は

来日するまで親と離れて暮らしていた。ショウタとミサキの父親は日

本人で、生まれてから来日するまでは出身国の祖父母や叔父に育てら

れていた。 
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表２.来日の背景・家族形態 

ショウタ 

母親は物心つく前から日本で働いていた。母親は年に１、

２回程度会っていたが、父親とは画面越しで話したことが

ある程度だった。９歳のとき、兄と一緒に日本へ移り住ん

だ。当初は母子で生活していたが、中学生になって父親も

一緒に暮らすことになった。 

アミナ 

母親の出身国で小学校２年生まで家族とともに暮らしてい

た。父親の仕事の関係で日本行きが決まり、その準備のた

めに父親の出身国で 1 年間住んだが、治安が悪く小学校に

は通えなかった。日本へは家族で移り住み、現在に至る。 

プリヤ 

父親は物心がつく前に、母親は７歳のときから日本で働い

て い た 。 小 学 校 ５ 年 生 の と き に 弟 と ２ 人 で 日 本 へ 移 り 住

み、現在は一家４人で暮らしている。 

ミサキ 

母親は物心がつく前から日本で働いていた。母親は年に１

回程度帰国していた。父親とは会ったことがなかった。ミ

サキを育てていた祖父母がトラブルに巻き込まれこともあ

り、小学校の卒業と同時に日本へ移り住んだ。兄弟姉妹は

おらず、来日後は母親と２人暮らしをしていた。 

 

3 . 2  分析方法      

調査協力者たちはインタビューの質問に答える際、子ども時代の経

験を語りながら、当時は気づかなかったことを現在の視点から解釈し

た上でそれを言語化していた。本研究ではこれらの発話から、当時ど

のような点が意識されていたかを把握し、そこから課題を抽出するこ

と を 目指す 。 そ の た め 、 分 析 に は発話に お け る 意 識 を 「 テ ーマ（主

題）」として顕在化するテーマ分析（ T h e m a t i c  A n a l y s i s） 5 1を援用

した。 

まず、調査協力者の逐語データのうち、本研究で焦点を当てる来日

前、来日直後から小学校時代までの発話と、親子関係に関する発話を

分析対象として切り出した。その上で、発話の内容毎にコーディング

を行った。４名の発話データを意味の塊毎に順次コード化し、コード

の追加、修正を行い、コードブックに記録した。この過程でコードの

塊毎に新たなコード名を付す作業を繰り返し、最終的に調査協力者が

意識したテーマを抽出した。このテーマが今回の調査対象者たちの来

 
5 1  B o y a t z i s , R . E . ( 1 9 9 8 )  
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日前、来日後、および親子関係に関して意識を顕在化したテーマとな

る。 

 

 

４．結果と考察 

ここでは「日本へ来る前の日々」「日本の小学校」「家庭で直面す

る問題」の３つのカテゴリーに分け、調査協力者４名の発話から得ら

れたテーマ（主題）毎に発話例を示しながら考察を試みる。なお、個

人の特定を避けるため、発話の引用中に出てくる日本以外の国名は ●

●と記し、その他の固有名詞は◯◯と表記する。発話例は、発話内容を

変更しないことに留意しながらフィラーや言い直し部分を省略して示

す。 

 

4 . 1  日本へ来る前の日々  

 「日本へ来る前の日々」では、「日本へ行くことの気持ち」「親子

間の心理的距離」「日本より厳しかった教育環境」「日本へ行くため

の準備」の４つがテーマとして抽出された。 

 

4 . 1 . 1  日本へ行くことの気持ち 

 子どもの来日は本人の意思とは関係なく、親の都合によるものであ

る。日本という外国に行くことをどう捉えていたのであろうか。 

 表２に示すように、ショウタとミサキはともに父親が日本人、母親

は自分が生まれる前から日本で働いており、来日するまで親と一緒に

暮らした経験がなかった。しかし、２人はそれぞれの理由でいつか日

本に移り住むかもしれないという意識が心のどこかにあった。そのた

め日本に行くこと自体に抵抗感を持っていなかった。 

【ショウタ】 

「 僕 の 感 覚 は 観 光 み た い に 行 っ て 、 で も 移 住 で し た み た い な 感 じ

だと思うんですけど。」 

【ミサキ】 
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「ママが絶対私を日本に戻すって言ってたから。あのね、それは子

ど も の 気 持 ち と し て は 『 あ あ い つ か 日 本 に 行 く ん だ 』 と 思 っ て

て。」  

 

一方、プリヤは両親が日本で生活しており、日本へ行くことが決ま

ってからは親と一緒に生活できるという楽しみの方が寂しさよりも優

っていた。 

【プリヤ】 

「 ● ● を 離 れ る の は ち ょ っ と 寂 し か っ た ん で す け ど 、 親 に 会 う 嬉 し

さ の 方 が デ カ か っ た の で 嬉 し か っ た で す 。＜中略＞も う 親 と 一 緒 に

住むってことしか本当になくって」 

 

４名のうちアミナは日本へ行くことが決まったときのことについて

の「あまり覚えてないんですけど。日本に行くよって親に話された気

がします。」と答えている。 

 

 今回の調査協力者が日本に来ることに対して抵抗感を抱かなかった

理由として、親がすでに日本で生活していたことや、家族とともに引

っ越すという状況が考えられる。 

 

4 . 1 . 2  親子間の心理的距離  

母親と離れて暮らし始めた当時７歳だったプリヤにとって、日本に

行くことは離れていた親と再び一緒に住むことを意味していた。一方

で、０歳のときから親と離れて暮らしていたショウタとミサキにとっ

て、日本に行くことは親と初めて一緒に暮らすことを意味していた。 

子どもの視点では、自分が「今、ここ」で経験していることがすべ

てであり、他人の経験を自分に投影して自分の状況の他者との違いに

気づくことは難しい。しかし、大人になって子どもの頃を振り返るこ

とで、当時の感覚を言葉で表現できるようになる。 

ショウタにとって、直接会ったことのない父親は「父親のような」



 161 

存在であり、ミサキは自分の母親を母親として認識していなかった。

この２人にとって、日本での生活の始まりは、初めて一緒に暮らす大

人との生活の始まりでもあった。 

【ショウタ】 

「 お 父 さ ん と は そ の と き 全 然 会 っ て な か っ た ん で す よ 。なんか当時

の 、 カ メ ラ で 通 話 ビ デ オ み た い な も の は パ ソ コ ン 通 し て 。 < 中 略 > 会

っ て な い か ら ね 、 そ う 『 お 父 さ ん み た い な 』 。 で も お 父 さ ん は い る

んだって、日本にいるんだっていう感覚はあった。」 

【ミサキ】 

「ママもそうですし、 パ パ も 一 緒 に 生 活 し た こ と は な く て 、 マ マ も 。

マ マ も 、 今 は そ の 本 当 の マ マ に 見 え る ん だ け ど 、昔は も う 本 当 に こ

れ私のママなの？みたいな感じだったから。」 

 

 今回、ミサキもショウタも来日して初めて母親と暮らすという異文化体

験をしているが、適応に苦労したという語りはなかった。しかしながら、

日本社会という未知の社会において親子関係を築くこと自体にもリスクが

潜んでいる。 

 

4 . 1 . 3  日本より厳しかった教育環境   

今回の調査協力者の出身国は全員アジア地域であったが、国や地域、

社会文化はそれぞれ異なる。アミタは生まれてから２年生の途中まで

母親の母国で過ごし、小学校もそこで通ったが、来日する直前の１年

間は学校に通っていない。代わりに英語の塾に通っていた。その理由

は治安の悪化にある。 

ショウタ、ミサキ、プリヤが通った小学校は科目毎に異なる教師が

授業を行っていた。日本の小学校のように１人の教師が全てを教える

ことはなく、担任教師のような存在はなかった。加えて、学校での学

習時間が日本よりも長く、宿題もたくさん出て放課後に遊ぶという生

活ではなかった。プリヤが通った小学校では授業後に清掃員が清掃す

るため、授業が終わったら早々に教室を出なければならず、放課後に
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教室や校庭で友だちと遊んだ記憶はない。また、治安が悪く、放課後

に子どもだけで公園に遊びに行くこともできなかった。 

【ショウタ】 

「 <前略 >先生 が教科の算数と か教科に よ っ て違う先生 方 で 、歴史だ

っ た ら歴史のぜんぶを教え る先生 来 た り 、算数だ っ た ら算数の先生 、

国語教える先生。担任の先生とかは覚えがない。」 

【プリヤ】 

「本 当 に すごい毎日課題出 て る の で 、 そ れ に追い つ く の が 本 当 に大

変で。<後略 >」  

【ミサキ】 

「宿題が半端な か っ た で す ね えーも う 、あの、このくらいのサイズ

のプリント。その、平日だと宿題 2 3 枚、 3 4 枚とか週末になるとも

う 5 6 枚。」 

 

 また、「友だち と遊んだ思い出っ て あんま な い、」（プリヤ）、

「友だちは学校でだけだし（放課後に）そんなにたくさんの人と会う

っ て感じ でもな い 。 」（ミサキ）のように、来日前に友だちと楽しく

遊んだ思い出よりも、宿題に追われる学校生活を送っていた。 

今回の調査協力者のうちの３人は日本の学校と比較するとかなり勉

強中心の小学校の生活を送っていたことがわかる。このことが、来日

後に入った小学校で日本語がわからなくても熱心に授業を受ける姿勢

へつながったと考える。 

一方、家族とともに日本に移住したアミナは他の３人とは来日前の

教育環境が異なる。アミナは生まれてから小学校の２年生の途中まで

は母親の出身国で家族とともに暮らしていた。そこでは小学校に通い、

友だちと遊んだ経験もある。父親の仕事の関係で日本へ移り住むこと

になり、その準備のため１年間、家族全員で父親の出身国に移り住ん

だ。しかし、父親の出身国は社会情勢が悪く、その影響で子どもたち

は学校に通うことができなかった。 

来日後の小学校に入る際には、他の３人と同じように年齢によって
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入る学年が決まっており、９歳のアミナは４年生に入ることになった。

アミナ自身は当時の自分の状況を振り返り、自分はもっと下の学年か

ら始めるべきだったと指摘する。 

【アミナ】 

「もともと日本語を覚える間に。その日本に来る前の 1 年間も学校

に 行 っ て な か っ た し 。 日 本 に 来 た 後 も 日 本 語 覚 え る ま で 間 が あ い ち

ゃって。 それから勉強結構差がありました。<中略 >  4 年生じゃな

くて、もうちょっと下の学年から入った方が良かった。」 

 

 以上より、来日前に子どもが暮らした国や地域の教育文化は個々で

異なり、加えて学校に通うことができない社会情勢の国で学齢期を過

ごしすなど、来日前の子どもの背景は多様であることがわかる。日本

国内での転校とは異なり、年齢による学年の選択よりも個々の子ども

の教育背景に応じて学年を決めることが重要であることがアミナのケ

ースが示している。 

 

4 . 1 . 4  日本へ行くための準備   

母親が日本人と結婚し、日本で働いていたショウタとミサキはそれ

ぞれ日本語学習の機会を得ていた。ミサキは英語教師だった祖母の意

向で小学校のときから大人に混じって英語塾で学習していた。英語塾

へ行くのは好きではなかったが、日本に行くことがわかってから英語

塾に行かずに済み、ほっとしたという。来日前の半年間は日本語の塾

に行ったが、文字と簡単な挨拶しか習っていなかった。 

ショウタは兄弟で通っていた学校に日本語の授業があった。これに

加え、放課後は日本語の塾へも兄弟で通っていた。しかし当時はそれ

が日本へ行くための準備という意識はなく、父親が日本人で母親が日

本にいるので日本語を学ぶことを疑問に思うこともなかったという。 

【ショウタ】 

「 お 父 さ ん 日 本 人 だ し 、 お 母 さ ん 日 本 に 住 ん で る し 、 日 本 語 を 学 ん

で 、 で も そ ん な つ ら いわけ じゃな い し 、 全 然 そ ん な 、 う ん 。 行 き な
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さ い っ て 言われ て（日本語の塾に）素直に 行 っ て た っ て い う 感 じ な

んですよね。」 

 

 プリヤが来日前に住んでいた国では幼稚園に入ったときから勉強が

始まる。幼稚園も学校も学習に使用する言語は英語であった。日本へ

来る前には家庭で使われる親の母語、来日前に住んでいた国の主流言

語、そして学校で使用される英語の３ヶ国語を話すことができていた。

しかし日本語を学習する機会はなかった。 

 アミナは来日前に住んでいた国では小学校には通えなかったが、父

親は子どもたちを英語の塾に通わせた。アミナ自身も英語が話せるこ

とへの憧れもあり、熱心に英語を学んだという。親子で英語ができれ

ばどこの国でも不自由しないと考えていた。日本語については「勉強

できる場所もなかったし。挨拶も知らないで日本に来ました」（アミ

ナ）という状況であった。しかしながら、日本の小学校では子どもた

ちには英語が通じず、日本語を学習する過程で当時学習した英語は忘

れていった。父親が考えていた日本へ行くための英語学習は不必要な

ものだったと振り返る。今回、父親へのインタビューを行なっていな

いが、日本へ行くための準備として子どもにどの言語を学ばせるかに

ついて、十分な情報を得ないまま大人の感覚で英語を学ばせた可能性

がある。 

 

4 . 2  日本の小学校 

 「日本の小学校」のカテゴリーでは、「入学するまでの自由な時期」

「『学習に対する努力』の転用」「最も助かった母語でのサポート」

「理解されないつらさ」の４つがテーマとして抽出された。 

 

4 . 2 . 1  入学するまでの自由な時期  

 ４名が来日して小学校に入るまでに１、２ヶ月の間があった。この

期間はそれぞれ自宅で過ごしていたが、小学校に入るための必要な準

備をすることもなく、自由に過ごしていた。プリヤは入学前のこの時
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期について入学後のことが何もイメージできていなかったと振り返る。 

【プリヤ】 

「 で も 学 校始ま っ た らやっぱり つ い て い け な い じゃな い で す か 。 で

も、当時は、始ま る ま で は 、責任感 も何も な か っ た の で 、 も う何も

イメージできないですよね。」 

 

プリヤの父親は子どもたちが小学校に入学するまでに文字を覚えさ

せようと毎日仕事に出かける前に課題を出し、帰宅後に確認していた。

父親の考えは文字がわかれば配布プリントのふりがなを見て読めるだ

ろうというものであった。プリヤはお仕置きが怖くて言われるまま宿

題をこなし、文字を覚えた。その甲斐がありプリヤは入学前に平仮名

と片仮名をすべて覚えることができたが、実際に学校に通い始めても

「文字はわかっても意味がわからないので意味がないんですよ」と振

り返る。 

ミサキの場合、来日後は毎日母親が帰ってくる夜中まで「君は 一 人

でも全然大丈夫」 と自分に言い聞かせて過ごした。母親は娘が一人で

留守番することを心配し、留学生を雇ったが、勉強はせずに２人でゲ

ームをして過ごしていた。来日前の勉強づめの生活から解放され、昼

も夜も好きなゲームをたくさんすることができ幸せだったと振り返る。 

【ミサキ】 

「 <前略 >ママはすごく私のこと心配で。そういう何?  家庭教師的な

人雇っ て 、夜、 私 が寝る ま で に ず っ と 面倒を 見 て く れ る 。 姉 ちゃん

て 、 そ の 人 は夜来 て 。勉強を 見 て く れ る 、 マ マ の目標的に は 。 < 中

略 >勉強する人じゃなかったから、ゲームでした。一緒にゲームやっ

て。」 

 

 ここに示すように、子どもはもちろん親自身も小学校に入学して勉

強するために何をどう準備させればよいのかわからないまま、過ごし

ていたことがわかる。 
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4 . 2 . 2   「学習に対する努力」の転用  

来日し、日本の小学校に通い始めた時点の日本語力は４人それぞれ

異なっていた。日常会話ができていたショウタ、文字と簡単な挨拶だ

けできたミサキ、仮名文字だけ読み書きできていたプリヤ、全く日本

語ができない状態だったアミナであったが、結果的に小学校卒業まで

にはそれぞれ授業についていけるだけの日本語を身につけることがで

きていた。その理由として、今回の調査協力者たちの場合、来日前に

日本の小学校よりも勉強面で厳しい教育文化を経験していたことの影

響が考えられる。 

小学校に入ったときに日本語が全くわからなかったアミナは、授業

中に黒板の文字をひたすら書き写していた。 

【アミナ】 

「やっぱり 言葉何も 通 じ な い の で少し苦し か っ た で す 。学校に行っ

た後もしばらくはちょっとね。わからなかった。黒板を写す だ け し

てました。」 

 

プリヤは英語ができたため、英語ができる生徒がわからないことを

英語で教えてくれた。仮名文字は書けるが漢字が書けず、その漢字の

書き方を教えてもらい、漢字の文字の意味がわからないまま書き写し

たりもしていた。 

【プリヤ】 

「と り あ え ず黒板に書い て あ る こ と は 、写し て漢字わか ら な い と こ

ろは隣の 子 と 前 にフィリピンハーフの 子 が い た の で すごく な ん か ち

ょっと英語で教えてくれたり、隣の日本人の男の子が あ の漢字 こ う

やって書くんだよって教えてくれたり。」 

 

プリヤは通った小学校で取り出し授業のほか、平日の放課後と土曜

日にボランティア教室に通ったり、公文に通ったりなどできる限りの

努力をした。 

【プリヤ】 
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「1 週間ほとんど何か勉強ばっかりでした。この 2 年間の努力があ

っ た か ら こ そ 中 学 で 、 中 学上が る頃に は も う 日 本 語 で き る よ う に 、

授業もついて行けるようになったって、」 

 

アミナもまた努力を惜しまなかった。日本の小学校に入ってから 2

年間は週に２時間日本語の先生が教えてくれたり、入った年には担任

教員がアミナ用に宿題を準備してくれ、授業中にアミナだけ取り組む

こともあった。周囲の支援に応えるようにアミナも努力し、６年生に

なると大体のことが理解できるようになった。 

４名の中では日本語ができていたショウタも授業がすべてわかって

いたわけではない。さらに漢字が全くわからず、他の生徒と同じ宿題

に加えてひたすら漢字を学習し、６年生になったときには授業もわか

るようになった。 

 

4 . 2 . 2   最も助かった母語でのサポート 

 今回の調査協力者たち４名はいずれも入学した小学校で国語や社会

の時間を使って日本語の支援を受けることができた。アミナ以外の３

人は「母語でのサポート」に対しそれぞれの思いがあった。 

ミサキの場合、小学校に入ってから毎日母親が横に座り、中国語に

訳してくれていた。しかし、６年生にもなって母親が横に座るという

ことに抵抗を感じ、もう来なくてもいいと母親の支援を断った。 

【ミサキ】 

「当時、私がママもういいよ。慣れ た か らやめ て っ て 言 い 出 し た 。

なんでお母さんが一緒に来てるの？  さすがに恥ずかしい。」 

 

ショウタは今、振り返ってみて母語での通訳に感謝している。 

【ショウタ】 

「◯◯小の通訳そ れ が すごい 、 すごい ね 。今 思 えばすごい も の だ っ

た か な っ て 。やっぱ本 当 に 対 面 で の 一 対 一 な ん で す よ 。わか ん な い

すけど、うん。 その対面で一対一の中でそれがすごい良かったかな
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って」 

 

プリヤの場合、教師が投げかけた質問を通訳を介して理解し、自分

はすでに学習したことだったので答えることができたときの嬉しさを

今でもよく覚えている。 

【プリヤ】 

「 ち ょ う ど 日 本 の 小 学 校 でやっ た こ と ● ●（母 国 の 小 学 校）で も う

終わってたんですよ。全部数学も理科も。 <中略 >理科の と き は な ん

か 通訳の 方 が こ う い う質問だ よ っ て 言 っ て 、答え知っ て た の で 、

「 は い 」 っ て手挙げて ち ょ っ と勇気 を 持 っ て手挙げて答え た っ て い

う記憶があります。」 

 

 日本語の学習支援は確かに大切である。しかし、学習に必要な日本

語を習得するには時間がかかる。それまでの間に通訳支援が入ること

は子どもたちが授業内容を理解するためにだけあるのではなく、その

授業に参加する権利を保障することでもあったといえよう。 

 

4 . 2 . 3  理解されないつらさ   

アミナが入ったクラスには外国ルーツの生徒がいなかった。そのよ

うなか、アミナが初めて登校した日に他の生徒たちがアミナの母語で

自己紹介してくれたことが嬉しく、今でも印象に残っている。 

一方、他の３人が通った小学校には外国ルーツの子どもが複数通っ

ていた。プリヤは「たまにちょっと嫌な人もいるんですけど、みんな

優しくてなんか外国人ハーフの子たちもいっぱいいたので」と振り返

る。ショウタとプリヤはそれぞれに当時のクラスメートの行為を不快

に思ったり、悲しい思いをさせられたりした経験がある。しかし、今

になって当時の出来事を振り返ってみると、相手の子どもの行為の理

由を理解できるという。 

プリヤの未だに嫌な思い出はむしろ学校の対応である。プリヤは小

学校に通い始めた当初はお弁当を持っていくことが許されていたが、



 169 

その後、他の子どもたちと同じ給食を食べることになった。学校は、

特定の食材に対してアレルギーを持つ子どものために代替の食べ物を

準備していた。そこでプリヤは宗教上の理由で食べられない食材があ

ることを学校に伝えたが、宗教上の理由は自分で対応するように言わ

れ、代替の食べ物を準備してもらえなかった。この状況は中学校を卒

業するまで続いた。  

【プリヤ】 

「小中で栄養士の方とお話したんですけど、 アレルギーの 子 た ち に

は 対応で き る け ど宗教のやつ は 対応で き な い っ て 言われ て 。別の も

の は用意で き な い っ て 言われ て 。食べないか、その代わりに自分で

何か持ってくるっていう感じだった。」 

「毎日毎日献立表出 さ れ る ん で す け ど確認は し ま す 、牛が な い か 。

毎回今日はあるから食べれないかってなって、もう食べない。」 

 

 ミサキの場合は小学校の日直の仕事で先生に怒られたことを今でも

忘れていない。来日前の国の小学校では黒板は濡れた雑巾で拭くのが

当たり前だったが、それをしたら先生にも怒られた。 

【ミサキ】 

「あ の ● ● だ と 、 そ の黒板消す 時 に雑巾を濡れ た雑巾使っ て消す ん

で す け ど 、 日 本 に 来 て 、 あ の 日直で し た っ け 。 で 、 そ の 時 に 「黒板

消し と い て 」 っ て 言われ て 、 私 が 一 生懸命雑巾探し て て 。 で（雑巾）

ぬれ濡らして拭いてたら、めっちゃ先生に怒られたんで。」 

 

ここで挙げた例はいずれも新たに来日した子どもたちの背景にある

文化の多様性に対し教師や職員の配慮不足がもたらしたものである。

プリヤのような宗教上の理由への配慮に関し、文部科学省 ( 2 0 1 9 )『外

国人児童生徒受け入れの手引き改訂版』において外国人児童生徒等の

多様性への対応を学校に求めている。学校生活で配慮すべき事項の一

つに宗教的な背景をあげ、受け入れ初期に保護者と事前に相談を行い、
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判断す る よう記され て い る 5 2。 今回の 調 査協力者 が小学 生だっ た７、

８年前にはこうした子どもの背景にある多様性への配慮がなされてい

なかったことが考えられる。 

 

4 . 3  家庭で直面する問題 

 学校生活に関しては、小学校、中学校、高校、のように通った学校

毎にまとまっている。今回は本稿の目的に照らし、来日前後の小学校

での生活に関するカテゴリーに関するテーマの結果を示してきた。こ

の「家庭で直面する問題」のカテゴリーは来日から現在の生活に通底

するものであり、来日直後に適切な支援を行うことで避けられた可能

性もある。今回の調査では「抱え込むしかない家庭の問題」「親子の

役割の逆転」の２つのテーマが抽出された。 

 

4 . 3 . 1  抱え込むしかない家庭の問題 

ショウタは学校のプリントを親に渡すことができなかった。宿題に

ついて誰かに聞きたくても聞く相手がいなかった。こうしたことから

ショウタは当時を振り返り、家庭への支援が欲しかったという。  

【ショウタ】 

「やっぱり、お う ち の 中 のやっぱ支援が欲し か っ た か な っ て 。  家

の 中 の宿題と か 、やっぱり聞け る 人 が い な い の で 。 お母さんとかに

聞く っ て 言 っ て も お 母 さ ん 、普段、何て い う か な 、 あ ん ま り い な く

て。（宿題を）持ち帰ったら 1 人かお兄ちゃんがいるか。明日持っ

て 行 く も の と か 、 他 の何か ん と き に いろん な も の を 持 っ て い か な き

ゃいけないじゃないですか小学校って。 <中略 >忘れ物だから要は。

プリントでみ ん な何か そ れ を保護者が読ん で 準 備 し た ん だ け ど も 、

自分は親にそれを渡せなかったから」 

 

 
5 2  文 部 科 学省 ( 2 0 1 9 ) 「第１章外 国 人児童生徒等 の 多様性への対応」 『 外 国 人児童

生徒受け入れの手引き改訂版』 p . 7  
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ショウタが中学生になった頃、母子は父親と一緒に暮らすことにな

る。しかし、家庭内でさまざまな問題が起きる。ショウタは母親の日

本語力が足りなく、父親との意思疎通ができていなかったことも要因

の一つと捉えている。しかしショウタ自身も中学生になった頃には母

親の母語ではうまくコミュニケーションが取れなくなってきていると

感じていた。小学校のときよりも深刻な問題を家庭で抱えていた当時

について、「何かおうちでちょっと問題があったときにどこに相談す

ればいいわからない。」という。 

アミナ場合、「女性が家の仕事をすることが当たり前」というアミ

ナの両親の出身国に根付く文化的な背景を理解してもらえず、先生に

も相談できずにいた。また仲が良い友だちにもこの問題は理解しても

らえないと感じている。 

【アミナ】 

「 あ の 、理解っ て い う か 、伝わら な い ん で す 。 全 く 。 そ う 、例えば、

そ の 私 の 国 の 人 は 、 そ の 私 が 家 事やる の は 当 た り 前 で。そ の 日 本 は

あ ん ま り 家 事 し な い 方 で勉強し た り す る ん で す け ど 、 そ れ で 私 も勉

強と家事を両立しないといけないから」 

「あの、それで家のこととか、試験期間 と か 、 家 の こ と 全 く で き な

い 時 と か し な い 時 が あ る ん で す け ど 、 そ の 時 に 親 と揉め ちゃう 時 が

あ り ま す 。友だ ち に相談し て も 、 こ ん な にやっ て る の に 、 こ れ以上

求めてくるのおかしいって言うんですけど、やっぱり そ こ は 文化の

違いなので、（友だちには）伝わらないことです。」 

 

年代の違いによる親子間の文化摩擦はどの家庭にも大小存在する。ア

ミナのように親が育った国の慣習も経験的に自分も身につけて育った

場合、親子の衝突を「日本人には理解されない」と思い、家庭の外へ

支援を求めることを躊躇させてしまう恐れがある。 

【アミナ】 

「 <前略 >例えばお母さんはその外国育ちだから、日本とは全く考え

が違っ て 。 私 は こ こ に 育 っ た か ら 、 私 の価値観 と 親 の価値観 も 全 然
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違って、それに変わったりすることたくさんあります。」 

「 <前略 >文化の違い、どうしようもないんですけど。どっちに合わ

せた ら い い か もわか ら な い し 。 すごい嫌で す 。やっぱ自分がやりた

い こ と は あ る け ど 、 な か な か 親 にわか っ て も ら え な い て い う 。 そ う

いうことです。」 

 

認知的な発達過程にある子どもにとって、自分が暮らす家庭を客観

的に捉え、問題を認識することは難しい。今回のように、ある一定の

年齢になってはじめて自分が置かれている状況や家庭の問題点を言語

化することができるようになる。そのため、来日した初期の段階にお

いては、子どもが社会的な支援につながる入り口として、家庭以外の

場所で信頼できる大人と出会う機会が必要ではないだろうか。 

 

4 . 3 . 2 .  親子の役割の逆転  

前節のテーマで示したように今回の調査協力者たちはそれぞれの努力

により日本語を習得し、大学や専門学校への進学を果たしている。し

かし、日本語ができるようになったことで親や兄弟姉妹の通訳、サポ

ート役を担うことになり、それを負担と感じている。医療機関や学校

の手続きなど、親が対応しにくい場面で子どもが代わりを務める状況

が多い。プリヤは自分の状況をヤングケアラーだという。 

【プリヤ】 

「付き添い い っぱい 行 き ま し た 。ママは日本語喋れなくはないんで

すけど、病院で使う 言葉と か は得意じゃな い の で 、いつも何か来て

ほしいんで。」 

「ヤ ングケア ラー、 そ う い うふう に 思 う 。どうなんだろう。やっぱ

りその通訳みたいな人がいろん な 言 語 の 通訳が医療通訳が充実し て

たら、子どもがそれしなくても」 

 

【アミナ】 

「親 が 日 本 語 が で き な い か ら 、はい、あの、病院行 く 時 と か すごい



 173 

困り ま し た 。その時は毎回私が例えばお 母 さ ん が具合 が 悪 い の で 私

も 一 緒 に つ い て 行 っ た り す る こ と多く て 、私が代わりに書いてあげ

たりしてました。」 

 

ミサキの場合は日本社会の仕組みがわからない母親への説明を諦めて

しまった。来日直後には日本語ができる母親を尊敬していたが、自分

が日本語を習得し日本の学校に通って日本社会に適応してく過程で、

親の日本語力の低さや深い話ができないことに対し失望している。 

【ミサキ】 

「当 時 の 私 に と っ て マ マ め っ ちゃすごい 人 だ っ た ん だ け ど 、 今 は 全

然 私 よ り下手で す 。大人になってから来たからなのかな。  < 中略 >  

三十年 く ら い 日 本 に 住 ん で も 、 そ の 日 本 語 のレベル だ か ら 、相当勉

強嫌いなんだなって思って。」 

「 こ う い う深い 話 は 全 然 マ マ に 言わな い 。 あーそ れ は な ん と な く 思

うから。ま ず マ マ は そ ん な に深い 話 を考え な い 人 だ か ら 。表面 の し

か考え な い 人 な の と 、 な ん か何も考え な い で パッと喋る 人 だ か ら。」 

 

米国の２世児に関する越境と文化の変容の研究において、学歴、職

業 の 専 門 性 、 経 済 力 、 現 地 語 力 な ど の ヒ ュ ー マ ン ・ キ ャ ピ タ ル

（ H u m a n  C a p i t a l）が低い親の場合、日常生活の上で子どもの言語能

力に頼ることになり、親子の役割が逆転することが指摘される 5 3。今

回は親への調査を行なっていないため、調査協力者の親たちのヒュー

マン・キャピタルは不明である。しかしながら、日本語ができるよう

になった子どもを頼ったり、子どもの進路に関する相談相手になるこ

とができない存在であり続けたりすることにより、この先の親子関係

への影響が懸念される。 

 

５．外国ルーツの子どもに求められる支援とは  

 
5 3  中島和子 ( 2 0 1 2 ) p . 4 6 , 4 7  
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 本研究の目的は、学齢期の途中で日本へ移住した子どもに必要な支

援を明らかにすることである。この目的を達成するため、学齢期に移

住した外国ルーツの学生４名へのインタビューを分析し、「日本へ来

る前の日々」「日本の小学校」「家庭で直面する問題」の３つのカテ

ゴリーに分類し、それぞれのテーマを抽出・分析した。その結果、包

括的な課題が明らかになった。 

しかし、調査協力者たちが来日した７、８年前と現在とでは、状況

が変化している可能性がある。そこで、本章では文部科学省の外国人

児童生徒等の受け入れに関する資料を参照しながら、現在求められる

支援について考察する。 

 

5 . 1  来日前および入学前を含む親子への就学支援 

今回の調査協力者の親たちは、子どもが外国で教育を受けた後、日

本の小学校に入って勉強するために必要な準備についての情報を事前

に得ることができなかった。その要因として、親自身が学齢期に外国

へ移住した経験がなく、子どもが適応に苦労することを予測できなか

った可能性が考えられる。 

幸い、今回の調査協力者４名は中学校入学前に日本の学校で学ぶた

めに必要な日本語を習得し、最終的に高等教育機関へ進学することが

できた。しかし、すべての子どもが順調に適応できるわけではなく、

日本の学校生活に馴染めず、学習を諦めてしまうケースもある。 

文部科学省 ( 2 0 1 9 )は、外国人児童生徒が学校に適応できない要因の

一つとして、編入直後の知識不足や誤認識による混乱を挙げている。

また、各学校で本人や保護者に説明することには限界があるため、教

育委員会が一括して説明や指導を行うことを推奨している 5 4。 

文部科学省の「外国人児童生徒等教育に関する動画コンテンツ」の

W e b ページでは、外国人児童生徒を受け入れる学校や教師向けの研修

 
5 4  文 部 科 学省 ( 2 0 1 9 ) 「第６章市 町 村 教 育委員会の役割」 『 外 国 人児童生徒受け 入

れの手引き改訂版』 p p . 5 5 - 6 6  
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動画に加え、外国人児童・保護者が日本の学校生活をイメージし、日

本の教育文化を理解するための多言語動画が公開されている 5 5。これ

らの動画では、日本の小学校での生活や教育文化、カリキュラムがア

ニメを用いてわかりやすく説明されている。 

しかし、この動画の対象は主に小学校入学者であり、中学校や高校

での生活には触れられていない。また、入学前に日本語を学習する必

要性についての言及もない。さらに、これらの情報は日本の学校に入

学する前や来日前にアクセスしやすい仕組みになっていない点も課題

として挙げられる。 

今回のインタビュー調査では、来日に備えて子どもたちがどのよう

な準備をすればよいかについての情報が不足していることが示された。

そこで、こうした動画を日本大使館や領事館など、家族滞在ビザ等を

提供する機関や海外の関係機関と連携し、ビザ申請時や在留資格認定

時に提供することで、来日前に親子が必要な準備を整えることが可能

になるのではないか。 

また、来日前や来日して学校に通い始めるまでの期間に、外国ルー

ツの子どもが日本語学習を開始できる環境が整えば、受け入れ側の学

校における日本語支援の負担軽減にもつながると考えられる。 

文部科学省は 2 0 0 8 年の「外国人児童生徒教育充実方策」において、

国際教室や日本語指導教室、支援員や通訳の配置に加え、「学校入学

前の外国人の子どものための初期指導教室（プレクラス）の実施」を

提案している。この報告が公表されて 1 0 年以上が経過した現在、三重

県や愛知県などではプレクラスやプレスクールが実施されているが、

その多くは４月に小学校へ入学する幼児や保護者を対象としている。  

一方、愛知県豊田市では、来日して間もない外国人児童生徒や、外

国人学校から公立小中学校へ転入する児童生徒を対象とした「初期指

導教室（プレクラス）」 5 6が開催され、日本語指導および適応指導が

 
5 5  文部科学省「外国人児童生徒教育に関する動画コンテンツについて」  

5 6  文部科学省  ( 2 0 1 2 ) 「平成 2 4 年度  帰国外国人児童生徒受け入れ促進事業」に
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行われている。このような取り組みを全国的に拡充し、日本語の習得

が十分ではない子どもに対し、学校入学前に集中して日本語を学ぶ機

会を提供することも重要ではないだろうか。 

 

5 . 2  専門的知識を有する教育相談員による相談体制の整備  

 日本国内において、他の学校から別の学校に移ることは「転入」と

呼ばれる。公立の小中学校間での転入手続きでは、現住所に基づいて

通学する学校が決まり、年齢に応じた学年へ編入することが原則であ

る。 

外国人児童生徒が日本の公立小・中学校への入学を希望する場合も、

基本的には日本人児童生徒と同様の手続きが適用される。具体的には、

教育委員会の担当課が在留カードや提出書類に記載された住所や年齢

をもとに、入る学年や時期を決定する。 

文部科学省 ( 2 0 1 9 )は、外国人児童生徒の転入に関する留意点として、

日本語指導が整備されている学校への通学を認めること、また、学力

や日本語能力を考慮したうえで、下の学年への編入を柔軟に認めるこ

とが望ましい 5 7としている。つまり、前章で示したアミナのケースの

ように、来日前に学校に通っていなかった期間がある児童や、日本語

能力が十分でない児童など、それぞれの状況に応じた対応が求められ

ている。 

こうした対応を適切に実施するためには、保護者や本人から来日前

の教育歴を詳しく聞き取るとともに、本人の日本語能力を測定する専

門的な知識 5 8を有する教育相談員の存在が不可欠である。特に、日本

語指導の必要性や学年の決定に関しては、専門の教育相談員が関与す

 
係る報告書の概要（豊田市）」  

5 7  文 部 科 学省 ( 2 0 1 9 ) 「第６章市 町 村 教 育委員会の役割」 『 外 国 人児童生徒受け 入

れの手引き改訂版』 p . 5 7  

5 8  外 国 人児童生徒の 日 本 語能力を測る 手段と し て 文 科省は 「 外 国 人児童生徒の た

めの J S L 対話型アセスメント D L A」を開発し、普及に努めている。  
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ることで、より適切な支援を行うことができる。 

今後、日本の公立学校への入学を希望する外国人児童生徒とその保

護者に対し、転入時の聞き取りや適切な指導計画を行うための専門教

育相談員 5 9の育成が急務である。また、それと同時に、相談体制の整

備を進める 6 0ことで、外国人児童生徒が円滑に日本の学校に適応でき

る環境を整えることが求められる。 

 

5 . 3  多文化ソーシャルワーカーとの連携 

 近年、ヤングケアラーの存在が社会問題として注目されるようにな

っている。ヤングケアラーとは、「家族にケアを要する人がいる場合

に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、

感情面のサポートなどを行っている 1 8 歳未満の子ども」 6 1と定義され

る。 

一般にはあまり認知されていないが、ヤングケアラーの具体例の一

つとして、「日本語が第一言語ではない家族や障がいのある家族のた

めに通訳をしている」ケースも含まれている。今回の調査協力者であ

るプリヤやアミナもこの状況に該当するが、特にアミナのように、自

分の置かれた環境を家庭の問題として受け入れ、解決を諦めてしまう

ヤングケアラーも少なくない。 

そのため、スクールソーシャルワーカーが教育現場で子どもたちの

様子を観察し、ヤングケアラーの状況に陥っている子どもを早期に発

見することが期待される 6 2。しかしながら、外国ルーツの子どもたち

 
5 9  徳永あかね ( 2 0 2 4 ) p . 1 1 4  

6 0  相談員、通訳、 当該の 親 子 、 学校関係者 がオン ラ イ ン回線を用い た相談体制を

構築することで、より広範囲な支援が可能となると考える。  

6 1  こ の定義は一般社団法 人 日 本 ケ ア ラ ー連盟に よ る 。厚生労働省と 文 部 科 学省の

合同調査では 1 8 歳未満に限らず、学業や就職活動等に影響を受ける 2 0 代の学生も

ヤングケアラーの支援対象としている。  

6 2  こども家庭庁「ヤングケアラーのこと」  
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に適切に対応するためには、国際結婚家庭や外国人親子の状況を理解

し、文化的背景に応じた支援ができる「多文化ソーシャルワーカー 6 3」

の配置が望まれる。 

前節で述べた外国ルーツの子どもを専門とする教育相談員と同様に、

多文化ソーシャルワーカーも新たに制度を構築するのではなく、既存

の福祉サービスの枠組みを拡張することで、外国ルーツの子どもが包

括的な支援を受けられる仕組みを整えることが重要である。 

また、家庭環境に問題があったとしても、子ども自身がその問題を

自覚しにくい場合が多い。そのため、本人は重い負担を抱えながらも、

周囲からは客観的に問題なく学校生活を送っているように見えるケー

スもある。従来の「学校を中心とした支援」では十分に対応しきれな

い可能性があり、子どもの生活全体を視野に入れた支援体制の整備 6 4

が求められる。 

 

６．本研究の限界と今後の課題 

 本研究の調査協力者４名はいずれも高等教育機関へ進学を果たした

学生である。彼らは、来日前に勉強中心の生活を送っていたことや、

当時住んでいた国を離れることへの抵抗感が小さかったことなど、さ

まざまな要因によって、来日後も日本の教育課程で学び続けることが

できた。しかし、本研究の対象者は限られており、今回の調査結果を

一般化することは難しい。 

また、外国ルーツの子どもに関しては、不就学児童の問題や、犯罪

グループに関与し少年院に収容される入るケースなど、すべての子ど

もが順調に日本に適応できるわけではない。さらに、来日後に早期に

学校を離れる若者や、学齢期を過ぎてから呼び寄せられた若者の状況

 
6 3  荒牧他（ 2 0 1 7） p . 2 1 6 では多文化ソーシャルワークを「多様な文化的背景を持

つ こ と で （ 子 ど も や 家 族 が ）経験す る社会生 活上の困難に対し 、 と り ま く環境と の

関係に着目しながら行う支援」と定義する。  

6 4  佐藤群衛（ 2 0 0 9） p . 1 6  
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実態は十分に把握されておらず、教育支援の対象とならないことが多

い。その結果、彼らの状況が研究の対象にもなりにくいという指摘が

ある 6 5。 

外国ルーツの子どもたちは、人口減少が進む日本社会において、と

もに未来の社会を支えていく重要な人材である。したがって、今後の

課題として、日本の教育課程からドロップアウトした若者を対象とし

た調査を行い、その要因を明らかにすることが求められる。また、調

査結果をもとに、教育課程からの早期離脱を防ぐための予防策を講じ

る必要があると考える。 
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k o k u / 0 8 0 7 0 3 0 1 . h t m >  2 0 2 5 年 2 月 5 日参照  

文部科学省  ( 2 0 1 2 )「平成 2 4 年度  帰国外国人児童生徒受け入れ促進事

業」に係る報告書の概要（豊田市）」 

< h t t p s : / / w w w . m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u / c l a r i n e t / 0 0 3 / 0 0 1 / 1 3 3 8

8 1 9 . h t m >  2 0 2 5 年 2 月 5 日参照  

文部科学省( 2 0 1 9 )『外国人児童生徒受け入れの手引き改訂版』 

< h t t p s : / / w w w . m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u / c l a r i n e t / 0 0 2 / 1 3 0 4 6 6 8 .

h t m >  2 0 2 5 年 2 月 5 日参照  

文部科学省「外国人児童生徒教育に関する動画コンテンツについて」 

< h t t p s : / / w w w . m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u / c l a r i n e t / 0 0 3 _ 0 0 0 0 4 . h t

m >  2 0 2 5 年 2 月 5 日参照  
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文部科学省「帰国・外国人児童生徒等の現状について」 

< h t t p s : / / w w w . m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u / c l a r i n e t / g e n j y o u / 1 2 9 5

8 9 7 . h t m ? u t m _ s o u r c e = c h a t g p t . c o m >  2 0 2 5 年 2 月 5 日参照  

文部科学省「外国 人児童生徒の た め の J S L 対 話型アセスメ ン ト D L A」

 < h t t p s : / / w w w . m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u / c l a r i n e t / 0 0 3 / 1   

3 4 5 4 1 3 . h t m >  2 0 2 5 年 2 月 5 日参照  

文 部 科 学 省 「 ヤ ン グ ケ ア ラ ー に 関 す る 調 査 研 究 に つ い て 」

< h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p / c o n t e n t / 1 1 9 0 7 0 0 0 / 0 0 0 7 6 7 8 9 1 . p d f ? u t m _

s o u r c e = c h a t g p t . c o m >  2 0 2 5 年 2 月 5 日参照  

 

【資料】インタビュー項目 

1 .  来日する前のことを教えてください。  

2 .  日本に来ることが決まった時のことを教えてください。 

3 .  日本に来てすぐのことを教えてください。  

4 .  日本での学校生活について教えてください。  

5 .  これからの先の道筋について、いつから考えていますか、 

6 .  親は日本語ができますか。もし、できない場合、親が日本語ができ

ないために困ったことがありますか。 
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大学で継承語を学ぶ？学ばない？ 

―継承ポルトガル語話者４名の事例から― 

 

拝野寿美子 6 6  

 

要旨  

移民第二世代の学生が自身の継承語を守り育むために、大学は何ができる

のあろうか。継承語は移民の子どもが親から授かるものである。それは言

語にとどまらずその言語が使われる文脈や文化もあわせて伝えられる。子

どもの成長にともない言語力は在留国の主流言語が上回るようになるため、

継承語の保持には周囲の働きかけや教育が必要となる。集住地域に限定さ

れているものの、小中高校では母語・継承語教育が教育システムに組み込

まれている。一方で、日本の大学においてはそのようなシステムは確立さ

れておらず、学生本人の意識や意欲に委ねられている現実がある。本研究

はそのような現実に一石を投じるべく、まずは移民第二世代である継承ポ

ルトガル語話者４名の学生が自らの継承語にどのように向き合っているの

かを明らかにし、大学における継承語教育の在り方を検討するための一助

とすることを目的とする。  

 

 

１．はじめに  

日本にブラジル移民が急増してから 3 0 年以上が経過し、日本で生まれ

日本の学校で教育を受けてきた第二世代は増えている。 2 0 2 4 年 6 月末日

現在、日本に住むブラジル人は 2 1 万人を超える 6 7。第二世代の家庭で両

 
6 6  神 田 外 語 大 学  外 国 語 学 部  イ ベ ロ ア メ リ カ 言 語 学 科ブラジル ・ポル トガル 語

専攻  准教授  

6 7  出入国在留管理庁（ 2 0 2 4 ） . 『在留外国人統計』  

h t t p s : / / w w w . m o j . g o . j p / i s a / p u b l i c a t i o n s / p r e s s / 1 3 _ 0 0 0 4 7 . h t m l  （ 2 0 2 5 年

https://www.moj.go.jp/isa/publications/press/13_00047.html
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親ともブラジル人なのか、あるいは国際結婚家庭であるのか、家庭内でど

の程度ポルトガル語が使用されているのかなど、全体の傾向を把握するこ

とは難しい。こうした家庭で育ってきた第二世代の若者たちのポルトガル

語力を測る調査も見当たらないため、彼／彼女らがポルトガル語に対して

どのような価値を見出しているのを知るにはケーススタディーを積み上げ

る こ と が 重 要 と な る 。 一 方 、 日 本 語 力 や そ の 教 育 の 実 態 に つ い て は 、

1 9 9 2 年から隔年で実施されている文部科学省による日本全国の公立学校

を対象とした「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査」

で明らかとなっている。 2 0 2 4 年 8 月 8 日に公表されている最新の令和 5

年度（ 2 0 2 3 年度）の結果によると、日本語指導が必要な外国籍児童生徒

の 5 万 7 千 7 1 8 人のうちポルトガル語母語話者数（そのほとんどはブラ

ジル・ルーツの子ども）は 1 万 2 千 2 6 人でトップである 6 8。この調査か

らもわかるように、長年にわたり日本の学校現場では外国人児童生徒の教

育の最も重要な課題は日本語指導であり、母語・継承語は学校教育の責務

として認識されてこなかった。しかしながら、 2 0 1 9 年 3 月に発刊された

文部科学省の外国人児童生徒受入れの手引きでは、母語や母文化の保持も

重要であるとされ、「学校でも、課外において、児童生徒の母語、母文化

にかかわるものとして「継承語」という位置付けでそれを尊重し、習得を

援助することが望まれます」と指摘されるに至る 6 9。とはいえ、実際に継

承語教育を実施している日本の小中学校は限られており、継承ポルトガル

語教育に至っては愛知県、静岡県をはじめとするブラジル人集住地域にあ

 
2 月 2 1 日閲覧）  

6 8 文 部 科 学省（ 2 0 2 4 ） . 『 日 本 語指導が必要な児童生徒の受入状況等 に 関 す る調査

（令和 5 年度）』 h t t p s : / / w w w . m e x t . g o . j p / c o n t e n t / 2 0 2 4 0 8 0 8 - m x t _ k y o k o k u -

0 0 0 0 3 7 3 6 6 _ 3 . p d f  （ 2 0 2 5 年 2 月 2 1 日閲覧）。 3 0 年以上前の初回の調査結果か

らポルトガル語母語者数がトップを明け渡したことはない。  

6 9  文 部 科 学省（ 2 0 1 9 ） . 『 外 国 人児童生徒受入 れ の 手引き  改訂版』 . 明石書店 ,  

p . 1 0 .  

https://www.mext.go.jp/content/20240808-mxt_kyokoku-000037366_3.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20240808-mxt_kyokoku-000037366_3.pdf
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るいくつかの学校で実施されているに過ぎない 7 0。高校については、在日

コリアンなどオールドカマーの母語母文化継承の保障といった人権の視点

から、その運動の中心であった関西地域で現在も拠点校を中心に実施され

ているほか、ブラジル人集住地のいくつかの学校で実施されている。では、

自分で専攻を選んで進学する大学において、継承語話者は自身の継承語と

どのように向き合うことになるのだろうか。また、大学では継承語を持つ

学生にどのような学習機会を提供できるのであろうか。  

上記の課題に少しでも応答すべく、本研究ではポルトガル語を専攻

にもつ大学において、ブラジル移民第二世代の４名の若者へのインタ

ビューを通し、大学でポルトガル語専攻を選んだり選ばなかったりし

た理由を明らかにしながら、彼／彼女らがポルトガル語にどのような

価値を見出し、どのような関係性を築いているのかを考察する。さら

に、継承ポルトガル語話者に大学教育はどのようなアプローチが可能

なのかを考察することを目的とする。  

なお、本稿で扱う継承語は、在留国の主流言語とは異なる言語を母

語とする移民である親や祖父母が子どもたちに伝える言語のことを指

す。  

 

２．先行研究と本研究の意義  

本研究の目的の妥当性を検証しその意義を示すため、以下で日本に

おける継承語教育の先行研究および世界や日本における継承ポルトガ

ル語研究を検討し、本研究の位置付けを確認する。  

 

 
7 0  継承語 教 育 は放課後に実施され る の が一般的で あ る が 、愛知 県岩倉市 で は小中

学校で 授 業時間内にブラジル ・ ル ー ツ の児童生徒を対象と し たポル トガル 語 教 育 を

実 施 し て い る 。 （ 岩 倉 市 公 式 サ イ ト 「 外 国 に ル ー ツ を も つ 児 童 生 徒 の た め の

「 日 本 語 ・ ポ ル ト ガ ル 語 適 応 指 導 教 室 」 」 ）  

＜ h t t p s : / / w w w . c i t y . i w a k u r a . a i c h i . j p / 0 0 0 0 0 0 4 5 3 1 . h t m l＞  （ 2 0 2 5 年 2 月 2 1

日閲覧））  

https://www.city.iwakura.aichi.jp/0000004531.html
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（１）日本における継承語教育研究  

日本における継承語教育については、外国人移住者の家族や移民コ

ミュニティ、彼・彼女らと直接関わる非営利団体や地方自治体が先陣

を切って取り組んできたが、ここにきて日本政府も在日外国人の母語

や子どもたちの継承語に注目するようになってきた。政府は更に多く

の外国人労働者に門戸を開くため、 2 0 1 9 年 4 月に新たな在留資格（特

別技能）を設けた。この資格を取得するためには一定の日本語力が求

められる。そのため、同年 6 月 2 8 日に「日本語教育の推進に関する法

律」が公布・施行された 7 1。同法第 3 条には「日本語教育の推進は，我

が国に居住する幼児期及び学齢期にある外国人等の家庭における教育

等において使用される言語の重要性に配慮して行われなければならな

い」とある。この法律では、外国につながる子どもたちを対象とした

日本語教育にも触れられており、日本語教育にあたって家庭で使用さ

れている言語に配慮する必要があると述べられている。「外国人等の

家庭における教育等において使用される言語」の多くは、両親の、あ

るいはどちらかの親の日本語以外の母語を指している。これは、子ど

もたちの母語や継承語の重要性だけでなく、間接的には親の母語で子

育てが行われることも推奨されていると考えることができる。これに

加え、自治体でも新たな動きがみられる。これまで外国人住民の日本

社会への統合にむけた政策提言をしてきた外国人集住都市会議は、日

本語教育の重要性を訴えることはあっても、彼／彼女らの母語や継承

語の保護に関する提言は行って来なかった。しかし、 2 0 1 9 年 1 2 月に

開催された同会議の基調講演には、継承日本語教育の第一人者であり、

日本の外国人児童生徒の母語・継承語教育の推進にも尽力している研

究者を招聘し、その教育の重要性を確認した。母語・継承語教育政策

 
7 1  同 法 の 内 容 （ 全 文 ） は 文 化 庁 公 式 サ イ ト を 参 照 の こ と 。 ＜

h t t p s : / / w w w . b u n k a . g o . j p / s e i s a k u / b u n k a _ g y o s e i / s h o k a n _ h o r e i / o t h e r / s u i s

h i n _ h o u r i t s u / p d f / r 1 4 1 8 2 5 7 _ 0 2 . p d f  ＞（ 2 0 2 5 年 2 月 2 5 日閲覧））  

 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/shokan_horei/other/suishin_houritsu/pdf/r1418257_02.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/shokan_horei/other/suishin_houritsu/pdf/r1418257_02.pdf
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に関しては発展途上である日本社会に、ここ数年、変化の兆しが見え

ている。では、その研究はどのような状況にあるのだろうか。  

h e r i t a g e  l a n g u a g e が 1 9 8 8 年に「継承語」と訳されてより 7 2、日本

における継承語教育については継承日本語が主な研究対象であった。

継承日本語教育というと、海外に渡った日本移民の子孫が学ぶ日本語

が想像される。しかし、近年は駐在員家庭の海外永住志向や国際結婚

が進んだことにより、従来は日本への帰国を前提とした教育を行う海

外の補習授業校などにおいても、継承語として日本語を学ぶ子どもた

ちが増加傾向にある 7 3。  

2 0 0 0 年代に入ると、日本で実践されている外国につながる子どもた

ちを対象とした「母語教育」についても、「継承語教育」として研究

されるようになった。もともと、日本における移民の言語継承に関す

る研究は、前述した海外で成長する日本の子どもたちや、在日コリア

ンを対象とした言語文化教育に関する研究を中心に定着してきた。後

者については、特に戦後の日本における当事者からの「母語教育保障」

への要求に端を発した。その成果は現在にも引き継がれており、特に

関西地域においてはハングル以外の母語・継承語教育も比較的早い段

階で実施されるようになった。 1 9 8 0 年代後半以降のニューカマーの増

加とその多国籍化により、教育研究対象となる言語も多様になってい

る。  

日本に住むニューカマーの子どもたちを対象とした教育研究はそれ

ぞれの教育課程に及ぶ。先駆的な研究の一事例としてあげられるのは、

2 0 0 7 年に在留外国人国籍者数第 1 位となった中国ルーツの子どもたち

が学校で受ける「母語教育」である。高橋は就学前に来日、あるいは

 
7 2  中島和 子 （ 2 0 0 5 ） . 「 カ ナダの継承語 教 育 そ の後： 本 書 の解説に か え て 」 カミン

ズ、  ジム ・ダネシ、マル セ ル 『 カ ナダの継承語 教 育  :  多 文 化 ・ 多 言 語主義をめざ

して』 .中島和子・高垣俊之訳 ,  明石書店 ,  p p .  1 5 5 - 1 8 0 .  

7 3  瀬尾悠希子 （ 2 0 2 0 ） . 『 多様化 す る 子 ど も に向き合う教師た ち ：継承語 教 育 ・補

習授業校におけるライフストーリー研究』 .春風社 .  
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日本で生まれた子どもたちの教育を考えた場合には、「母語」ではな

く、「継承語」という枠組みでの教育への移行を提言している 7 4。松

田・野津・落合は、日本の公立学校におけるベトナム語教室や、母語

学習方法、海外における移民の母語教育実践が紹介している 7 5。この

研究では、母語の様々な定義や継承語という用語の使用について検討

が加えられた上で、「継承語」も含めて便宜上「母語」という用語が

使用されている。研究と実践の橋渡しも行われており、例えば 2 0 0 7 年

に発足した関西母語支援研究会のホームページには、母語・継承語教

育が必要とされる理論的な裏付けや言語別の教室の活動が紹介されて

いる 7 6。 2 0 2 0 年代に入ると、大学教育における継承語教育の実践報告

や研究も散見されるようになった。日本の大学教育における継承スペ

イン語教育の目的、内容、教材研究、教授法が模索されているほか 7 7 、

継承ベトナム語話者として大学で同言語を学ぶ学生のアイデンティテ

 
7 4  高橋朋子 （ 2 0 0 9 ） . 『中国 帰 国 者三世四世の 学校エスノグラ フィー ：母語 教 育 か

ら継承語教育へ』 . 生活書院 .   

7 5  松田陽子 ,  野津隆志 ,  落合知 子編著（ 2 0 1 7 ） . 『 多 文 化児童の未来をひら く ： 国

内外の母語教育支援の現場から』 . 学術研究出版 .  

7 6  関 西 母 語 支 援 研 究 会 「 多 文 化 な 子 ど も の 学 び － 母 語 を 育 む 活 動 か ら － 」

〈 h t t p s : / / e d u c a t i o n - m o t h e r l a n g u a g e . w e e b l y . c o m /〉  （ 2 0 2 5 年 2 月 2 5 日閲

覧）  

7 7  F a r i n a  B e c s k i ,  V .  ( 2 0 2 1 ) .  “ H e r i t a g e  l a n g u a g e  S p e a k e r s  i n  U n i v e r s i t y  

E d u c a t i o n  i n  J a p a n :  P e r s p e c t i v e s  f o r  a n  I n c l u s i v e  S o c i e t y ” .  E L I A ,  2 1 ,  

p p . 1 2 5 - 1 6 2 .   

F a r i n a  B e c s k i ,  V .  ( 2 0 2 1 ) .  “ P e r f i l  d e  l o s  e s t u d i a n t e s  d e  e s p a ñ o l  d e  

h e r a n c i a  d e  K U I S :  i m p o r t a n c i a  p a r a  l a  e l a b o r a c i ó n  d e  m a t e r i a l e s  

d i d á t i c o s ” .  『言語教育研究』 3 2 ,  p p . 9 3 - 1 2 3 .  

F a r i n a  B e c s k i ,  V .  ( 2 0 2 2 )  . “ E s p a ñ o l  c o m o  l e n g u a  h e r e d a d a  a  t r a v é s  d e l  

c ó m i c  h i s p a n o a m e r i c a n o  e n  J a p ó n u n a  e x p e r i e n c i a  e d u c a t i v a  e n  l a  

u n i v e r s i d a d ” .  C u a d e r n o s  C A N E L A ,  3 3 ,  p p . 5 1 - 7 0 .  

https://education-motherlanguage.weebly.com/
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ィについても、研究が進んでいる 7 8 。ここにきて、「大学レベルでの

継承語教育に関する文献が皆無に等しい」 7 9と言われてきた状況に、

変化の兆しが現れている。  

日本社会におけるニューカマーを対象とした母語・継承語教育につ

いては、在日コリアンのように当事者からの要求とその妥当性に関し

て議論されるのではなく、研究者や教員、教育支援者による、現在の

母語・継承語教育の内容やそれを取り巻く環境に関する考察が主であ

る。ブラジル人児童・生徒の母語教育についても例外ではない 8 0。ブ

ラジル人やペルー人をはじめとする外国籍住民当事者は、それぞれの

エスニック・コミュニティにおける母語・継承語教育ニーズに応える

ために、日本社会にそれを要求するのではなく、自らの手で学校や補

習校や教室を開設するという、現実的な手段を講じている。  

これらの母語・継承語教育に関する教育研究の流れから浮かび上が

るのは、日本における移民子弟の母語・継承語教育は、依然として家

庭やエスニック・コミュニティの守備範囲と捉えられている傾向が強

いということである。これは、母語・継承語はあくまで個人の資産で

あり、ホスト社会の公教育がそれを肩代わりするだけの社会的利益に

つながるものとは見なされていないことを示すものである。  

 

（２）移民の言語権と資産性  

前項で触れた在日コリアンの「母語教育保障」の例にも見られる、

 
7 8  S u g i t a ,  M .  ( 2 0 2 0 )  “ N e g o t i a t i n g  M u l t i p l e  I d e n t i t i e s  i n  H e r i t a g e  

L a n g u a g e  L e a r n i n g :  L e a r n e r s  o f  V i e t n a m e s e  i n  H i g h e r  E d u c a t i o n  i n  

J a p a n ” .  S t u d i e s  i n  L i n g u i s t i c s  a n d  L a n g u a g e  T e a c h i n g ,  3 1 ,  p p . 3 5 - 5 5 .  

7 9  西川朋美（ 2 0 1 9 ） . 「 日 本 の公立 学校に お け る 日 本 語 を母語 と し な い 子 ど もへの

言 語 教 育 」近藤ブラウン妃美 ,  坂本光代 ,  西川朋美編著『 親 と 子 を つ なぐ継承語 教

育：日本・外国にルーツを持つ子ども』 . くろしお出版 ,  p p .  2 0 9 - 2 2 3 .  

8 0  髙坂香津美（ 2 0 1 1 ） . 「 在 日ブラジル 人児童・ 生徒の母語 教 育環境」 『 言 語 文 化

学会論集』 n o . 3 6 ,  p p .  2 5 9 - 2 7 4 .  
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社会と母語・継承語教育の関係性について、「言語権」と「資産性」

の観点から改めて確認したい。  

青砥によると、言語権は、言語に対する様々な差別を可視化し、人

権問題として捉え、法の前の平等に基づきこれを是正する試みのなか

で形成された。マイノリティ言語に対する政府の態度は、民主主義の

発展度を測る一つの指標であり、移住先においてマイノリティを形成

する継承語話者にも、固有の言語により民族的アイデンティティを維

持し発展させる権利が保障される。つまり、主流言語と母語・継承語

のいずれの教育も、基本的人権としてこれを享受する権利があるとの

主張である 8 1。母語・継承語の維持や習得は、移民やその子孫である

継承語話者ら当事者の権利である。そして、社会はその権利を守る義

務があるが、こうして守られた移民言語は社会の「資産」でもある。  

言語を資産として捉えること、それも個人的資産のみならず社会的

資産として捉えるとはどういうことか。これは、移民言語とその話者

の存在自体が、当事者やエスニック・コミュニティのみならずホスト

社会に直接的な利益をもたらすという考えに基づいている。このよう

な主張は、カナダやアメリカにおける継承語教育の目的に顕著である。

特にアメリカでは、国が必要とする高度の外国語のリソースとして継

承語が認められている。継承語教育を強めて国家安全対策や国際外交

で役立つ実践力のある人材を養成する意図を持ち、基本的な言語能力、

文化能力をすでに兼ね備え、即戦力を持つ高校生、大学生レベルの継

承語話者が有望な人材として登用されているという 8 2。モノリンガル

の子どもに新たに外国語教育を施すよりも、継承語教育のほうが低コ

ストであるという指摘もある 8 3 。日本において母語・継承語と主流言

 
8 1  青砥清一（ 2 0 2 1 ） . 「 言 語権と継承語 に つ い て 」 『津田塾大 学 国際関係研 究所報 』

n o . 5 6 ,  p p . 1 - 7 .  

8 2  中島和 子 （ 2 0 1 0 ） . 『マル チ リ ンガル 教 育への招待： 言 語資源と し て の 外 国 人 ・

日本人年少者』 .ひつじ書房 ,  p . 1 2 7 .  

8 3  カミンズ ,  ジム ,  ダネシ ,  マルセル（ 2 0 0 5 ） .  『カナダの継承語教育  :  多文化・
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語である日本語を同等に操るバイリンガルの移民（子弟）に対し、今

のところアメリカのような価値づけはなされていない。日本において

まず認識されるべきことは、日本はモノリンガルの国ではなく、多言

語化しているという事実である。「社会が多言語の存在（すなわち社

会的な多言語能力）と個人の多言語能力を資産として捉えること」を

始めようというのである 8 4。移民言語研究においては、個人の複言語

化は個人の資産であるだけでなく、社会的な資産であることを実証的

に示すことが求められている。  

移民言語の資産性を考察するにあたって参考となるのは、庄司によ

る母語・継承語がもつ個人と社会集団（主流社会と移民コミュニティ

のいずれも）をつなぐ役割とその教育の重要性の考察である。具体的

に庄司は、①移民の民族的な文化や伝統の継承、②移民コミュニティ

への帰属意識の中核的象徴、③移民コミュニティ内部や出身母集団と

のネットワーク保持、④帰国した場合への備え、⑤言語習得理論に基

づき、移民言語の第一言語としての能力の確立を優先することで学習

言語形成を促し、さらに第二言語としての日本語（在留地の主流語）

の習得を容易にする、との 5 点を指摘している 8 5。  

継承語は「親と子をつな」ぎ 8 6 、「帰国した場合の備えである」と

いう個人や家庭に与えるメリット（個人の資産）を持ち、「移民の民

族的な文化や伝統の継承」や、「移民コミュニティや出身母集団との

ネットワーク保持」に有効に機能するという移民コミュニティに与え

るメリット（コミュニティの資産）が強調されるせいか、日本社会で

 
多言語主義をめざして』 .中島和子 ,  高垣俊之訳 ,  明石書店 ,  p p . 7 2 - 7 3 .  

8 4  庄司博史  （ 2 0 1 0 ） . 「 『資産と し て の母語 』 教 育 の展開の可能性 ： そ の 理念と

のかかわりにおいて」『ことばと社会』 1 2 ,  p p . 7 - 4 7 .  

8 5  庄司博史（ 2 0 1 7 ） . 「第 8 章  移民の母語教育の現状と課題」平高史也・木村護

郎クリストフ編著『多言語主義社会にむけて』 . くろしお出版 ,  p p . 1 0 4 - 1 1 6 頁 .  

8 6  近藤ブラウン妃美 ,  坂本光代 ,  西川朋美編著（ 2 0 1 9 ） . 『 親 と 子 を つ なぐ継承語

教育  :  日本・外国にルーツを持つ子ども』 . くろしお出版 .  
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は継承語教育は「家庭の問題」あるいは「コミュニティが責任を持つ

もの」として扱われ 8 7、社会全体で取り組むべき課題としては強く認

識されてこなかった。  

その一方で、庄司が⑤で指摘した言語習得理論は、ここ数年で広く

認識されるようになった。母語・継承語の保持が日本語習得を助け学

力の向上に寄与することで、間接的に移民の社会参加を促進すること

は、継承語が社会的な資産性の一部であるとの証左ではないか 8 8。  

大学おいて継承語教育の導入を検討する正当性は、上記で示した言

語権や社会的資産性が基礎にあるといえよう。  

次に、本研究の中心的なテーマである継承ポルトガル語教育とその

研究について概観する。  

 

（３）継承ポルトガル語教育研究  

１）世界の継承ポルトガル語教育研究  

継承ポルトガル語教育は、ポルトガル語圏諸国出身の移住者の子ど

もたちを対象として行われる、ポルトガル語教育を介した「言語文化

教育」と考えられている。アメリカや欧州には、継承ポルトガル語の

 
8 7  例えば、 K O B E 外国人支援ネットワーク編著（ 2 0 0 1 ） . 『日系南米人の子どもの

母語教育』 . 神戸定住外国人支援センター .  

8 8  母語・継承語の資産性についてはさらに庄司（ 2 0 1 0 ）、 S n o w ,  C .  E . ,  H a k u t a ,  

K .  ( 1 9 9 2 ) .  “ T h e  C o s t s  o f  M o n o l i n g u a l i s m ” ,  J .  C r a w f o r d  ( e d . )  L a n g u a g e  

L o y a l t i e s :  A  S o u r c e  B o o k  o n  t h e  O f f i c i a l  E n g l i s h  C o n t r o v e r s y .  C h i c a g o :  

U n i v e r s i t y  o f  C h i c a g o  P r e s s ,  p p .  3 8 4 - 3 9 4 . を参照のこと。米国における継承

語 教 育政策に お い て 、 国 家 に と っ て軍事的あ る い は経済的に 大 き な影響力を持つ 言

語 に対す る 「社会的資産性 」 が注目され る あ ま り 、継承語 が持つ 親 や移民コミュニ

ティと の つ な が り を保つ役割や 、 言 語 に よ っ て は社会的な価値が軽視され る恐れ が

ある、との指摘もある  ( R i c e n t o ,  T .  ( 2 0 0 5 ) .  “ P r o b l e m s  w i t h  t h e  ‘ l a n g u a g e -

a s - r e s o u r c e ’  d i s c o u r s e  i n  t h e  p r o m o t i o n  o f  h e r i t a g e  l a n g u a g e s  i n  t h e  U .  

S .  A . ” ,  J o u r n a l  o f  S o c i o l i n g u i s t i c s  9 / 3 ,  p p . 3 4 8 - 3 6 8 . ）。  
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教材開発を専門にする出版社も複数ある。継承ポルトガル語研究の第

一人者で継承ポルトガル語教師研修も担当する M e n d e s は、言語は文

化であるとの主張のもと、継承ポルトガル語のポルトガル語表記であ

る p o r t u g u ê s  c o m o  l í n g u a  d e  h e r a n ç a  ( P L H ) に文化（ c u l t u r a ）を

含めて P L C H とすることを提唱している。継承語教育を言語の教育に

とどめず、文化とアイデンティティ形成を基礎とすべきこと、言語は

生きた、多様な、多面的な媒体として使用されるものであり、書かれ

たり、話されたり、記号化されていたりする豊かなテキストにおいて

使用されるときに、最も効果的に習得されるという 8 9。継承語教育が

単なる言語教育ではないという認識は、次に見るように、継承ポルト

ガル語教育研究でも広く認識されている。  

継承ポルトガル語教育の目的については「最も大切なのは、言語力

をつけることのほか、学習者が言語的な自尊心を高め、ポルトガル語

の個人的・社会的な利用価値を自覚し、自らの歴史（物語）を前にし

て感性豊かで尊重すべき市民となること」 9 0、「継承ポルトガル語は

世界におけるポルトガル語の普及につながる。家族とのコミュニケー

ションを可能にしたり、仕事で使用できたり移動を可能にするレベル

のポルトガル語力をつけることもできる。しかし、最も大切なのは、

ポルトガル語話者としてのアイデンティティ形成、ルーツとのつなが

りといった感情の問題である。また、多文化環境において、多様性を

尊び、行動できる、複言語複文化市民の形成である」 9 1などと考えら

 
8 9  M e n d e s ,  E .  ( 2 0 1 2 ) . “ V i d a s  e m  p o r t u g u ê s :  p e r s p e c t i v a s  c u l t u r a i s  e  

i d e n t i t á r i a s  e m  c o n t e x t o  d e  p o r t u g u ê s  c o m o  l í n g u a  d e  h e r a n ç a  ( P L H )  ” ,  

P l a t ô  . v o l . 1 ,  n o . 2 ,  p p . 2 0 - 3 1 .  

9 0  F e r n a n d e s ,  E .  ( 2 0 2 0 ) .  A  l í n g u a  p o r t u g u e s a  e m  c o n t e x t o  i n t e r n a c i o n a l :  

u m  g u i a  p a r a  p r o f e s s o r e s .  R o o s e v e l t :  B o a v i s t a  P r e s s .  

9 1  F e r r e i r a ,  T .  ( 2 0 1 6 ) . “ “ F a ç o  o  P i n o  ” : r e p r e s e n t a ç ã o  e  p r á t i c a s  d e  

p r o f e s s o r e s  d e  p o r t u g u ê s  l í n g u a  d e  h e r a n ç a ” ,  M e l o - P f e i f e r ,  S .  ( c o o r d . ) .  

D i d á t i c a  d o  p o r t u g u ê s  l í n g u a  d e  h e r a n ç a .  L i s b o a :  L i d e l ,  p p . 2 4 6 - 2 7 7 .   
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れている。  

継承ポルトガル語研究の対象は年少者から大学進学前の子どもたち

に向けた教育が主流であるが、大学教育における継承ポルトガル語話

者の言語習得に関する研究も、複数見受けられる。継承ポルトガル語

話者の学生のポルトガル語の文法習得の傾向や 9 2、発音の特性 9 3、継承

ポルトガル語話者とポルトガル語初修者との相互補完的な学びの実例

も報告されている 9 4。さらに、 p o r t u g u ê s  p l u r i c ê n t r i c o  (複数中心地

言語としてのポルトガル語 ) の特徴を踏まえた、大学における継承ポル

トガル語話者の研究もある。例えば、継承ポルトガル語をポルトガル

語の一方言ととらえて尊重するとともに、標準ポルトガル語を継承ポ

ルトガル語を補う「標準方言」として付加していくことで、継承ポル

トガル語話者である学生の言語レパートリーが豊かになる、という実

証研究である 9 5 。一方で、複数中心地言語であるという特徴が、継承

 
9 2  S i l v a ,  G .  V .  ( 2 0 0 8 ) .  “ H e r i t a g e  L a n g u a g e  L e a r n i n g  a n d  t h e  

P o r t u g u e s e  S u b j u n c t i v e ” ,  P o r t u g u e s e  L a n g u a g e  J o u r n a l  3 .  

〈 h t t p s : / / w w w . r e s e a r c h g a t e . n e t / p u b l i c a t i o n / 3 0 1 7 7 7 3 2 7 _ H e r i t a g e _ L a n g u

a g e _ L e a r n i n g _ a n d _ t h e _ P o r t u g u e s e _ S u b j u n c t i v e  〉  ( 2 0 2 5 年 2 月 2 5 日閲

覧 )  

9 3  W e i s s ,  D .  B .  ( 2 0 1 7 )  . “ P o r t u g u ê s  c o m o  l í n g u a  d e  h e r a n ç a :  o  p a p e l  d a  

m e m ó r i a  n o  u s o  d e  v a r i a n t e s  f o n é t i c a s ” ,  L .  G o n ç a l v e s  ( o r g . )  P o r t u g u ê s  

c o m o  l í n g u a  e s t r a n g e i r a ,  d e  h e r a n ç a  e  m a t e r n a :  a b o r d a g e n s ,  c o n t e x t o s  

e  p r á t i c a s .  R o o s e v e l t :  B o a v i s t a  P r e s s ,  p p . 9 5 - 1 0 4 .   

9 4  S i l v a ,  G . ,  B o r u c h o w s k i ,  I .  D .  ( 2 0 1 6 )  “ H e r i t a g e  L e a r n e r s ” .  I n  M .  

M i l l e r e t ,  M .  R i s n e r  ( e d s . )  A  H a n d b o o k  f o r  P o r t u g u e s e  I n s t r u c t o r s  i n  t h e  

U .  S . .  R o o s e v e l t :  B o a v i s t a  P r e s s ,  p p . 1 6 1 - 1 9 4 .  

9 5  S i l v a ,  G .  V .  ( 2 0 1 5 ） . “ O  f i m  é  a p e n a s  o  c o m e ç o :  o  e n s i n o  d e  p o r t u g u ê s  

l í n g u a  d e  h e r a n ç a  p a r a  a d o l e s c e n t e s  e  a d u l t o s ” .  I n  F .  J e n n i n g s - W i n t e r l e ,  

M . C .  L i m a - H e r n a n d e s  ( o r g s . ) .  P o r t u g u ê s  c o m o  L í n g u a  d e  H e r a n ç a :  a  

f i l o s o f i a  d o  c o m e ç o ,  m e i o  e  f i m .  N e w  Y o r k :  B r a s i l  e m  M e n t e ,  p p . 2 3 4 -

https://www.researchgate.net/publication/301777327_Heritage_Language_Learning_and_the_Portuguese_Subjunctive
https://www.researchgate.net/publication/301777327_Heritage_Language_Learning_and_the_Portuguese_Subjunctive
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語の習得を妨げる場合もある。継承ポルトガル語話者が大学でポルト

ガル語を学ぶ動機として、失ってしまったアイデンティティを取り戻

す、自分がポルトガル語話者となって子孫に伝える、といった理由が

挙げられるが、それらの動機を持つが故に、担当教員が自分の家族が

話すポルトガル語（例えばブラジル・ポルトガル語）とは異なるポル

トガル語（例えばポルトガルのポルトガル語）話者だと、学習意欲が

減退するという。ポルトガル語話者となって子孫に伝承するという継

承語話者ならではの責任感や理想の自己像が、このようなギャップを

埋めるのを難しくする。もちろんそこには、単に発音や単語の違いだ

けでなく、ポルトガル語が複数中心地言語となるきっかけとなった、

かつての宗主国と植民地という歴史的な関係性への抵抗感なども影響

している 9 6。  

継承ポルトガル語学習者自身に関する研究はそれほど多くはないが、

例えば、在米ブラジル人第二世代の研究では、 “ m y  l a n g u a g e  i s  m y  

p o w e r ” と考え、ポルトガル語を公共の場で自由に話すことで、アメリ

カ人や英語モノリンガル、ラティーノと自身との差異化を図り、差別

や同化圧力に対抗している様子が報告されている 9 7。このような継承

 
2 4 7 .  

S i l v a ,  G .  V .  ( 2 0 1 6 ) .  “ O  e n s i n o  d e  g r a m á t i c a  p a r a  a p r e n d i z e s  d e  p o r t u g u ê s  

c o m o  l í n g u a  d e  h e r a n ç a ” .  I n  L .  G o n ç a l v e s  ( e d . )  F u n d a m e n t o s  d o  e n s i n o  

d e  p o r t u g u ê s  c o m o  l í n g u a  e s t r a n g e i r a .  R o o s v e l t :   B o a v i s t a  P r e s s ,  

p p . 3 4 5 - 3 6 0 .  

9 6  F o r m a t o ,  G . ,  C o r d e i r o ,  G . I .  ( 2 0 2 0 ) .  “ Q u a n d o  a  v a r i a n t e  é  o  q u e  

i m p o r t a :  r e f l e x õ e s  p a r t i l h a d a s  s o b r e  o s  u s o s  e  o s  s e n t i d o s  d a  l í n g u a  

p o r t u g u e s a  e m  B o s t o n ( M a s s a c h u s e t t s ,  U S A )  ” .  I n   L e c h n e r  A . ,  C a p i n h a  

G . ,  e  K e e t i n g ,  M .  C . ( e d s . ) .  E m  m i g r a ç ã o  e m  p o r t u g u ê s :  e x í l i o s ,  r e t o r n o s  

e  c o l o n i z a ç õ e s .  C o i m b r a :  C e n t r o  d e  E s t u d o s  S o c i a i s ,  U n i v e r s i d a d e  d e  

C o i m b r a ,  p p . 1 3 9 - 1 6 2 .   

9 7  H a l p e r n ,  C . ,  W a r d ,  Z .  A .  a n d  A y d i n ,  H .  ( 2 0 2 2 ) .  “ I ’ m  B r a z i l i a n ,  N o t  
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ポルトガル語教育研究の世界的な普及と展開において、日本における

継承ポルトガル語教育研究はどのように位置付けられるのだろうか。  

 

２）日本における継承ポルトガル語教育研究  

海外在住のブラジル人の中でも、また、日本に住む外国につながる

子どもたちの中でも、在日ブラジル人の子どもたちはポルトガル語で

教育を受け、学歴を取得する機会に比較的恵まれている。 2 0 0 8 年のリ

ーマンショック前には全国で 1 0 0 校に及んだブラジル人学校はポルト

ガル語で（を）学ぶ有力な選択肢である 9 8 。昨今はブラジルの複数の

通信制大学が日本に拠点を持っており、ブラジル人学校の少なからぬ

卒業者が進学している。集住地にあるブラジル人学校のほか、日本の

学校に就学する者も、あるいはいずれの学校にも就学していない者で

も、ブラジル政府が実施している初等教育および中等教育課程用の卒

業 資 格 認 定 試 験 （ E x a m e  N a c i o n a l  p a r a  C e r t i f i c a ç ã o  d e  

C o m p e t ê n c i a s  d e  J o v e n s  e  A d u l t o s： E N C C E J A ）に合格すれば、ブ

ラジルの学歴を取得することができる 9 9。 E N C C E J A は、もともと貧

 
B r a z i l i a n  A m e r i c a n ” :  T h e  E x p e r i e n c e s  o f  S e c o n d - G e n e r a t i o n  B r a z i l i a n  

A d o l e s c e n t s  P r e s e r v i n g  T h e i r  H e r i t a g e  L a n g u a g e  a n d  R e s i s t i n g  

A s s i m i l a t i o n ” .  I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  o f  M u l t i c u l t u r a l  E d u c a t i o n ,  v o l . 2 4 .  

n o . 2 ,  p p . 1 3 2 - 1 5 6 .  

9 8  ブラジル人学校の研究動向については拝野寿美子（ 2 0 1 6 ） . 「第 4 章第 1 節  ブ

ラジル 人 学校と 文 化接触」 異 文 化間教 育 学会編『 文 化接触に お け る場と し て のダイ

ナミズム 』明石書店 ,  p p . 6 5 - 7 7 . を 参照の こ と 。 日 本 に 多 く存在 す るブラジル 人 学

校に お い て はポル トガル 語 を 子 ど も た ち の第一言 語 、母語 と想定し て実施され る 教

育であるため、本稿では扱わない。  

9 9  1 9 9 9 年から毎年 1 回実施されているこの試験で、日本で何等かの教科に合格し

た者は延べ 8 , 0 0 0 名に上る。この試験はブラジル国外では日本（名古屋、東京）を

含 む 在 外 ブ ラ ジ ル 人 数 が 多 い 国 々 で 受 験 で き る 。 （ ブ ラ ジ ル 教 育 調 査 研 究 所

（ I N E P ） 公 式 サ イ ト 〈 h t t p s : / / w w w . g o v . b r / p t - b r / s e r v i c o s / f a z e r - o - e x a m e -

https://www.gov.br/pt-br/servicos/fazer-o-exame-nacional-para-certificacao-de-competencias-de-jovens-e-adultos
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困などの理由で初等中等教育機関に就学できなかった人々を対象とし

た成人向けの教育プログラムであり、このプログラムが在日ブラジル

人にも適用されているのである。その意味において、 E N C C E J A はブ

ラジル政府による在外ブラジル人向けの補習教育と位置づけることも

可能であろう。このように、ブラジル・ルーツの子どもたちは、制度

上は日本にいながらにしてポルトガル語でブラジルの就学前教育から

高等教育までを修了することができる。  

とはいえ、子どもの教育に関してブラジル人家庭により多く選択さ

れているのは日本の学校であり、ポルトガル語教育については家庭に

任されている実状があるが、ブラジル人集住地では、いくつかの小中

学校や教育支援を目的とする N P O や自治体などの運営による教室等で

ポルトガル語教育が補完されている場合もある 1 0 0。また、限定的では

あるが、外国につながる生徒の母語・継承語を正規の外国語の授業と

して取り入れている高校も見受けられるなど、学齢期の子どもたちの

母語・継承語教育については選択肢が増えつつあるのは先述の通りで

ある。  

学齢期の母語・継承語教育は往々にして「親の意志」によるもので

あるが、子どもたちは成長するに従って、自らの母語・継承語を、進

路選択やキャリアの幅を広げるためのツールとして認識するようにな

る。  

日本で育ったブラジル・ルーツの青年にとっては、ポルトガル語は

家庭内言語である場合が多いため、個人差はあるものの、ポルトガル

語力は意識せずともある程度は親から受け継いでいる資産となってい

る。ポルトガル語を A B C から学びたいというブラジル・ルーツの青年

 
n a c i o n a l - p a r a - c e r t i f i c a c a o - d e - c o m p e t e n c i a s - d e - j o v e n s - e - a d u l t o s  〉

（ 2 0 2 5 年 3 月 1 1 日閲覧）。  

1 0 0  例 え ば 、 愛 知 外 国 に つ な が る 子 ど も の 母 語 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト （ 2 0 1 3 ） .

『 K O T O B A－家庭／コミュニティで 育 て る 子 ど も の母語－』愛知 県地域振興部 国

際課多文化共生推進室 .  

https://www.gov.br/pt-br/servicos/fazer-o-exame-nacional-para-certificacao-de-competencias-de-jovens-e-adultos
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も、筆者が 2 0 0 4 年よりポルトガル語教育に携わってきた経験上、その

多くは全くの初学者より多少なりとも聴解力に優れている（米国の大

学における研究でも同様の報告がある 1 0 1）。  

日本における継承ポルトガル語教育研究としては、継承語が子ども

の自己肯定感を高めたりアイデンティティの形成に役立っていたりす

るとの報告や、ポルトガル語を継承した第二世代が日本の地域社会と

ブラジル人コミュニティを架橋する役割を担っているといった報告が

ある 1 0 2。教室の概要紹介だけでなく、子どもたちのアイデンティティ

も考察されている。神戸周辺に在住するブラジルにルーツを持つ子ど

もたちを対象とした教育支援団体でポルトガル語教育も担う「関西ブ

ラジル人コミュニティ」や 1 0 3、大阪府堺市にある継承ポルトガル語教

室についても複数の研究がなされている 1 0 4。これらの教室では日本の

学校の補習授業も併せて行われていることが多い 1 0 5。日本の継承ポル

トガル語教育研究は、ここ数年の世界的な研究の拡大には追い付いて

 
1 0 1  S a n t o s ,  D . ,  S i l v a ,  G .  ( 2 0 1 5 ) .  “ E x p l o r i n g  P o r t u g u e s e  H e r i t a g e  a n d  

N o n - H e r i t a g e  L e a r n e r s ’  P e r c e p t i o n s  o f  a n d  P e r f o r m a n c e  i n  L i s t e n i n g ” ,  

T h e  C a n a d i a n  J o u r n a l  o f  A p p l i e d  L i n g u i s t i c s ,  1 8 ,  1  ( 2 0 1 5 ) ,  p p . 6 3 - 8 6 .  

1 0 2  H a i n o ,  S .  （ 2 0 1 6 ） “ O  r e c u r s o  l i n g u í s t i c o  d a  s e g u n d a  g e r a ç ã o  d o s  

b r a s i l e i r o s  n a  s o c i e d a d e  j a p o n e s a ” .  I n  M .  R i s n e r ,  L .  G o n ç a l v e z  ( e d s . )  

P o r t u g u e s e  L a n g u a g e  J o u r n a l  1 0 :  2 0 0 6 - 2 0 1 6 ,  v .  2 .  R o o s e v e l t :  B o a v i s t a  

P r e s s ,  p p . 4 1 1 - 4 2 3 .  

1 0 3  N P O 法 人 関 西 ブ ラ ジ ル 人 コ ミ ュ ニ テ ィ 公 式 サ イ ト  ＜ h t t p : / / k o b e -

c b k . s e r v e r - s h a r e d . c o m /＞ ( 2 0 2 5 年 2 月 2 6 日閲覧 )  

1 0 4  S e r r a n o ,  D . ,  S h i b u y a ,  M .  ( 2 0 1 9 )  “ T h e  I d e n t i t y  P e r c e p t i o n  a m o n g  

Y o u n g  J a p a n e s e  B r a z i l i a n s  L i v i n g  i n  J a p a n :  A  C a s e  S t u d y  a b o u t  L e a r n e r s  

o f  P o r t u g u e s e  a s  H e r i t a g e  L a n g u a g e ” ,  B u l l e t i n  o f  N a r a  U n i v e r s i t y  o f  

E d u c a t i o n ,  C u l t u r a l  a n d  S o c i a l  S c i e n c e ,  6 8 ( 1 ) ,  p p . 3 3 - 5 0 .   

1 0 5  こ の 教室に は 、米国ボス ト ン に あ る音楽を通し た継承ポル トガル 語 教室と の交

流プログラムもある。  

http://kobe-cbk.server-shared.com/
http://kobe-cbk.server-shared.com/
http://kobe-cbk.server-shared.com/


 198 

いないが、ブラジル人やポルトガル語話者による研究によって、少し

ずつ進められている。  

欧米に比べ、大学教育に関連する継承ポルトガル語の研究は限定的

である。大学でブラジル・ルーツの学生がポルトガル語を学ぶ動機に

ついては、数名分の簡単な紹介があるほか 1 0 6、このような学生に対し

てブラジル人らしさを求めがちなポルトガル語教員への注意喚起や 1 0 7、

そうした学生を受け持つ教員のとまどいが書かれた報告がある 1 0 8。し

かしながら、欧米の先行研究にみられるような教育内容や語学習得プ

ロセスまでの検討には至っていない。継承ポルトガル語話者の学習状

況の把握や有効なカリキュラム開発は未着手であるため、本研究の知

見が何等かの示唆を与えられる意義は大きい。  

 

３．調査の概要  

本研究の調査は千葉県内の大学に通うブラジル・ルーツの学生４名

を対象に実施したものである。千葉県内の複数の大学や専門学校に通

う外国ルーツの学生を対象に、属性や就学経験、言語使用状況、日本

 
1 0 6  拝野寿美子 （ 2 0 2 4 ） 『継承ポル トガル 語 の世界：地域と つ な が り 異 文 化間を 生

き る力を 育 む 』 .  ナ カニシヤ 出版 .  私立 大 学 の 理系学 部 に 進んだブラジル ・ ル ー ツ

の 学 生 のポル トガル 語 に対す る姿勢に つ い て は 1 事 例 の 研 究 が あ る （拝野寿美子

（ 2 0 1 1 ） 「 在 日 ブ ラ ジ ル 人 第 二 世 代 の ホ ー ム ラ ン ド － 自 ら 選 び と る 「 生 き る 場

所」 」三田 千代子編著『グロ ーバル 化 の中で 生 き る と は―日系ブラジル 人 の 日 本 の

暮らし』上智大学出版 ,  p p . 2 6 5 - 2 9 0 . ）  

1 0 7  D i a s ,  N . ( 2 0 1 7 ) .  “ E n s i n o  d e  p o r t u g u ê s  n o  J a p ã o :  u m  e n c o n t r o  d e  

c u l t u r a s “ .  I n  V a n s e l i ,  J .  C . ,  C h a v e s  I . O . ,  T e i x e i r a ,  H . G .  ( e d s . )   E s t u d o s  

b r a s i l e i r o s  n a  Á s i a .  E d i t o r a  U F V ,  p p . 1 2 5 - 1 4 0 .  

1 0 8  H A I N O ,  S .  ( 2 0 1 9 )  .  “ A  e x p e r i ê n c i a  d e  u m a  p r o f e s s o r a  f a l a n t e  d e  P L E  

c o m  o s  a l u n o s  f a l a n t e s  d e  P L H ” .  I n  M e l o - P f e i f e r ,  S . ,  S i l v a ,  G .  V .  ( o r g . )  

V i d a s  d e  P r o f e s s o r e s  d e  P o r t u g u ê s  L í n g u a  d e  H e r a n ç a ,  I n s t i t u t o  

P o l i t é c n i c o  d e  S a n t a r é m  /  E s c o l a  S u p e r i o r  d e  E d u c a ç ã o ,  p p . 7 5 - 8 1 .  
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における各種情報へのアクセス状況などを尋ねるアンケートに回答を

寄せてくれたなかからこの４名を抽出した 1 0 9。アンケートは 2 0 2 4 年 7

月から 8 月にかけて実施され、インタビューについては 2 0 2 4 年 1 2 月

に千葉県内の大学にある筆者の研究室において、 1 時間程度にわたって

各自別々に筆者が実施した。筆者がアンケートへの回答内容を確認す

る質問から始めたが、その後は話の流れに任せて自由に回答してもら

う半構造化インタビューを用いた。家庭や友人との会話におけるポル

トガル語使用状況、自らが考える言語運用力、就学歴、ブラジル・ル

ーツであることをどのように捉えているのかといったアイデンティテ

ィに関するものなど、話題は多岐にわたった。さらに、大学の専攻を

決めるにあたって重視したものや、将来のキャリア志向にも触れるこ

ととなった。４名のインタビューは録音し文字化し、分析のために文

字化されたデータを精査した。なお、考察にあたっては、事前アンケ

ートの回答も必要に応じて参照する。 2 名（ A さんと B さん）はポルト

ガル語を専攻しており、 2 名（ C さんとＤさん）は英語を中心に学ぶ専

攻に所属している。 5 歳で来日したＣさんを除く 3 名はいずれも日本生

まれである。なお、調査対象の学生の特定を避けるため、氏名、学年、

性別、出身地などについては言及しない。  

 

４ .  調査結果  

学生が大学でポルトガル語を専攻するかどうか、専攻に関わらずポ

ルトガル語にどのような感情を抱き、どのように向き合い、どのよう

に価値づけているのか、そしてポルトガル語を将来どのように使って

いきたいのかを明らかにするためにインタビューを実施した（（１）

ポルトガル語を専攻するかどうかを決めるプロセス）。次に、大学で

 
1 0 9  「 ち ば産学官連携プラット フォー ム 」 共 同 研 究 と し て 2 0 2 4 年 度 に実施し た

「 千 葉 市 に お け る 外 国 ル ー ツ の 学 生 の 生 活 意 識 お よ び 教 育 問 題 に 関 す る 研 究 〜 日 本

人 学 生 ・ 留 学 生 に よ る 教 育 支 援ボラ ン ティア体制等 を通じた 多 文 化 共 生 の ま ち づ く

りに向けて～」（研究代表者：青砥清一（神田外語大学））。  
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継承語教育のプログラムをデザインするにあたって参考にするため、

実際に大学内外でどのようにポルトガル語学習をしているのかを尋ね

た（（２）大学の授業やそれ以外でポルトガル語を学ぶ機会）。  

まずは、（１）について考察したい。データを精査した結果、「ポ

ルトガル語力の自己評価と到達目標」、「周囲のサポート」、「ブラ

ジル へ の帰国経験や生 育 ・就学歴に お け るポル トガル 語使用等 」 、

「ブラジル・ルーツであることに対するアイデンティティ」、「英語

への高い価値づけ」、「将来展望」の６点にまとめることができた。

以下、一つひとつ見ていこう。  

 

（１）ポルトガル語を専攻するかどうかを決めるプロセス  

１）ポルトガル語力の自己評価と到達目標  

データをつぶさに見ていく中で、４名のブラジル・ルーツの学生が

大学で専攻を決めるには、ポルトガル語力の自己評価、ポルトガル語

習得の到達目標が関係していることがわかった。まずはポルトガル語

を専攻したＡさんとＢさんから見ていく。  

Ａさんは、ポルトガル語を専攻したのは自分がブラジル・ルーツで

あることと、ブラジルに住む家族とポルトガル語でコミュニケーショ

ンをとりたいからであると語る。  

 

Ａさん：今まで何回か行ってはいるんですけど、ブラジルに。でも

全然、今までは話したいっていう意思もなくて。何だろう、全然

興味はなかったんですけど。ブラジルには興味があったんです。

ルーツがあるし。でもそこで話せるようになりたいっていうのと、

私、（家族）がブラジルにいるんですけど。（中略）今度行く時

に会おうっていう。  

 

Ａさん：（筆者の、心強いねとの発話に対し）モチベーションにな

ってます。  
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一方のＢさんは、ポルトガル語を専攻した理由を次のように語る。  

 

Ｂさん：自分の中でこの専攻にしようって決めた時に、多少は話せ

るって自覚あったんですけど。あんまり自信がなかったので。何

ていうんだろう、「ファーリャ」（筆者注： f a l h a  ポルトガル語

で「欠損」）してるところを埋められたらなって思ったんですよ

ね。  

筆者：ちょっと欠けてる？それは主に会話っていう感じですか。  

Ｂさん：文法的なやつ。  

 

文法の習得は継承語話者にとって、共通する課題であろう。ポルト

ガル語を流暢に話し熱心に勉学に励んでいるＢさんのポルトガル語の

使用が家庭内に限られていることを知り、大学入学前のポルトガル語

の学習歴を尋ねてみたところ、以下の回答を得た。  

 

Ｂさん：それはもう大学に入ってから初めてやりました。だからそ

れまではもう話すだけ。書くのも全然したことなかったんで。  

 

このように、ＡさんやＢさんがポルトガル語を専攻した理由は、自

らのルーツや親戚とのコミュニケーション願望、そして自らのポルト

ガル語運用力で欠けている力を補いたいという願いであることがわか

った。  

ポルトガル語専攻ではないＣさんの場合はどうだろう。  

 

Ｃさん：（アンケートで「ポルトガル語のほうが得意」と書いてい

た点に関する筆者の質問に対して）そうですね。日本語も全然話

せるけど、ポルトガル語のほうが時々表現しやすいっていうか。

日本語で何て言うんだろうってなっちゃう部分があって。やっぱ、

親とはずっとポルトガル語で話すからかもしれないけど。  
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Ｃさん：いや、自分もポルトガル語話せるのに、ポルトガル語の専

攻入ってもなって思っちゃって。もうずっと自分の中でも（現在

の専攻）って決めてて。落ちたら、また次の年受けようと思って

て。  

 

Ｃさんの回答からは、ポルトガル語はすでに習得しているため、そ

れを敢えて大学で専攻する必要は感じていないことがわかる。Ｄさん

はどうであろうか。  

 

Ｄさん：あいさつは分かります。（ブラジルに）行った時にあいさ

つしなきゃいけないので、それは。日常で使ってるのは、ある程

度分かるかなみたいな感じで。話す内容が長くなってくると、知

ってる単語がないと、何言ってるか、ちょっとまだ推測でしかで

きないなみたいな感じで。単語とか、イエス、ノーとかならでき

るかなっていう感じです。  

 

Ｄさん：（大学で専攻を選ぶにあたって）元々ブラポル（筆者注：

ブラジル・ポルトガル語専攻）行きたかったんですけど、将来的

なことを考えたら英語をもっと磨いて。  

  

このように、４名の学生は自分のポルトガル語力を少なからず考慮

に入れながら、それぞれの目的をもって大学や専攻を選んでいた。も

ちろん、その実現には周囲のサポートが欠かせない。以下では、家族

や高校の教師などが学生たちの進学にどのように関わったのかを見て

いく。  

 

２）周囲のサポート  

大学教育を受けるにはそもそも大学進学が可能である必要がある。

４名の学生のうちＣさんを除き、３名は自ら大学進学を志望していた。

進学にあたって保護者や高校の教師たちのサポートを受けていた。特
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に外国語大学を選んだ理由には自らが外国ルーツであることが少なか

らず影響しており、それを周囲が是認し応援する環境にあったことが

わかった。  

以下、進学校に通っていたＡさんの語りからは大学進学が当然とい

う雰囲気であったことがわかる。  

 

Ａさん：（進学校だったのですね、という筆者の質問に対し）そう

ですね、割と県内では。就職に就く人もほんと少なかったので、

大学に進むのはもう普通というか。違和感なく。  

 

Ａさん： (両親の反応を尋ねた筆者の質問に対し )喜んでました。  

  

家族の全面的な後押しがあったのは、Ｂさんのケースにもあてはま

る。Ｂさんの場合、進学や受験について、必要書類の準備以外は高校

の教師にサポートを求めることはあまりなかった。  

一方、高校の教師が、外国ルーツであることや、複数の語学が堪能

であることなどから生徒が外国語を学ぶために大学に進学することを

推奨したり、サポートをした例もあった。以下は、もともと進学を考

えていなかったＣさんの語りである。  

 

Ｃさん：ずっと大学は行かないっていう考えだったんで、自分は。

で、あんま勉強とかもしてなくて、それは高校 2 年生で。担任の

先生が、 C さん、もったいないよみたいな。せっかく英語、ポル

トガル語、日本語しゃべれるのに、これでそこら辺にぶらぶらし

ててもみたいな言われて。そっから頑張り始めて。  

 

Ｃさん：（高校の先生の進路相談に関する筆者からの質問に対し）

海外行けばみたいな、そういうのが強かったけど、やっぱその時

は、高校も私立だったんで、経済的にちょっと難しくて。それで、

いろいろ大学、日本の大学見せてくれたりとか、そこらへんはた
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くさんアドバイスもらってたんで、よかったです。  

 

Ｃさん：（下宿させてもらって大学に通っているＣさんのご両親に

ついて筆者が尋ねると）感謝しかないですね、まじで。  

 

Ｄさんについても、親が学費などを工面して大学進学を支えてくれ

ていることに感謝の言葉を述べていた。  

 

Ｄさん：（そろそろまたブラジルに渡航しても良い時期では、との

筆者からの質問に対して）この大学でいっぱい頑張ってくださっ

たので。自分でも少し稼がないと。  

 

アンケート結果やインタビューから、この４名はいずれも長子であ

ることがわかった。子どもたちのなかで最初に社会に出ていく長子に

対して、保護者の期待も大きいのであろう。こうして大学に進学した

学生たちは、大学入学までどのようにポルトガル語やブラジル文化に

接してきたのであろうか。  

 

３）ブラジルへの帰国経験や生育・就学歴におけるポルトガル語使用

等  

継承語話者は家庭内や同言語話者のコミュニティ成員との接触頻度、

就学歴などによってその言語話者であるとの自覚を深めていく。ここ

では、４名のそれらの経験を見ていく。なお、４名のなかでブラジル

人学校などポルトガル語を教授言語とする学校に就学した経験のある

学生は見受けられず、いずれも一貫して日本の学校に就学してきた。

まずは帰国歴についての回答を見てみよう。  

 

Ａさん：私が 2～ 3 歳ですかね、の 1 年間、ブラジルに住んでて、向

こうの保育園にも通っていて。日本に戻ってきた時は、ポルトガ

ル語しかしゃべれなかったので。  
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Ｂさん：（ 日 本 生 ま れ？と の筆者 の 質 問 に 対 し ） 日 本 育 ち で す 。

（帰国したのは）旅行で 1 回だけ。 3 歳の時で。数カ月。  

 

Ｃさん：（ 5 歳で来日するまでブラジルで過ごし、 1 0 歳の時に 1 カ

月帰国した経験に関する筆者の質問に対し）あんま覚えてないけ

ど。久しぶりに、そういうおばあちゃんとかおじいちゃんとか会

って、いとことかも会って。楽しかったなって思います。（その

後親戚と S N S でつながっていたりするかという筆者の質問に対し

て）みんなとつながってるけど、別にめっちゃ話すわけではなく

て、普通に。あんま話すこともないし。時差とかあって。  

 

Ｄさん：語学系を選んだ理由は、ちっちゃい、 7 歳ぐらいから 2 年

に 1 回、お母さんと一緒にブラジルに行ってたんですけど。その

時に、自分が全く話せなくて理解もできなくて。ずっと母を通じ

て翻訳してもらう感じでしか会話できてなくて。で、考えが変わ

ったっていうのが。（中略）高校が英語系の学校の学科に通って

て、そこで学んでたおかげで、行った時に、いとことかはとこが

英語で話しかけてくれたら自分も返せて、で、英語でちょっと会

話することができて、自分も、それこそちっちゃい時と比べて成

長して、それなりにポルトガル語も聞いてきたから、少し何言っ

てるのか分かるようになってきて、親同士が話してる会話も単語

が分かれば何となくこんな話してるのかなって分かるようになっ

てきて、いいな、もっと話せるようになりたいなって思って。  

 

このように、４名とも帰国した経験がある。Ｃさんのように S N S を

通じてブラジルの親戚とつながっている場合もあれば、Ｄさんのよう

に言語習得への強い動機付けになっている場合も見受けられる。Ａさ

んについても（１）で見たようにブラジルにいる家族とポルトガル語

でコミュニケーションをとることが、ポルトガル語学習の大きなモチ
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ベーションになっていることがわかる。  

次に、家庭においてどの程度ポルトガル語やブラジル文化に触れて

いるのかを見てみよう。  

Ａさんの場合は、ポルトガル語話者である父親との直接的な会話の

ほか、日本人である母親から言語力の維持を勧められていた。  

 

Ａさん：何か単語、単語は知ってたというか、教えられてた。オブ

リガーダとか、数、ウン、ドイス、トレスとか、ちょっとしたこ

とは知ってたんですけど。でも、（ブラジル人の）お父さんより

も（日本人の）母が、お母さんが焦って、もったいないって言っ

て。お父さんも、週に 1 回はポルトガル語だけしゃべる日とか決

めて、兄弟に話しかけてたりしてました。  

 

Ｂさんは、家で両親と一貫してポルトガル語を使用している。  

 

Ｂさん：（ポルトガル語を話さない妹さんも含めて家族みんなで話

す時は、ご両親はポルトガル語で話しますか、との筆者の質問に

対し）はい。お母さんは 1 0 0％ポル語で。お父さんがフィフティ

ー、フィフティーみたいな。日本語をちょっと混ぜたり、日本語

だけしゃべる時もあったり。  

 

Ｂさん：（ご両親の通訳やったことがあるかとの筆者の質問に対し）

手伝いますね。（そういう役割は）小学校入った時から。（通訳

の経験を尋ねた筆者に対し）やっぱ楽しかったですね。  

  

このように、第二世代によくみられる家庭内での通訳という立場を

Ｂさん、そして以下にみるＣさんも経験してきた。  

 

Ｃさん：（親の通訳とかもしたか、との筆者の質問に対し）。めっ

ちゃしましたね。まだ、 8 歳とかだったけど、一緒に市役所行って、
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自分があんまり分かんないこと、難しい言葉なのに、何で分かん

ないの、何で、学校行ってるでしょみたいに言われて。そういう

のが結構ありました。でも、学校とかだと、静岡の学校は、 1 人は

通訳付いてて。そういう書類とかも全部翻訳してくれたりとかし

て。そこは全然困らなかったんですけど。病院とかは、ちょっと

難しいみたいです。今でも実家にいると、そういうの手続きがい

るの、しないといけないものがあると、一緒に行ったりとかして

ます。  

 

Ｃさん：（大学生になってその経験を振り返るとどうですか、との

筆者の質問に対し）でも結構、自分の役に立ったなって思います。

日本語を覚えるためのとか。分からない言葉あったら、すぐ調べ

ろって言われてたし。そういうのやって、今、日本語話せるよう

になったのかなって思ったりもします。  

 

父親が日本人で全くポルトガル語を解さないＤさんの場合はどうで

あろうか。以下は、筆者が家庭内で日系ブラジル人の母親のポルトガ

ル語使用や家庭料理についてＤさんに尋ねた際の回答である。  

 

Ｄさん：怒ってる時とか。私が学びたいって言った時は、ポルトガ

ル語で話し掛けてくれます。（中略）そもそも、ポルトガル語話

せる人が多分お母さんの周りにいなかったので、だから、日本語

をずっと使って、たまに教えてもらうかなくらいでやってました。  

 

Ｄさん：（家では）普通に普段は日本食ですけど。例えば、バレン

タインとか、誕生日の時は、ブラジルのブリガデイロ（筆者注：

ブラジルでよく作られるチョコレート菓子）。（中略）あと、フ

ェイジョン（筆者注：豆を煮込んだブラジルの日常食）は、ブラ

ジルのスーパーに行って材料を買った時に一緒に作ったりとか。

材料買わないと作れないこと多いんですけど。それでもちょっと
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ブラジルで食べてたコシーニャ（筆者注：コロッケのような軽食）

とか。たまに作ることあります。  

 

濃淡はあるものの４名のいずれもが、ポルトガル語の使用やブラジ

ル文化との接点を持ちながら成長してきたことがわかる。両親ともに

ブラジル人であるＢさんやＣさんについては小学校の時から両親の通

訳を担っており、それがポルトガル語の維持や日本語習得を間接的に

後押してきたようだ。  

このように継承言語文化に触れながら成長した４名はブラジル・ル

ーツであることをどのようにとらえ、それが言語習得・維持にどのよ

うな影響を与えてきたのであろうか。  

 

４）ブラジル・ルーツであることに対するアイデンティティ  

ここで、自身のアイデンティティがポルトガル語と向き合う距離に

どのような影響を与えているのかを見ていく。自己規定と他者規定の

折衝によって選び取られる落ち着きどころがあるようだ。  

Ａさんはブラジルネームを持っており、常にフルネームで名乗って

きた。自らのルーツに対するとまどいはないようだ。  

 

Ａさん：（大学や専攻の進学先を選ぶにあたって）どこに進むかっ

ていうのは、私はルーツがあるから、このポルトガル語に進むっ

ていうのは全然。なんで？みたいなのは言われなかったんですけ

ど。普通でした。  

 

Ａさん：元々は一般受験で、（他大）に新しくできるポルトガル語

専攻を目指そうかなって思ってたんですけど。（中略）京都とか

もあったんですけど。（現在通っている）ブラジルのポルトガル

語っていうところにひかれて。  

 

Ｂさんに大学卒業後もポルトガル語を学び続けたいという動機を尋
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ねた際、以下の回答があった。そこには、家族との絆を大切にしたい

という気持ちも垣間見られる。  

 

Ｂさん：（家でポルトガル語を使っているから、ポルトガル語を学

び続けるのは普通ですね、という筆者の質問に対して）そう。で

もあと、ブラジル人と結婚したいんで。  

Ｂさん：（何故ブラジル人のパートナーを選ぶのかとの筆者の質問

に対して）親と、その、例えば自分の将来の旦那さんが、話、通

じないの嫌だなって。自分もブラジル人の親、見てずっと育って

たんですけど。何かこっちのバイブス（雰囲気）のほうがいいな

って。何かあんまり、例えば嫌なことあって、くよくよしないん

で。何かいっつもうれしそうにして生活してるし。両親仲いいし。  

 

Ｄさんは画一的な日本社会で生きるなかで、ブラジル人とのハーフ

であることを心の拠り所にしていることがうかがえる。  

 

Ｄさん：自分が他の人と全部同じっていうのが嫌で、そのなかでも

あんまり聞かない日系ブラジル人枠っていうこととか、少しそう

いう関係に触れてるっていうのは、自分として何か自分が落ち込

む時に、少しでも元気づけられる。  

 

Ｄさん：ブラジルに行った時にも、いろんな体形の人とかいろんな

ファッションしてる人とかいて。日本に来ると、こういうファッ

ションの人、こういう感じの人みたいな感じ。それこそ細い人み

たいな感じで、もう疲れちゃったなみたいなので。でも行った時

のことを思い出すと、みんな違うし、自分も違うし、いいやって

思えて。そこはすごい助けになってるかなっていうとこもありま

す。  

 

このように、ブラジル・ルーツであることを肯定的に受け入れてい
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る現実が、ポルトガル語に向き合い続ける理由の一つになっているよ

うだ。ただ、ポルトガル語を専攻するかどうかは別である。実は、ポ

ルトガル語をこの大学で専門的に学ぶ場合も専攻しない場合も、英語

に対する高い価値づけがあることがわかった。  

 

５）英語への高い価値づけ  

この大学のポルトガル語専攻は英語とのダブルメジャーである。ダ

ブルメジャーは、ブラジル・ルーツの学生が自身の継承語を専攻とし

て選ぶ際の有力な理由になったことがＢさんの語りからわかった。  

 

筆者：ご家族とかが「ええっ、ポル語できんのに、何でポル語」み

たいな、そういうのはなかったですか。  

Ｂさん：なかったですね。何か「やるんだ、頑張れ」みたいな。そ

れにここってポルトガル語だけじゃなくて、英語も一緒じゃない

ですか。だから「いいんじゃない」みたいな。（筆者の、ダブル

メジャーっていうのが、一つ大きなきっかけになりましたか、と

の質問に対し）はい。  

  

英語を専門的に学ぶＣさんはポルトガル語よりも英語に大きな価値

を見出している。また、英語の学習にポルトガル語が少なからず役に

立ったとも考えている。  

 

Ｃさん：（英語は、いつぐらいから力を入れ始めたのかとの筆者の

質問に対して）小学校の 5 年生ぐらいから、英語のそういう授業

とか始まって、興味持ち始めて、公文入ったんです。公文でちょ

くちょくやって。でも何か飽きちゃって、（中略）だから、自分

で映画見たり。英語で映画見てとか、歌詞とか、好きなアーティ

ストの歌詞を翻訳したりとかして、それで学び始めたかなって思

います。  

筆者：やっぱりそういう時には、ポルトガル語が生きてたりするの
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かしら。  

Ｃさん：そうですね。やっぱ似てるなって思う部分が結構あって。

言葉とか、あとはもう話し方とか。  

 

Ｃさん同様、英語を専門的に学ぶＤさんは高校選びの段階から英語

を重視していた。  

  

Ｄさん：高校も、海外系のほうであれば、プログラムで行ったりす

るっていうのもあるし、そこでいろんな考えも得られるかもしれ

ないし、英語って、学んでおいて損は絶対ないじゃないですか。

だから、普通科で学ぶより、ちょっと興味のある英語やって、そ

こから大学通じてるところがあればいいなっていうのを考えてま

した。  

 

Ｄさん：元々ブラポル（ブラジル・ポルトガル語専攻）行きたかっ

たんですけど、将来的なことを考えたら英語をもっと磨いて。  

 

Ｄさん：ブラジルとかで働くって考えたらいいと思うんですけど、

自分的には、ブラジルだけじゃなくて、他の海外も興味を持って

て、そこで自分にルーツのあるポルトガル語も触れられる環境が

あったらっていうので、第 2 言語とか選べるので。それで、神田

だったら英語を学びながらこっちのポルトガル語とか、それこそ

他の興味持ってる言語も、友達とかも作れば、その時に聞けるか

らいいなと思って。  

 

専攻が異なり、ポルトガル語と英語への重点の置き方も異なるが、

ＢさんもＤさんもポルトガル語と英語のどちらも学べる可能性が広が

ることが、進学する大学をきめる理由になっていたことがわかる。こ

こまでこれまでのポルトガル語との関わりやそれを基礎づけるアイデ

ンティティなどについて見てきた。次項では４名が今後どのようにポ
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ルトガル語に関わろうとしているのかを、将来展望から紐解いていく。  

 

６）将来展望  

今後ポルトガル語にどのように向き合っていくのかを決めるのに大

きくかかわるのが、将来展望である。４名はそれぞれ以下のように回

答してくれた。  

 

筆者：何か将来はとか、そういうところは、何かちょっと考えると

ころはありますか。  

Ａさん：でも、ポルトガル語を生かした職には就きたいなって思っ

てて。でもやっぱり狭いじゃないですか、専門的すぎて。だから、

具体的に何をしたいとかは特に決まってないんですけど。でもや

っぱり 先輩た ち がやっ て る ように 、在外 （派遣員）だっ た り 、

（政府機関で）ポルトガル語圏に行ったりとか、そういうチャン

スがあれば、すごい使いたいなって思ってます。  

 

ポルトガル語を使った仕事ができるならば使いたいという希望を持

つＡさんに対し、Ｂさんは異なる意見を持っている。  

 

筆者：ポルトガル語自体を生かしたいとか、生かすつもりはないで

すとか、そういうのはどんな感じですか。  

Ｂさん：でも、もしポルトガル語使わないといけなかったら使いま

すけど。例えば就職する時に、自分ポルトガル語ができるのでみ

たいな、そういう武器にしようとするつもりはあんまりないです。  

 

英語を使うアルバイトをしているＣさんはどうであろうか。  

 

筆者：何になりたいか。語学を、英語を生かしたいとかいう感じで

すか。  

Ｃさん：英語を、語学を生かせればなって。楽しく働きたいし、そ



 213 

れでお金もらえてみたいな。  

 

Ｃさんはポルトガル語に関する言及はなかったが、自身が大学で集

中的に学んでいる英語を使う仕事に就きたいという強い希望が示され

た。Ｃさんと同様英語を学ぶＤさんついて将来展望を尋ねると、以下

の回答があった。  

 

Ｄさん：これしたいからここ（大学）に入るってよりかは、それを

見つけたいから入るみたいな感じで来てて。その中で、選択肢と

して日本語の教師はいいなって。  

 

日本語教師という職業については、ＡさんとＢさんも選択肢として

持っている。前述の政府機関からポルトガル語圏への派遣、という話

になった際に筆者がＡさんに「日本語教師の資格もあったら良いです

ね」と提案した際、以下の応答となった。  

 

Ａさん：今、授業、履修してます。  

筆者：ほんと？日本語教員養成講座？  

Ａさん：そうです。  

  

どこで誰を対象に教師をしたいという具体的なプランがあるわけで

はないが、資格として持っておきたいそうだ。これはＢさんにも当て

はまる。  

 

Ｂさん：でも、まず大学出るじゃないですか。で、ポルトガル語と

英語だけで卒業しましたよっていうのと、あと、日本語の教師の

こういうのも終わらせましたよっていうのが欲しくて取ってるの

と。あと普通に、日本語ちょっと分かりたいな。  

筆者：日本語教師用の日本語を分かるっていうのと、普通にこうや

って過ごす日本語と、勉強になってる？なってるんでしょうけど。  
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Ｂさん：なってますね、一応は。  

 

ちなみにＤさんは、興味はあるがまだ日本語教員養成講座の履修は

始めていない。しかしながら、以下のような展望を語ってくれた。  

    

Ｄさん：（大学の）パンフレットに、日本語教員課程みたいなのが

あって。入る前はいいな、取ってみたいなって思ってたんですけ

ど、ちょっと入ってから授業の取り方とか分かんなくて、結局受

けてないんですけど。日本語の先生になるっていうのは、英語を

学んでいれば英語の人にもできるし、ポルトガル語が分かるよう

になればブラジルとかの子たちに教えられるなっていうので、教

師にならなくても日本語を教えるっていう経験ができれば、少し

は分かるようになるかなみたいなので、いいなとは思ってました。  

 

このように、日本語教師という職業を考える際も自身がブラジル・

ルーツであることに関連付けている点が興味深い。  

次に、大学で継承語教育プログラムをデザインするにあたって参考

とするため、大学内外でのポルトガル語学習について尋ねた結果を提

示する。  

 

（２）大学の授業やそれ以外でポルトガル語を学ぶ機会  

学生が就学している大学には、ポルトガル語を専攻するかどうかに

かかわらず、ポルトガル語を使用したり学習したりする機会がある。

そのような機会を利用しているかどうか、また学外でも学習の機会が

あるのかどうか尋ねたところ、以下のような回答を得た。大学の授業、

言語学習交換プログラム、大学外での学習、同じルーツの学生との交

流の４点に分けて見ていく。  

 

１）授業  

まずは専攻の授業に関してＡさんの語りを見ていこう。  
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筆者：今、どうですか、ポルトガル語。  

Ａさん：楽しいです。だんだん分かるようになってきて。ネイティ

ブの先生とかと話してる時も、いったん日本語に頭の中で直して、

と か じゃな く て 、もうす っ て入っ て来る ように な る の が 、だんだ

ん分かってきて、それが楽しいです。  

 

同じく専攻で学んでいるＢさんは以下のように回答している。聴解

力に自信をつけているＡさんの回答とは異なり、文法で苦労している

様子がわかる。  

 

筆者：文法とかやってて、どうでしたか。  

Ｂさん：つらかったです。  

筆者：そう？  何か発見とかがあるんじゃない。どうなんだろう。  

Ｂさん：そう、発見もたくさんあったんですけど。その活用とかと、

ル ー ル 、 結構厳し い じゃな い で す 。もう、 「 え っ 」 、みた い な 。

傷つきました。  

筆者：傷つくんだ。逆に何でも通じちゃいますよっていうのは知っ

てるから、余計そうなのかもしれないよね。これじゃなくたって、

他で十分通じるんですけどっていうところも。  

Ｂさん：そう、もう全然あります。  

 

ポルトガル語の専攻ではない学生はどうであろうか。この大学には

専攻外の教員にもポルトガル語話者がおり、ブラジル人留学生も参加

す る 言 語 学 習交換プログラ ム （ L a n g u a g e  P a r t n e r  P r o g r a m 、以下

L P P ）がある。ＣさんやＤさんはこのプログラムに参加してポルトガ

ル語を学んだ経験がある。ポルトガル語を専攻しているＡさんやＢさ

んも L P P に参加したことがあるそうだ。  

 

２）言語学習交換プログラム  
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Ｃさんは、日本語よりもポルトガル語を得意としているため、 L P P

が 1 対 1 ではなく初学者も入っていたことにより、物足りなさを感じ

たようだ。それよりも留学生との交流が刺激になっていたことがわか

る。  

 

Ｃさん：そう。何かワークショップみたいのがあって。多分ポル語

の生徒たちが集まってて。それにちょっと行ったけど、思ってた

より、そんな別にポルトガル語話せなかったから、ああ、いいや

って思っちゃって、 1 回でやめちゃいました。  

筆者：ポルトガル語をよく話せない学生が行くとこるだから、レベ

ルがちょっとね。  

Ｃさん：自分的に楽しくなくって。去年の留学生と結構仲良くって、

ブラジル人たち。  

 

Ｄさんも L P P に参加した経験があった。Ｄさんは継続的に参加して

いる様子がわかる。  

 

Ｄさん：ラーニングコミュニティーのポルトガル語のほうは、一応

入ってて。ちょっと最近はまだ、いつやってるか分かんなくて行

ってないんですけど。最初のほうは、一緒に行ってました。 L P P

は、 3 、 4 回やりました。  

 

では、大学外での学習はどうであろうか。 L P P は参加や出入り自由

のプログラムである。無理に続けるものでもなく、時間が調整できれ

ば希望者はだれでも参加できる緩やかさがある。  

 

３）大学外での学習  

ここではポルトガル語を専攻していないＣさんとＤさんについて見

ていく。まずは、ポルトガル語が得意であるというＣさんの語りであ

る。読むことには関心があるが、文法学習の必要性は感じていない。  
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筆者：ポル語は、自分で勉強してたりするんですか。  

Ｃさん：しないですね。  

筆者：本読んだりとか、新聞読んだりとか。  

Ｃさん：本は、何冊か読んだことあるけど、ブラジルの本。でも、

めっちゃ自分で文法勉強したりとかはないです。  

 

L P P に複数回参加したというＤさんはどうであろうか。  

 

筆者：コミュニケーションをとる場面で使う以外に、何か勉強した

ことはありますか。  

Ｄさん：あります。話せるようになりたいなって思って、お母さん

とかお父さんに、本。旅行の時に役立つポルトガル語、、とかそ

ういうのを 2 冊くらい買ってもらったんですけど、やっぱり、 1 人

だと分かんないっていうのもあるし、自分の学びの特徴っていう

か、書いてとかより、会話して、自分、頭に入ってくるタイプな

ので、本とかだと、どうしても見たら理解できるけど、実際に使

うのだと覚え切れてないなっていうので、その本使って、これっ

てこういう意味で合ってるみたいな感じで軽く勉強して。  

 

Ｄさん：ほんとは、小さいころに言語って教えてもらってたほうが

入りやすいって言うじゃないですか。けど、それがなかったので、

全く分かんない状態で今きてて、少しじゃあやろうかってなって、

単語書いたりとか、ちょっと筆記のとかやったりしたんですけど、

あんまりうまくいってなくて、最近は、親が電話で家族と話して

る時に、これ、こういうこと言ってるので合ってる？っていうの

で、その言ってた内容、知ってる単語と知らない単語、ちょっと

分解してみて、これはこういう意味だよね、じゃ、これ、こうい

う意味？とか。これ、どういう意味っていう感じで、聞いた内容

から分解して教えてもらうみたいな感じで最近やってたら、少し



 218 

分かるようになってきたみたいな。  

 

このように積極的にポルトガル語に向き合うＤさんは、同じルーツ

の学生との交流にも興味を抱いている。  

 

４）同じルーツの学生との交流  

Ｄさんに、同じルーツの学生との交流に興味があるかを尋ねてみた。  

 

Ｄさん：日系ブラジル人のハーフの子はいるんですか、他に自分以

外に。  

筆者：いるよ。だって基本、ブラジルから日本に出稼ぎに来られる

人は、日系人だから。日系人とその家族、配偶者。その日系人の

配偶者自身は、非日系。日系じゃなくてもいいんだけど。でも、

必ずこの日系人の配偶者がいないと来られないから。非日系の人

だけが日本に働きに来るっていうのは、普通、あんまり一般的じ

ゃないの。もちろん、サッカー選手とかは別だよ。それ、全然別

のビザで来るので。  

Ｄさん：知らなかったです。  

筆者：ほんとに 2 0 万人いるからさ、日本に。  

Ｄさん：あんまり自分の周りで見たことがなくて。案外、あんまり

いても 1 人、 2 人くらいなのかなって、びっくりしました。  

筆者：だから、ブラポル専攻も、毎年 1 人か 2 人は入ってるんです

けど。  

Ｄさん：いつか話してみたいです。  

筆者：ぜひ、話してみてください。多分、経験してることが全然違

うと思うよ 。 私 は こ こ で何人 目 か なんだけど、みんな違うの で 。

元々住んで た所も違うし 、 そ れ こ そ 、ブラジル 人 が た くさん住ん

で る所か ら 大 学 に来て る 子もい る し 、 一 人暮ら し し て 。 そういう

子はまた経験が違うから。でも、あるあるっていうのは、きっと、

お母さんよ く そ れ 言う。うんうんみた い な 。 あ る と思うよね。 い
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つもお母さんそれ作るよねとか。  

Ｄさん：あるかもしれない。  

 

アンケート結果にもあるように、この大学にはブラジルを含め外国

ルーツを持つ学生が一定数いる。継承語話者のコミュニティ作りは大

学における居場所づくりや、新たな学びの場の創造につながる可能性

がある。  

 

以上、４名の学生のポルトガル語への向き合い方を様々な角度から

見て来た。自身が考えるポルトガル語運用力やアイデンティティ、将

来展望や英語への高い価値づけなどによって専攻を選んでいる様子が

明らかとなった。また、４名は専攻する言語は異なるものの、それぞ

れが継承ポルトガル語話者としての自分を肯定的に捉え、ポルトガル

語の使用や学習に前向きに挑戦していることもわかった。  

 

５．考察  

調査結果から、個人の認識するポルトガル語力や英語への価値づけ

によってポルトガル語を本格的に学ぶ、学ばないという選択はあるも

のの、会話を楽しむプログラムを通してブラジル人留学生、ブラジル

人教師、同じルーツを持つ学生との交流には興味を持っていることが

わかった。そのような緩やかな学びの場は、継承ポルトガル語話者が

ポルトガル語につながり続けるために一定の効果を持っている。  

上記から、継承語話者に向けた教育プログラムについても、いくつ

かの示唆を得ることができた。第一に、高い継承語運用力を持つ者に

とっては、初学者と一緒の学びでは物足りず、かえって学習の継続が

難しくなる可能性がある点である。第二に、家庭や親戚と口頭でコミ

ュニケーションをとってきている場合、文法の学習に興味が持てず、

学習の必要性に疑問を抱いたり、敬遠されたりする可能性が挙げられ

る。それを踏まえた第三点として挙げられるのは、会話やコミュニケ

ーション力を磨くために、留学生やネイティブ教師との交流が有効と
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思われる点である。その他、英語の習得は誰もが目指すものであるこ

とが改めて浮き彫りになった。継承語を専攻語として学びたいという

学生にもダブルメジャーとして充実した英語教育を実施することが、

社会でマイノリティ言語である場合が多い継承語を本格的に学習する

ための有効な入口になっていることがわかった。  

以上の通り本研究によって、継承語話者向けの教育プログラムを検

討する上で、学生のどのような力を伸ばし、どのような学びを目指す

のかを考えるための重要な視点を得ることができた。  

教育プログラムと並行して、継承語話者をつなげる仕組みも必要で

あろう。言語学習はもちろんのこと、これまで日本社会において外国

ルーツであることで経験してきた様々な疑問や生きづらさを共有した

り、言語文化への向き合いかたなどを相互参照できたりする機会は貴

重である。学生が自発的にこのようなネットワークを作れるようサポ

ートするのも大学の教育活動の一環であろう。  

 

６．むすびにかえて  

継承語の運用力は在留国の主流言語や英語とのパワーバランスのな

かでせめぎ合い、時間の経過や世代交代により失われていく可能性が

高い。しかし、継承語は外国語ではない。継承語の運用力はついてい

なかったとしても、文化的なつながりやルーツへの肯定的なアイデン

ティティを保つことで言語維持（習得）への意欲が生まれ、年齢に関

わらず生涯にわたって学習することができる。そのような人々に対し

ても開かれた大学教育が望まれる。  
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インタビュー調査結果の報告と考察 

―日中文化の相違と多文化共生への道を探る― 

 

                      花澤聖子 1 1 0  

 

要旨  

「千葉市における外国ルーツの学生の生活意識調査及び問題に関する研究」

を実施するにあたり、その中で行われた外国にルーツを持つ学生を対象とし

たアンケート調査の回答者 4 6 名のうち、協力を得られた 3 名の中国にルー

ツを持つ学生にインタビュー調査を実施した。インタビューの目的は、中国

にルーツを持つ学生が日本の学校に転入当初、どのような困難と遭遇したの

か、また来日以降、学校生活も含めて日本で生活する中でどのようなことに

違和感を覚えたのか、日本人と親しい人間関係を築く上でどのような難しさ

を感じたのかをまず明らかにし、更に彼らの親たちはわが子に伝統的な自文

化をどのように伝承しようとしているのかを調査することである。本報告は、

その調査結果を考察しまとめたものであり、日中文化の相違が生み出す違和

感 と の 葛 藤 と そ の 克 服 の 在 り 方 か ら 多 文 化 共 生 の 道 を 探 っ て い る 。  

 

１．はじめに 

この度、「千葉市における外国ルーツの学生の生活意識調査及び問

題に関する研究」を実施するにあたり、その中で外国にルーツを持つ

学生を対象としたアンケート調査が行われた。回答者 4 6 名のうち、中

国からの来日者が 1 1 名と最も多く二番目がフィリピンの 6 名、三番目

がブラジルの 5 名である。 

筆者の研究領域は中国地域研究であるため、中国をルーツとする学

生のうち、 3 名の学生の協力を得てインタビュー調査を行った。 

 
1 1 0  神田外語大学  外国語学部  アジア言語学科  教授  
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異文化摩擦と多文化共生は筆者の研究領域に含まれるキーワードで

あり、インタビュー調査では、中国にルーツを持つ学生が来日以降、

学校生活も含めて日本で生活する中でどのような違和感を覚えたのか、

どのような文化摩擦を体験したのかを探ると同時にそうした文化の違

いによる違和感、摩擦をどのように捉えどのように対処しようとした

のかをまとめ、報告したいと考えている。 

本調査報告では、まず各インタビュー対象者の基本情報をアンケー

ト調査に基づき把握した上で、特に転入当初の状況と「外国にルーツ

が あ る こ と に よ り 自 分 のやり た い こ と などで壁を感じ る こ と が あ る

か」、「外国にルーツがあるために日本人と親しい人間関係を築くの

が難しいと感じたことはあるか」、親は子にどのような形で中国の伝

統文化を伝えようとしているのかに着目し、重点を置いてインタビュ

ーを進めた結果を考察し、最後に「まとめ」において日本で生活する

中で彼らはどのような異文化摩擦を体験しているのか、それをどのよ

うに捉え、どのように克服しようとしたか、移住は「文化の伝承」に

どのような影響を与えるかについて明らかにし、多文化共生の道を探

る。 

 

２．  インタビュー対象者の基本情報 

 インタビュー対象者 3 名の学生を B F、 X L、 R T と仮称することにす

る。 

 

２．１  B F の基本情報 

・ B F は , 1 2 歳の時に中国の小学校を終えて両親と妹の 4 人で中国の

福建省から来日した。 

・日本の千葉県船橋市の公立中学校に 1 年次から転入した。 

・国籍は中国。家で話す言葉は中国語で、最も得意な言葉も中国語

だが、大学 3 年生の現在、日本語もよくできるのでバイリンガル

だと自認する 

・父親はかつて妻子を故郷に置いて日本に出稼ぎに長期間来ていた
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ため、日本の習慣を理解しており、助かったと B F は述べている。 

・「親が日本語ができなくて今まで日本の学校で困ったことはある

か」という質問に対し、「はい」と答え、母親が日本語ができず、

他の人が何を言っているのか分からず困ったという。 

   

２．２  X L の基本情報 

・ X L の国籍は中国で大連市出身。 1 0 歳の時に来日し、埼玉県熊谷

市の公立小学校に 5 年生の終り頃に転入した。 

・両親が生後 6 か月の X L を母方の祖父母に託して親戚のいる北九州

市へ出稼ぎに行ったため、 X L は 1 0 歳まで祖父母に育てられた 1 1 1。 

・両親は中国に１年に 1 度帰ってくるかどうかだった。 

・ X L は一人っ子だが、日本にいる両親とビデオ通話ができたことと

自分と同じような子供も多かったこともあり、特にこうした生活

に違和感はなかったという。 

・その後、 X L の両親は親戚のいる埼玉県に移り住み、この時に 1 0

歳になった X L を日本に呼び寄せた。 

・ X L は日本のアニメが好きで、親の住む日本に好奇心を持ってわく

わくした気持ちでやって来た。 

・現在最も得意な言葉は中国語で、日本語もよくできる。 

・親の母語が自分の母語だと思うかという質問に対しては、「分か

らない」と回答。その理由は自分は 1 0 歳で来日し中国に 1 0 年、

日本に 1 0 年と半々に住んでいるからだと答えている。 

・中学生になると書類関係や翻訳、予約やお問い合わせの電話対応

など親を助けられる状態まで日本語力は付いていた。 

   

２．３  R T の基本情報 

・  R T の国籍は日本。父親が中国人で母親が日本人のハーフである。 

・  姓は父親と母親の姓から一文字ずつ取って新たな姓を作ったのだ

 
1 1 1  このような児童を中国では「留守児童」と呼ぶ。  
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という。姓名を見ると日本人名である。 

・  R T は 1 歳未満で両親と兄、父方の祖父母と山東省青島市から来日

したが、中国語教育のために 5、 6 歳の時に父方の祖父母と共に中

国に戻り、 8 歳の時に再び日本にやってきて、東京都北区の公立

小学校に 2 年生の時に転入した。 

・  最も得意な言葉は「中国語」と回答し、中国語を母語であると思

っているが、「日本語以外の親の言葉と日本語のうち、どちらの

方が慣れていますか」という問いには日本語と回答している。 

・  母親が日本人ということもあってか、日本語で難しいと思うこと

は現在「特にない」と回答している。 

・  高校はカナダに留学しカナダの高校を卒業して帰国し、大学を受

験して日本の大学生となった。 

     

３．  インタビュー調査結果の考察 

３．１  転入当初に留意すべきことについて 

３．１．１  コミュニケーションツールとしての英語の活用  

X L は小学校 5 年生の終りの頃、 B F は中学校１年生の時に日本にやっ

てきて、それぞれ小学校と中学校に転入した。 

X L と B F へのインタビュー調査からわかることは転入生が転入当初

日本語ができない場合でも、転入生が小学校の高学年以上の生徒であ

れば、英語が取りあえず共通のコミュニケーションツールになるとい

うことである。 

日中共に小学校の 3 年生から英語教育が始まっているからである。

中国では地域によっては 1 年生から英語教育が導入されている。 B F は

小さいころから英会話を習っていたこともあり、転入の際の自己紹介

を英語で行っている。それがきっかけとなったのか、クラスメイトも

片言の英語でジェスチャー交じりで B F に話しかけてくれたという。 X L

も拙い英語ではあるが、ジェスチャー交じりでクラスメイトと交流し

たと語っている。 

英語による転入生と日本人のクラスメイトとの意思疎通は、日本人
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の生徒にとって教室が英会話の実践の場になると同時に、彼らの英語

学習へのモチベーションにもつながることが期待できる。 

転入当初において転入生が日本語によるコミュニケーションが全く

取れない時に、担任の教員が転入生にもクラスの生徒にも英語による

コミュニケーションを推奨することで、転入生と在校生の交流を進め

る一助とすることが期待できるのではないだろうか。 

 

３．１．２  転入生の日本語レベルと転入の学年について 

R T は小学校 2 年生の時に転入したのだが、国籍は日本で父親は中国

人だが、母親は日本人であり姓名は日本人名であるために、学校サイ

ドでは R T の日本語力には疑問を持たなかった可能性が考えられる。し

かし、 R T の経歴は複雑であり、中国で生まれ、 1 歳未満で来日し、5、

6 歳まで日本に滞在し、その後中国語教育のために父方の祖父母と共に

中国に戻り、 8 歳でまた日本にやって来て 2 年生に転入した。そのため

に年齢に相応する日本語力を持っていなかった。その年齢にしては拙

い日本語に、「やっぱこいつは中国人だ」というレッテルが貼られ、

R T は転入後すぐにいじめを受けることになる。 

X L は 1 0 歳で日本語が全くできない状態で来日するが、インタビュ

ーで、以下の様に述べている。 

 

「最初は結構大変でした。もう 1 年遅れとかじゃなく普通に

そのままその年相応の学年に、普通に日本人しかいない小学

校に転入したので、結構最初は言葉通じなかったですね。」 

 

当事者の希望があれば 1 学年遅らせるなど柔軟な対応が取れるよう

に相談し易い雰囲気が学校にあることが望まれる。 

 

３．１．３  日本語教室の効用  

学校で開かれる日本語教室は、外国にルーツを持つ生徒の日本語力

を強化することはもとより、授業で分からないところがあれば聞くこ
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とができるという安心感にもつながっている。 

また、ルーツを同じくする生徒同士の出会いの場となり、中国の学

校とは異なる日本の学校のルールを教えてもらうなど、情報収集や情

報交換の場ともなっており、 B F は助けになったと語っている。 

 B F の日本語の先生は B F によると市役所から派遣されてきた先生で

あり、コロナの時期は中断されていたものの自分の教え子を年 1 回集

めてパーティーをするなど、楽しい時間を彼らに提供している。こう

した日本語教師の企画は、彼らの日本での生活を心豊かなものとして

いる。 

 R T のケースでは、母親が日本人であり、 R T の日本語力を高めるため

に母親が熱心に教えたためか、 R T は小学校の日本語教室の存在には全

く触れていない。 X L も日本語教室には触れていない。 

 2 0 2 4 年 6 月末において在留中国人は、 8 4 4 , 1 8 7 人で、在留外国人

全体の 2 3 . 5％を占めている 1 1 2。 3 , 5 8 8 , 9 5 6 人の在留外国人の内、家

族滞在者は 2 8 3 , 2 0 4 人で、前年と比べて 6 . 5％増である 1 1 3。これらの

数字から今後も在留中国人で、家族滞在者は増えていくことが予想さ

れる。 

小学校の中学年以下での転入の場合は、高学年の場合と異なり、英

語という共通のコミュニケーションツールがないため、優先的に日本

語教室を設置し、転入者に日々寄り添った支援が転入当初、できれば

転入以前に必要であり、その期間についても専門家による検討が必要

なのではないだろうか。 

 

 

 
1 1 2   出 入 国 在 留 管 理 庁 「 令 和 6 年 6 月 末 現 在 に お け る 在 留 外 国 人 数 に つ い て 」

（ 2 0 2 4 年 1 0 月 1 8 日）  

h t t p s : / / w w w . m o j . g o . j p / i s a / p u b l i c a t i o n s / p r e s s / 1 3 _ 0 0 0 4 7 . h t m l （ 2 0 2 5 年 2

月 2 5 日閲覧）  

1 1 3   同上  

https://www.moj.go.jp/isa/publications/press/13_00047.html
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３．１．４  文化的相違への事前の配慮の必要性  

言語的配慮以外に「文化的配慮」も忘れてはならないということに、

R T とのインタビューで気付かされた。授業内での生徒の行動様式も日

中間では違いがあるからだ。 

R T はまだ 8 才であり、授業の際に発言したい時の手の挙げ方など自

分が中国で習慣的に行ってきたことはどこでも通用する当たり前なこ

とと思っていたために、日本の教室でもそのまま中国式で行った。し

かし、中国と日本では手の挙げ方も発言の時の仕方も違う。  

日本では授業で手を挙げる際に、手のひらを先生に向けた状態で腕

を上に伸ばすが、中国では手のひらを内側に向けた状態で肘を曲げ、

手を肩の高さまで上げる方式が多い。また発言する時は必ず立ち上が

って発言するのが決まりだ。  

いじめの原因の一つに「中国人だ」というのがあったと R T は振り返

っているが、こうした手の挙げ方や立ち上がって発言する仕方も日本

の生徒には奇異だったに違いない。このことも、 R T を「やっぱり中国

人だ」と思わせることになったと言える。 

R T が転入する前に、こうした教室での日常的な日本の習慣を前もっ

て教わっていれば、よりクラスに馴染みやすくなったと言えるだろう。

こうした「習慣」に対する文化的配慮も転入生に対して必要である。  

 

３．２  外国にルーツがあることで感じる壁  

3 名のインタビュー対象者のうち、 B F と R T が「外国にルーツがある

ことにより、自分がやりたいことに壁を感じることがありますか」と

いう質問に対し、「はい」と答え、 X L が「いいえ」と回答している。 

  

３．２．１  言葉の壁  

B F は転入してまもなく、体育の時間にバスケットで足をねんざした。

先生が一緒に病院に行ってくれたのだが、自分が日本語を話せないた

めに怪我した時の状況や足の痛み具合を説明できず、先生が代わりに

説明してくれたものの正しくは伝わっていないと思い不安だったと言
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う。 

B F が「壁」と感じたのは「言葉の壁」と言える。 

 

３．２．２  国籍・国のイメージによって作られる壁  

 R T は、「こいつは中国人だ」ということでいじめられた。しかし実

際には R T の国籍は日本である。いじめにより、 R T は「普通の小学校

生活が送りたいと思っても、国籍、国っていうのが理由で、送れない」

という時期があったと語った。 

 なぜ中国人だといじめられるのだろうか。 

 R T は日本では中国に対するイメージが悪く、中国人は「モラルがな

い」と思っている人が多いという。確かにネット上でも中国人のマナ

ーの悪さなどを伝えるサイトが数えきれないほどある。 

 言論 N P O の 2 0 2 4 年の日中世論調査 1 1 4によると日本で中国に良くな

い印象を持つ日本人は、 8 9 . 0％、中国で日本に「良くない」印象を持

つ中国人は 8 7 . 7％となっている。 

 メディアやネットでは日中双方のいい面より良くない面に偏った情

報が多い。日中双方の相手国に対する情報発信の在り方が問われると

ころだ。 

 

３．２．３  「転校生」の壁  

R T はいじめられた原因について、「転校生」ということも関係して

いると考えている。 R T は日本で小学校、中学校を卒業した後、カナダ

に留学するが、日本と中国、カナダの社会を比較して日本社会の人付

き合いにおける閉鎖的体質について以下のように語った。 

   

 
1 1 4  日経新聞「中国の対日感情 ､ 尖閣国有化時並みに悪化  日中世論調査」 2 0 2 4 年

1 2 月 2 日  

h t t p s : / / w w w . n i k k e i . c o m / a r t i c l e / D G X Z Q O U A 0 1 3 M H 0 R 0 1 C 2 4 A 2 0 0 0 0 0 0 / ?

m s o c k i d = 1 0 5 6 0 4 b 9 7 7 e d 6 a d e 0 d 1 e 0 8 5 6 7 6 9 1 6 b 7 3 （ 2 0 2 5 年 2 月 2 0 日閲覧）  
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「日本は身内だけで集まって何かするっていう文化が、自分

の中ではあると思ってるんですけども、やっぱりカナダとか

中国は、ご近所さんも一緒に、例えばハロウィーンだったら

みんなでお菓子をもらいに行ったり、中国だったら春節とか、

料理をみんなで分けるとか、そういう文化があると思うんで

すけど、やっぱ日本は、家族は家族、友達のグループだった

ら友達のグループ、第三者はあんまり関わりたくないなって

いうのがあると思うんで、そこはやっぱり自分の中だとやり

づらいなっていう・・・」  

 

 つまり、小学校 2 年生になって、すでに出来上がっている仲良しグ

ループは、皆閉じられており、「転校生」を受け入れようとしなかっ

たと感じているのである。 

 

３．２．４  教室における行動様式の相違（「文化の壁」）  

「３．１．４  文化的相違への事前の配慮の必要性」ですでに指摘

したが、中国と日本では授業の際の手の挙げ方、指名され発言する際

は必ず起立して発言するなど行動様式の違いも場合によってはいじめ

の要因になることもあるのである。こうした習慣的な行動様式も文化

を構成する要素であり、「文化の壁」と捉えることができる。  

 

３．３  日中文化の相違による違和感  

３．３．１  出会いの際の挨拶の仕方 1 1 5の相違による違和感  

 中国と日本では挨拶の仕方がかなり違う。中国では出会ったときに

相手と自分の関係において相手に対してとっさに思ったことを言葉に

するのが習慣だ。  

インタビューで挨拶の仕方について違和感がないか尋ねると B F から

「いや、最初は全く慣れなかったですね」という言葉が返ってきた。 

 
1 1 5  花澤聖子 ( 2 0 0 5 ) 『中国語の生活会話』．白水社．  
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B F は友達同士や先生に対する「おはよう」、「おはようございます」

という紋切り型の挨拶は、「言うほうが違和感がある」と語った。 B F

にとって「おはよう」というのは「なんか心から準備をしないと言え

ない」というのだ。それでは中国では友達同士でどのような挨拶をす

るのか具体的に語ってもらった。   

朝会った時は、「昨日のテレビどうだった」というような調子で友

達に出会った時に相手との関係性で思ったことを言えばそれが挨拶と

なるのである。「ご飯食べたの」、「もう帰るの」とか、久し振りで

あれば「久し振りだね」といった調子である。  

 「ニーハオ（你好）」は日本では誰もが知っている中国語の挨拶言

葉だが、実際は「こんにちは＝ニーハオ（你好）」ではない。「ニー

ハオ」の含意は「初めまして」に近く、初対面の時に使われることが

多い。  

大学には多くの中国から来た留学生がいるが、前日に「ニーハオ」

と言って自己紹介などをして知り合った日本人学生から翌日廊下で出

会った時に「ニーハオ」と言われると、「えっ、もう知り合いなのに

…」と次の言葉が出てこないほどだとある留学生は語っていた。  

 挨拶は人と人とのつながりを作ったり、関係性を深めたりするのに

大切な言語活動なのだが、文化によって挨拶の仕方が異なるために正

しく使わないと挨拶の持つプラスの機能は発揮できないことになって

しまう。むしろマイナスになることも考えられる。  

 

３．３．２  謝罪の仕方 1 1 6の相違による違和感  

 謝罪の仕方も日本と中国では相違がある。  

 友人関係に限定して考えると、謝らなくてはいけない場面において

日本ではまず「ごめんね」といった謝罪の定型表現を使って謝る。し

かし中国では、このような習慣はなく、謝るような事態になぜなった

か説明することが多い。  

 
1 1 6  相原茂（ 2 0 0 7）『感謝と謝罪』．講談社．  
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 例えば、友達との待ち合わせに遅れた場合は、日本ではまず「ご

めんね」と謝った後に「遅れちゃって」と言うことが多いだろう。そ

れに対し、中国式だと「ごめんね」という定型表現は使わずに、「寝

坊しちゃった」とか、「道が混んでたんだよ」いうように遅れた理由

を説明することが多い。友達同士であれば、そもそも遅れてもそんな

に気にしない。日本の場合、こうした謝罪の仕方は「言い訳」と捉え

られ、心理的にいい効果は期待できない。むしろマイナスになる可能

性が高い。  

B F は「あなたが外国にルーツがあるために日本人と親しい人間関係

を築くのが難しいと感じたことはありますか」という質問に対し「は

い」と答えている。そこでその点について具体的に語ってもらった。 

   

「日本人だと友達同士でも謝るのは大事じゃないですか。で、

中国人にとっては謝ったりするのはあんまり好きじゃないん

で、そこに結構僕的には違和感を感じるんですね。……細か

いところまでいちいち言うのはあんまり好きじゃないんで。

でも言ってるんですけど、言ってるとなんか距離感を感じて

しまうんです。」  

 

日本人だと友達同士でもすぐ謝るが、中国では「仲がいいのであれ

ば、友達なら、いちいち謝罪の言葉をいう必要はない」と考える。日

本の謝罪の仕方に B F は強い「違和感」を抱いており、日本の習慣だと

知っているからこそ、日本式に合わせて謝っているのだが、そのこと

によって友達との間に「距離感を覚える」ことになってしまうと言う。 

R T は謝罪の仕方について一般的に「日本はまず謝罪から入る。何か、

仮に自分が悪くなくても物事を複雑にしたくないっていうか、トラブ

ルを起こしたくないから、自分の謝罪で収まるなら自分が謝罪するっ

ていう。でも中国だとそうはいかない」というのだ。中国社会では、

謝罪するということは重い言語行為であり、責任が伴う覚悟を持って

なされる行為なのである。 
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R T は謝罪が必要な場合であれば、自分は「やはり言い訳から入る」

と思うと語っていた。 

 

３．３．３  感謝の仕方の相違 1 1 7による違和感  

中国社会では、親密感を持つ人間関係、すなわち家族や親族、親友

や友達、知人などの間柄において、その親密感に応じた相互扶助（互

恵）の在り方があり、互いに助け合うのは当たり前のことであるとさ

れている。人間関係は継続するので、何か助けてもらってもすぐにお

返しするのではなく、相手が助けを必要とするときに助けてあげれば

いいというズレを持ったギブアンドテイク方式である。中国人は皆、

自己を中心に親密感で結びついた人的ネットワークを持っており、そ

のネットワーク内の人と外の人を区別する。  

つまり親密感を持つ間柄であれば、助けたり助けられたりするのは

当たり前であり、頻繁にしてあげたりしてもらったりするので、いち

いち感謝を言う必要はないと考えるのである。  

B F は感謝の仕方に対する日本の友人との違いについて、以下の様に

述べている。 

                                      

「中国人同士だともらったら、次はお返しするっていうのを

決めてるんですけど、ありがとうとはあんまり言わないんで

すね。で、日本人だと絶対言ったほうがいいんですね。言わ

ないと逆に失礼になっちゃうかもしれないのあるんで、そこ

も結構距離感はありますね。」  

 

親密な間柄では言う必要のない「ありがとう」という言葉を言われ

ることによって B F には互いの親密度が深まった気持ちになれず、「一

定の距離で止まっている感じ」になってしまうのだという。その距離

感は今もあまり変わらないのだそうだ。 

 
1 1 7  花澤聖子（ 2 0 0 2 ）『中国人と気分よくつきあう方法』．講談社．  
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B F は「なんか心の中で感じていることがちょっと違うんです」と述

べ、こうした思いが何年も解消されないという。 B F に友達との距離感

が縮まらないまま、中学、高校、大学まで来てしまったのか尋ねると

「はい」という答えが返ってきた。「文化の壁」は実に厚いのだ。 

B H は日本に来てからすでに 1 0 年以上経つが、一緒に旅行に行く人

はいても、「親友」というところまでは至らないのだという。 

 

３．３．４  友達同士の割り勘 1 1 8に対する違和感  

日本では友達同士ご飯を食べる時は割り勘にする習慣だが、中国で

は割り勘は一般的に好まれない。 

 孔子の第 7 5 代直系子孫の孔健は日本の割り勘について以下の様に述

べている。 

 

「一番理解できないのは日本人の割勘です。西洋人なら分り

ますが、東洋の日本人が、そんな無情の作法をすると心が淋

しくなります。ケチというか、お金の使い方が真面目なのか

ー。 1 1 9」 

 

また日中国交回復後のかなり早い段階に日本に留学した趙静も以下の

様に述べている。  

 

「もし日本人のように一人ずつ支払うと、これからの付き合

いをあまりしたくないという意味になって、とてもとても冷

たく、淋しい感じがします。 1 2 0」 

 

 
1 1 8  花澤聖子 （ 2 0 0 8 ） 「中国社会に なぜ『割り勘』 が な か っ た の か 」 『比較文 化

研究』 8 4 .  

1 1 9  孔健（ 1 9 8 9）『中国人の本音』．大陸書房 ,  p . 9 0 .  

1 2 0  趙静（ 1 9 9 7）『くちまんちっく』．かもがわ出版 ,  p． 5 0 .  
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割り勘行為は中国人からすると、けち臭い行為に見えたり、相手に淋

しさを感じさせたりする行為なのである。  

中国での習慣について B F は「今回一緒に遊びに行った時にご飯食べ

る時に、適当に誰かが払っても、次も適当に誰かが払っても、普通に

計算とかしてなくて。誰かが今回払うっていうのもなんか縁っていう

か、適当に誰かが払うって感じ」なのだという。  

割り勘も、これは日本式だと心の中で整理して付き合うという。  

X L は、「（中国では）お金の貸し借りは全然できるので。日本はき

っちり割り勘とか、結構お金に友達同士でも細かいじゃないですか」

と語った。日本の友達とは割る時は何円まで割ったりする時もあると

いう。 

X L は、気分が高揚すると、おごりたくなるのだそうだが、「それを

言うと日本では引かれるみたいな感じがある」という。そのことによ

って、いくら友達といっても、「どこかしら一線は引かれてるな」、

「もっと親密感をワーッと縮めたいのに進まないよ」という感じなの

だそうだ。  

 一方で、最初は違和感だったが、「私はもう割り切っている」と語

り、日中の違いを理解し、それが自然にできるようになったという。  

 中国ではなぜ割り勘は好かれないのだろうか。  

「中国社会が熟知する互恵関係の中で、当事者間の清算は、友好的

協力関係の破産の恐れがあることを意味する 1 2 1」からである。つまり

人間関係の継続を考えているのであればまた会えるので、貸し借りは

清算する必要はないが、人間関係の継続を考えていないのであれば、

次はないのでここで清算が必要だということになる。  

 

３．３．５  コミュニケーションの仕方の相違における違和感  

 X L は中国にも日本にも多くの友達がいる。日本の友人と中国の友人

 
1 2 1  易江波（ 2 0 0 6 ） 「儒家互惠原则与中国传统调解过程论纲」 『中南财经法 学 大

学研究生学报』第 2 期 .  
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とそれぞれの言語で話をするときに、コミュニケーション上、何か違

いがあるかどうか尋ねた。 

X L は以下のように答えた。 

 

「ありますね。やっぱり日本は察するとか察してほしいとか

があっちゃうと、今この言葉しゃべったらあんまり良くない

なと、空気を読んだりして。向こうはもうあんまり気にせず

に結構指摘とかもドバっと言って、向こうも笑って返してく

れるから、あんまり空気悪くならないというかあんまり気に

しないです、そこまで細かく。でも日本でそれやっちゃうと

多分気まずいとかやっぱ関係、なんか思われちゃうのかとか、

その心配のほうもあるんで。結構言葉とかには注意して、日

本、気を付けて話したりはしてますね。」  

 

日本の友人と話をする時は、 X L もかなり察しつつ気を使って話をして

いるのが分かる。  

 

３．３．６  違和感との葛藤と克服  

B F は日本人の友人との距離感は大学生になった今も一緒に旅行に行

くような友人に対してもこれ以上縮められない距離があることを自認

していたが、 X L と R T はインタビューの中でそれぞれに試行錯誤し、

葛藤の末に彼らが行きついた現時点での境地は B F とは異なっている。 

X L は中国の友達程には日本の友達には親密感を覚えないという自己

認識を示しつつも、最初は日中の相違から違和感を覚えたが、今はす

でに「中国はこうで日本はこう」というように自分の中で二つに分け

ているというのだ。日本と中国の文化の相違を理解して切り替えも自

然にできるようになり、そういう自分にも納得できるようになってい

るという。 

 日本の友達と中国の友達がいて、必要に応じて中国の友達に聞いた

り、日本の友達に聞いたり、二つの文化に属する友人を持つことで、
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自分には楽しみが二倍あると語っていた。  

X L は違和感を覚えつつも、二つの文化の違いを頭でしっかり理解し

切り替えを行うという形で自分の中に二つの文化を共生させている。  

R T は中学を卒業後、日本を脱出してカナダの高校に留学し、性格も

明るく外交的になったと語った。今は世界中に友達がいるのだそうだ。

だが、日本ではいじめという形で体験した文化的閉塞感はぬぐえず、

自分の中では友達が多ければ多いほどトラブルが増えると思っていた

ようだが、現在は、大学生になって好きなアメリカンフットボールの

部活に入ることで自分に合った居場所を見つけたという。そこにいる

みんなは、いい意味でオープンで、練習も熱心で何事にも一生懸命取

り組む人が多くいるので、今はいい仲間たちに囲まれていい環境にあ

ると語ってくれた。  

 R T は自ら行動することでオープンマインドでエネルギッシュに何事

にも一生懸命取り組む「自分に合った」人たちが作る集団の一員とな

り、そこで「自分に合った」友達といいキャンパスライフを過ごして

いるのだ。  

 いずれの文化もその特質は主流となる傾向性で語られるが、一つの

文化を共有する集団においても、個性がその文化を選び取らないこと

があるために少数ではあるが主流となる特質とは異なった特質を持つ

人はいるものである。 R T は、日本の中では少数ではあるかもしれない

が、自分にあった特質をもった人が多くいる集団を自ら積極的に行動

することで見つけ、自主的に選んで自分に合った友達を得たのである。  

 

３．４．親からの伝統的な中国文化の伝承について  

 親から伝統的な中国文化の伝承について感じることがあるかどうか、

B F、 X L、 R T に尋ねてみた。 
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３．４．１  面子意識の伝承  

中国は伝統的にとりわけ面子意識の強い国 1 2 2であり、日本にいても

中国の親戚や友人との関係は継続されており、親の面子意識はなくな

らないであろうことが容易に推測できる。 

B F は以下のように語った。 

 

「一番感じてるっていうかみんなが言ってるのは、もう教育

問題ですね。違う親戚の子で同じ学年とかでしたら、成績が

あの人より下だったら絶対なんか言われるし、絶対次は勝と

うみたいな話とかも親戚の話で聞いてあったんですよ。僕の

親とかあんまりそういうのじゃないんで。僕の親だとやはり

親戚に悪いとこを見せないのは、やっぱ自分の面子を保って

るって考えですね。僕によるとあんまりそういうの気にしな

くていいっていうのはずっと言ってるんですけど、やっぱ気

にしてるんですね。」  

 

B F から見ると子どもの成績、お金のあるなし、社会的地位が主に面

子 1 2 3に関わるのだという。仕事にも面子のある仕事とない仕事がある。

成績についても誰誰に負けてはだめだとか、誰に負けたとか言われる

など、知らないうちに面子意識に関わる刷り込みが親戚付き合いや親

から子への言動で自然に行われているのが分かる。 

中国ではクラスの中で成績がいい人の周りにその人と友達になろう

と人が集まってくる。そういう人と友達になるように親からも言われ

る。成績の悪い人の周りには人があまりいない。親戚の中で学習成績

 
1 2 2  A r t h u r  H .  S m i t h  ( 1 8 9 4 )．  C h i n e s e  C h a r a c t e r i s t i c s ,  N .  Y .  F l e m i n g  

H .  R e v e l l， p 3 4 2 .  

1 2 3  江河海著、佐藤嘉江子訳 ( 2 0 0 0 )．『中国人の面子』．はまの出版， p . 3 1 0 .  

 花澤聖子 ( 2 0 1 9 )．「面子の『二分論』再考―胡先縉の面子論に焦点を当てて―  」

『神田外語大学紀要』 3 1， p p . 9 5 - 1 1 6 .  
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の比較は子供たちにとって一番親の面子意識を感じるところであり、

誰と友達かということも面子に関わる大切なことなのである。 

 X L も親の面子意識を感じるという。中国に春節などで帰ると親戚の

人たちに大学に行っている娘のことを誇らしげに話し、この子は親の

手伝いなしにやっていける子だと話しているときは親の面子を感じる

という。 

 R T も父親や父方の祖父母の面子意識について感じることはあるとい

う。「やっぱり他人からの目をすごく気にしてるなっていうふうには

思います」、「自分の孫は何々大学で、何語をしゃべれてどんなこと

をやっていて、将来は何になるんだよ、みたいな話をすごい好きなん

だなっていうふうに感じます」と語った。特に親戚に話すのだそうで

ある。  

 

３．４．２  「孝」 1 2 4に関する伝承 

 「孝」という漢字は老人の姿を示す「老」の字の上部と「子」から

なる会意文字と言われており、殷周時代に既に存在した概念である。  

 X L は「小さい頃は大きくなって、安定した職に就いて、お金稼げた

らおばあちゃんに家を買おうね」というようなことを結構言われたの

だそうだ。しかし、今は日本に住んでいるので、両親は進学とか就職

とか、日本のことがあまりわからないこともあって、自分で結構自由

にやらせてもらっているという。 

 日本と中国では孝行観も異なる。 R T の母親は日本人であり、親孝行

に対する考え方も父親と母親では考え方に差あるのではないかと R T に

尋ねてみた。 

R T は親孝行に関しては、自分がこれまで生きてきた 2 0 年の中で一

 
1 2 4  佐野大介（ 2 0 1 6 ）『「孝」の研究  孝経注釈と孝行譚との分析』研文出版  

 竹内康浩（ 2 0 0 5 ） 『 ｢生 き 方 ｣の中国史  中華の民の 生存原理 』岩波書店賀蕾、

永久ひさ子 （ 2 0 1 3 ） 「 大 学 生 に お け る 親孝行 と そ の影響要因の 日中比較」 『 文京

学院大学人間学部研究紀要』 V o l . 1 4  
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番大切で重要だと思っており、例えば、祖父母を休日に買い物に一緒

に連れて行ったり、一緒に家の掃除をしたり、何かプレゼントを買っ

てあげたりとか、そういう親孝行を父親からする様に小さい頃から言

われていたので、父親が自分の親を大切に思っているのが伝わってき

たという。  

 一方、母方の祖父母は静岡の浜松に住んでいるので、あんまり接す

る機会が多くない。母親は、何で孫がそんなに祖父母にしなくてはい

けないのかと思っているのではないかと R T は思うと語った。 

 

４．まとめ  

このインタビュー調査結果の考察から、以下のことが報告できる。  

 

・転入当初の日本語が分からない状況においては、転入生が小学校高

学年以上の場合、日本の生徒と転入生との間で英語が共通するコミ

ュニケーションツールとして有用であることをわかった。英語が共

通の使用言語となることで、両者の意思疎通がわずかでも可能とな

り、両者の関係性をつなぎ深めることに役立てられていた。  

 英語によるコミュニケーションは担任の先生からも推奨されるとい

いのではないないだろうか。英語によるコミュニケーションを推奨

することで、日本人の生徒の英語学習へのモチベーションを引き出

し高めることもできる。  

 在留外国人の家族滞在者の増加に転入先での日本語教室や転入前の

日本語教育の普及が追い付かない場合には、英語を使用するコミュ

ニケーションは有用である。  

 英語教材の内容に転入生との会話を想定した場面の英会話を組み入

れるといいのではないだろうか。  

 

・英語がまだコミュニケーションツールになるほど習得できていない

と考えられる小学校の中学年や未習の低学年については、転入生の

日本語能力、出国前の成績、転入生となるまでの経歴、家族構成な
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どを把握し、年齢相応の学年に転入するのか、 1 年遅らせた学年で学

ぶのか、慎重に保護者と相談の上判断する必要があるだろう。  

 また、家族での来日以前に親に日本滞在歴があるや否やは情報とし

て重要であり、日本滞在歴がない親には日本語や基本的な日本社会

でのルールや規則を学ぶ機会を提供する必要があるだろう。  

 

・中国 か ら の転入生 が転入先 で感じ る壁は 、 「 言 語 の壁」 に加え て

「 国籍・ 国 の イメージに よ っ て作ら れ る壁」 、 「転校 生 の壁」 、

「教室における行動様式の相違（文化の壁）」があり、かなり多様

だ。在留外国人の増加と共に、家族滞在者も増えている昨今、こう

した「壁」を超えるための対応策は迅速かつ周到に練られる必要が

あるだろう。  

 

・このインタビュー調査からは、出会いの際の挨拶の仕方、謝罪や感

謝の仕方、一緒にご飯を食べた時などのお金の払い方といった友達

同士であれば、毎日もしくは日常的に頻繁に行われる行為における

日中の習慣の相違から中国にルーツを持つ生徒が違和感を覚えるこ

とが明らかになった。しかもその違和感はいずれも彼らに人間関係

において距離感を感じさせてしまうと同時に、日本人の友達との関

係において親密感が深まらない、深められない、一定の距離で止ま

っていると彼らに感じさせているのである。  

 

こうした文化の違いによって起きるマイナス現象、すなわち文化摩

擦をどのようにしたら乗り越えられるのか。  

X L も R T も方法は異なるものの、異文化による壁を乗り越えそれぞ

れ快適に楽し く移住の 地 で 生 活 で き る ように な っ て い る 。 す で に

「３．３．６」で書いたが、 X L は「中国はこうで日本はこう」とい

うように日中の文化的相違を頭でしっかり理解し切り替えを行うこ

とで、「二つの文化を自分の中で共生させる」という方法をとって

いる。 
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R T は日本の主流となる文化的傾向性とは異なるが、行動様式におい

て少数派ではあるけれども「自分に合った」特質を有する集団を見

つけて、その集団のメンバーとなり、「自分に合った」メンバーと

友達になるという方法によって「文化の壁」を克服している。  

X L と R T の見出した方法は、移住の地が安住の地になるのか、その

「多文化共生の質」が問われる今日において、多文化共生の在り方

を探るうえで示唆に富んだ「境地」であり、「方法」であり、多文

化共生の道に通じる「道しるべ」となるものと言えるだろう。  

 

・文化の違いは摩擦を生むことはあるとは言え、親世代は皆知らず知

らずのうちに親孝行や面子意識といった中国の伝統文化を次世代に

伝承しようとしている。それはルーツとのつながりにおいて大切な

ものであるからだ。しかし、 B F は面子を気にしなくてもいいと父親

に語っており、 X L は移住の地で親からの干渉を受けにくい状況にあ

る。 

文化はもとより変容するものであり、子ども世代は移住先の日本社

会のなかで自ずと自文化を取捨選択しつつ生きていくことになるの

であり、伝統的な文化の変容の片鱗をインタビュー調査の中で垣間

見ることができた。  
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L i n g u i s t i c  a n d  a f f e c t i v e  n e e d s  o f  h e r i t a g e  S p a n i s h  
s p e a k e r s  f r o m  t w o  u n i v e r s i t i e s  i n  C h i b a  J a p a n .  
P r o b l e m s  t h e y  f a c e .  R e c o m m e n d a t i o n s  f o r  C h i b a  
M u n i c i p a l i t y .  

 

V e r i  F a r i n a  B e c s k i 1 2 5  

 

S u m m a r y  

T h e  p u r p o s e  o f  t h i s  s e c t i o n  i s  t o  i n f o r m  a b o u t  t h e  e d u c a t i o n a l  a n d  

a f f e c t i v e  n e e d s  t h a t  t w o  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s  w i t h  H i s p a n i c  r o o t s  

h a v e  f a c e d  t h r o u g h o u t  t h e i r  s t u d e n t  l i f e  i n  J a p a n .  T h r o u g h  a n  

i n t e r v i e w  w i t h  t h e  t w o  s t u d e n t s ,  i t  h a s  b e e n  p o s s i b l e  t o  c o m p i l e  

c o m m o n  a n d  u n c o m m o n  e l e m e n t s  t h a t  h a v e  h i n d e r e d  t h e i r  e d u c a t i o n ,  

J a p a n e s e  a n d  S p a n i s h  p r o f i c i e n c y ,  c o m m u n i c a t i o n  w i t h  t h e i r  

f a m i l i e s ,  s o c i a l  l i f e  a n d  t h e  f o r m a t i o n  o f  t h e i r  i d e n t i t y  w i t h i n  

J a p a n e s e  s o c i e t y .  F r o m  t h i s  c o m p i l a t i o n ,  s u m m a r i z e d  i n  a  

c o m p a r a t i v e  t a b l e ,  t h e  v a l u e  o f  c o n s i d e r i n g  t h e  a f f e c t i v e  a s p e c t  a n d  

t h e  k n o w l e d g e  o f  t h e  p r o f i l e  o f  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s  w i t h  H i s p a n i c  

r o o t s  i n  J a p a n ,  i n  t h i s  c a s e  i n  t h e  p r e f e c t u r e  o f  C h i b a ,  i s  

h i g h l i g h t e d .  I n  a d d i t i o n ,  s u g g e s t i o n s  a n d  p r o p o s a l s  a r e  m a d e  t h a t  

w e  w o u l d  l i k e  t o  b e  c o n s i d e r e d  w h e n  e l a b o r a t i n g  p r o g r a m s  o r  

p r o j e c t s  t h a t  w e  h o p e  w i l l  s e r v e  t o  s u p p o r t  h e r i t a g e  S p a n i s h  

s p e a k e r s  i n  t h i s  p r e f e c t u r e .  

 

 

 
1 2 5  S p e c i a l l y  A p p o i n t e d  A s s o c i a t e  P r o f e s s o r ,  D e p a r t m e n t  o f  S p a n i s h  a n d  

P o r t u g u e s e ,  F a c u l t y  o f  F o r e i g n  L a n g u a g e s ,  K a n d a  U n i v e r s i t y  o f  

I n t e r n a t i o n a l  S t u d i e s  
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1 .  S p a n i s h  a s  a  h e r i t a g e  l a n g u a g e  a n d  h e r i t a g e  S p a n i s h  

s p e a k e r s  i n  J a p a n  

I n  t h e  c o n t e x t  o f  J a p a n ,  S p a n i s h  a s  a  h e r i t a g e  l a n g u a g e  

r e f e r s  t o  t h e  S p a n i s h  a c q u i r e d  b y  t h e  c h i l d r e n  o f  N i k k e i  o r  n o n -

N i k k e i  S p a n i s h - s p e a k i n g  i m m i g r a n t s ,  a s  w e l l  a s  t h o s e  o f  m i x e d  

J a p a n e s e - H i s p a n i c  m a r r i a g e s ,  w h o  t y p i c a l l y  l e a r n  S p a n i s h  f r o m  

t h e i r  p a r e n t s  i n  J a p a n .  S p a n i s h  i n  t h i s  c o n t e x t  b e c o m e s  a  

l a n g u a g e  o f  u s e  l i m i t e d  t o  t h e  c o n t e x t  o f  t h e  h o m e ,  a n d  i n  s o m e  

c a s e s ,  i n  t h e  S p a n i s h - s p e a k i n g  c o m m u n i t y  i n  s o m e  s p e c i f i c  

r e g i o n s  o f  J a p a n  w h e r e  a  h i g h e r  c o n c e n t r a t i o n  o f  S p a n i s h  

s p e a k e r s  h a s  b e e n  a t t r a c t e d  f o r  w o r k  p u r p o s e s .  

T h e  t e r m  " h e r i t a g e  S p a n i s h  s p e a k e r s "  i s  a  m u l t i f a c e t e d  

c o n c e p t ,  w i t h  v a r y i n g  c h a r a c t e r i s t i c s  d e p e n d i n g  o n  f a c t o r s  s u c h  

a s  b i r t h p l a c e ,  e d u c a t i o n ,  a n d  t h e  s p e a k e r ' s  r e l a t i o n s h i p  t o  

J a p a n e s e  c u l t u r e .  T h e s e  i n d i v i d u a l s  m a y  b e  b o r n  i n  J a p a n ,  o r  

t h e y  m a y  b e  i m m i g r a n t s ,  a n d  t h e y  m a y  o r  m a y  n o t  h a v e  r e c e i v e d  

a n  e d u c a t i o n  i n  J a p a n  f r o m  a  y o u n g  a g e ,  o r  i n  t h e  c o u n t r y  o f  

h e r i t a g e .  T h e  c h a l l e n g e  i n  d e f i n i n g  t h i s  t e r m  l i e s  i n  t h e  

d i v e r s i t y  o f  i t s  c h a r a c t e r i s t i c s ,  a s  e a c h  h e r i t a g e  s p e a k e r  

e x h i b i t s  a  u n i q u e  b l e n d  o f  c h a r a c t e r i s t i c s  i n f l u e n c e d  b y  t h e i r  

i n d i v i d u a l  b a c k g r o u n d  a n d  t h e  s p e c i f i c  n u a n c e s  o f  t h e i r  

r e l a t i o n s h i p  t o  J a p a n .  I n  e s s e n c e ,  i t  c a n  b e  s t a t e d  t h a t  h e r i t a g e  

S p a n i s h  s p e a k e r s  i n  J a p a n  a r e  c h i l d r e n  ( i m m i g r a n t  o r  n o n -

i m m i g r a n t )  o f  o n e  o r  b o t h  i m m i g r a n t  p a r e n t s  ( N i k k e i - H i s p a n i c  

o r  s i m p l y  H i s p a n i c )  i n  J a p a n  w h o  a r e  e x p o s e d  t o  S p a n i s h  a t  

h o m e  ( t o  v a r y i n g  e x t e n t s )  a s  t h e i r  p r i m a r y  l a n g u a g e ,  w h i c h  i s  

d i f f e r e n t  f r o m  t h e  l a n g u a g e  o f  t h e  c o u n t r y  w h e r e  t h e y  

i m m i g r a t e d ,  J a p a n .  A s  t h e s e  i n d i v i d u a l s  s t a r t  f o r m a l  e d u c a t i o n  

i n  t h e  r e c e i v i n g  n a t i o n ,  t h e y  t y p i c a l l y  e x h i b i t  s u p e r i o r  

p r o f i c i e n c y  i n  i t s  l a n g u a g e ,  w i t h  t h e i r  o r a l  a n d  l i s t e n i n g  
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a b i l i t i e s  f r e q u e n t l y  s u r p a s s i n g  t h e i r  r e a d i n g  a n d  w r i t i n g  s k i l l s .  

I n  o t h e r  w o r d s ,  h e r i t a g e  s p e a k e r s  b o r n  i n  J a p a n  m a y  b e  

f l u e n t  i n  J a p a n e s e ,  b u t  n o t  i n  S p a n i s h .  T h o s e  b o r n  i n  a  S p a n i s h -

s p e a k i n g  c o u n t r y ,  b u t  w h o  h a v e  c o m e  t o  J a p a n  a t  a  v e r y  y o u n g  

a g e ,  m a y  s t o p  d e v e l o p i n g  S p a n i s h  w h e n  t h e y  e n t e r  s c h o o l ,  a n d  

f r o m  t h a t  p o i n t  o n ,  t h e y  m a y  o n l y  u n d e r s t a n d  i t  a n d  n o t  b e  a b l e  

t o  s p e a k  i t .  T h o s e  w h o  w e r e  b o r n  a b r o a d ,  b u t  h a v e  c o m e  t o  J a p a n  

s i n c e  t h e y  w e r e  a b o u t  e i g h t  o r  n i n e  y e a r s  o l d ,  h a v i n g  g o n e  t o  

s c h o o l  i n  t h e i r  c o u n t r y  o f  o r i g i n ,  c a n  s p e a k ,  r e a d ,  w r i t e  a n d  

u n d e r s t a n d  S p a n i s h  t o  a  c e r t a i n  e x t e n t  o r  v e r y  w e l l .  T h e y  l e a r n  

J a p a n e s e  i n  s c h o o l ,  b u t  t h e i r  l e v e l  o f  p r o f i c i e n c y  i n  b o t h  

l a n g u a g e s  t h r o u g h o u t  t h e i r  s c h o o l  l i f e  h a s  n o t  b e e n  d e t e r m i n e d .   

T h e s e  a r e  j u s t  a  f e w  e x a m p l e s  o f  t h e  c o n t e x t  a n d  d i f f e r e n t  

p r o f i l e s  o f  h e r i t a g e  S p a n i s h  s p e a k e r s  i n  J a p a n .  

W e  h a v e  e m p h a s i z e d  t h e  f o r m e r  e x p l a n a t i o n  b e c a u s e  w e  

c o n s i d e r  t h a t  h e r i t a g e  s p e a k e r s  c a n n o t  a l l  b e  p u t  u n d e r  o n e  

' l a b e l '  o f  ' h e r i t a g e  s p e a k e r '  a n d  s e r v e d  b y  o n e  e d u c a t i o n a l  

s t r a t e g y  f o r  a l l .  T h e y  h a v e  g r o w n  u p  i n  d i f f e r e n t  H i s p a n i c -

J a p a n e s e  c o n t e x t s ,  w i t h  d i f f e r e n t  a m o u n t s  a n d  q u a l i t y  o f  i n p u t  

f o r  b o t h  l a n g u a g e s .  T h e r e  m a y  e v e n  b e  d i f f e r e n c e s  b e t w e e n  

g e n e r a t i o n s  i n  t h e  s a m e  f a m i l y 1 2 6 .  T h e  b e s t  a p p r o a c h  c o u l d  b e  

 
1 2 6  C a r r e i r a ,  M .  ( 2 0 0 3 ) .  P r o f i l e s  o f  S N S  S t u d e n t s  i n  t h e  T w e n t y - f i r s t  

C e n t u r y , .  P e d a g o g i c a l  I m p l i c a t i o n s  o f  t h e  C h a n g i n g  D e m o g r a p h i c s  a n d  

S t a t u s  o f  U . S . H i s p a n i c s .  I n  A .  R o c a ,  &  C .  C o l o m b i ,  M i  l e n g u a ,  S p a n i s h  

a s  a  H e r i t a g e  L a n g u a g e  i n  t h e  U n i t e d  S t a t e s .  G e o r g e t o w n  U n i v e r s i t y  

P r e s s .  

F a r i n a ,  V .  ( 2 0 2 1 ) .  P e r f i l  d e  l o s  E s t u d i a n t e s  d e  E s p a ñ o l  d e  H e r e n c i a  

d e  K U I S :  I m p o r t a n c i a  p a r a  l a  E l a b o r a c i ó n  d e  m a t e r i a l e s  d i d á c t i c o s .  

I n s t i t u t o  d e  I n v e r s t i g a c i ó n  d e  E d u c a c i ó n  d e  I d i o m a s  d e  l a  U n i v e r s i d a d  
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t o  p r o v i d e  t h e m  w i t h  t h e  a t t e n t i o n  t h e y  n e e d  t o  d e v e l o p  a n d  

m a i n t a i n  b o t h  t h e i r  h e r i t a g e  l a n g u a g e  a n d  J a p a n e s e .  T h e  

u l t i m a t e  g o a l  i s  f o r  t h e m  t o  c u l t i v a t e  a  h e a l t h y  i d e n t i t y  w i t h i n  

t h e  H i s p a n i c - J a p a n e s e  c o n t e x t ,  w h e t h e r  a t  h o m e ,  i n  s c h o o l ,  o r  

b r o a d e r  s o c i e t y .  T o  a c h i e v e  t h i s  c o m m o n  g o a l ,  w e  n e e d  t o  

c o n s i d e r  t h e  d i v e r s e  b a c k g r o u n d s  o f  t h e  s t u d e n t s ,  a s  t h e y  w i l l  

h a v e  d i f f e r e n t  n e e d s .  

T h e  t w o  S p a n i s h - s p e a k i n g  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s  w h o  a s s i s t e d  

i n  t h e  s u r v e y s  a n d  i n t e r v i e w  p r e s e n t e d  v e r y  d i f f e r e n t  c o n t e x t s  

i n  t h e i r  l i n g u i s t i c  a n d  e d u c a t i o n a l  h i s t o r y  i n  g e n e r a l .  N o t a b l y ,  

b o t h  s t u d e n t s  h a d  s u c c e s s f u l l y  e n r o l l e d  i n  u n i v e r s i t y  i n  J a p a n ,  

a  f a c t  t h a t  i s  p a r t i c u l a r l y  c h a l l e n g i n g  a n d  o f t e n  u n a t t a i n a b l e ,  

e s p e c i a l l y  f o r  m a n y  N i k k e i  H i s p a n i c - J a p a n e s e  i n d i v i d u a l s  w h o  

h a v e  b e e n  r a i s e d  o r  b o r n  i n  J a p a n ,  a n d  w h o  r e p r e s e n t  t h e  

m a j o r i t y  o f  t h e  H i s p a n i c - J a p a n e s e  p o p u l a t i o n  i n  J a p a n .   S u r v e y  

d a t a  w i l l  b e  p r e s e n t e d  t o  e l u c i d a t e  t h e i r  p r o f i l e s  a n d  u n d e r s t a n d  

t h e i r  c o m m o n  a n d  p a r t i c u l a r  n e e d s  d e s p i t e  t h e  d i f f e r e n c e s  i n  

c o n t e x t .  I t  i s  h o p e d  t h a t  t h i s  w i l l  s e r v e  t o  e x e m p l i f y  t h e  

i m p o r t a n c e  o f  s t u d y i n g  t h e i r  p r o f i l e s ,  n o t  t o  e l a b o r a t e  

u n n e c e s s a r y  c l a s s i f i c a t i o n s  o f  “ t y p e s ”  o f  h e r i t a g e  S p a n i s h  

s p e a k e r s ,  b u t  t o  b e  a w a r e  o f  t h e  d i v e r s e  c o n t e x t s  o f  a c q u i s i t i o n  

a n d  p r o v i d e  t h e m  w i t h  i n f o r m e d  a n d  e f f e c t i v e  s u p p o r t .  

 

2 .  B i l i n g u a l i s m  o f  h e r i t a g e  S p a n i s h  s p e a k e r s  a n d  t h e i r  

e d u c a t i o n  i n  J a p a n  

T h e  h e r i t a g e  s p e a k e r s  p r e s e n t  a t  u n i v e r s i t i e s  a r e  t y p i c a l l y  

y o u n g  p e o p l e  w h o  h a v e  b e e n  e x p o s e d  t o  t w o  ( p e r h a p s  m o r e )  

l a n g u a g e s  a n d  c u l t u r e s  f r o m  a n  e a r l y  a g e .  T h i s  e x p o s u r e  c a n  

 
d e  E s t u d i o s  I n t e r n a c i o n a l e s  d e  K a n d a ,  9 3 - 1 2 3 .  
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h a p p e n  s i m u l t a n e o u s l y 1 2 7  o r  s e q u e n t i a l l y 1 2 8 ,  a n d  i n  a n  i d e a l  

s i t u a t i o n ,  t h i s  b i l i n g u a l i s m  w o u l d  b e  b a l a n c e d .  H o w e v e r ,  

d e p e n d i n g  o n  t h e  q u a n t i t y  a n d  q u a l i t y  o f  t h e  i n p u t  r e c e i v e d  i n  

b o t h  l a n g u a g e s  ( t h e  c o n t e x t  o f  a c q u i s i t i o n ) ,  t h e  m a s t e r y  o f  t h e s e  

t w o  l a n g u a g e s  m a y  b e c o m e  u n b a l a n c e d  o r  o n l y  r e c e p t i v e 1 2 9  i n  

t h e  l a n g u a g e  w i t h  t h e  l e s s e r  i n p u t ,  w h i c h  i s  u s u a l l y  t h e  

i m m i g r a n t  l a n g u a g e .  I t  i s  i m p o r t a n t  t o  n o t e  t h a t  e i t h e r  o f  t h e  

t w o  l a n g u a g e s ,  i n  t h i s  c a s e  b o t h  J a p a n e s e  a n d  S p a n i s h ,  m a y  h a v e  

p a s s e d  t h r o u g h  t h e  “ i m m i g r a n t ”  c o n t e x t  a n d  h a v e  b e e n  “ h e r i t a g e  

l a n g u a g e ”  i f  t h e  f a m i l i e s  h a v e  r e s i d e d  i n  b o t h  J a p a n  a n d  i n  t h e  

H i s p a n i c  c o u n t r y  o f  h e r i t a g e  o r  a n o t h e r  S p a n i s h  s p e a k i n g  

c o u n t r y .  C o n s e q u e n t l y ,  t h i s  m a y  h a v e  a n  i m p a c t  o n  t h e  c h i l d ' s  

o r  y o u n g  p e r s o n ' s  p r o f i c i e n c y  i n  b o t h  l a n g u a g e s .  

A c c o r d i n g  t o  D e  H o u w e r 1 3 0 ,  i n  a n  i n t e r v i e w  “ . . .  i n  a  

b i l i n g u a l  e n v i r o n m e n t ,  i t  i s  p o s s i b l e  t h a t  o n l y  o n e  p e r s o n  i s  t h e  

‘ c a r r i e r ’  o f  a  p a r t i c u l a r  l a n g u a g e .  I f  t h a t  p e r s o n  d o e s  n o t  s p e a k  

 
1 2 7  S i m u l t a n e o u s  b i l i n g u a l i s m  i s  d e f i n e d  a s  t h e  c o n d i t i o n  i n  w h i c h  

c h i l d r e n  a c q u i r e  t w o  l a n g u a g e s  c o n c u r r e n t l y  t h r o u g h  e x p o s u r e  t o  b o t h  

l a n g u a g e s  w i t h i n  t h e  f a m i l y  e n v i r o n m e n t  f r o m  b i r t h .  [ D e  H o u w e r ,  A .  

( 2 0 0 9 ) .  B i l i n g u a l  F i r s t  L a n g u a g e  A c q u i s i t i o n .  M u l t i l i n g u a l  M a t t e r s ;  

M o n t r u l ,  S .  ( 2 0 1 3 ) .  E l  b i l i n g ü i s m o  e n  e l  m u n d o  h i s p a n o h a b l a n t e . ]   

1 2 8  S e q u e n t i a l  b i l i n g u a l i s m  i s  d e f i n e d  a s  t h e  a c q u i s i t i o n  o f  t w o  

l a n g u a g e s  f r o m  a n  e a r l y  a g e  i n  a  c h r o n o l o g i c a l l y  c o n t i n u o u s  m a n n e r .  ( D e  

H o u w e r ,  2 0 0 9 ;  M o n t r u l ,  2 0 1 3 )  

1 2 9  T h e y  u n d e r s t a n d ,  b u t  c a n n o t  e x p r e s s  t h e m s e l v e s  i n  w o r d s .  

1 3 0  D e  H o u w e r ,  A .  ( 2 0 0 5 ) .  B i l i n g ü i s m o :  u n a  e n t r e v i s t a  c o n  A n n i c k  D e  

H o u w e r .  R e V E L . V o l . 3 , n . 5 .  R e t r i e v e d  f r o m   

h t t p : / / w w w . r e v e l . i n f . b r / f i l e s / e n t r e v i s t a s / r e v e l _ 5 _ e n t r e v i s t a _ a n n i c k _ d e

_ h o u w e r _ e s p . p d f  



 247 

m u c h  w i t h  t h e  c h i l d ,  t h e  c h i l d  w i l l  h a v e  m u c h  l e s s  o p p o r t u n i t y  

t o  a c q u i r e  t h a t  l a n g u a g e  ( . . . )  I n  l e a r n i n g  t o  s p e a k ,  c h i l d r e n  n e e d  

a  p r o l o n g e d  e x p o s u r e  t o  t h e  l a n g u a g e  a n d  a m p l e  o p p o r t u n i t i e s  

f o r  v e r b a l  i n t e r a c t i o n  t o  f a c i l i t a t e  l a n g u a g e  a c q u i s i t i o n  ( . . . ) . ”  

T h i s  c o n c l u s i o n  i s  v e r y  i m p o r t a n t  i n  t h a t  i t  c l a r i f i e s  t h a t  t h e  

r e a l  p r o b l e m  i s  n o t  t h a t  t h e  c h i l d  i s  e x p o s e d  t o  t w o  l a n g u a g e s  

s i m u l t a n e o u s l y ,  b u t  r a t h e r  t h e  l a c k  o f  i n p u t  r e c e i v e d  i n  e i t h e r  

o r  b o t h  l a n g u a g e s .  

T h e r e f o r e ,  i n  c a s e s  w h e r e  t h e  h e r i t a g e  l a n g u a g e  i n p u t  i n  t h e  

f a m i l y  i s  l i m i t e d ,  a s  i n  s i t u a t i o n s  w h e r e  b o t h  p a r e n t s  a r e  

S p a n i s h  s p e a k e r s  a n d  e n g a g e d  i n  f u l l - t i m e  e m p l o y m e n t ,  t h e y  a r e  

u n a b l e  t o  a l l o c a t e  s u f f i c i e n t  t i m e  a n d  e f f o r t  t o  t h e i r  c h i l d r e n ' s  

l i n g u i s t i c  d e v e l o p m e n t  i n  S p a n i s h  a t  h o m e .  T h i s  a f f e c t s  t h e  

c h i l d r e n ' s  c o m m u n i c a t i o n  w i t h  b o t h  p a r e n t s .  I n  t h e  c a s e  o f  t h e s e  

h e r i t a g e  S p a n i s h  s p e a k e r s ,  o n c e  t h e y  b e g i n  a t t e n d i n g  s c h o o l ,  

t h e y  e n c o u n t e r  s i g n i f i c a n t  c h a l l e n g e s  i n  c o m m u n i c a t i n g  i n  b o t h  

S p a n i s h  a n d  J a p a n e s e ,  t h u s  c o m p l i c a t i n g  t h e  c o m m u n i c a t i o n  

b e t w e e n  t h e  c h i l d ,  t h e  h o m e ,  a n d  t h e  s c h o o l .  

H e r i t a g e  s t u d e n t s  w h o  a r e  n o t  f l u e n t  e n o u g h  i n  b o t h  

J a p a n e s e  a n d  S p a n i s h  o f t e n  f a c e  c h a l l e n g e s  i n  t h e i r  s c h o o l s .  

T h e s e  s t u d e n t s  m a y  h a v e  t r o u b l e  d e f e n d i n g  t h e m s e l v e s  i n  

J a p a n e s e  a g a i n s t  t h i n g s  t h a t  h a p p e n  t o  t h e m  w i t h  o t h e r  

c l a s s m a t e s  ( i n c l u d i n g  b u l l y i n g ) .  T h i s  i n c l u d e s  d e a l i n g  w i t h  

c u l t u r a l  m i s u n d e r s t a n d i n g s  w i t h  t e a c h e r s  a n d  c l a s s m a t e s .  O n  t h e  

o t h e r  h a n d ,  t h e y  c a n ' t  s p e a k  a b o u t  t h e i r  p r o b l e m s  i n  s c h o o l  a t  

h o m e  b e c a u s e  t h e y  a r e  n o t  f l u e n t  e n o u g h  i n  S p a n i s h  e i t h e r .  I n  

c l a s s ,  t h e y  m i g h t  n o t  k n o w  h o w  t o  a s k  q u e s t i o n s  t o  t h e  t e a c h e r s  

b e c a u s e  ‘ t h e y  d o n ' t  k n o w  w h a t  t h e y  d o n ' t  u n d e r s t a n d ” .  T h e r e  

a r e  c u l t u r a l  a s p e c t s  o f  J a p a n e s e  s o c i e t y  t h a t  c h i l d r e n  u s u a l l y  

l e a r n  a t  h o m e  w i t h  t h e i r  p a r e n t s ,  a n d  h e r i t a g e  s t u d e n t s  j u s t  
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d o n ’ t  k n o w  t h e m .  T h i s  m a k e s  t h e m  u n s u r e  o f  t h e m s e l v e s ,  n o t  

k n o w i n g  h o w  t o  a s k  t e a c h e r s  f o r  h e l p  i n  c l a s s .   I f  t e a c h e r s  a t  

s c h o o l  d o n ' t  u n d e r s t a n d  t h i s  s i t u a t i o n ,  t h e y  w o n ' t  k n o w  h o w  t o  

h e l p  t h e m .  

A l l  t h a t  h a s  b e e n  d e s c r i b e d  s o  f a r  i s  n e c e s s a r y  a s  a  p r e a m b l e  

t o  t h e  t o p i c  o f  t e a c h i n g  h e r i t a g e  S p a n i s h  a t  t h e  u n i v e r s i t y  l e v e l .  

S i n c e  m o s t  o f  t h e  f e w  s t u d e n t s  o f  h e r i t a g e  S p a n i s h  w h o  g o  o n  

t o  s t u d y  a t  t h e  u n i v e r s i t y  l e v e l  h a v e  n o t  e x p e r i e n c e d  a  s i t u a t i o n  

f a v o r a b l e  t o  t h e  m a i n t e n a n c e  o f  t h e  h e r i t a g e  l a n g u a g e ,  o n c e  t h e y  

a r r i v e  a t  t h e  u n i v e r s i t y  l e v e l ,  t h e  t e a c h e r  m u s t  b e g i n  b y  

a d d r e s s i n g  b a s i c  g r a m m a t i c a l ,  v o c a b u l a r y ,  a f f e c t i v e ,  i d e n t i t y ,  

a c a d e m i c ,  l i t e r a c y  d e v e l o p m e n t  o r  o r a l  e x p r e s s i o n  d e f i c i e n c i e s ,  

e t c . 1 3 1 .  I n s t e a d ,  a t  t h e  u n i v e r s i t y  l e v e l ,  i t  s h o u l d  b e  p o s s i b l e  t o  

d e v e l o p  t h e i r  c r i t i c a l  c a p a c i t y  i n  S p a n i s h  t h r o u g h  t h e  a n a l y s i s  

o f  c u r r e n t  t o p i c s  a n d  o f  i n t e r e s t  t o  t h e  s t u d e n t s ,  t h r o u g h  a  

m o d e r n  a n d  c u r r e n t  a p p r o a c h  t h a t  i s  c l o s e r  t o  t h e  t e a c h i n g  o f  

L a n g u a g e  A r t s 1 3 2  t h a t  a l l o w s  t h e m  t o  d e v e l o p  a t  t h e  

p r o f e s s i o n a l  l e v e l  a s  w e l l .  T h i s  s i t u a t i o n  i s  v e r y  w e l l  r e f l e c t e d  

i n  t h e  i n t e r v i e w  w i t h  S t u d e n t  A  ( s e e  t a b l e ,  s e c t i o n  1 6 ) .  

 

3 .  C u r r e n t  k n o w l e d g e  o f  t h e  s i t u a t i o n  o f  h e r i t a g e  S p a n i s h  

s p e a k e r s  i n  J a p a n  

I n  J a p a n ,  i t  i s  n o t  y e t  k n o w n  e x a c t l y  h o w  m a n y  s t u d e n t s  

h a v e  S p a n i s h  a s  t h e i r  h e r i t a g e  l a n g u a g e .  T h e r e  i s  n o  f o r m a l  

 
1 3 1  M a t s u i ,  K .  &  F a r i n a ,  V .  ( 2 0 2 0 ) .  L a  e n s e ñ a n z a  d e l  e s p a ñ o l  c o m o  

l e n g u a  d e  h e r e n c i a  a  n i v e l  u n i v e r s i t a r i o  e n  J a p ó n :  u n  p r o y e c t o  y  u n  

d e s a f í o .  S t u d i e s  i n  L i n g u i s t i c s  a n d  L a n g u a g e  T a e c h i n g ,  3 1 ,  1 - 3 3 .  

1 3 2  P o t o w s k i ,  K .  ( 2 0 1 5 ) .  F u n d a m e n t o s  d e  l a  e n s e ñ a n z a  d e l  e s p a ñ o l  a  

h i s p a n o h a b l a n t e s  e n  l o s  E E . U U .  A r c o / L i b r o s ,  S . L .  
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r e s e a r c h  t h a t  c o n s i d e r s  h o w  m a n y  a r e  i n  s c h o o l  a n d  h o w  

p r o f i c i e n t  t h e s e  s t u d e n t s  a r e  i n  b o t h  J a p a n e s e  a n d  S p a n i s h  ( o r  

a n y  o t h e r  h e r i t a g e  l a n g u a g e  t h e y  m a y  h a v e  a c c o r d i n g  t o  t h e i r  

f a m i l y  h i s t o r i c a l  c o n t e x t ) .  M a n y  o f  t h e s e  s t u d e n t s  h a v e  n o t  

r e c e i v e d  s u p p o r t  o r  g u i d a n c e  d u r i n g  t h e i r  s c h o o l i n g ,  n o t  o n l y  

t o  m a i n t a i n  t h e i r  h e r i t a g e  l a n g u a g e ,  t o  k n o w  t h e i r  l e v e l  o f  

u n d e r s t a n d i n g  a n d  p r o f i c i e n c y  i n  J a p a n e s e  i n  o r d e r  t o  a d v a n c e  

t o  u n i v e r s i t y  s t u d i e s ,  b u t  a l s o  t o  u n d e r s t a n d  a n d  c o p e  w i t h  t h e  

d i f f i c u l t i e s  t h e y  h a v e  h a d  t o  g o  t h r o u g h o u t  t h e i r  e d u c a t i o n ,  a n d  

t h u s  a v o i d  d r o p p i n g  o u t  o f  s c h o o l .  

T h e  c h a l l e n g e s  f a c e d  b y  t h e s e  s t u d e n t s  a r e  v a r i e d  a n d  

i n c l u d e  t h e  f o l l o w i n g ,  a l t h o u g h  n o t  a l l  a r e  t h e  s a m e  f o r  a l l  

s t u d e n t s  w i t h  S p a n i s h  a s  t h e i r  h e r i t a g e  l a n g u a g e :  

 

a .  T h e  a b s e n c e  o f  c o m p u l s o r y  e d u c a t i o n  f o r  f o r e i g n  c h i l d r e n  

i n  J a p a n ,  r e s u l t i n g  i n  t h e i r  n o n - p a r t i c i p a t i o n  i n  s c h o o l .  

b .  S c h o o l i n g ,  b u t  n o t  u n d e r s t a n d i n g  t h e  J a p a n e s e  l a n g u a g e  

w e l l  a n d  d r o p p i n g  o u t  o f  s c h o o l .  

c .  N o t  l e a r n i n g  J a p a n e s e  o r  S p a n i s h  w e l l  d u e  t o  l a c k  o f  

a d e q u a t e  s u p p o r t  i n  b o t h  l a n g u a g e s .  

d .  T h e  l a c k  o f  u n d e r s t a n d i n g  b y  s c h o o l s  r e g a r d i n g  t h e  n e e d s  

a n d  c h a l l e n g e s  f a c e d  b y  t h e s e  s t u d e n t s .  

e .  T h e  p r o c e s s  o f  a s s i m i l a t i n g  i n t o  J a p a n e s e  s o c i e t y  t h r o u g h  

e d u c a t i o n  t h a t  c a n  r e s u l t  i n  t h e  r e j e c t i o n  o r  f o r g e t f u l n e s s  

o f  o n e ' s  o r i g i n a l  l a n g u a g e  a n d  r o o t s ,  w h i c h  c a n  h i n d e r  

c o m m u n i c a t i o n  w i t h  p a r e n t s  i n  t h e  h e r i t a g e  l a n g u a g e .  

f .  N o t  u n d e r s t a n d i n g  w e l l  w h o  t h e y  a r e  i n  t e r m s  o f  t h e i r  

i d e n t i t y .  

 

I n  a d d i t i o n ,  m a n y  p a r e n t s  d o  n o t  k n o w  h o w  t o  m a i n t a i n  t h e i r  
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c h i l d r e n ' s  h e r i t a g e  l a n g u a g e .  O t h e r s  t h i n k  t h a t  E n g l i s h  a n d  

J a p a n e s e  a r e  m o r e  i m p o r t a n t ,  t a k i n g  a w a y  t h e  a d v a n t a g e  o f  

a c q u i r i n g  S p a n i s h  a t  h o m e .  

 

4 .  R e s e a r c h  q u e s t i o n s  

T h e  f o l l o w i n g  i n q u i r i e s  a r e  p o s i t e d :  

a .  D o  t h e  p r o b l e m s  o f  t h e  S p a n i s h  h e r i t a g e  s t u d e n t s  

e n c o u n t e r e d  d u r i n g  t h e i r  s c h o o l i n g  i n  J a p a n  c o r r e s p o n d  

t o  e a c h  o t h e r ?  

b .  A r e  t h e i r  l i n g u i s t i c  a n d  a f f e c t i v e  p e r c e p t i o n s  o f  l e a r n i n g  

J a p a n e s e  a n d  m a i n t a i n i n g  S p a n i s h  a s  a  h e r i t a g e  l a n g u a g e  

a n a l o g o u s ?  

c .  D o  t h e y  r e p o r t  s i m i l a r  s h o r t c o m i n g s  i n  l e a r n i n g  J a p a n e s e  

a n d  t h e i r  h e r i t a g e  l a n g u a g e ?  

 

5 .  O b j e c t i v e s  

-  T o  i n f o r m  a n d  m a k e  t h e  m u n i c i p a l i t y ,  s o c i e t y  a n d  t e a c h e r s  

a w a r e  o f  t h e  p r o b l e m s  a n d  n e e d s  o f  h e r i t a g e  S p a n i s h  s p e a k e r s  

a t  t h e  u n i v e r s i t y  l e v e l .  

-  T o  f a c i l i t a t e  t h e  c r e a t i o n  o f  a p p r o p r i a t e  s u p p o r t  p r o g r a m s  f o r  

S p a n i s h  h e r i t a g e  s p e a k e r s  a t  t h e  d i f f e r e n t  s t a g e s  o f  t h e i r  

e d u c a t i o n .  

 

6 .  M e t h o d  

I n  o r d e r  t o  r e s p o n d  t o  t h e  r e s e a r c h  q u e s t i o n s ,  t h e  p r o f i l e s  

o f  t w o  v o l u n t e e r  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s  w h o  h a v e  S p a n i s h  a s  t h e i r  

h e r i t a g e  l a n g u a g e  w e r e  d e t e r m i n e d  t h r o u g h  a  s u r v e y  a n d  a n  

i n t e r v i e w .  T h e  s a m e  i n t e r v i e w  w a s  u s e d  f o r  t h e  t w o  u n i v e r s i t y  

s t u d e n t s ,  w h o  a t t e n d  d i f f e r e n t  u n i v e r s i t i e s .  T h e i r  p e r s o n a l  

i n f o r m a t i o n  w i l l  n o t  b e  d i s c l o s e d  t o  p r o t e c t  t h e i r  p r i v a c y  a n d  
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p e r s o n a l  d a t a .  T h e y  w i l l  b e  r e f e r r e d  t o  a s :  S t u d e n t  A  a n d  

S t u d e n t  B .  

F i r s t ,  t h e  n e c e s s a r y  d a t a  w i l l  b e  e x t r a c t e d  f r o m  e a c h  c a s e  

t o  c r e a t e  a  c o n t r a s t i v e  t a b l e  w i t h  t h e i r  p r o f i l e s  a c c o r d i n g  t o  t h e  

c o n t e x t  o f  e a c h  i n d i v i d u a l  c a s e .  W e  c o n s i d e r  t h a t  t h i s  a p p r o a c h  

w i l l  f a c i l i t a t e  a  m o r e  c o m p r e h e n s i v e  u n d e r s t a n d i n g  o f  t h e  

c h a l l e n g e s  f a c e d  b y  e a c h  c a s e ,  c o n s i d e r i n g  t h e i r  u n i q u e  

c o n t e x t s .  W h i l e  t h e  s a m p l e  s i z e  i s  l i m i t e d ,  t h e  f i n d i n g s  a l i g n  

w i t h  o t h e r  s t u d i e s  i n  t h e  f i e l d ,  a s  e v i d e n c e d  b y  t h e  r e s e a r c h  

w o r k s  o f  S h i n t a n i  e t  a l .  ( 2 0 2 2 ) 1 3 3 ,  M a t s u i  &  F a r i n a  ( 2 0 2 0 ) 1 3 4 ,  

e t c .  

 

7 .  P r o f i l e  o f  h e r i t a g e  S p a n i s h  s p e a k e r s :  S t u d e n t  A  a n d  

S t u d e n t  B :  c o m p a r a t i v e  t a b l e  

N e x t ,  w e  w i l l  p l a c e  i n  p a r a l l e l  t h e  a n s w e r s  o f  t h e  t w o  

s t u d e n t s  i n t e r v i e w e d  a n d  t a k e  t h e  m o s t  r e l e v a n t  i n f o r m a t i o n  t o  

a n a l y z e  i t .  I n  t h i s  w a y  w e  w i l l  p r e s e n t  t h e  a c a d e m i c ,  l i n g u i s t i c  

a n d  a f f e c t i v e  e v o l u t i o n  o f  e a c h  s t u d e n t .  F o r  t h e  a n a l y s i s  w e  w i l l  

a d d  i n f o r m a t i o n  t a k e n  f r o m  t h e  i n t e r v i e w s .  

T h e  i n i t i a l  s e g m e n t  o f  t h e  t a b l e  b e l o w  i l l u s t r a t e s  t h e  f a m i l y  

c o n t e x t  o f  e a c h  s t u d e n t .  T h i s  p r o v i d e s  a  f o u n d a t i o n  f o r  

e x t r a c t i n g  v a r i o u s  a s p e c t s  t h a t  h a v e  d e f i n e d  t h e i r  l i n g u i s t i c  

p r o f i c i e n c y  a n d  a f f e c t i v e  d e f i c i e n c i e s ,  w h i c h  h a v e  c o n t r i b u t e d  

t o  t h e  f o r m a t i o n  o f  t h e i r  i d e n t i t y .  S u b s e q u e n t l y ,  t h e  d a t a  i s  

 
1 3 3  S h i n t a n i ,  R . ,  T a k a b a t a k e ,  R . ,  &  T a k a y a m a ,  P .  ( 2 0 2 2 ) .  E s t r a t e g i a s  

l i n g ü í s t i c a s  f a m i l i a r e s  e n  l a  e n s e ñ a n z a  d e l  e s p a ñ o l  c o m o  l e n g u a  d e  

h e r e n c i a  e n  J a p ó n .  J o u r n a l  o f  F o r e i g n  L a n g u a g e  E d u c a t i o n  o f  K e i o  

U n i v e r s i t y ,  2 3 - 4 5 .  
1 3 4  I d e m .  
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a n a l y z e d  i n  r e l a t i o n  t o  t h e  e d u c a t i o n  t h e y  h a v e  r e c e i v e d  a n d  

t h e i r  l e v e l  o f  e x p o s u r e  ( i n p u t )  t o  b o t h  J a p a n e s e  a n d  S p a n i s h .  

T h i s  f a c i l i t a t e s  c o m p r e h e n s i o n  o f  t h e  f a c t o r s  t h a t  c o n t r i b u t e  t o  

t h e  s t a t u s  o f  t h e s e  h e r i t a g e  s p e a k e r s  a s  b a l a n c e d  b i l i n g u a l s  o r  

n o t .  
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7 . 1 .  F a m i l y  a n d  l i n g u i s t i c  b a c k g r o u n d  

F i r s t ,  S t u d e n t  A  a n d  S t u d e n t  B  a r e  c o n t e m p o r a r i e s  i n  a g e .  

H o w e v e r ,  t h e i r  l i n g u i s t i c  b a c k g r o u n d  i s  c o n s i d e r a b l y  d i f f e r e n t .  

S t u d e n t  A  i s  d i s c u s s e d  f i r s t ,  f o l l o w e d  b y  S t u d e n t  B .   

 

a .  S t u d e n t  A .  

S t u d e n t  A  w a s  b o r n ,  r a i s e d ,  a n d  e d u c a t e d  p r i m a r i l y  i n  J a p a n .  

S h e  h a s  v i s i t e d  P e r u  o n l y  o n c e ,  a t  t h e  a g e  o f  s i x .  S t u d e n t  A  h a s  

e n c o u n t e r e d  c h a l l e n g e s  i n  h e r  l e a r n i n g  o f  b o t h  S p a n i s h  a n d  

J a p a n e s e .  S h e  r e p o r t s  d i f f i c u l t i e s  i n  c o m m u n i c a t i n g  w i t h  h e r  

f a m i l y ,  p a r t i c u l a r l y  w i t h  h e r  f a t h e r ,  w h o  d o e s  n o t  s p e a k  

J a p a n e s e .  H e r  m o t h e r ,  o n  t h e  o t h e r  h a n d ,  c a n  s p e a k  s o m e  b a s i c  

J a p a n e s e .  

S t u d e n t  A  i s  a n  u n b a l a n c e d  b i l i n g u a l  s t u d e n t  w h o  h a s  s o u g h t  

t o  m a i n t a i n  h e r  S p a n i s h  t h r o u g h o u t  h e r  s t u d i e s ,  e n c o u n t e r i n g  

v a r i o u s  p r o b l e m s  u n t i l  s h e  f i n a l l y  f o u n d  t h e  n e c e s s a r y  s u p p o r t  

a t  A J A P E 1 3 5 ,  w h e r e  s h e  w a s  n o t  o n l y  a b l e  t o  s t u d y  S p a n i s h ,  b u t  

w a s  a l s o  g u i d e d  t o  f i n d  u n i v e r s i t i e s  t o  s t u d y  a t .   L e t ' s  s e e  w h a t  

d i f f i c u l t i e s  s h e  h a s  h a d .  H e r  d i a l o g s  a r e  t r a n s l a t e d  t r y i n g  t o  

k e e p  h e r  o r i g i n a l  S p a n i s h  w a y  o f  s p e a k i n g .   

S t u d e n t  A ' s  l i n g u i s t i c  d e v e l o p m e n t  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  

e a r l y  e x p o s u r e  t o  S p a n i s h  a t  h o m e ,  f o l l o w e d  b y  J a p a n e s e  f r o m  

 
1 3 5  A s o c i a c i ó n  J a p o n é s  P e r u a n a  p a r a  l a  I n t e g r a c i ó n  ( J a p a n e s e  P e r u v i a n  

A s s o c i a t i o n  f o r  I n t e g r a t i o n ) .  F o u n d e d  b y  t h e  P e r u v i a n  N i k k e i  c o m m u n i t y  

i n  J a p a n ,  i t  i s  a  n o n - p r o f i t  a s s o c i a t i o n  t h a t  s u p p o r t s  t h e  c h i l d r e n  o f  

P e r u v i a n  N i k k e i  a n d  o t h e r  S p a n i s h  s p e a k e r s  t o  l e a r n  J a p a n e s e  f o r  s c h o o l  

a n d  S p a n i s h  c l a s s e s  a s  w e l l .  I t  i s  l o c a t e d  i n  K a n a g a w a .  [ A s o c i a c i ó n  

J a p o n e s a  P e r u a n a .  ( s . f . ) .  o b t a i n e d  f r o m :  Q u i é n e s  s o m o s .  

h t t p s : / / a j a p e . o r g / e s / q u i e n e s - s o m o s / q u e - e s - a j a p e / ]  
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t h e  a g e  o f  n i n e  m o n t h s .  H o w e v e r ,  b y  t h e  t i m e  s h e  e n t e r s  

J a p a n e s e  k i n d e r g a r t e n  a n d  b e g i n s  f o r m a l  s c h o o l i n g  i n  J a p a n ,  s h e  

h a s  n o t  r e c e i v e d  s u f f i c i e n t  i n p u t  i n  S p a n i s h  f o r  a t  l e a s t  t h r e e  

o r  f o u r  y e a r s .  T h i s  r e s u l t s  i n  a n  u n b a l a n c e d  b i l i n g u a l  

p r o f i c i e n c y ,  w i t h  J a p a n e s e  p r o f i c i e n c y  s u r p a s s i n g  t h a t  o f  

S p a n i s h  d u e  t o  t h e  a b s e n c e  o f  e x t e r n a l  i n p u t  b e y o n d  f a m i l i a l  

c o n v e r s a t i o n s  a n d  a c a d e m i c  i n s t r u c t i o n .  

 

S t u d e n t  A :  ( . . . )  ¨ I n  m y  h o u s e  w e  s p e a k  S p a n i s h .  Y e s ,  b u t  

s o m e t i m e s  w h e n  I  c a n ' t  s p e a k  S p a n i s h  v e r y  

w e l l ,  I  g o  t o  s p e a k  s o f t  ( s l o w )  J a p a n e s e  a n d  m y  

m o m  u n d e r s t a n d s ,  t h a t ' s  w h y  I ' m  s p e a k i n g  l i k e  

t h i s ,  t h e  t w o  w o r d s .  

I n t e r v i e w e r :  D o  y o u  r e m e m b e r  w h a t  i t  w a s  l i k e  t o  g o  f r o m  

y o u r  h o m e  i n  S p a n i s h  t o  t h e  k i n d e r g a r d e n  i n  

J a p a n e s e ?  

S t u d e n t  A :  Y e s ,  v e r y  y o u n g ,  b e c a u s e  m y  m o m  a n d  d a d  w e r e  

w o r k i n g  h a r d ,  s o  w h e n  I  w a s  n i n e  m o n t h s  o l d ,  

I  e n t e r e d  a n d  l e a r n e d  m o r e  J a p a n e s e ,  b u t  a t  

h o m e  I  s p e a k  S p a n i s h .  S o m e t i m e s  I  g e t  

c o n f u s e d ,  d o n ' t  I ?  

 

b .  S t u d e n t  B .  

H e  w a s  b o r n  i n  E l  S a l v a d o r .  H e  c a m e  t o  J a p a n  w h e n  h e  w a s  

2  y e a r s  o l d  a n d  r e t u r n e d  t o  E l  S a l v a d o r  a f t e r  t h e  K o b e  

e a r t h q u a k e .  H e  l i v e d  a n d  a t t e n d e d  s c h o o l  i n  E l  S a l v a d o r  u n t i l  

h e  f i n i s h e d  j u n i o r  h i g h  s c h o o l .  H e  h a s  c o n t i n u e d  h i s  s t u d i e s  i n  

J a p a n  s i n c e  h i g h  s c h o o l  a n d  i s  n o w  p u r s u i n g  u n i v e r s i t y  s t u d i e s .  

H e  s p e a k s  J a p a n e s e  w i t h  h i s  m o t h e r  a n d  S p a n i s h  w i t h  h e r  f a t h e r .  

B o t h  l a n g u a g e s  a r e  s p o k e n  a t  h o m e .  S t u d e n t  B  i s  a  b a l a n c e d  
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b i l i n g u a l .  I t  i s  a  p r o c e s s  t h a t  w a s  f o r m e d  t h r o u g h o u t  h i s  l i f e  

b e t w e e n  E l  S a l v a d o r  a n d  J a p a n ,  b e c a u s e  h e  w a s  n o t  b a l a n c e d  

b i l i n g u a l  w h e n  h e  c a m e  t o  J a p a n  a n d  h a d  t o  s t a r t  s t u d y i n g  i n  

s c h o o l  i n  J a p a n e s e  a n d  l e a r n  k a n j i .  H e  r e p o r t s  n o  p r o b l e m s  

c o m m u n i c a t i n g  w i t h  h i s  f a m i l y .  B u t  i n  J a p a n  h e  c o m m u n i c a t e s  

l e s s  w i t h  h i s  f a t h e r  b e c a u s e  h i s  f a t h e r  c a n n o t  h e l p  h i m  i n  t h e  

J a p a n e s e  c o n t e x t .  T h e  f a t h e r  i s  u n a b l e  t o  g u i d e  h i m  w i t h  

J a p a n e s e  e d u c a t i o n ,  i n f o r m a t i o n  a b o u t  u n i v e r s i t i e s  t o  s t u d y ,  e t c .  

F o r  t h e s e  i s s u e s  h e  r e c e i v e s  s u p p o r t  f r o m  h i s  m o t h e r .  

 

S t u d e n t  B :  M i x e d .  I t  i s  s o m e t h i n g  s t r a n g e ,  b e c a u s e  f o r  

s o m e o n e  w h o  k n o w s  h o w  t o  s p e a k  S p a n i s h  a n d  

J a p a n e s e ,  w e  k n o w  t h a t  t h e r e  a r e  ( . . . )  w o r d s  

t h a t  c a n n o t  b e  t r a n s l a t e d ,  t h a t  i s  p a r t  o f  t h e  

J a p a n e s e  l a n g u a g e  o r  S p a n i s h ,  w e  u s e  b o t h  

l a n g u a g e s  t o  c o m m u n i c a t e .  F o r  m e  i t  i s  

d i f f i c u l t ,  b e c a u s e  w h e n  I  s p e a k  w i t h  s o m e o n e  

w h o  c a n  s p e a k  o n l y  J a p a n e s e ,  t h e r e  a r e  t i m e s  

w h e n  I  w a n t  t o  s p e a k  i n  S p a n i s h ,  b u t  I  c a n n o t .  

J u s t  l i k e  w h e n  I  s p e a k  S p a n i s h ,  t h e r e  a r e  t i m e s  

w h e n  I  f e e l  l i k e  s p e a k i n g  J a p a n e s e  t o  e x p l a i n  

s o m e  t h i n g s .  

 

S t u d e n t  B  h a s  r e c e i v e d  a  s i g n i f i c a n t  a m o u n t  o f  i n p u t  i n  b o t h  

S p a n i s h  a n d  J a p a n e s e  a t  v a r i o u s  p o i n t s  t h r o u g h o u t  h i s  l i f e .  B o t h  

J a p a n e s e  a n d  S p a n i s h  h a v e  b e e n  c o n s i d e r e d  h i s  h e r i t a g e  

l a n g u a g e s .  H i s  S p a n i s h  h a s  s t a g n a t e d  a t  t h e  l e v e l  o f  a  s t u d e n t  

a b o u t  t o  e n t e r  h i g h  s c h o o l .   

 

I n t e r v i e w e r :  Y o u  s p e a k  v e r y  w e l l .  
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S t u d e n t  B :  T h a n k  y o u  v e r y  m u c h .  Y e s ,  b u t  I  s p e a k  S p a n i s h  

o c c a s i o n a l l y ,  w h e n  I  t a l k  t o  m y  f r i e n d s  w h o  l i v e  

i n  E l  S a l v a d o r .  

 

7 . 2 .  D i f f i c u l t i e s  a t  s c h o o l   

7 . 2 . 1 .  S u p p o r t  a t  s c h o o l  

a .  S t u d e n t  A .  

H e r  J a p a n e s e  l a n g u a g e  l e v e l  w a s  n o t  g o o d  e n o u g h  d e s p i t e  

s t u d y i n g  i n  J a p a n e s e  s c h o o l  f r o m  e l e m e n t a r y  t o  s e n i o r  h i g h  

s c h o o l .  S i n c e  h e r  p a r e n t s  h a d  t o  w o r k  o u t s i d e  t h e  h o m e ,  s h e  

w e n t  t o  k i n d e r g a r t e n  f r o m  t h e  a g e  o f  9  m o n t h s .  S h e  h a s  n o t  b e e n  

e x p o s e d  e n o u g h  t o  t h e  S p a n i s h  l a n g u a g e .  W h a t  s h e  l e a r n s  a t  

s c h o o l  i n  J a p a n e s e  s h e  c a n ' t  r e i n f o r c e  a t  h o m e ,  a n d  a t  s c h o o l  

s h e  d o e s n ' t  k n o w  w h a t  s h e  d o e s n ' t  u n d e r s t a n d  o r  w h a t  s h e  

d o e s n ' t  k n o w .  I t  i s  d i f f i c u l t  f o r  h e r  t o  a s k  q u e s t i o n s ,  a n d  s h e  i s  

l e f t  w i t h  e d u c a t i o n a l  g a p s .  S h e  a l s o  d o e s  n o t  h a v e  t h e  

c o n f i d e n c e  t o  d o  h e r  h o m e w o r k  o r  t o  t a l k  a b o u t  h e r  p e r s o n a l  

p r o b l e m s  w i t h  h e r  p a r e n t s  o r  t e a c h e r s ,  l e a v i n g  t h e s e  p r o b l e m s  

u n r e s o l v e d .  

 

S t u d e n t  A :  ( . . . )  Y e s ,  I  d i d n ' t  t a l k  t o  m y  J a p a n e s e  t e a c h e r  i n  

c l a s s .  W h e n  t h e y  ( c l a s s m a t e s ) d o n ' t  u n d e r s t a n d   

t h e  J a p a n e s e  ( e x p l a n a t i o n s ) ( t h e  c l a s s m a t e s )  

w e r e  t e l l i n g  t h e  t e a c h e r :  “ h e r e ,  I  d o n ' t  

u n d e r s t a n d .  S o ,  l o o k ,  t e a c h  m e . ”  I  c o u l d n ' t  s a y  

t h a t  t h i n g ,  b e c a u s e  I  d i d n ' t  k n o w  w h e r e  I  d o n ' t  

u n d e r s t a n d .  

( . . . )  

“ H e r e  I  d o n ' t  u n d e r s t a n d .  T h i s  t h i n g ,  e v e r y t h i n g ,  

I  d o n ' t  u n d e r s t a n d . ”  
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I n t e r v i e w e r :  W a s  t h a t  a l r e a d y  i n  e l e m e n t a r y  s c h o o l ,  i n  

s h o g a k k ō 1 3 6 ?  

S t u d e n t  A :  N o ,  e v e r y t h i n g .  E v e n  k ō k ō 1 3 7 .  

 

S t u d e n t  A  w a s  h a v i n g  t r o u b l e  w i t h  h o m e w o r k :  

 

S h e  c o u l d n ' t  d o  h o m e w o r k  a t  h o m e  e i t h e r .  S h e  d i d  n o t  k n o w  

w h a t  t o  d o  a n d  h e r  p a r e n t s  c o u l d  n o t  h e l p  h e r .  T h i s  s h o u l d  h a v e  

b e e n  m o n i t o r e d  a t  s c h o o l  b e t w e e n  t e a c h e r s  a n d  p a r e n t s .  

 

S t u d e n t  A :  T h a t ' s  w h y  I  w a s n ' t  d o i n g  s h u k u d a i 1 3 8 t o o ,  b e c a u s e  

I  d i d n ' t  k n o w  w h i c h  s h u k u d a i  t o  d o .  

I n t e r v i e w e r :  R i g h t ,  r i g h t .  I n  y o u r  s h o g a k k o  t h e  t e a c h e r s  

w r o t e  t h e  h o m e w o r k ,  t h e  s h u k u d a i ,  o n  t h e  

b l a c k b o a r d ,  a n d  y o u  h a d  t o  w r i t e  t h e  h o m e w o r k  

i n  y o u r  n o t e b o o k ?  

S t u d e n t  A :  Y e s .  

I n t e r v i e w e r :  D i d  y o u  h a v e  t i m e  t o  w r i t e  i t  d o w n ?  

S t u d e n t  A :  Y e s ,  I  d i d n ' t  k n o w  w h a t  I  w a s  d o i n g ,  b u t  I  w o u l d  

w r i t e .  

 

b .  S t u d e n t  B .  

W h i l e  l i v i n g  i n  E l  S a l v a d o r ,  J a p a n e s e  w a s  h i s  h e r i t a g e  

l a n g u a g e .  H e  s p o k e  i t  w i t h  h i s  m o t h e r .  B u t  h i s  d o m i n a n t  

l a n g u a g e  w a s  S p a n i s h .  W h e n  h e  a r r i v e d  i n  J a p a n  h e  n e e d e d  

J a p a n e s e  l a n g u a g e  s u p p o r t .  B u t  h e  d i d n ' t  g o  d i r e c t l y  t o  a  h i g h  

 
1 3 6  P r i m a r y  S c h o o l  

1 3 7  H i g h  S c h o o l  

1 3 8  H o m e w o r k  
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s c h o o l  b u t  t o  a  f r e e  s c h o o l .  H e  h a d  t o  i n t e n s i v e l y  s t u d y  E n g l i s h  

a n d  m a t h  t o  g e t  i n t o  h i g h  s c h o o l .  

 

I n t e r v i e w e r :  ( . . . )  H o w  w a s  t h e  p r o c e s s  o f  g e t t i n g  a  k ō k ō  a n d  

b e i n g  a c c e p t e d  i n t o  a  k ō k ō ?  W a s  i t  p u b l i c  i n  t h e  

a r e a ,  w a s  i t  p r i v a t e ?  Y o u  w e r e  s t u d y i n g  J a p a n e s e  

w i t h  y o u r  m o t h e r  b a c k  i n  E l  S a l v a d o r  a n d  s o  i t  

w a s  a  l i t t l e  e a s i e r  f o r  y o u .  H o w  w a s  t h e  p r o c e s s  

o f  g e t t i n g  i n t o  t h e  k ō k ō ?  

( . . . )  

S t u d e n t  B :  I  c a m e  t o  J a p a n .  I  w e n t  t o  f r e e  s c h o o l  f o r  t w o  o r  

t h r e e  m o n t h s  a n d  t h e n  I  e n t e r e d  t h e  s c h o o l  

( . . . )  

S t u d e n t  B :  T h e r e  a r e  t h r e e  s u b j e c t s .  J a p a n e s e ,  E n g l i s h  a n d  

m a t h e m a t i c s .  

 

7 . 2 . 2 .  K ō k ō  ( H i g h  s c h o o l )  

a .  S t u d e n t  A .  

T h e  i n f o r m a t i o n  t o  e n t e r  t h e  h i g h  s c h o o l  w a s  h a r d  t o  f i n d .  

S h e  h e a r d  f r o m  a n o t h e r  p e r s o n  t h a t  t h e r e  w a s  a n  i n t e r n a t i o n a l  

h i g h  s c h o o l  w h e r e  t h e r e  a r e  m a n y  f o r e i g n e r s  a n d  t h a t  t h e y  a l s o  

t e a c h  S p a n i s h .  S h e  d i d  n o t  k n o w  h o w  t o  c h o o s e  h i g h  s c h o o l  a n d  

c o u l d  n o t  a s k  h e r  p a r e n t s  f o r  h e l p  b e c a u s e  t h e y  h a d  n o t  s t u d i e d  

i n  J a p a n .  S h e  h a d  t o  a s k  m a n y  p e o p l e  f o r  h e l p  t o  g e t  g o o d  

g u i d a n c e .  S h e  f i n a l l y  g o t  h e l p  t o  a p p l y  t o  c o l l e g e  i n  A J A P E .  

 

I n t e r v i e w e r :  D i d  y o u  g o  t o  A J A P E ?  

S t u d e n t  A :  Y e s .  

I n t e r v i e w e r :  Y e s ,  b e c a u s e  t h e y  c a n  a l w a y s  h e l p .  

S t u d e n t  A :  Y e s ,  t h a t ' s  w h y  t h e y  w e r e  h e l p i n g  m e .  A J A P E  w a s  
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h e l p i n g  m e  a  l o t  b e c a u s e  t h e y  w e r e  t e a c h i n g  m e  

h o w  t o  a p p l y  f o r  c o l l e g e .   

 

b .  S t u d e n t  B .  

S i n c e  h i s  m o t h e r  i s  J a p a n e s e ,  t h e y  w e r e  a b l e  t o  f i n d  

i n f o r m a t i o n  a b o u t  t h e  f r e e  s c h o o l .  T h e y  k n e w  t h a t  h e  c o u l d  

r e c e i v e  s u p p o r t  t h e r e  w i t h  J a p a n e s e  l a n g u a g e  a n d  h i g h  s c h o o l  

e n t r a n c e  r e q u i r e m e n t s .  H e  r e c e i v e d  s u p p o r t  f r o m  h i s  m o t h e r  a n d  

h i s  b a s k e t b a l l  c o a c h .  W i t h i n  t h e  s c h o o l  h e  r e c e i v e d  s u p p o r t  w i t h  

t h e  A c t i v e  S c h o o l  a n d  w i t h  J a p a n e s e  c l a s s e s  o n  W e d n e s d a y s  a s  

w e l l .  

 

I n t e r v i e w e r :  D i d  y o u  h a v e  a n y  s u p p o r t ?  

S t u d e n t  B :  S u p p o r t ?  Y e s ,  a c t u a l l y ,  y e s .  ( . . . )  

( . . . )  

S t u d e n t  B :  T h e  b a s k e t b a l l  c o a c h  w a s  v e r y  s u p p o r t i v e ,  

a c t u a l l y .  H e  s u p p o r t e d  m e  a  l o t  b e c a u s e ,  f o r  h i m ,  

I  w a s  a  g o o d  p l a y e r ,  h e  a l w a y s  s u p p o r t e d  m e  a  l o t ,  

t o  b e  h o n e s t .  ( . . . )  

S t u d e n t  B :  L i k e w i s e ,  m y  m o t h e r  w a s  a l s o  v e r y  s u p p o r t i v e .  

S h e  k n e w  t h a t  I  c o u l d n ' t  u s e  a  l o t  o f  J a p a n e s e  

l i k e  n o r m a l  J a p a n e s e  p e o p l e  w h o  h a v e  b e e n  h e r e  

i n  J a p a n  a l l  t h e i r  l i v e s .  S h e  a l w a y s  s u p p o r t e d  m e  

( . . . )  I  d i d n ' t  h a v e  m u c h  o f  a  p r o b l e m ,  b e c a u s e  m y  

m o m  w a s  v e r y  s u p p o r t i v e  o f  t h a t  p a r t .  

 

C u l t u r e  s h o c k  

S t u d e n t  B ,  a s  h e  c a m e  f r o m  E l  S a l v a d o r ,  e x p e r i e n c e d  c u l t u r e  

s h o c k .  H e  s t r u g g l e d  t o  c o m p r e h e n d  h i s  c l a s s m a t e s '  m e n t a l i t y  

a n d  f o u n d  t h e  b a s k e t b a l l  c l u b  c l a s s m a t e s  m o r e  a p p r o a c h a b l e .  H e  
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s t r o n g l y  d i s l i k e d  t h e  s e p a r a t i o n  b e t w e e n  " s e n p a i "  a n d  " k o h a i "  

a s  h e  p r e f e r r e d  t o  b e  f r i e n d s  w i t h  c l a s s m a t e s  o f  a l l  a g e s .  

 

7 . 2 . 3  U n i v e r s i t y  

7 . 2 . 3 . 1 .  I n f o r m a t i o n  o n  u n i v e r s i t i e s  a n d  e n t r a n c e  e x a m s .  

a .  S t u d e n t  A .  

T h e r e  i s  a  l a c k  o f  i n f o r m a t i o n  a t  s c h o o l  a b o u t  t y p e s  o f  

u n i v e r s i t i e s  a n d  t y p e s  o f  e n t r a n c e  e x a m i n a t i o n s  f o r  s t u d e n t s  

w h o s e  f a m i l i e s  a r e  f o r e i g n e r s  a n d  d o  n o t  k n o w  a b o u t  

u n i v e r s i t i e s  a n d  a b o u t  t h e  u n i v e r s i t y  e d u c a t i o n  e n t r a n c e  s y s t e m  

i n  J a p a n .  S h e  g o t  h e l p  a n d  g u i d a n c e  f r o m  A J A P E .   H e r  p a r e n t s  

a l s o  c o u l d  n o t  h e l p  h e r  b e c a u s e  t h e y  d o  n o t  k n o w  w h a t  

u n i v e r s i t i e s  a r e  i n  J a p a n  n o r  c a n  t h e y  f i n d  o u t .  

 

b .  S t u d e n t  B .  

H e  r e c e i v e d  s u p p o r t  f r o m  t h e  s c h o o l .  T h e y  w e r e  p r e p a r e d  t o  

g u i d e  s t u d e n t s  l i k e  h i m .  T h e y  a l s o  h a v e  a g r e e m e n t s  w i t h  s o m e  

u n i v e r s i t i e s .  

 

I n t e r v i e w e r :  H o w  d i d  y o u  g e t  i n t o  t h e  u n i v e r s i t y ?  H o w  d i d  

y o u  k n o w  a b o u t  t h e  u n i v e r s i t y ?  D i d  t h e  s c h o o l  

h e l p  y o u  w i t h  m a t e r i a l s ?  

S t u d e n t  B :  T h e  u n i v e r s i t y ,  t h e r e  w a s  a  l i s t  o f  u n i v e r s i t i e s  

t h a t  y o u  c o u l d  g e t  s c h o l a r s h i p .  I  w a s  l o o k i n g  

a r o u n d  a n d  t h a t ' s  w h e n  I  f o u n d  t h e  U n i v e r s i t y  o f  

( . . . ) .  I  h a d  e n o u g h  p o i n t s  t o  g e t  i n t o  t h a t  

u n i v e r s i t y .  T h a t ' s  w h e n  I  g o t  i n t o  t h e  u n i v e r s i t y  

w i t h  ( . . . )  w i t h  a  s c h o l a r s h i p .  
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7 . 2 . 3 . 2 .  D i f f i c u l t y  w i t h  t h e  J a p a n e s e  l a n g u a g e  w i t h i n  t h e  

u n i v e r s i t y .  

a .  S t u d e n t  A .  

D e s p i t e  h a v i n g  r e c e i v e d  a c a d e m i c  e d u c a t i o n  i n  J a p a n e s e  

t h r o u g h o u t  h e r  s c h o o l i n g ,  J a p a n e s e  i s  n o t  s u f f i c i e n t  t o  c o p e  

w i t h  s t u d i e s  w i t h i n  t h e  u n i v e r s i t y .  W h a t  s h e  l e a r n e d  i n  h i g h  

s c h o o l  w a s  n o t  e n o u g h .  

 

I n t e r v i e w e r :  H o w  d i d  y o u  f e e l  a b o u t  t h e  l a n g u a g e ?  D o  y o u  

t h i n k  t h e  J a p a n e s e  y o u  l e a r n e d ,  b e c a u s e  y o u  t o l d  

m e ,  J a p a n e s e  i s  n o t  1 0 0 % ,  d o  y o u  t h i n k  t h e  

J a p a n e s e  y o u  l e a r n e d  i s  e n o u g h  t o  s t u d y  a  c a r e e r  

i n  J a p a n e s e ?  H o w  d o  y o u  f e e l ?  

S t u d e n t  A :  I  c a n ' t ,  I  h a v e  t o  m a k e  a n  e f f o r t  t o  s t u d y  J a p a n e s e  

h e r e ,  r i g h t  n o w  t o o  ( a t  u n i v e r s i t y ) ,  ( … ) -  I  w a s  

b o r n  h e r e ,  b u t  I  d i d n ' t  s t u d y .  A t  h o m e  I  d i d n ' t  

s t u d y  J a p a n e s e  a t  a l l ,  s o  f o r  k ō k ō  ( … )  i s  m o r e  

d i f f i c u l t  f o r  m e ,  b e c a u s e  s o m e t i m e s  I  d o n ' t  

u n d e r s t a n d  t h e  w o r d s .  ( … )  i n  k ō k ō  s h e  d i d n ' t  

t e a c h  m e  a n y t h i n g ,  I  w a s n ' t  l e a r n i n g  a n y m o r e ,  I  

c o u l d n ' t  f o r c e  m y s e l f  t o  l e a r n  J a p a n e s e .  H e r e  s h e  

w r i t e s  ( … )  q u i t e  a  l o t  t h e r e .  

( . . . )  

S t u d e n t  A :  ( . . . )  I  h a v e  t o  w r i t e ,  b u t  i t ' s  h a r d e r  f o r  m e  h e r e  

( a t  u n i v e r s i t y ) .  T h a t ' s  w h y  m y  f r i e n d s  a r e  

h e l p i n g  m e  r i g h t  n o w .  B u t  t h e r e  a r e  e x a m s  f o r  

t h a t  t o o .  

 

T h e  u n i v e r s i t y  t h a t  a c c e p t s  s t u d e n t s  w i t h  t h i s  p r o f i l e  

s h o u l d  p r o v i d e  t h e m  w i t h  J a p a n e s e  l a n g u a g e  s u p p o r t  s o  t h a t  t h e y  
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c a n  a d j u s t  t o  t h e  l e v e l  o f  t h e  c l a s s e s  t h e y  a r e  s t u d y i n g .  T h e y  

m u s t  n o t  b e  o n l y  p l a c e d  i n  t h e  2 L  J a p a n e s e  c l a s s e s  f o r  e x c h a n g e  

s t u d e n t s  w h e r e  t h e y  l e a r n  a b o u t  J a p a n e s e  c u l t u r e ,  s u b j e c t ,  

p r e d i c a t e ,  e t c .   I t  w o u l d  b e  r e c o m m e n d e d  t o  m a k e  t h e m  a  b r i d g e  

t o  g a i n  t h e  p a c e  o f  t h e  o t h e r  s t u d e n t s .  

 

7 . 2 . 3 . 3 .  N e e d  f o r  b o o k s  i n  S p a n i s h  o n  t h e i r  s p e c i a l t y  i n  t h e  

u n i v e r s i t y  l i b r a r y  o r  s o m e  l i b r a r i e s  i n  g e n e r a l .  L a c k  

o f  t r a n s l a t o r s  i n  C h i b a  i n  t h e  f i e l d  o f  h e a l t h .  

a .  S t u d e n t  A .  

S h e  w o u l d  l i k e  t o  b e  a b l e  t o  f i n d  s p e c i a l t y  n u r s i n g  b o o k s  

i n  S p a n i s h  i n  h e r  u n i v e r s i t y ' s  l i b r a r y  o r  i n  a  p u b l i c  l i b r a r y .  S h e  

w a n t s  t o  b e  u s e f u l  t o  h e r  f a m i l y  a n d  t h e  H i s p a n i c  c o m m u n i t y  i n  

g e n e r a l  b y  h e l p i n g  t h e m  i n  t h e  h o s p i t a l s  w i t h  t h e  S p a n i s h  

l a n g u a g e .  B u t  s h e  h e r s e l f  d o e s  n o t  k n o w  t h i s  v o c a b u l a r y  i n  

S p a n i s h .  E v e n  i f  s h e  h a s  t h e  s p e c i a l t y  b o o k s  i n  S p a n i s h ,  t h e y  

a r e  v e r y  d i f f i c u l t  f o r  h e r .  S h e  m u s t  f i r s t  s t u d y  i n  J a p a n e s e  a n d  

t h e n  r e a d  i n  S p a n i s h  t o  k n o w  w h a t  i t  i s  a l l  a b o u t .  I t  i s  a  d i f f i c u l t  

v o c a b u l a r y  f o r  h e r  i n  S p a n i s h  a n d  s h e  c a n n o t  r e a d  f a s t .  

 

b .  S t u d e n t  B .  

H e  h a s  n o  m a j o r  d i f f i c u l t y  w i t h  t h e  J a p a n e s e  l a n g u a g e  

w i t h i n  t h e  u n i v e r s i t y  e v e n  t h o u g h  h i s  c l a s s e s  a r e  i n  J a p a n e s e .  

H e  i s  n o t  a f f e c t e d  b y  t h e  f a c t  t h a t  h i s  l e v e l  o f  k a n j i  k n o w l e d g e  

i s  n o t  s u f f i c i e n t  f o r  h i s  s t u d i e s  b e c a u s e  h e  h a s  t h e  t e c h n o l o g y  

t o  c o m p e n s a t e  f o r  t h i s  d e f i c i e n c y .  

 

8 .  P h y s i c a l  d i f f e r e n c e  a n d  n a t i o n a l i t y .  

a .  S t u d e n t  A .  

A s  p a r t  o f  t h e  c o n s e q u e n c e s  o f  n o t  f e e l i n g  c o n f i d e n t  i n  
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e i t h e r  l a n g u a g e ,  s h e  w a s  u n a b l e  t o  c o m m u n i c a t e  h e r  e m o t i o n a l  

p r o b l e m s  t o  e i t h e r  h e r  t e a c h e r s  o r  h e r  p a r e n t s :  

 

I n t e r v i e w e r :  O k a y ,  t h a t ' s  i n t e r e s t i n g ,  d i d n ' t  y o u  e v e r  f e e l  

t h a t  o t h e r  c l a s s m a t e s  d i d  s o m e t h i n g  t h a t  m a d e  

y o u  f e e l  s a d ?  

S t u d e n t  A :  Y e s ,  b e c a u s e  I  a m  d a r k e r  c o l o r e d ,  i t ' s  n o t  l i k e  

J a p a n e s e .  S o  t h e y  w e r e  t e l l i n g  m e  t h a t :  “ Y o u ' r e  

f r o m  w h e r e ? ” ,  t h e y  w e r e  t e l l i n g  m e .  S o m e t i m e s  

t h e y  w e r e  t e l l i n g  m e  ( . . . ) ,  b e c a u s e  m y  m o m  i s  

w h i t e ,  m y  d a d  i s  b l a c k  a n d  I ' m  b l a c k ,  s o ,  “ I s  s h e  

y o u r  m o m ? ” ,  h e ' s  t e l l i n g  m e .  Y e a h ,  b u t  s h e ' s  m y  

m o m ,  I  k n o w .  Y e s .  

( . . . )  

I n t e r v i e w e r :  D i d  t h a t  m a k e  y o u  f e e l  s a d ?  

S t u d e n t  A :  Y e s .  

I n t e r v i e w e r :  W e r e  y o u  a b l e  t o  t a l k  a b o u t  t h a t  w i t h  y o u r  

t e a c h e r  o r  w e r e  y o u  a b l e  t o  t a l k  a b o u t  t h a t  w i t h  

y o u r  f a m i l y ,  y o u r  s i s t e r s ?  

S t u d e n t  A :  N o ,  n o t h i n g .  

I n t e r v i e w e r :  D i d  y o u  h o l d  i t  i n  y o u r  h e a r t ?  

S t u d e n t  A :  Y e s .  

 

8 . 1 .  D i s c r i m i n a t i o n  

a .  S t u d e n t  A .  

 

S t u d e n t  A :  Y e a h ,  I  t h o u g h t ,  " I  w a s  b o r n  h e r e ,  b u t  I  c a n ' t  d o  

l i k e  J a p a n e s e ,  I  c a n ' t  s p e a k  l i k e  J a p a n e s e .  I  w a s  

t o l d :  " Y o u  w e r e  b o r n  h e r e ,  b u t  w h y  c a n ' t  y o u  

s t u d y  w e l l ?  I  h a d  t o  s a y ,  “  I  d o n ' t  k n o w ” .  A n d  
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( … )  I  d i d n ' t  t a l k  t o  m y  m o m  a n d  d a d  a b o u t  s c h o o l  

p r o b l e m s  a t  a l l .  I  s a i d  t o  t h e m ,  " I ' m  f i n e , "  b u t  I  

f e l t  v e r y  s a d  b e c a u s e  I  c a n ' t  c o m m u n i c a t e  w i t h  

m y  m o m  a n d  d a d ,  a n d  I  c a n ' t  c o m m u n i c a t e  w i t h  

t h e  J a p a n e s e  t e a c h e r ,  s o  t h a t ' s  w h y .  

 

b .  S t u d e n t  B .   

E l  S a l v a d o r  i s  a  m u l t i c u l t u r a l  c o u n t r y .   H o w e v e r ,  h i s  A s i a n  

p h y s i c a l  d i f f e r e n c e  w a s  p o i n t e d  o u t  t o  h i m .  N o t  a s  

d i s c r i m i n a t i o n ,  b u t  i n  a n  a f f e c t i o n a t e  w a y .  A t  f i r s t  h e  d i d n ' t  

u n d e r s t a n d  i t  t h a t  w a y  a n d  d i d n ' t  l i k e  i t .  T h e n  h e  g o t  u s e d  t o  i t .  

H e  f e e l s  t h a t  i n  J a p a n  p e o p l e  a r e  q u i c k e r  t o  t a k e  o f f e n s e .  B u t  

n o n e  o f  t h i s  s e e m s  t o  h a v e  a f f e c t e d  h i s  s e l f - r e s p e c t  o r  s e l f -

e s t e e m .  S t u d e n t  B  e n j o y e d  g o o d  c o m m u n i c a t i o n  w i t h  h i s  f a m i l y .  

 

S t u d e n t  B :  Y e s ,  t h a t ' s  t r u e .  I n  E l  S a l v a d o r  i t  w a s  l i k e ,  t h e y  

w o u l d  t e l l  m e - - - .  

I n t e r v i e w e r :  C h i n e s e ?  

S t u d e n t  B :  Y e s ,  C h i n e s e .  Y e s ,  t h e y  c a l l e d  m e  C h i n e s e .  B y  t h e  

w a y ,  w h e n  I  w a s  i n  s e c o n d  o r  t h i r d  g r a d e ,  t h a t  i s ,  

j u s t  g o i n g  t o  E l  S a l v a d o r ,  I  d i d n ' t  l i k e  t o  b e  

c a l l e d  C h i n e s e ,  b e c a u s e  I  t o o k  i t  a s  s o m e t h i n g  

l i k e ,  “ I ' m  n o t  C h i n e s e .  

( . . . )  

S t u d e n t  B :  I t  w a s  a  l i t t l e  b i t  o f f e n s i v e ,  b u t  w h e n  I  w e n t  t o  

f i f t h ,  s i x t h ,  s e v e n t h  g r a d e ,  i t  w a s  l i k e ,  “ Y e s ,  I ' m  

C h i n e s e ”  ( . . . ) .  

S t u d e n t  B :  I t  w a s  a  w a y  o f  e x p r e s s i n g  t h e i r  a f f e c t i o n .  T h e y  

w o u l d  s a y ,  “ C h i n o ,  w h a t ' s  u p ? ” .  

( . . . )  
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S t u d e n t  B :  T h a t ' s  w h a t  I  a l s o  l i k e  a b o u t  E l  S a l v a d o r ,  b e c a u s e  

I  f e e l  t h a t  t h e r e  i s  n o t  m u c h ,  I  d o n ' t  k n o w ,  

m e a n n e s s ,  b u t  i t ' s  l i k e  e v e r y t h i n g  i s  m o r e  d i r e c t  

a n d  I  t h i n k  I  f e e l  t h a t  t h e r e  i s  m o r e  f r e e d o m  o f  

e x p r e s s i o n .  I n  J a p a n ,  i t ' s  l i k e  e v e r y t h i n g  i s  t a k e n  

v e r y  o f f e n s i v e l y ,  i t ' s  v e r y  d i f f i c u l t .  

 

9 .  I d e n t i t y  v s .  N a t i o n a l i t y  

a .  S t u d e n t  A .  

I t  i s  v e r y  i m p o r t a n t  f o r  h e r  t o  o b t a i n  J a p a n e s e  n a t i o n a l i t y ,  

a s  a  m e a n s  t o  h a v e  t h e  s a m e  r i g h t s  a n d  a d v a n t a g e s  a s  J a p a n e s e  

p e o p l e  a n d  t o  b e  a b l e  t o  l i v e  i n  p e a c e .  S h e  w a n t e d  t o  s t o p  b e i n g  

d i s c r i m i n a t e d  a g a i n s t  a s  a  “ f o r e i g n e r , ”  d e s p i t e  h a v i n g  l i v e d  a l l  

h e r  l i f e  i n  J a p a n  a n d  h a v i n g  J a p a n e s e  a n c e s t r y .  H o w e v e r ,  s i n c e  

J a p a n  d o e s  n o t  a c c e p t  d u a l  n a t i o n a l i t y ,  b y  b e c o m i n g  a  J a p a n e s e  

n a t i o n a l ,  s h e  h a s  h a d  t o  s a c r i f i c e  p a r t  o f  h e r  P e r u v i a n  f a m i l y  

h i s t o r y  a n d  i d e n t i t y ,  h a v i n g  t o  d i s c a r d  h e r  n a t i o n a l i t y  a n d  h e r  

m i d d l e  n a m e  a n d  s u r n a m e .  T h e y  a r e  n o t  a c c e p t e d  a s  J a p a n e s e ,  

b u t  t h e y  a r e  n o t  a l l o w e d  t o  b e  f o r e i g n e r s  e i t h e r .  T h i s  k i n d  o f  

“ n o n s e n s e ”  c r e a t e s  c o n f u s i o n  i n  t h e  c h i l d r e n  a n d  t h e y  b e c o m e  

i n s e c u r e  a d u l t s .   

 

I n t e r v i e w e r :  ( … )  a t  s o m e  p o i n t  d i d  y o u  w i s h ,  “ O h ,  I  w i s h  I  

w a s  J a p a n e s e ” ?  

S t u d e n t  A :  Y e s .  

I n t e r v i e w e r :  O r  n o t ?  

S t u d e n t  A :  Y e s ,  t o  g o  t o  s c h o o l  ( w h e n  I  g o  t o  s c h o o l ) ,  j u s t  

w a l k i n g  l i k e  t h a t ,  b u t  s o m e t i m e s  t h e y  t e l l  m e ,  

“ Y o u  a r e  f o r e i g n e r ,  w h y  a r e  y o u  t h e r e ? ” .  T h e y  

s a y  t h a t  t o  m y  f a c e ,  s o  w h e n  h e  ( t h e y )  s a y s  t h a t  
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t o  m e  I  t h i n k  I  d o n ' t  w a n t  t o  g o  t o  s c h o o l  a n y m o r e ,  

b u t  I  c a n ' t  t e l l  m y  m o m  b e c a u s e  o f  t h o s e  e x a m s .  

( … )  

S t u d e n t  A :  T h a t ' s  w h y  I  w a n t e d  t o  b e  b o r n  J a p a n e s e .  

I n t e r v i e w e r :  J a p a n e s e .  

S t u d e n t  A :  B e c a u s e  I  c a n  d e f e n d  m y s e l f .  I f  i t ' s  J a p a n e s e ,  I ' m  

J a p a n e s e ,  I  c a n  s a y .  

I n t e r v i e w e r :  S u r e .  

S t u d e n t  A :  T h a t ' s  w h y .  

I n t e r v i e w e r :  T h a t  h a p p e n e d ,  d i d  y o u  f e e l  t h a t  a l s o  i n  

s h o g a k k ō  a n d  k ō k ō ?  

S t u d e n t  A :  N o ,  n o t  s o  m u c h  i n  k ō k ō .  

 

S h e  h a s  a c q u i r e d  J a p a n e s e  c i t i z e n s h i p  l a r g e l y  a s  a  m e a s u r e  

t o  b e  r e s p e c t e d  a s  a  J a p a n e s e .   S h e  h a d  t o  w a i t  f r o m  e l e m e n t a r y  

s c h o o l  u n t i l  t h e  a g e  o f  1 9  t o  c h a n g e  h e r  n a t i o n a l i t y  a n d  f e e l  

t h a t  s h e  c o u l d  n o w  s t a n d  u p  f o r  h e r s e l f  a n d  b e  t r e a t e d  w i t h  

d i g n i t y  l i k e  o t h e r  J a p a n e s e ,  e v e n  t h o u g h  s h e  w a s  b o r n  a n d  l i v e d  

i n  J a p a n  a l l  h e r  l i f e .  

 

b .  S t u d e n t  B .  

H e  h a s  n o t  h a d  a n y  p r o b l e m s  w i t h  d i s c r i m i n a t i o n .  

 

I n t e r v i e w e r :  T h e r e  i s  a l w a y s  a  p e r s o n  w h o  c o m e s  t o  y o u  a n d  

s a y s ,  " W h e r e  a r e  y o u  f r o m ?  W h a t  a r e  y o u ?  A r e  

y o u  J a p a n e s e  o r  S a l v a d o r a n  o r  w h a t ?   ( … )  

S t u d e n t  B :  W h a t  w o u l d  I  s a y ?  

( … )  

S t u d e n t  B :  I f  y o u  a s k  m e ,  I  w o u l d  s a y  t h a t  I  a m  h a l f  J a p a n e s e  

a n d  h a l f  S a l v a d o r a n .  H a l f  a n d  h a l f .  
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I n t e r v i e w e r :  H a l f  a n d  h a l f .  

( … )  

I n t e r v i e w e r :  D o e s n ' t  t h e  t e r m  “ h ā f u ”  b o t h e r  y o u ?  

S t u d e n t  B :  A c t u a l l y  i t  d o e s n ' t  b o t h e r  m e .  M a y b e  f o r  s o m e  

p e o p l e ,  y e a h ,  I  d o n ' t  k n o w .  

 

1 0 .  N e e d  f o r  S p a n i s h  l e s s o n s .  S h o r t a g e  o f  s c h o o l s .  R e j e c t i o n .   

a .  S t u d e n t  A .  

S t u d e n t  A  h a d  e x t r a c u r r i c u l a r  S p a n i s h  c l a s s e s  o n e  y e a r  

d u r i n g  e l e m e n t a r y  s c h o o l .  T h e n  t h e  s c h o o l  c l o s e d .  B e f o r e  

e n t e r i n g  h i g h  s c h o o l ,  s h e  f o u n d  a  S p a n i s h  s c h o o l  f o r  s t u d e n t s  

l i k e  h e r  w h o  c o u l d  n o t  c o m m u n i c a t e  w e l l  w i t h  t h e i r  p a r e n t s  i n  

S p a n i s h .  

 

I n t e r v i e w e r :  W h a t  w e r e  t h o s e  s c h o o l s  l i k e ?  

S t u d e n t  A :  T h o s e  s c h o o l s ,  a l m o s t  a l l  ( o f  u s )  t h e  s a m e  a g e .  

T h e r e  w a s  e v e r y b o d y  t h e r e  w h o  s p e a k s  J a p a n e s e  

p r e t t y  m u c h  a n d  d i d n ' t  s p e a k  S p a n i s h .  

( … )  

S t u d e n t  A :  L i k e  m e ,  w h o  c a n ' t  c o m m u n i c a t e  w i t h  h i s  m o m  a n d  

d a d ,  t h a t ' s  w h y  I  w a s  l e a r n i n g  t h e r e .  T h a t ' s  w h y  

I  w a s  a l s o  s t u d y i n g .  

 

S t u d e n t  A  c h o s e  a n  i n t e r n a t i o n a l  h i g h  s c h o o l  b e c a u s e  t h e r e  

w e r e  S p a n i s h  c l a s s e s .  S h e  a l w a y s  w a n t e d  t o  l e a r n  S p a n i s h  t o  

c o m m u n i c a t e  b e t t e r  w i t h  h e r  p a r e n t s ,  t o  l e a r n  t o  r e a d  a n d  w r i t e .  

U n f o r t u n a t e l y ,  s h e  w a s  n o t  a l l o w e d  t o  j o i n  t h e  S p a n i s h  c l a s s  

b e c a u s e  h e r  p a r e n t s  w e r e  P e r u v i a n .  

 

S t u d e n t  A :  ( … )  I n  k ō k ō  t h e r e  w e r e  S p a n i s h  c l a s s e s ,  b u t  I  



 269 

c o u l d n ' t  g o  i n  t h e r e  b e c a u s e  ( … )  " Y o u r  m o m  a n d  

d a d  a r e  P e r u v i a n  a n d  t h e y  s p e a k  S p a n i s h . "  

I n t e r v i e w e r :  T h e y  w o u l d n ' t  l e t  y o u  i n ?  

S t u d e n t  A :  T h e y  w o u l d n ' t  l e t  m e  i n .  

( . . . )  

S t u d e n t  A :  I  u n d e r s t a n d ,  a n d  I  c a n  s p e a k ,  b u t  I  w o n ' t  w r i t e ,  

I  c a n ' t  r e a d .  I  c a n ' t  s a y  t h e  a l p h a b e t  i n  S p a n i s h ,  

t h a t ' s  w h y  I  w a n t e d  t o  e n t e r ,  b u t  " Y o u r  m o m  a n d  

d a d  a r e  P e r u v i a n " ,  s o  I  c o u l d n ' t .  

 

b .  S t u d e n t  B .  

H e  f i n i s h e d  e l e m e n t a r y  s c h o o l  i n  E l  S a l v a d o r  a n d  c o n t i n u e d  

h i s  s t u d i e s  u n t i l  h e  f i n i s h e d  j u n i o r  h i g h  s c h o o l .  H e  h a s  a  g o o d  

l e v e l  o f  s c h o o l i n g  i n  S p a n i s h .  S o m e t i m e s  h e  s p e a k s  S p a n i s h  

w i t h  h i s  f a t h e r  a n d  w i t h  h i s  f r i e n d s  i n  E l  S a l v a d o r .  H o w e v e r ,  

h e  f e e l s  t h a t  h e  i s  a t  t h e  s a m e  l e v e l  a s  h e  w a s  w h e n  h e  c a m e  t o  

J a p a n  a n d  t h a t  h e  h a s  t o  d e v e l o p  i t  f u r t h e r .  

 

I n t e r v i e w e r :  H a v e  y o u  e v e r  f e l t ,  i n  a l l  t h e  y e a r s  y o u  h a v e  

b e e n  h e r e ,  t h a t  y o u  a r e  l o s i n g  S p a n i s h ,  t h a t  y o u  

w o u l d  l i k e  t o  h a v e  a  c l a s s  o r  a  p l a c e  w h e r e  y o u  

c o u l d  s t u d y  S p a n i s h  m o r e ,  f o r  e x a m p l e  a t  t h e  

u n i v e r s i t y  l e v e l ?  

S t u d e n t  B :  Y e s ,  I  h a v e  w a n t e d  t o  i m p r o v e  m y  S p a n i s h .  M a y b e  

n o t  t o  l o s e  i t ,  b e c a u s e  s o m e t i m e s  I  s p e a k  w i t h  m y  

d a d ,  s o m e t i m e s  w i t h  m y  f r i e n d s  w h o  l i v e  i n  E l  

S a l v a d o r ,  b u t  t h e  p r o b l e m  i s  h o w  t o  i m p r o v e  m y  

S p a n i s h .  I  f e e l  l i k e  I ' m  n o t  i m p r o v i n g ,  l i k e  I ' m  

a t  t h e  s a m e  p o i n t  I  w a s  w h e n  I  c a m e  t o  J a p a n .  

I n t e r v i e w e r :  Y o u  h a v e n ' t  f o u n d  a n y w h e r e ?  
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S t u d e n t  B :  I  h a v e n ' t  r e a l l y - - I  h a v e n ' t  r e a l l y  l o o k e d  f o r  m u c h ,  

b e c a u s e  I ' v e  b e e n  v e r y  b u s y  i n  h i g h  s c h o o l  w i t h  

b a s k e t b a l l .  B e c a u s e  h e r e  i n  J a p a n  t h e y  t r a i n  a  l o t .  

 

1 1 .  N E E D S  O F  T H E  S T U D E N T S  A N D  T H E I R  P A R E N T S  

a .  S t u d e n t  A .  

-  T o  h e l p  t h e m  k e e p  u p  t h e i r  S p a n i s h ,  b e c a u s e  t h e y  n e e d  t o  b e  

a b l e  t o  c o m m u n i c a t e  w i t h  t h e i r  p a r e n t s .  

 

S t u d e n t  A :  I  t h i n k  i t  w o u l d  h e l p ,  b e c a u s e  I  w a s  b o r n  i n  J a p a n ,  

b u t  I  d i d n ' t  s p e a k  S p a n i s h .  S o ,  i f  t h e y  t e a c h  m e  

S p a n i s h  t h e n  I  c o u l d  c o m m u n i c a t e  w i t h  m y  m o m  

a n d  d a d ,  b e c a u s e  a t  t h a t  t i m e  I  d i d n ' t  s p e a k  

S p a n i s h .  I  u n d e r s t a n d  S p a n i s h ,  b u t  I  d i d n ' t  s p e a k  

S p a n i s h ,  s o  I  h a d  n o  w a y  t o  c o m m u n i c a t e .  T h a t ' s  

w h y  I  w a s n ' t  c o m m u n i c a t i n g  w i t h  t h e m .  W i t h  m y  

s i s t e r s  I  d i d  c o m m u n i c a t e ,  b u t  w i t h  t h e m  n o t h i n g .  

I  w a s n ' t  t a l k i n g  a b o u t  s c h o o l  a t  a l l ,  a l m o s t  

n o t h i n g .  

T h a t ' s  w h y ,  i f  t h e r e  i s  t o  t e a c h  m e  S p a n i s h  ( … ) ,  

I  t h i n k  I  c a n  c o m m u n i c a t e  w i t h  m y  m o m  a n d  d a d .  

I  t h i n k  l i k e  t h a t .  

 

-  P a r e n t s  n e e d  t o  b e  g i v e n  m o r e  m a t e r i a l s  i n  S p a n i s h  t o  b e  a w a r e  

o f  w h a t  t h e i r  c h i l d r e n  a r e  s t u d y i n g  i n  s c h o o l ,  i f  t h e y  h a v e  

h o m e w o r k ,  w h e n  t h e  e x a m s  a r e  a n d  w h a t  t h e y  h a v e  t o  s t u d y  f o r  

e a c h  e x a m .  E s p e c i a l l y  f r o m  J u n i o r  H i g h  S c h o o l  t o  H i g h  S c h o o l .  

 

I n t e r v i e w e r :  W h a t  w o u l d  y o u  a s k  t h e  g o v e r n m e n t  o f  C h i b a  s o  

t h a t  t h e y  ( t h e  p a r e n t s )  c o u l d  b e  m o r e  i n v o l v e d  i n  
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y o u r  e d u c a t i o n ?  

S t u d e n t  A :  I n  s h o g a k k o  I  h a d  t h e  s h o r u i 1 3 9  i n  S p a n i s h ,  b u t  

f r o m  c h u g a k k o ,  k ō k ō ,  t h e r e  w a s  n o  S p a n i s h ,  t h e  

p a p e r s  w e r e  n o t  w i t h  S p a n i s h .  T h a t ' s  w h y  I  d i d n ' t  

k n o w  a n d  I  a l s o  c o u l d n ' t  s p e a k  S p a n i s h .  T h a t ' s  

w h y  t h e y  d i d n ' t  k n o w  w h a t  w a s  I  d o i n g  i n  s c h o o l ,  

w h a t  w a s  I  s t u d y i n g .  W h a t  a r e  y o u  d o i n g  i n  

s c h o o l ?  Y o u  d o n ' t  k n o w .  S o  i f  t h e r e  i s  a  S p a n i s h  

p a p e r  l i k e  t h a t ,  t h e  s h o r u i ,  y e s  i t  i s  e a s i e r .  S h e  

( h e r  m u m )  k n o w s  ( w o u l d  k n o w )  m o r e  a b o u t  s c h o o l  

a n d  s h e  ( w o u l d  t e l l )  t e l l s  m e ,  “ H o w  w a s  y o u r  

e x a m ?  H o w  i n  s c h o o l  I  w a s  d o i n g  t h i s  l e s s o n , ”  

s h e  t e l l s  m e ,  b u t  t h e r e  w a s  n o t  t h a t  f o r  

c o m m u n i c a t i o n .   

 

b .  S t u d e n t  B .  

I n  t h e  i n t e r v i e w  h e  m e n t i o n e d  t h a t  h e  n e e d e d  p l a c e s  w h e r e  

h e  c o u l d  m e e t  o t h e r  y o u n g  p e o p l e  l i k e  h i m ,  H i s p a n i c - J a p a n e s e  

o r  j u s t  H i s p a n i c ,  t o  s o c i a l i z e ,  b e  w i t h  l i k e - m i n d e d  p e o p l e  a n d  

k e e p  h i s  S p a n i s h  a c t i v e .  I t  h a d  b e e n  a  w h i l e  s i n c e  h e  h a d  s p o k e n  

S p a n i s h ,  s o  h e  w a s  a  l i t t l e  n e r v o u s  d u r i n g  t h e  i n t e r v i e w  a n d  

a s k e d  i f  w e  w o u l d  a l l o w  h i m  t o  m i x  J a p a n e s e  w o r d s .  T h i s  

s t u d e n t  i s  i n t e r e s t e d  i n  p a r t i c i p a t i n g  i n  t h e  K U I S  S p a n i s h  f o r  

h e r i t a g e  s p e a k e r s ’  c l a s s  a s  a  r e g u l a r  s t u d e n t  e v e n  t h o u g h  h e  

b e l o n g s  t o  a  d i f f e r e n t  u n i v e r s i t y .  

 

1 2 .  R E Q U E S T S  F O R  T H E  C I T Y  O F  C H I B A  

a .  S t u d e n t  A .  

 
1 3 9  D o c u m e n t s .  I n  t h i s  c a s e ,  s c h o o l  l e t t e r s  t o  p a r e n t s .  
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I n t e r v i e w e r :  I n  t h a t  c a s e ,  w i t h  e v e r y t h i n g  w e ' v e  t a l k e d  a b o u t ,  

i f  y o u  h a d  t h e  o p p o r t u n i t y  t o  t a l k  t o  t h e  C h i b a  

g o v e r n m e n t ,  f o r  e x a m p l e ,  w h a t  w o u l d  y o u  a s k  

t h e m  f o r ?  

S t u d e n t  A :  I  w o u l d  a s k  t h a t  I  w a n t  t h e m  t o  t e a c h  m e  J a p a n e s e  

m o r e  s o f t l y  ( s l o w l y ) .  I  h a v e  a  p a p e r ,  s o m e t i m e s  I  

t a k e  t h e  p a p e r  w i t h  m e .  I f  t h e y  t r a n s l a t e  J a p a n e s e  

m o r e  s m o o t h l y ,  i t  w o u l d  b e  e a s i e r  f o r  m e ,  b e c a u s e  

h e r e  t h e y  s p e a k  f a s t  a n d  i f  t h e y  s p e a k  f a s t  I  d o n ' t  

u n d e r s t a n d -  

I n t e r v i e w e r :  1 0 0 %  

S t u d e n t  A :  - 1 0 0 %  I  d o n ' t  u n d e r s t a n d .  T h a t ' s  w h y ,  i f  t h e y  h e l p  

m e ,  i t ' s  e a s i e r .  I f  t h e y  h e l p  m e  w i t h  p i c t u r e s  t o  

w r i t e ,  l i k e  t h i s .  ( … )  s o  i f  t h e y  t e a c h  m e  i t ' s  e a s i e r  

f o r  m e  t o  l i v e  h e r e  a n d  w h o  t e a c h e s  m e  S p a n i s h  t o  

c o m m u n i c a t e  w i t h  m y  a u n t s  a n d  u n c l e s  a n d  t o  h e l p  

a t  t h e  h o s p i t a l  o r  a t  t h e  m u n i c i p a l i t y .  

 

b .  S t u d e n t  B .  

 

S t u d e n t  B :  I  w o u l d  h a v e  l i k e d  s o m e o n e  w h o  c o u l d  s p e a k  

S p a n i s h ,  ( … ) ,  t h e  s a m e  l a n g u a g e  t h a t  I  s p e a k ,  I  

w o u l d  h a v e  b e e n - -  

I n t e r v i e w e r :  L i k e  f r i e n d s  o r  l i k e - - ?  

S t u d e n t  B :  E i t h e r  a s  f r i e n d s  o r  a s  a  t e a c h e r .  I  w o u l d  h a v e  

l i k e d  t o  h a v e  s o m e o n e  w h o  s p e a k s  S p a n i s h  a t  t h e  

k ō k ō  o r  a t  t h e  u n i v e r s i t y  t o o .  I  f e e l  l i k e  i t  w o u l d  

h a v e  b e e n  v e r y  d i f f e r e n t .  

I n t e r v i e w e r :  A  s p e c i a l  c l a s s  f o r  S p a n i s h  s p e a k i n g  k i d s .  O f  
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c o u r s e ,  ( b u t )  i f  y o u  w e r e  j u s t  o n e ,  d i f f i c u l t .  

S t u d e n t  B :  Y e s ,  b e c a u s e  i n  t h e  u n i v e r s i t y  t h e r e  a r e  F i l i p i n o s .  

T h e r e ' s  a  l o t  o f  F i l i p i n o s ,  f r o m  V i e t n a m ,  t h e y  

h a v e  f r i e n d s .  T h e y ' r e  l i k e ,  f o u r  p e o p l e  g e t  

t o g e t h e r ,  t h e y  s p e a k  t h e i r  l a n g u a g e ,  t h e y  g e t  

a l o n g .  W h o  k n o w s  w h a t  t h e y ' r e  t a l k i n g  a b o u t ,  b u t  

t h e y ' r e  h a v i n g  f u n .  I  w o u l d  h a v e  l i k e d  t o  h a v e  

p e o p l e  l i k e  t h a t  t o o ,  t o  b e  a b l e  t o  s p e a k  S p a n i s h  

w i t h  f r i e n d s .  

 

1 3 .  R E C O M M E N D A T I O N S  

1 .  I t  i s  r e c o m m e n d e d  t o  c o n s i d e r  t h e  a f f e c t i v e  a s p e c t  o f  

h e r i t a g e  s p e a k e r s .  T h e i r  r e l a t i o n s h i p  t o  t h e  m a i n t e n a n c e  

o f  t h e  h e r i t a g e  l a n g u a g e  a n d  t h e  u n d e r s t a n d i n g  a n d  

f o r m a t i o n  o f  t h e i r  i d e n t i t y  w i t h i n  J a p a n .  

2 .  I n v o l v e  p a r e n t s  i n  t h e  e d u c a t i o n a l  p r o c e s s  o f  t h e i r  

c h i l d r e n .  W e  r e c o m m e n d  s e t t i n g  u p  c o m m i t t e e s  i n  s c h o o l s  

t o  c r e a t e  a  n e t w o r k  o f  p a r e n t s  f r o m  t h e  s c h o o l  o r  

v o l u n t e e r s  w h o  s p e a k  t h e  s a m e  l a n g u a g e ,  t o  p u t  t h e m  i n  

c o n t a c t  w i t h  n e w  S p a n i s h  s p e a k i n g  p a r e n t s  a n d  h e l p  t h e m  

t o  o r i e n t  t h e m s e l v e s  d u r i n g  t h e  f i r s t  f e w  m o n t h s  o f  s c h o o l .  

T h i s  m e t h o d  i s  o f t e n  u s e d  b y  i n t e r n a t i o n a l  s c h o o l s ,  w h i c h  

r e c e i v e  s t u d e n t s  f r o m  m a n y  p a r t s  o f  t h e  w o r l d  a n d  o f t e n  

a s k  f o r  s u p p o r t  i n  t h i s  w a y  t o  m a k e  i t  e a s i e r  f o r  b o t h  

p a r e n t s  a n d  s t u d e n t s  t o  a d a p t  t o  t h e  s c h o o l  a n d  t o  

c o m m u n i c a t e  w i t h  t e a c h e r s  a n d  a d m i n i s t r a t i v e  s t a f f .  I t  i s  

a l s o  a d v i s a b l e  t o  p r o v i d e  p a r e n t s  w i t h  w r i t t e n  i n f o r m a t i o n  

a b o u t  t h e  s c h o o l ,  t h e  l e s s o n s ,  h o m e w o r k  a n d  e x a m  

s c h e d u l e s  i n  a  l a n g u a g e  t h e y  u n d e r s t a n d  s o  t h a t  t h e y  c a n  

m o n i t o r  t h e i r  c h i l d r e n ' s  s t u d i e s  a n d  s u p p o r t  t h e m  a t  h o m e  
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w i t h  a u t h o r i t y  a n d  k n o w l e d g e .  I t  i s  v e r y  i m p o r t a n t  f o r  

p a r e n t s  t o  b e  a b l e  t o  m o n i t o r  t h e i r  c h i l d r e n ' s  s t u d i e s  a n d  

a s k  t h e m :  " H a v e  y o u  s t u d i e d  f o r  t o m o r r o w ' s  e x a m ?  L o o k ,  

t h i s  i s  t h e  e x a m  s y l l a b u s " .  

3 .  P r o m o t e  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  a  b a l a n c e d  b i l i n g u a l i s m  o f  

J a p a n e s e  a n d  S p a n i s h .  T a k e  i n t o  a c c o u n t  t h e  a f f e c t i v e  

a s p e c t s ,  t h e  i m p o r t a n c e  o f  k e e p i n g  p a r e n t s  i n f o r m e d  a n d  

a c t i v e  i n  t h e  e d u c a t i o n  o f  t h e i r  c h i l d r e n .  I n  t h i s  w a y ,  

c h i l d r e n  c a n  r e f l e c t  t h e m s e l v e s  i n  t h e  J a p a n e s e  m i r r o r  a s  

w e l l  a s  i n  t h e  m i r r o r  o f  t h e i r  h e r i t a g e  r o o t s .  T h i n k  a b o u t  

i n c o r p o r a t i n g  t o o  o n l y  J a p a n e s e  f a m i l i e s  t h a t  w o u l d  b e  

i n t e r e s t e d  i n  t h e i r  c h i l d r e n  d e v e l o p i n g  a  b a l a n c e d  

b i l i n g u a l i s m  S p a n i s h - J a p a n e s e    

4 .  P r o v i d e  e f f e c t i v e  s u p p o r t .  P r o v i d e  s u p p o r t  t o  t e a c h e r s  o n  

t h e  c h a r a c t e r i s t i c s  a n d  p r o f i l e s  o f  t h e  S p a n i s h  s p e a k i n g  

a n d  S p a n i s h  h e r i t a g e  s t u d e n t s  i n  J a p a n .  I t  i s  i m p o r t a n t  t h a t  

t h e  t e a c h e r s  u n d e r s t a n d  a n d  r e c o g n i z e  t h e i r  d i f f e r e n t  

l i n g u i s t i c  a n d  e m o t i o n a l  n e e d s  s o  t h a t  t h e y  c a n  e f f e c t i v e l y  

s u p p o r t  t h e m  i n  l e a r n i n g  J a p a n e s e .  T h e  J a p a n e s e  l a n g u a g e  

n e e d s  a n d  p r o f i c i e n c y  o f  t h e  S p a n i s h  h e r i t a g e  s p e a k e r s  

b o r n  i n  J a p a n  a n d  t h o s e  b o r n  o u t s i d e  J a p a n  w h o  b e l o n g  t o  

t h e  i m m i g r a n t  g r o u p  a r e  d i f f e r e n t .  T h e y  s h o u l d  n o t  b e  

t a u g h t  t o  a l l  e q u a l l y  u s i n g  t h e  s a m e  s t r a t e g y .  

5 .  O r g a n i z e  ( i n ) f o r m a t i v e  t a l k s  o r  w o r k s h o p s  f o r  t e a c h e r s .  I t  

i s  i m p o r t a n t  f o r  t h e m  t o  u n d e r s t a n d  h o w  t o  d i f f e r e n t i a t e ,  

w i t h o u t  c l a s s i f y i n g  o r  s t e r e o t y p i n g ,  t h e  t y p e s  o f  S p a n i s h  

h e r i t a g e  s p e a k e r s  a n d  t h e i r  n e e d s :  i m m i g r a n t  o r  J a p a n  

b o r n ,  a n d  t o  t a k e  i n t o  a c c o u n t  t h e  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  e a c h  

g e n e r a t i o n .  F o r  e x a m p l e ,  s t u d e n t  A  c o u l d  n o t  e n t e r  t h e  

S p a n i s h  c l a s s  a t  t h e  i n t e r n a t i o n a l  h i g h  s c h o o l  b e c a u s e  s h e  
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h a d  H i s p a n i c  r o o t s ,  w i t h o u t  c o n s i d e r i n g  t h a t  s h e  s t i l l  

n e e d e d  t o  s t u d y  g r a m m a r  a n d  v o c a b u l a r y  a n d  p r a c t i c e  

c o n v e r s a t i o n .   

6 .  U n i v e r s i t i e s  a c c e p t i n g  h e r i t a g e  l a n g u a g e  s t u d e n t s  s h o u l d  

h a v e  a  J a p a n e s e  l a n g u a g e  s u p p o r t  s y s t e m .  T h e r e  a r e  

u n i v e r s i t i e s  t h a t  o f f e r  i t ,  b u t  i t  i s  b a s i c a l l y  t o  i m p r o v e  

t h e i r  J a p a n e s e  l a n g u a g e  l e v e l .  I t  i s  a l s o  n e e d e d  t o  b e  

c o n s i d e r e d  t o  h e l p  t h e m  w i t h  t h e  J a p a n e s e  l e s s o n s  t h a t  

h e l p  t h e m  k e e p  u p  w i t h  t h e i r  m a j o r  c l a s s  l e v e l  a n d  a l s o  

c a r e e r - s p e c i f i c  J a p a n e s e .  E s p e c i a l l y  i n  t h e  e a r l y  y e a r s .  I n  

t h i s  c a s e ,  w e  h i g h l i g h t  t h a t  t h i s  k i n d  o f  h e l p  s h o u l d  b e  

o f f e r e d  t o  s t u d e n t s  l i k e  S t u d e n t  A ,  s t u d y i n g  n u r s e r y ,  a n d  

w h o  i s  m a k i n g  a  g r e a t  e f f o r t  t o  s t u d y  t h i s  p r o f e s s i o n .  E v e n  

t h o u g h  s h e  h a s  a  b e t t e r  c o m m a n d  o f  J a p a n e s e  t h a n  S p a n i s h  

a n d  h a s  b e e n  a s s e s s e d  a s  s u i t a b l e  f o r  u n i v e r s i t y  s t u d y ,  s h e  

s t i l l  n e e d s  s u p p o r t  w i t h  t h e  J a p a n e s e  l a n g u a g e  i n  h e r  

m a j o r .  

7 .  P r o v i d e  S p a n i s h  l a n g u a g e  s u p p o r t  o p p o r t u n i t i e s  f o r  

h e r i t a g e  s t u d e n t s  w i t h  c a r e e r s  i n  h e a l t h ,  l a w ,  e t c . ,  s o  t h a t  

t h e y  c a n  b e  t r a i n e d  s i m u l t a n e o u s l y  i n  b o t h  l a n g u a g e s .  T h i s  

w i l l  b e n e f i t  J a p a n e s e  s o c i e t y  t o o .  

8 .  C r e a t e  s p a c e s  a n d  o p p o r t u n i t i e s  f o r  i n t e r a c t i o n  b e t w e e n  

h e r i t a g e  s p e a k e r s  f r o m  d i f f e r e n t  u n i v e r s i t i e s .  F o r  

e x a m p l e ,  c o n n e c t  t h e m  w i t h  o t h e r  h e r i t a g e  S p a n i s h  

s p e a k e r s  f r o m  o t h e r  u n i v e r s i t i e s .  W e  r e c o m m e n d  

c o n n e c t i n g  t h e m  w i t h  t h e  S p a n i s h  f o r  h e r i t a g e  s p e a k e r s ’  

c l a s s  a t  K a n d a  U n i v e r s i t y  o f  I n t e r n a t i o n a l  S t u d i e s .  S e t  u p  

a  r o u t e r  w i t h  t h e  u n i v e r s i t i e s  s o  t h a t  a n  i n t e r - u n i v e r s i t y  

a g r e e m e n t  c a n  b e  d o n e  a n d  t h e y  c a n  s t u d y  t o g e t h e r  a n d  

a l s o  r e c e i v e  u n i v e r s i t y  c r e d i t s .  
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9 .  A v o i d  a s s i m i l a t i o n  o f  i m m i g r a n t  a n d  m i x  r o o t  s t u d e n t s .  

A d v o c a t e  f o r  t w o - w a y s  i n t e g r a t i o n .  

 

 


